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印
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叩
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叩
叩
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咄
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那
些
邨
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明
日
仙
謡
伽
出

鐵鯵
誰
も
が
い
う
よ
う
に
、
私
た
ち
は
グ
□
－
は
、
幻
世
紀
に
お
い
て
そ
の
地
位
を
、
ま

露

巻
頭
］
一
一
一
口
■
■
バ
ル
化
の
ま
つ
に
だ
な
か
に
置
か
れ
て
い
ず
中
国
に
次
い
で
イ
ン
ド
に
譲
る
の
を

露謬
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
メ
キ
シ
コ
と
の
間
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

鯵

に
、
わ
が
国
は
自
由
亟
宣
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
少
子
一
局
齢
化
と
労
働
力
減
少
は
、
私
疋

鰯露
を
締
結
－
９
る
に
い
た
っ
た
が
、
そ
れ
在
契
ち
の
前
に
立
ち
一
ふ
さ
が
っ
て
い
る
第
一
の

懲

機
に
わ
が
国
経
済
は
、
ア
ジ
ア
の
み
な
一
ら
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
に
付
随
す
る
年
金
と

露醗
ず
世
界
レ
ベ
ル
の
経
済
競
争
に
投
げ
込
ま
福
祉
の
問
題
も
、
避
け
て
通
る
こ
と
は
で

卯
弓
坏
２
５
■
７
４
ｍ
即
Ｆ
Ⅱ
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扣
辿
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れ
る
こ
と
に
な
る
。

若
々
し
く
元
気
あ
ふ
れ
る
中
国
や
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
と
の
投
資
、
金
融
、
生
産
、

流
通
を
含
む
経
済
競
争
に
お
い
て
、
わ
が

国
は
本
当
に
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
ち
、
、
世
紀
後
半

に
ア
ジ
ア
第
一
の
先
進
大
国
だ
っ
た
曰
本

鯵
改
革
は
徐
々
に
浸
透
し
、
贄
肉
を
と
っ
た

鐘

効
毒
一
社
《
二
へ
の
動
き
は
、
も
は
や
止
め
る

鐵鹸

一
」
と
の
で
き
な
い
不
可
避
な
激
唇
川
に
な
っ

霞

て
い
る
。
わ
が
国
の
選
択
は
お
そ
ら
く
、

嬢鍛
激
し
い
言
一
二
の
差
を
伴
う
ア
メ
リ
カ
的
競

鐡

争
）
社
一
二
で
は
な
い
。
か
と
い
っ
て
、
北
欧

籔騒
的
一
局
福
祉
社
会
で
も
あ
る
ま
い
。
人
間
の

戦

さ
な
い
。
北
欧
諸
国
の
よ
う
に
、
｜
局

露蟻
邑
〈
但
・
一
局
福
祉
の
道
を
選
ぶ
の
だ
ろ

露

一
つ
か
。
そ
れ
と
も
ア
メ
リ
カ
の
よ
－
つ

鱒鰯
に
、
低
福
祉
・
低
邑
〈
担
の
国
を
一
白
指

騨

す
べ
き
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
の
場
合

慾

も
、
出
生
率
は
Ｂ
本
よ
り
一
局
い
の
で
、

騨議

問
題
は
わ
が
国
ほ
ど
で
な
い
。

蟻

小
泉
首
相
の
音
一
頭
の
下
に
、
構
造

露

２
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安
全
保
障
に
基
づ
く
セ
ー
フ
テ
ィ
・
ネ
ッ

ト
に
立
脚
し
な
が
ら
も
、
と
も
す
れ
ば
社

会
主
義
的
「
や
さ
し
さ
」
に
堕
し
が
ち
な

安
易
さ
に
抵
抗
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
生

き
残
り
は
難
し
い
。

国
際
的
、
地
球
的
な
横
の
関
係
を
、
き

ち
ん
と
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
進
む
の

は
、
決
し
て
容
易
で
は
な
い
。
イ
ラ
ク
戦

争
以
来
、
単
独
行
動
の
著
し
い
ア
メ
リ
カ

と
の
同
盟
関
係
在
国
の
主
軸
と
し
て
い
く

の
か
。
そ
れ
と
も
国
運
に
象
徴
さ
れ
る
国

際
社
会
と
の
協
調
を
前
面
に
た
て
て
、
外

交
の
舵
取
り
を
し
て
い
け
ば
よ
い
の
だ
ろ

う
か
。
｜
」
れ
に
つ
い
て
は
、
軸
足
を
両
方

に
お
き
つ
つ
も
、
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
を

優
先
し
、
同
時
に
そ
れ
が
極
端
に
ぶ
れ
な

い
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
ポ
ス

ト
冷
戦
期
の
唯
一
の
超
大
国
と
の
積
極
的

な
対
話
に
、
懸
命
に
努
力
す
る
し
か
な
い
。

丁
国
際
社
会
Ｌ
と
よ
く
い
わ
れ
る
。
そ
の

響
き
は
よ
い
が
、
内
容
は
必
ず
し
も
は
っ

き
り
し
な
い
。
安
保
理
決
議
や
国
連
総
会

決
議
の
一
」
と
を
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の

種
の
決
議
が
国
連
加
盟
国
の
総
意
の
よ
う

な
も
の
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
は
疑
え
な

い
し
、
そ
れ
が
世
界
の
大
き
な
流
れ
を
つ

く
っ
て
い
き
、
そ
れ
故
に
正
当
性
を
持
つ

と
も
い
え
る
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
う
し
た
決
定
が

常
に
正
し
い
と
は
限
ら
な
い
。
国
連
総
会

の
決
議
は
、
｜
般
的
な
方
向
付
け
と
い
っ

た
性
格
の
も
の
で
あ
り
、
各
国
を
拘
束
す

る
具
体
的
な
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
安
保

理
決
議
は
、
理
事
国
の
間
の
政
治
的
妥
協

の
産
物
で
あ
る
か
ら
、
最
大
公
約
数
と
し

て
玉
虫
色
の
文
面
に
な
っ
て
し
ま
う
。
私

自
皀
し
ば
し
ば
経
験
し
た
が
、
安
保
理
に

お
け
る
無
原
則
な
妥
協
が
、
現
地
の
国
連

平
和
維
持
活
動
へ
の
矛
盾
だ
ら
け
の
指
針

に
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
い
。

つ
ま
り
「
国
際
社
会
Ｌ
の
動
向
や
、
そ

の
良
識
を
見
失
う
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
そ

れ
に
細
心
の
注
意
を
払
う
こ
と
は
必
要
で

あ
る
が
、
そ
れ
を
神
格
化
し
て
し
ま
っ
た

り
、
自
ら
の
政
策
判
断
を
停
止
す
る
た
め

の
ア
リ
バ
イ
に
し
て
は
い
け
な
い
。

安
保
理
事
会
の
常
任
理
事
国
に
な
る
の

は
、
わ
が
国
に
と
っ
て
茨
の
道
に
違
い
な

い
。
私
は
理
事
国
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思

う
の
だ
が
、
そ
れ
は
国
際
平
和
や
安
全
の

重
要
な
決
定
に
参
加
で
き
る
と
い
う
大
き

な
利
点
と
と
も
に
、
地
球
上
の
あ
ら
ゆ
る

紛
争
に
つ
い
て
自
ら
判
断
し
、
責
任
を
と

る
と
い
う
気
の
遠
く
な
る
役
割
を
担
う
こ

と
で
も
あ
る
。

国
内
経
済
が
悪
化
す
る
と
、
す
ぐ
政
府

開
発
援
助
（
○
Ｄ
Ａ
）
を
削
減
し
て
し
ま
っ

た
り
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
で
や
た
ら
悲

観
的
に
な
り
縮
み
患
者
に
捉
わ
れ
て
し
ま

う
の
で
な
く
、
地
球
社
会
の
中
で
誇
り
う

る
役
割
を
淡
々
と
果
た
し
な
が
ら
、
生
き

残
る
方
策
を
し
ぶ
と
く
前
向
き
に
考
え
て

い
く
し
た
た
か
さ
が
是
非
と
も
ほ
し
い
。

（
あ
か
し
。
や
す
し
元
国
連
事
務
局
次
長

人
口
問
題
協
議
会
長
）
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働
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に
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出
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／
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０
５
０
年
に
兜
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人
／
働
か
ぬ
若
者
⑰

特
集
②
ｌ
座
談
会
ｌ
「
国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
」
創
立
加
周
年
を
迎
え
て

・
設
立
前
史

・
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
活
動
略
史

特
別
寄
稿

・
多
民
族
国
家
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
人
口
問
題
と
貧
困

・
女
性
と
金
の
タ
マ
ゴ

・
次
世
代
育
成
で
地
域
再
生

ｌ
座
談
会
ｌ
ア
フ
リ
カ
３
ヵ
国
訪
問
の
成
果
と
今
後
の
課
題

・
ア
フ
リ
カ
議
員
派
遣
事
業
に
参
加
し
て

》
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
視
察
報
告
《

『
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
』
て
知
っ
て
ま
す
か
？
…
…
…

〃
共
生
〃
で
負
の
遺
産
を
克
服

－
Ａ
Ｐ
Ｄ
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主
催
’
第
加
回
人
口
と
開
発
に
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す
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ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
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・
主
催
者
挨
拶
振
り
返
っ
て
み
よ
う
「
生
命
へ
の
畏
敬
」

清
水
嘉
与
子

・
基
調
講
演
人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
員
活
動
に
つ
い
て
桜
井
新

人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ル
マ
テ
ィ
宣
言

巻
頭
言
／
生
き
残
る
し
た
た
か
さ

明
石
康

特
集
①
『
国
際
人
ロ
開
発
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
＋
加
』
を
祝
う

ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
で
「
国
際
人
口
開
発
議
員
会
議
」
開
催

ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
宣
言

ロ
ン
ド
ン
・
グ
ロ
ー
バ
ル
円
卓
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議

ｌ
ガ
ラ
デ
ィ
ナ
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中
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ｌ
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イ
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器
切
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の
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練
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ｌ

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
東
南
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ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
会
議

ｌ
裳
び
り
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
象
と
ラ
イ
ッ
を
す
べ
て
の
人
に
谷
津
義
勇

１
１
１
１

》
地
球
シ
グ
ナ
ル
《

○
少
子
高
齢
化
時
代
へ
の
取
り
組
み

苅
田
吉
夫

に
ゅ
－
す
ふ
ぉ
１
ら
む

！
■
Ⅲ

…
…

〆
、
／
、
〆
里
ノ
ミ
ノ
」
ノ
ミ
ノ
、
〆
、
〆
、
〆

万
人
／
百
歳
以
上
２
万
３
０
３
８
人
／
専

業
主
夫
急
増
／
貧
困
克
服
に
改
め
て
焦
点

能
勢
和
子

Ｉ
可

阿
部

折
田
岩
淵

長
浜
博
行

武
山
百
合
子

英
樹

岩
美

勝
好
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次の汕年への決意固めのため＃朧愈灘蕊篭
□
■
□
・
一
口
・
■
い
い
い
脆
い
蝿

あ
の
エ
ジ
プ
ト
は
カ
イ
ロ
で
の
熱
狂
か

ら
ｎ
年
今
年
は
１
９
９
４
年
に
世
界
の

国
々
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
代
表
、
メ
デ
ィ
ア
関
係

者
な
ど
１
万
人
以
上
を
集
め
て
開
か
れ
た

「
国
際
人
口
・
開
発
会
議
」
か
ら
Ⅲ
年
月
の

節
目
に
あ
た
る
。
各
地
で
様
々
な
会
合
が

開
か
れ
（
別
項
参
照
）
、
カ
イ
ロ
会
議
で
採

択
さ
れ
た
「
行
動
計
画
」
の
実
施
状
況
を

振
り
返
り
、
目
標
年
次
（
２
０
１
５
年
）

で
あ
る
次
の
ｎ
年
に
向
け
て
の
新
た
な
努

力
の
方
向
づ
け
が
模
索
さ
れ
た
。

人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
員
活
動

で
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
「
国
際
人
口

問
題
議
員
懇
談
会
」
（
中
山
太
郎
会
長
）
と
、

わ
が
国
を
中
心
に
ア
ジ
ア
の
国
々
の
議
員

で
組
織
す
る
「
ア
ジ
ア
人
口
開
発
に
関
す

る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
（
谷
津
義
男
議
長
）
、

及
び
両
組
織
を
事
務
的
に
支
え
て
い
る
財

団
法
人
「
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
」
（
尾

崎
美
千
生
事
務
局
長
）
も
、
ｎ
周
年
を
記

念
す
る
各
地
で
の
討
論
集
会
に
代
表
を
送

り
、
各
国
の
議
員
、
政
府
関
係
者
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
代
表
な
ど
と
の
交
流
を
通
じ
て
人
口
と

開
発
に
関
す
る
国
際
的
な
世
論
形
勢
を
ど

う
進
め
る
か
に
つ
い
て
貴
重
な
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

ｎ
年
に
一
度
の
ペ
ー
ス
で
開
か
れ
て
き

た
世
界
人
口
会
議
が
専
門
家
の
集
ま
り
か

ら
、
政
府
間
の
会
議
に
格
上
げ
さ
れ
た
１

９
７
４
年
（
ブ
カ
レ
ス
ト
）
以
降
で
も
、

カ
イ
ロ
会
議
は
人
口
問
題
が
従
来
の
各
国

政
府
に
よ
る
人
口
抑
制
策
か
ら
、
個
々
人

の
健
康
や
権
利
に
重
き
を
置
く
こ
と
に
大

き
く
方
向
転
換
さ
れ
た
（
パ
ラ
ダ
イ
ム
・

シ
フ
ト
）
こ
と
で
、
歴
史
的
な
意
味
を
持

つ
と
さ
れ
た
。
特
に
行
動
計
画
の
軸
と
な

る
り
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ

ッ
（
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利
）

と
女
性
に
対
す
る
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜
（
能

力
と
地
位
の
向
上
）
は
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

と
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
カ
イ
ロ
会
議
を
主
導
し
た

米
国
で
政
権
が
民
主
党
か
ら
共
和
党
に
代

わ
り
、
ブ
シ
ュ
政
権
は
個
人
の
選
択
や
権

利
に
重
き
を
置
く
カ
イ
ロ
会
議
の
行
動
計

画
を
「
再
確
認
し
な
い
」
方
向
に
反
転
。

特
に
行
動
計
画
は
人
工
妊
娠
中
絶
を
容
認

し
て
い
る
と
し
て
国
連
な
ど
国
際
機
関
に

対
す
る
拠
出
を
打
ち
切
っ
た
。
こ
の
こ
と

が
女
性
の
健
康
と
権
利
を
擁
護
し
て
行
動

計
画
を
推
進
し
て
き
た
多
く
の
女
性
団
体

や
関
係
機
関
の
強
い
反
発
を
招
き
、
各
地

で
開
か
れ
た
「
カ
イ
ロ
・
プ
ラ
ス
、
」
を

め
ぐ
る
世
界
の
人
口
論
議
に
複
雑
な
影
を

落
と
し
た
。
こ
う
し
た
国
際
情
勢
を
反
映

し
て
政
府
代
表
が
一
堂
に
会
す
る
世
界
規

模
の
人
口
会
議
は
実
現
に
至
ら
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
背
景
の
中
で
展
開
さ
れ
た
各

地
の
集
会
で
の
議
論
で
は
、
カ
イ
ロ
以
後

の
各
国
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
リ
プ
ロ

４円‐壹聿
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ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
推
進
が
図
ら
れ
、

家
族
計
画
の
実
施
率
が
上
が
る
一
方
で
、
妊

産
婦
死
亡
率
、
乳
児
死
亡
率
の
低
下
、
平
均

寿
命
の
延
び
な
ど
に
そ
の
成
果
が
現
わ
れ
た

と
総
括
す
る
一
方
、
米
国
を
中
心
に
カ
イ
ロ

の
行
動
計
画
に
逆
流
す
る
保
守
主
義
が
１
９

９
４
年
に
世
界
の
合
意
を
得
た
女
性
の
健
康

と
権
利
を
推
進
す
る
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
と

の
危
機
感
を
強
め
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
カ
イ
ロ
会
議
で
誓
約
さ
れ
た
資
金

調
達
に
つ
い
て
開
発
途
上
国
側
が
ほ
ぼ
目
標

を
達
成
し
て
い
る
の
に
対
し
、
先
進
国
側
が

責
任
額
の
半
分
し
か
果
た
し
て
い
な
い
と
の

指
摘
が
各
地
の
集
会
で
共
通
に
強
く
打
ち
出

さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
カ
イ
ロ
会
議
後
の
大
き
な
課
題

と
し
て
、
予
想
以
上
に
猛
威
を
振
る
っ
て
い

る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
へ
の
人
類
的
取
り
組

み
、
人
口
構
成
の
中
で
大
き
な
比
重
を
占
め

る
若
者
へ
の
関
心
の
喚
起
、
特
に
エ
イ
ズ
禍

の
拡
が
り
に
も
影
響
を
与
え
る
思
春
期
の
青

年
に
対
す
る
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・

サ
ー
ビ
ス
の
強
化
が
大
き
な
話
題
に
な
っ
た
。

ま
た
、
各
地
の
討
論
の
中
で
は
日
本
を
含

む
先
進
国
で
深
刻
化
し
て
い
る
少
子
高
齢
化

に
関
す
る
報
告
が
行
わ
れ
、
開
発
と
同
時
並

行
的
に
起
こ
っ
て
く
る
途
上
国
で
の
高
齢
化

の
進
行
に
大
き
な
関
心
が
払
わ
れ
た
。

１
９
９
４
年
の
国
際
人
口
開
発
会
議
（
Ｉ

Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
で
打
ち
上
げ
ら
れ
た
２
０
１
５
年

ま
で
の
目
標
と
２
０
０
１
年
の
国
連
総
会
で

設
定
さ
れ
た
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
」
（
Ｍ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
関
係
も
ま
た
今
年
の
各
地
の
議

論
で
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
た
テ
ー
マ
で

あ
る
。
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
」
の
中
に
は

妊
産
婦
死
亡
率
や
乳
児
死
亡
率
の
低
減
や
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
先

行
し
た
カ
イ
ロ
の
国
際
人
口
開
発
会
議
の
行

動
計
画
で
掲
げ
ら
れ
た
数
値
目
標
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
カ

イ
ロ
会
議
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
っ
た
り
プ
ロ

ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
考
え
方
が
採
用
さ

れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
、
カ
イ
ロ
会
議
行

動
計
画
の
実
現
を
最
大
の
役
割
と
す
る
人
口

開
発
関
係
者
の
不
満
で
あ
る
。
結
局
、
貧
困

削
減
に
集
ま
っ
た
世
界
の
世
論
に
棹
差
し
な

が
ら
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
に
は
＋
分
反
映
さ
れ
て
い
な

い
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
一
層
の

浸
透
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
さ
な
け
れ
ば
な

・
ヂ
ヂ
ｒ
」
Ｌ
ｉ
隣
；
ｉ
‐
ｉ
Ｉ
ｒ
峡
Ｉ
汗
貯
ｉ
…
…
計
訂
寺
ａ
：
二
打
）
胃
←
し
：
氏
騰
ｆ
‐
」
Ｌ
」
！
「
ｒ
許
…
緋
…
燐
ｉ
‐

ら
な
い
と
い
う
の
が
人
口
・
開
発
関
係

者
の
直
面
し
て
い
る
現
実
で
あ
る
。

Ⅲ
世
紀
初
頭
に
お
け
る
世
界
の
人
口

問
題
は
、
な
お
開
発
途
上
国
で
進
行
す

る
人
口
増
と
、
先
進
国
の
少
子
化
と
い

う
相
反
す
る
対
立
軸
と
、
環
境
・
食
料
・

貧
困
な
ど
の
マ
ク
ロ
的
課
題
と
、
個
人

の
権
利
と
い
う
ミ
ク
ロ
の
要
求
が
交
差

す
る
多
面
的
な
様
相
を
見
せ
て
い
る
。

し
か
し
、
毎
年
７
７
０
０
万
人
ず
つ
増

え
て
い
く
（
２
０
０
４
年
８
月
ポ
ピ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
発
表
推
計
）

世
界
の
人
口
に
、
個
人
の
権
利
を
尊
重

し
な
が
ら
対
処
し
て
い
く
に
は
、
人
類

的
な
視
点
で
知
恵
を
出
し
合
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

カ
イ
ロ
・
プ
ラ
ス
、
を
取
り
巻
く
ｎ

世
紀
初
頭
は
テ
ロ
と
の
戦
い
だ
け
で
な

く
、
平
和
の
闘
い
も
ま
た
厳
し
い
試
練

を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
尾
崎
美
千
生
）

唖
Ｌ
，
．
（
古

Ｊ
■
’
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｢国際人ロ開発会議（ｌＣＰＤ）プラス10」を祝う

2004年に開かれた「/CFD＋70Ｊ関連の会議一覧

AFPPD：アジア議員フォーラム

ＡPDA：アジア人にI・開発協会

７

名称 期日 開催場所 出席者

アジア女性議員･大臣会議 ６月２９日～30日 オーストラリア．

キャンベラ

谷津義男AFPPD議長

)||橋幸子参院議員

尾崎美千生APDA事務局長

IPPF東南アジア・オセア

ニア地域会議

７月291二i～30日 マレーシア．

クアラルンプール

谷津義男AFPPD議長

尾崎美千生

楠本修APDA主任研究員

IPPFグローバル円卓会議 ８月30日～９月２日 英国。

ロンドン

中山太郎APDA理事長

尾崎美千生

第20回人口と開発に関す

るアジア国会議員代表者

会議

９月２８日～29日 カザフスタン.

アルマティ

清水嘉与子APDA副理事長

桜井新APDA副会長

谷津義男AFPPD議長

武村百合子衆院議員

長浜博行衆院議員

尾崎美千生

楠本修

国際人にl開発議員会議 １０月１７日～１９日 フランス．

ストラスブール

谷津義男AFPPD議長

尾崎美千生

楠本修



秋
深
ま
る
、
月
肥
日
、
四
日
の
両
日
フ
ラ

ン
ス
の
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
で
国
際
人
口
開
発

議
員
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
正
確
な
名
称
は

「
第
２
回
国
際
人
口
開
発
会
議
行
動
計
画
実
施

の
た
め
の
国
際
議
員
会
議
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
）
」
と

い
う
長
い
も
の
で
あ
る
。
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル

に
は
欧
州
議
会
な
ら
び
に
欧
州
評
議
会
が
存

在
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
議
会
活
動
の
中
心
地

で
あ
る
。

こ
の
会
議
は
２
０
０
２
年
に
カ
ナ
ダ
の
オ

タ
ワ
で
開
か
れ
た
第
１
回
会
議
に
続
く
も
の

で
第
２
回
目
に
な
る
。
前
回
カ
ナ
ダ
で
開
催

さ
れ
た
と
き
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
を
中
心

は
じ
め
に

ｌ
ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
に
墓
づ
い
・
て
２
０
１
５
年
ま
で
に
す
べ

て
の
人
が
「
性
に
関
す
る
．
健
康
及
び
リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
ご

ヘ
ル
ズ
」
を
利
用
」
で
き
る
よ
う
に
す
る

に
活
動
す
る
ア
メ
リ
カ
地
域
の
議
連
で
あ
る
、

人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
地
域
議
員

グ
ル
ー
プ
（
Ｉ
Ａ
Ｐ
Ｇ
）
が
主
催
し
た
が
、

今
回
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
で
開
催
さ
れ
る
た

め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
の
人
口
と
開
発
に
関

す
る
議
員
組
織
で
あ
る
「
人
口
と
開
発
に
関

す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｉ

Ｅ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
Ｄ
）
が
主
催
し
た
。

共
催
は
「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア

議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
」
、
Ｉ
Ａ

Ｐ
Ｇ
、
「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
フ
リ
カ
・

ア
ラ
ブ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
、
「
地
球
規
模
的
活

動
の
た
め
の
国
会
議
員
た
ち
（
Ｐ
Ｇ
Ａ
）
」
で

あ
る
。

国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
が
資
金

お
よ
び
技
術
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
引
き
受

け
、
全
面
的
に
支
援
し
た
。
後
援
は
、
国
際

家
族
計
画
連
盟
、
欧
州
議
会
、
欧
州
評
議
会
、

フ
ラ
ン
ス
国
会
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
市
な
ど

で
あ
る
。

日
本
か
ら
は
谷
津
義
男
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
、

Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
幹
事
長
が
参
加
し
宣
言
文
を
作
成
・

採
択
す
る
起
草
委
員
長
を
務
め
た
。
Ａ
Ｐ
Ｄ

Ａ
か
ら
は
尾
崎
美
千
生
事
務
局
長
・
常
務
理

事
、
楠
本
修
事
務
局
長
補
佐
・
主
任
研
究
員

が
参
加
し
た
。

宣
言
文
の
採
択
に
あ
た
っ
て
は
「
性
に
関

す
る
権
利
」
「
お
よ
び
性
的
嗜
好
性
に
か
か
わ

ら
ず
…
…
」
と
い
う
文
言
の
採
否
め
ぐ
っ
て

カ
ト
リ
ッ
ク
・
イ
ス
ラ
ム
系
の
国
々
と
北
欧

APDAが起草

８



ストラスブールで「国際人ロ開発議員会議」開催

今
回
の
会
議
で
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
宣

言
文
の
中
に
世
界
各
国
か
ら
参
加
し
た
国
会

議
員
の
総
意
と
し
て
、
来
年
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
「
ミ
レ
ニ
ァ
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ

Ｓ
）
の
５
年
目
の
見
直
し
」
に
際
し
て
、
２

０
０
０
年
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択

さ
れ
た
、
既
存
の
８
つ
の
目
標
に
加
え
て
、

を
中
心
と
し
た
西
欧
が
真
っ
向
か
ら
ぶ
つ
か

り
合
い
、
紛
糾
を
見
せ
た
が
、
谷
津
起
草
委

員
長
の
采
配
に
よ
っ
て
満
場
一
致
で
宣
言
文

が
採
択
さ
れ
た
。
起
草
委
員
長
の
事
務
局
を

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
が
務
め
た
。
（
宣
言
文
は
全
文
掲
載
）

今
回
の
会
議
の
成
果

2000年のミレニアム採決

Ｓつの目標

１．極度の貧困と飢餓の撲滅

２．普遍的初等教育の達成

３．ジェンダーの平等の促進と女

性の地位の向上

４．幼児死亡率の削減

５．妊産婦の健康の改善

６．ＨｌＶ／エイズ、マラリアそ

の他の疾病の蔓延防止

７．環境の持続可能性の確保

８．開発のためのグローバル・パー

トナーシップの推進

第
９
番
目
の
目
標
と
し
て
〃
ｌ
ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動

計
画
に
基
づ
い
て
２
０
１
５
年
ま
で
に
す
べ

て
の
人
が
「
性
に
関
す
る
健
康
及
び
リ
ブ
ロ

ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
」
を
利
用
で
き
る
よ

う
に
す
る
〃
と
い
う
セ
ン
テ
ン
ス
を
入
れ
る

べ
き
だ
と
い
う
、
主
張
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。

現
在
国
際
的
な
開
発
支
援
活
動
は
こ
の
「
ミ

レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
）
」
に
従
っ

て
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
含
ま

れ
て
い
な
い
目
標
達
成
は
あ
ま
り
重
視
さ
れ

て
い
な
い
現
状
が
あ
る
。
こ
の
Ｍ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
の

中
に
１
９
９
４
年
カ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
た
国

際
人
口
開
発
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
で
、
す
べ

て
の
参
加
国
の
賛
成
で
採
択
さ
れ
た
「
行
動

計
画
（
Ｐ
Ｃ
Ａ
）
」
の

基
本
的
な
考
え
方
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
地
球

規
模
的
な
問
題
の
ほ

と
ん
ど
は
持
続
可
能

な
開
発
と
人
口
問
題

の
解
決
な
く
し
て
解

決
で
き
な
い
問
題
で

あ
る
。
特
に
具
体
的

な
解
決
に
向
け
た
手
順
や
方
法
を
定
め
た
「
Ｉ

Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
」
を
実
施
す
る
こ
と
な
く
、

Ｍ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
が
設
定
し
た
目
標
を
達
成
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
と

こ
ろ
が
現
実
に
は
ミ
レ
ニ
ア
ム
サ
ミ
ッ
ト
に

お
い
て
最
も
具
体
的
な
方
法
論
で
あ
る
は
ず

の
行
動
計
画
は
な
お
ざ
り
に
さ
れ
、
目
標
の

中
に
藤
り
込
む
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

人
口
問
題
に
は
文
化
的
に
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ

な
問
題
を
含
む
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
ミ

レ
ニ
ァ
ム
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
こ
の
行
動
計

画
が
持
つ
具
体
的
な
解
決
手
段
の
提
示
と
い

う
大
き
な
進
歩
が
あ
ま
り
反
映
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
は
、
価
値
観
の
差
に
こ
だ
わ
る
こ
と

で
、
具
体
的
な
手
段
を
無
視
し
、
現
実
の
解

決
手
段
を
後
退
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。

今
回
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る
世
界
の
国

会
議
員
の
総
意
と
し
て
、
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発

目
標
に
第
９
番
目
の
目
標
を
」
と
い
う
提
言

が
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
非
常
に
大
き
な
意
味

を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
第
８
番
目
ま
で

の
開
発
目
標
の
よ
う
な
詳
細
な
数
的
目
標
が

設
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
れ

ら
の
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の

具
体
的
な
手
段
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
の

９



１
９
９
４
年
９
月
に
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
（
人
口

と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

の
桜
井
新
議
長
（
当
時
）
は
カ
イ
ロ
で
開
催

さ
れ
た
「
国
際
人
口
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
叩

通
称
カ
イ
ロ
会
議
」
に
併
せ
て
、
世
界
中
の

地
域
議
連
に
呼
び
か
け
て
、
カ
イ
ロ
に
世
界

中
１
１
７
カ
国
か
ら
４
０
０
名
の
参
加
者
を

で
あ
る
。

も
う
一
つ
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
２
０
０

２
年
の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
の
公
約
に
基
づ
い
て
イ
ギ

リ
ス
や
オ
ラ
ン
ダ
が
人
口
問
題
に
対
す
る
拠

出
を
大
幅
に
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
表
明
し
た

こ
と
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
は
毎
年
５
６
０
０

万
ド
ル
の
拠
出
を
行
い
、
さ
ら
に
イ
ギ
リ
ス

も
今
後
、
人
口
問
題
に
対
す
る
拠
出
を
増
加

さ
せ
る
こ
と
で
社
会
開
発
サ
ミ
ッ
ト
（
Ｗ
Ｓ

Ｓ
Ｄ
）
で
合
意
さ
れ
た
「
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
０
．
７
％

を
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
向
け
る
」
と
い
う
国
際
的
な
目

標
を
達
成
す
る
た
め
の
道
筋
を
表
明
し
た
。

そ
し
て
各
国
と
も
カ
イ
ロ
で
公
約
し
た
資
金

に
対
す
る
数
値
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
を
改

め
て
確
認
し
た
。

会
議
開
催
の
背
景

集
め
、
「
国
際
人
口
開
発
議
員
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ

Ｐ
Ｄ
）
」
を
開
催
し
た
。
こ
の
席
で
桜
井
運
営

委
員
会
議
長
・
会
議
事
務
総
長
が
世
界
中
か

ら
参
加
し
た
国
会
議
員
に
呼
び
か
け
、
人
口

と
開
発
に
関
す
る
国
内
議
連
が
存
在
し
な
い

と
こ
ろ
で
は
、
国
内
議
連
の
設
立
を
求
め
、

地
域
議
連
が
存
在
し
な
い
と
こ
ろ
に
は
地
域

議
連
を
設
立
す
る
よ
う
に
強
く
求
め
た
。

こ
の
呼
び
か
け
に
応
え
て
カ
イ
ロ
会
議
の

場
で
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ
の
国
会
議
員
は
自

発
的
に
分
科
会
を
開
催
し
そ
の
場
で
「
ア
フ

リ
カ
中
東
人
口
開
発
議
員
委
員
会
（
Ａ
Ｍ
Ｅ

Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
ど
の
設
立
を
決
め
、
１
９
９
６
年

に
は
南
ア
フ
リ
カ
の
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
で
現
在

の
「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
フ
リ
カ
・
ア

ラ
ブ
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
形
成
し
た
。
ま

た
、
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
に
も
議
連
は
存

在
し
な
か
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
議
連
の

成
立
も
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
か
ら
の
働
き
か
け
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
１
９
９
５
年
に
デ
ン
マ
ー

ク
で
開
催
さ
れ
た
「
社
会
開
発
サ
ミ
ッ
ト
（
Ｗ

Ｓ
Ｓ
Ｄ
）
」
に
併
せ
て
開
催
し
た
「
国
際
人
口
・

社
会
開
発
議
員
会
議
（
Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）
」
や

オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
で
開
催
さ
れ
た
「
国
際

人
ロ
開
発
議
員
会
議
（
Ｉ
Ｆ
Ｐ
）
」
で
根
気
よ

く
呼
び
か
け
て
い
っ
た
結
果
、
１
９
９
９
年

に
ル
ー
マ
ニ
ア
の
ブ
カ
レ
ス
ト
で
第
三
回
世

界
人
口
会
議
（
国
連
主
催
の
政
府
間
会
議
と

し
て
は
カ
イ
ロ
、
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
に
先
立

つ
も
の
）
妬
年
に
併
せ
て
、
欧
州
評
議
会
が

人
口
・
難
民
委
員
会
の
特
別
会
議
を
開
催
し
、

谷
津
義
男
議
員
が
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
を
代
表
し
て

基
調
講
演
を
行
い
、
現
在
の
Ｉ
Ｅ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
Ｄ

が
正
式
に
発
足
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
の
下
に
、
世
界
の
各
地
域

議
連
が
整
備
さ
れ
、
現
在
の
よ
う
に
地
球
の

す
べ
て
の
地
域
を
カ
バ
ー
す
る
議
員
活
動
が

成
立
し
た
。
こ
の
意
味
で
日
本
が
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
を
通
し
て
こ
れ
ま
で
国
際
的
な
人
口
問
題

で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
国
際
的
に

大
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
発
揮
し
て
き
た
の
で

あ
る
。｜
般
的
に
言
っ
て
国
際
舞
台
で
は
一
一
一
一
口
語
的

な
問
題
も
あ
り
、
日
本
は
い
く
ら
お
金
を
使
っ

て
も
十
分
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
は
残
念
な
が
ら
事
実
で
あ

る
。
そ
の
中
で
人
口
問
題
だ
け
は
非
欧
米
で

初
め
て
人
口
転
換
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
、
世

界
で
最
初
に
人
口
問
題
に
対
す
る
超
党
派
の

議
員
活
動
で
あ
る
「
国
際
人
口
問
題
議
員
懇

1０



ストラスブールで「国際人ロ開発議員会議」開催

談
会
（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
）
」
を
設
立
し
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ

Ａ
・
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
に
対
す
る
拠
出
の
第
一
位
を

１
９
９
０
年
代
を
通
じ
て
維
持
し
て
き
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
世
界
的
に
日
本
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
握
る
こ
と
に
対
し
て
コ
ン
セ
ン
サ

ス
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
（
国
際
人
ロ
問
題

議
員
懇
談
会
釦
周
年
特
集
も
掲
載
）
。

そ
の
意
味
で
日
本
が
国
際
的
に
オ
ピ
ニ
オ

ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
大
き
な
影
響
力
を
行
使

で
き
る
数
少
な
い
舞
台
だ
っ
た
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
が
２
０
０
０
年
代
に
入
っ
て
、
累
積

債
務
問
題
や
財
政
難
の
あ
お
り
を
受
け
、
Ｏ

Ｄ
Ａ
減
額
の
傾
向
が
強
ま
り
、
そ
の
中
で
オ

ラ
ン
ダ
な
ど
が
拠
出
金
額
を
上
げ
て
き
た
こ

と
も
あ
り
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
・
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
に
対

す
る
拠
出
の
第
一
位
を
譲
り
渡
し
て
し
ま
っ

た
。
現
在
、
こ
の
拠
出
額
の
増
額
傾
向
を
受

け
て
欧
州
の
発
言
力
が
高
ま
り
、
日
本
の
影

響
力
の
相
対
的
低
下
は
明
ら
か
で
あ
る
。

Ｏ
Ｄ
Ａ
は
国
家
予
算
か
ら
支
出
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
国
民
の
税
金
か
ら
支
出
さ
れ
る

貴
重
な
資
金
で
あ
る
。
現
在
、
日
本
で
は
人

今
後
の
課
題

口
増
加
と
逆
の
人
口
問
題
で
あ
る
少
子
・
高

齢
化
が
深
刻
な
問
題
と
な
り
、
途
上
国
の
人

口
増
加
に
対
す
る
関
心
が
薄
れ
て
き
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
人
口
問
題
に
対
す
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
も

国
民
の
強
い
支
持
を
受
け
る
と
い
う
現
状
で

は
な
く
な
っ
て
い
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
広
い
意
味
で

の
外
交
の
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
国
際
的
な
安
定

化
を
果
た
す
こ
と
で
日
本
の
安
全
保
障
に
貢

献
す
る
目
的
で
支
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
は
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
支
出
と
、

そ
の
支
出
に
よ
っ
て
日
本
が
国
際
舞
台
で
ど

の
く
ら
い
影
響
力
を
持
ち
う
る
の
か
と
い
う

こ
と
は
非
常
に
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る

は
ず
で
あ
る
。

財
政
が
厳
し
い
中
で
、
限
ら
れ
た
Ｏ
Ｄ
Ａ

資
金
を
ど
の
よ
う
に
配
分
す
る
か
と
い
う
こ

と
は
非
常
に
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
の
経
緯
か
ら
も
必
要
性
の
厳
し
い
吟
味
の

上
で
Ｏ
Ｄ
Ａ
資
金
は
支
出
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
特
に
減
額
し
て
い
る
中
で
、
特
定

の
分
野
を
維
持
す
る
こ
と
す
ら
非
常
に
難
し

い
環
境
に
あ
る
こ
と
は
容
易
に
理
解
し
得
る
。

そ
の
意
味
で
は
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会

の
努
力
と
外
務
省
、
財
政
当
局
の
努
力
な
く

し
て
実
現
し
得
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の

意
味
で
大
変
な
努
力
が
払
わ
れ
て
い
る
こ
と

は
十
分
承
知
し
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
が

行
っ
て
い
る
巨
額
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
比
べ
て
Ｕ
Ｎ

Ｆ
Ｐ
Ａ
・
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
に
対
す
る
拠
出
は
、
わ

ず
か
な
比
率
を
占
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

平
和
維
持
活
動
、
人
道
活
動
を
例
外
と
し

て
基
本
的
に
軍
事
的
貢
献
を
行
わ
な
い
わ
が

国
に
と
っ
て
、
○
Ｄ
Ａ
は
最
も
大
き
な
外
交

の
「
手
段
」
で
あ
り
、
そ
の
拠
出
に
よ
っ
て

日
本
の
国
際
社
会
に
お
け
る
プ
レ
ゼ
ン
ス
を

高
め
、
長
期
的
な
日
本
を
取
り
巻
く
安
全
保

障
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
国
益
を
作

り
出
す
こ
と
が
大
き
な
目
的
で
あ
る
こ
と
を

改
め
て
思
い
起
こ
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
視
点
か
ら
、
長
期
的
な
国
益
を
考
え

た
時
に
、
こ
の
ま
ま
ズ
ル
ズ
ル
と
こ
れ
ま
で

営
々
と
し
て
築
き
上
げ
て
き
た
プ
レ
ゼ
ン
ス

を
失
っ
て
い
く
の
か
、
そ
れ
と
も
改
め
て
、

て
こ
入
れ
す
る
こ
と
で
人
口
問
題
に
対
す
る

影
響
力
を
回
復
し
、
日
本
の
国
際
社
会
に
お

け
る
数
少
な
い
主
導
権
を
発
揮
で
き
る
場
を

維
持
す
る
の
か
、
ま
さ
し
く
国
会
議
員
に
よ

る
政
治
的
な
決
断
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。

（
楠
本
修
）
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ストラスブール宣言
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世
界
中
か
ら
私
た
ち
国
会
議
員
が
２
０
０

４
年
、
月
咀
日
・
四
日
フ
ラ
ン
ス
の
ス
ト
ラ

ス
ブ
ー
ル
に
参
集
し
、
２
０
０
２
年
ｎ
月
に

カ
ナ
ダ
の
オ
タ
ワ
で
な
さ
れ
た
国
際
人
口
開

発
会
議
〈
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
行
動
計
画
の
目
標
を

達
成
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
資
源
動
員

な
ら
び
に
そ
れ
を
実
現
可
能
と
す
る
政
治
的

環
境
の
創
出
を
行
う
と
い
う
公
約
の
再
確
認

と
そ
の
強
化
を
行
う
。

さ
ら
に
、
持
続
可
能
な
開
発
と
そ
の
達
成

の
た
め
の
三
つ
の
柱
、
経
済
成
長
、
社
会
発

展
、
環
境
保
護
の
問
題
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ

と
を
再
確
認
す
る
。

私
た
ち
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
実
施
と

そ
の
５
年
目
の
検
証
に
お
け
る
国
際
人
口
開

発
会
議
行
動
計
画
の
更
な
る
実
施
の
た
め
の

カ
ギ
と
な
る
活
動
が
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目

標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
を
達
成
す
る
上
で
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

私
た
ち
は
コ
フ
ィ
・
ア
ナ
ン
国
連
事
務
総

長
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
〃
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発

目
標
、
特
に
極
貧
と
飢
餓
の
撲
滅
と
い
う
目

標
は
、
人
口
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル

ス
の
問
題
が
的
確
に
解
決
さ
れ
な
い
限
り
達

成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
そ
の
手

段
と
し
て
は
、
女
性
の
権
利
の
強
化
に
対
す

る
努
力
を
強
化
す
る
こ
と
、
そ
し
て
教
育
や

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
や
家
族
計
画

を
含
む
健
康
に
対
す
る
投
資
を
よ
り
増
大
さ

せ
る
こ
と
で
あ
る
〃
と
い
う
、
ス
テ
ー
ト
メ

ン
ト
に
完
全
に
同
意
す
る
。

私
た
ち
は
、
自
由
に
そ
し
て
責
任
を
持
っ

て
そ
の
子
ど
も
の
数
と
子
ど
も
を
産
む
間
隔

を
決
め
る
権
利
、
お
よ
び
男
女
平
等
・
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
公
正
、
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン

卜
の
擁
護
と
推
進
、
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
形
態

の
女
性
に
対
す
る
差
別
、
搾
取
お
よ
び
暴
力

の
廃
止
を
含
む
、
性
に
関
す
る
権
利
と
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ラ
イ
ッ
と
す
べ
て
の
人
々

の
健
康
の
促
進
と
擁
護
を
行
う
と
い
う
私
た

ち
の
義
務
と
責
任
を
受
け
入
れ
る
。

私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
原
則
を
擁
護
す
る

決
断
が
、
希
望
と
機
会
の
あ
る
人
生
及
び
絶

望
と
自
暴
自
棄
の
人
生
、
そ
し
て
さ
ら
に
悪

い
場
合
に
は
生
存
と
死
亡
の
差
を
作
り
出
す

も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
原
則
と
そ
れ
が
２
０
１
５
年
ま

で
に
完
全
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
し
、

発
展
さ
せ
る
上
で
の
私
た
ち
の
義
務
と
責
任

を
受
け
入
れ
る
。

こ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動

計
画
加
年
の
中
間
点
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
１
９
９
４
年
カ
イ
ロ
で
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動

計
画
が
採
択
さ
れ
て
か
ら
の
Ⅲ
年
間
で
多
大

な
進
歩
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
最
も
特
筆
す
べ

き
も
の
は
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ

た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ー
ベ
イ
と
各
国
に
お
け

る
行
動
計
画
実
施
の
進
展
に
関
す
る
地
域
の

国
連
に
よ
る
レ
ビ
ュ
ー
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
の
実
施
と
Ｍ
Ｄ

Ｇ
Ｓ
の
達
成
の
た
め
に
は
以
下
を
含
む
主
要

な
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

毎
分
１
人
の
女
性
が
妊
娠
関
連
の
合
併
症

で
死
亡
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
途
上

国
で
発
生
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
予
防
可
能

な
も
の
で
あ
る
。

途
上
国
で
は
出
産
に
伴
う
合
併
症
は
再
生

産
年
齢
人
口
に
あ
る
女
性
の
主
要
な
死
因
と

な
っ
て
い
る
。

こ
の
生
死
を
分
か
つ
課
題
は
ほ
と
ん
ど
国

で
優
先
的
な
課
題
と
し
扱
わ
れ
て
い
な
い
た

め
、
世
界
的
に
見
て
地
球
規
模
で
の
死
亡
者

数
は
１
９
９
４
年
以
降
あ
ま
り
変
化
し
て
い

主
要
な
課
題
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‐
な
い
。

・
３
分
の
１
の
妊
婦
は
妊
娠
期
間
中
に
何
の

健
康
ケ
ア
も
受
け
て
い
な
い

・
出
産
の
釦
％
は
保
健
医
療
施
設
外
で
行
わ

れ
て
い
る

・
出
産
の
わ
ず
か
に
半
数
し
か
技
能
を
有
す

る
介
添
人
（
助
産
婦
）
の
手
助
け
を
受
け

て
い
な
い
。
こ
の
割
合
は
地
域
差
が
非
常

に
大
き
く
、
最
貧
困
者
の
中
で
も
し
ば
し

は
大
き
な
差
異
が
あ
る
。

難
民
、
国
内
避
難
民
、
戦
争
の
被
害
を
受

け
た
女
性
及
び
女
児
ま
た
障
害
者
は
、
嘆
か

わ
し
い
ほ
ど
の
性
的
暴
力
の
被
害
者
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
含
め
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ヘ
ル
ス
に
関
連
す
る
危
険
性
に
関
し
て
非
常

に
脆
弱
な
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

エ
イ
ズ
予
防
と
性
的
暴
力
に
対
す
る
治
療
を

含
む
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
こ
と
の
重
要
性
の
認

識
が
拡
大
し
て
い
る
と
は
い
っ
て
も
、
緊
急

時
や
紛
争
時
に
お
け
る
人
道
支
援
の
予
算
に
、

人
の
命
を
救
う
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル

ス
に
関
す
る
対
応
を
す
る
た
め
の
資
金
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

貧
困
は
女
性
の
死
亡
の
可
能
性
を
劇
的
に

増
加
さ
せ
る
。
妊
娠
・
出
産
に
伴
う
女
性
の

死
亡
リ
ス
ク
は
先
進
国
で
は
２
８
０
０
分
の

１
で
あ
る
の
に
対
し
て
西
ア
フ
リ
カ
で
は
⑫

分
の
１
に
昇
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
を
＋

分
に
実
施
す
る
こ
と
な
く
貧
困
を
緩
和
す
る

こ
と
も
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
達
成
す
る
こ
と
も
で
き

な
い
。

お
よ
そ
２
億
人
の
貧
し
い
途
上
国
の
女
性

た
ち
は
効
果
的
な
避
妊
を
利
用
で
き
な
い
で

い
る
。
そ
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め
に
は
お

よ
そ
羽
億
ド
ル
／
年
の
費
用
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
こ
と
で
２
３
０
０
万

人
の
計
画
外
出
産
、
２
２
０
０
万
人
の
人
工

妊
娠
中
絶
、
安
全
で
な
い
中
絶
に
よ
る
５
万

３
０
０
０
人
の
死
亡
を
含
む
１
４
万
２
０
０

０
人
の
妊
娠
に
関
連
し
た
死
亡
、
そ
し
て
１
４

０
万
人
の
乳
児
死
亡
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

過
去
加
年
間
で
エ
イ
ズ
は
２
０
０
０
万
人

の
命
を
奪
っ
た
。
そ
の
う
ち
２
０
０
３
年
に

３
０
０
万
人
が
死
亡
し
、
２
０
０
４
年
に
も

改
善
の
見
込
み
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
世
界
の

多
そ
の
地
域
で
感
染
は
拡
大
し
て
お
り
、
現

在
お
よ
そ
３
８
０
０
万
人
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ

ズ
感
染
者
で
あ
る
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
の
高
リ
ス
ク
者
の
う
ち
釦
％

以
下
し
か
確
実
な
予
防
手
段
を
利
用
で
き
て

い
な
い
。
も
し
こ
の
利
用
者
が
劇
的
に
拡
大

す
れ
ば
、
２
０
１
０
年
ま
で
に
２
９
０
０
万

人
か
ら
４
５
０
０
万
人
の
新
規
感
染
者
を
避

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
０
０
３
年
現
在
５
０
０
万
人
が
新
規
に

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
い
る
。
女
性
の
感
染
者

は
成
人
感
染
者
の
ほ
ぼ
半
数
で
あ
り
、
そ
の

５
分
の
３
が
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
に
い

る
。新
規
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
半
数
が
若
者
で
あ

る
。
毎
分
４
名
が
新
た
に
感
染
し
て
い
る
。

若
い
女
性
は
特
に
感
染
の
危
険
性
が
高
く
、

特
に
ア
フ
リ
カ
で
は
若
い
女
性
の
感
染
率
は

若
い
男
性
の
そ
れ
に
比
べ
て
２
倍
か
ら
３
倍

に
達
し
て
い
る
。

お
よ
そ
詔
億
人
、
（
世
界
人
口
の
）
５
分
の

２
は
、
１
日
に
２
Ｕ
Ｓ
ド
ル
以
下
で
生
活
し

て
い
る
。
そ
の
中
の
⑫
億
人
は
１
日
１
Ｕ
Ｓ

ド
ル
以
下
で
生
活
し
て
お
り
、
そ
の
半
数
以

上
が
女
性
で
あ
る
。

武
力
紛
争
と
政
治
的
な
不
安
定
性
は
貧
困

撲
滅
と
持
続
可
能
な
開
発
に
と
っ
て
の
障
害

と
な
る
。

５
億
人
の
人
々
が
水
不
足
（
鷺
『
の
患
）
及
び

水
欠
乏
（
牌
臼
８
）
の
国
に
住
ん
で
い
る
。
地
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｝
私
た
ち
国
会
議
員
は
、
自
ら
以
下
の
一

一
事
項
に
コ
ミ
ッ
ト
し
、
す
べ
て
の
国
会
議
〉

一
員
に
対
し
て
も
以
下
の
行
動
を
と
る
た
（

》
め
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
よ
う
呼
び
か
け
る
。
》

１
．
２
０
０
５
年
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標

下
水
の
取
水
は
そ
の
供
給
を
枯
渇
さ
せ
、
将

来
の
食
料
安
全
保
障
に
対
し
深
刻
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
に
な
る
。
２
０
２
５
年
ま
で
に

こ
の
数
字
は
５
～
７
倍
に
増
加
す
る
と
予
測

さ
れ
て
い
る
。

汚
染
さ
れ
た
水
は
毎
年
⑫
億
人
の
人
々
の

健
康
を
蝕
み
、
毎
年
１
５
０
０
万
人
の
５
歳

以
下
の
乳
幼
児
の
死
因
と
な
っ
て
い
る
。

約
８
億
人
の
人
々
が
恒
常
的
な
栄
養
失
調

状
態
に
あ
り
、
卯
億
人
の
人
々
が
食
料
の
安

定
供
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。

こ
れ
か
ら
の
如
～
印
年
間
で
釦
歳
以
上
人

口
の
比
率
は
倍
増
し
、
世
界
人
口
の
ｎ
分
の

１
か
ら
ｎ
分
の
２
に
な
る
。
多
く
の
高
齢
者

は
貧
困
で
あ
り
、
社
会
・
保
健
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
た
め
に
は
公
的
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

行
動
の
呼
び
か
け

５
年
目
の
評
価
の
機
会
に
、
第
９
番
目
の

ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ

行
動
計
画
に
基
づ
い
て
２
０
１
５
年
ま
で

に
す
べ
て
の
人
が
「
性
に
関
す
る
健
康
及

び
リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
」
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
目
標
を
国

連
が
構
築
す
る
た
め
に
努
力
す
る
。

２
．
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
０
．
７
％
を
政
府
開
発
援
助

（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
に
向
け
る
と
い
う
合
意
さ
れ
た

目
標
を
充
足
す
る
た
め
に
努
力
し
、
Ｉ
Ｃ

Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
を
実
施
す
る
上
で
必
要
と

な
る
合
意
さ
れ
た
資
金
を
動
員
す
る
た
め

の
可
能
な
限
り
の
努
力
を
行
う
。

３
．
国
家
開
発
予
算
及
び
開
発
支
援
予
算
の

少
な
く
と
も
皿
％
を
人
口
及
び
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
向

け
る
よ
う
に
努
力
す
る
。

４
．
国
家
予
算
、
セ
ク
タ
ー
ワ
イ
ド
ア
プ
ロ
ー

チ
、
及
び
貧
困
削
減
戦
略
の
中
で
包
括
的

な
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
サ
ー

ビ
ス
と
機
材
の
利
用
の
拡
大
を
最
優
先
の

課
題
と
し
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
の
５

年
目
の
評
価
と
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）
準
備
協
議
の
過
程
に
人
口
と
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
を
明
確
に
反

映
さ
せ
、
同
様
に
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標

と
指
標
の
双
方
に
お
い
て
を
明
確
に
反
映

さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。

５
．
妊
産
婦
死
亡
、
疾
病
及
び
、
公
衆
衛
生

の
課
題
と
し
て
、
性
に
関
す
る
権
利
及
び

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ラ
イ
ッ
の
課
題
と

し
て
の
安
全
で
な
い
中
絶
ｌ
『
安
全
な
中

絶
“
保
健
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
技
術
及
び

政
策
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
２
０
０
３
）
』
に
示
さ

れ
た
Ｗ
Ｈ
Ｏ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
含
ま
れ
る

基
準
に
添
っ
た
、
安
全
で
な
い
中
絶
を

減
ら
す
た
め
の
努
力
に
高
い
優
先
性
を
置

く
。

６
．
妊
産
婦
の
栄
養
に
対
す
る
対
策
と
出
産

前
ケ
ア
、
出
産
時
に
お
け
る
熟
練
し
た
介

添
人
、
そ
し
て
緊
急
産
科
ケ
ア
を
含
む
安

全
な
母
体
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を
強
化
す

る
。

７
．
不
十
分
な
訓
練
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
に

よ
る
死
亡
、
先
進
国
に
お
け
る
医
療
ス
タ
ッ

フ
の
不
足
に
よ
っ
て
多
く
の
国
で
質
の
高

い
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
不
足
が
深
刻
で
あ
り
、

そ
れ
に
対
す
る
早
急
な
対
応
を
と
る
。

８
．
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
関
連
物

品
、
特
に
家
族
計
画
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ

1４



ストラスブール宣言

を
含
む
性
行
為
感
染
症
の
予
防
の
た
め
の

物
品
の
生
産
及
び
そ
の
供
給
を
行
う
上
で
、

民
間
部
門
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
政
府
の
間
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
拡
大
を
積
極
的
に
促
進

す
る
。

９
．
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
に
対
し
て
予
防
段
階

で
戦
う
た
め
に
、
宗
教
グ
ル
ー
プ
間
の
対

話
を
持
つ
こ
と
で
宗
教
グ
ル
ー
プ
間
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
拡
大
を
積
極
的
に
促
進

す
る
。

、
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
及
び
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
が
支
援
し

て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
必
要
と
さ

れ
る
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め
に
年
間
少
な

く
と
も
１
億
５
０
０
０
万
ド
ル
の
資
金
を

動
員
し
、
そ
れ
が
失
敗
し
た
と
き
の
人
的

及
び
経
済
的
損
失
を
認
識
し
て
、
安
定
的

な
資
金
を
確
保
す
る
た
め
の
道
筋
を
つ
け

る
。

ｎ
．
女
性
が
自
ら
の
選
択
に
従
っ
て
妊
娠
を

遅
ら
せ
、
間
隔
を
あ
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
家
族
計
画
サ
ー
ビ
ス
を
強
化
す
る
。

⑫
．
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
に
関
す

る
男
性
の
役
割
と
責
任
に
関
す
る
男
性
の

理
解
を
促
進
し
、
男
女
と
も
に
お
互
い
の

パ
ー
ト
ナ
ー
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ラ

イ
ッ
及
び
各
人
が
家
族
計
画
サ
ー
ビ
ス
を

含
む
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
ケ

ア
を
利
用
す
る
こ
と
で
望
ま
な
い
妊
娠
の

予
防
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
を
含
む
性
行
為

感
染
症
の
感
染
を
減
ら
す
こ
と
を
促
進
す

る
こ
と
を
支
持
す
る
。

週
．
若
い
人
々
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
と
と
も

に
生
き
る
人
々
を
含
む
性
及
び
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
利

用
者
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
、
実
施
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
評
価
に
参
加
す
る
よ
う

に
す
る
。

ｕ
，
公
衆
衛
生
教
育
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
妊
婦

の
健
康
を
促
進
し
保
護
す
る
政
策
・
立
法

及
び
規
制
枠
組
み
を
通
し
て
、
妊
娠
及
び

出
産
前
後
の
女
性
を
大
事
に
す
る
こ
と
に

対
す
る
支
援
を
動
員
す
る
。

咀
．
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
防
止
活
動
の
規
模
と

範
囲
を
拡
大
し
、
そ
れ
ら
を
包
括
的
な
性

に
関
す
る
健
康
及
び
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ヘ
ル
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
統
合
す
る
。

咀
．
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
に
対
し
て
調
整
の
と

れ
た
そ
し
て
一
貫
し
た
対
応
を
促
進
す
る

た
め
に
、
一
つ
の
国
に
一
つ
の
国
家
エ
イ

ズ
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
広
範
な
基
盤
を
持

つ
多
分
野
に
ま
た
が
っ
た
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ

ズ
調
整
機
関
、
一
つ
の
み
ん
な
が
合
意
し

た
国
家
レ
ベ
ル
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
評
価

の
シ
ス
テ
ム
、
そ
し
て
他
の
関
連
す
る
性

及
び
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
サ
ー

ビ
ス
を
最
大
限
可
能
な
限
り
統
合
す
る
。

Ⅳ
、
ワ
ク
チ
ン
と
抗
菌
剤
の
研
究
の
た
め
の

資
源
動
員
を
優
先
す
る
よ
う
各
国
政
府
に

求
め
る
。

喝
．
人
権
、
特
に
性
及
び
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ラ
イ
ッ
、
に
対
す
る
尊
重
を
確
保
す

る
た
め
の
立
法
を
行
い
、
施
行
す
る
こ
と

で
、
エ
イ
ズ
孤
児
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
と

と
も
に
生
き
る
人
々
、
及
び
社
会
的
に
脆

弱
な
社
会
集
団
の
尊
厳
を
守
る
。

ｎ
．
女
児
や
若
い
女
性
の
人
権
を
促
進
し
保

護
す
る
法
律
や
政
策
を
制
定
し
施
行
す
る

こ
と
で
、
女
性
が
教
育
及
び
健
康
、
特
に

性
及
び
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
を

平
等
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
、
経
済
的

な
機
会
や
す
べ
て
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る
意

思
決
定
に
十
分
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

別
．
紛
争
や
迫
害
の
中
、
及
び
そ
の
影
響
を

受
け
て
い
る
間
の
女
性
や
女
児
、
移
民
や

難
民
の
権
利
を
守
る
国
際
的
な
人
道
的
及
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び
人
権
保
護
法
を
完
全
に
実
施
す
る
こ
と

で
、
性
的
暴
力
、
搾
取
、
人
身
売
買
、
そ

の
他
の
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
女
性

や
女
児
を
保
護
す
る
。

、
、
紛
争
か
ら
社
会
が
回
復
す
る
ま
で
の
間
、

人
道
的
な
対
処
の
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
一
部

と
し
て
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・

サ
ー
ビ
ス
を
確
実
に
提
供
す
る
。

躯
．
女
性
や
女
児
に
対
す
る
家
庭
内
及
び
性

的
な
暴
力
、
ま
た
女
性
の
性
器
切
除
の
よ

う
な
有
害
な
慣
行
、
名
誉
と
い
う
名
前
の

下
に
行
わ
れ
る
犯
罪
に
対
す
る
懲
罰
規
定

を
持
っ
た
法
律
を
制
定
し
施
行
す
る
、
政

治
的
、
宗
教
的
、
文
化
的
指
導
者
を
含
む

社
会
の
す
べ
て
の
セ
ク
タ
ー
を
巻
き
込
む

こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
慣
行
を
終
焉
さ
せ

る
た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
う
。

鴎
．
結
婚
し
て
い
る
思
春
期
の
若
者
で
学
校

に
行
っ
て
い
な
い
人
た
ち
を
含
む
若
者
が

利
用
し
や
す
い
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ

ル
ス
に
関
す
る
情
報
と
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り

広
く
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
に
集
中
し

た
努
力
を
行
い
、
思
春
期
の
若
者
に
対
し

て
、
特
に
男
児
と
若
い
男
性
に
対
し
て
、

訓
練
と
生
き
る
た
め
の
技
能
教
育
を
行
い
、

女
性
や
女
児
の
権
利
を
促
進
す
る
。

型
．
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
に
関
す

る
情
報
と
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
の
で

き
る
権
利
を
含
む
思
春
期
の
若
者
の
権
利

を
促
進
し
保
護
す
る
。
法
的
婚
姻
可
能
最

低
年
齢
を
厳
密
に
適
用
し
、
家
族
や
社
会

に
お
け
る
取
り
扱
い
や
価
値
の
男
女
格
差

を
排
除
す
る
よ
う
努
力
す
る
。

妬
．
き
れ
い
な
水
の
利
用
は
基
本
的
な
人
権

の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
国
家
開

発
と
貧
困
削
減
戦
略
の
中
で
、
水
利
用
効

率
の
よ
い
作
物
及
び
技
術
へ
の
シ
フ
ト
、

水
質
汚
染
問
題
へ
の
取
り
組
み
と
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
含
む
、
水
の
生

産
性
の
向
上
と
保
全
に
高
い
優
先
順
位
を

与
え
る
。

妬
．
特
に
女
性
に
対
す
る
、
土
地
、
水
、
資

金
（
与
信
）
を
含
む
農
業
及
び
生
産
資
源

の
利
用
を
改
善
し
、
公
正
で
効
率
的
な
分

配
シ
ス
テ
ム
と
持
続
可
能
な
開
発
を
促
進

す
る
。

汀
．
農
作
物
に
対
す
る
農
薬
散
布
が
、
女
性
、

男
性
、
さ
ら
に
は
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
い

子
供
の
生
殖
に
関
す
る
健
康
状
態
に
与
え

る
影
響
か
ら
彼
ら
を
保
護
す
る
。

配
．
高
齢
者
の
経
済
的
、
社
会
的
そ
し
て
政

治
的
権
利
を
促
進
し
擁
護
す
る
。
そ
し
て

社
会
の
中
で
経
済
的
、
政
治
的
そ
し
て
社

会
的
生
活
を
十
分
か
つ
効
果
的
に
行
え
る

よ
う
彼
ら
を
エ
ン
パ
ワ
ー
す
る
。

私
た
ち
国
会
議
員
は
こ
れ
ら
の
活
動

の
実
施
と
、
私
た
ち
が
行
っ
た
活
動
を

シ
ス
テ
ム
的
に
そ
し
て
積
極
的
に
モ
ー

タ
ー
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
。
さ
ら
に

私
た
ち
は
国
会
議
員
グ
ル
ー
プ
を
通
じ

て
定
期
的
に
報
告
を
行
い
、
私
た
ち
が

達
成
し
た
内
容
を
評
価
す
る
た
め
に
２

年
後
に
集
ま
る
こ
と
を
誓
約
す
る
。

さ
ら
に
私
た
ち
は
す
べ
て
の
人
の
基

本
的
人
権
と
自
由
、
特
に
性
及
び
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ラ
イ
ッ
を
十
分
に
享

受
で
き
る
よ
う
に
そ
れ
を
促
進
し
擁
護

す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
。

誓
約
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ICPD＋１０グローバル円卓会議

こ
の
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
＋
、
グ
ロ
ー
バ
ル
円
卓
会

議
は
世
界
各
国
に
と
っ
て
大
変
意
義
深
い
会

議
で
あ
り
、
本
日
こ
の
会
議
で
国
際
人
口
問
題

議
員
懇
談
会
（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
）
を
代
表
し
て
ご

挨
拶
で
き
る
こ
と
を
光
栄
に
思
い
ま
す
。

１
９
９
４
年
、
私
は
カ
イ
ロ
会
議
に
出
席

カラディナー挨拶

ICPD+10グローバル円卓鋪グ 自
一IＦ

2004年９月１日
．■

(/■回■聾ドン＝■〕
迩刃;:::毛－２迂詑一興

し
ま
し
た
が
、
カ
イ
ロ
で
は
各
国
が
リ
ブ
ロ

ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ッ
の
改
善
に

向
け
て
の
政
治
的
責
任
を
は
っ
き
り
示
し
ま

し
た
。
こ
の
公
約
の
軸
と
な
る
の
は
、
２
０

１
５
年
ま
で
に
す
べ
て
の
人
が
基
本
的
な
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
サ
ー
ビ
ス
を

Ａ

」Ｕ７Ｔ言十l住

享
受
で
き
る
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
目
標
で

す
。
カ
イ
ロ
会
議
は
人
口
・
リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
ヘ
ル
ス
の
分
野
の
タ
ー
ー
ー
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
歴
史
に
残
る
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

皆
様
ご
承
知
の
通
り
、
カ
イ
ロ
で
は
大
変
長

く
、
込
み
入
っ
た
交
渉
を
経
て
合
意
に
達
し

＝これ「からの〕10年一Ⅱ

１．各国間の協力と団結

２．よいリーダーシップ

Ｓ･ＮＧｏの仕事の重要性
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カ
イ
ロ
会
議
か
ら
ｎ
年
間
、
私
た
ち
は
着

実
に
成
果
を
上
げ
、
行
動
計
画
も
進
展
し
て

き
ま
し
た
。
最
も
顕
著
な
成
果
と
し
て
は
、

開
発
途
上
国
で
こ
れ
ま
で
避
妊
具
を
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
カ
ッ
プ
ル
数
の

減
少
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
い
く
つ
か
の
国
で

は
避
妊
具
を
よ
り
簡
単
に
手
に
入
れ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
妊
婦
の
死
亡

率
は
減
少
し
、
全
体
的
な
妊
産
婦
の
健
康
状

態
は
大
き
く
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

ま
し
た
。
努
力
と
忍
耐
に
よ
っ
て
こ
の
合
意

が
実
を
結
ん
だ
の
で
す
。

カ
イ
ロ
に
参
加
し
た
各
国
の
代
表
は
、
人
々

の
思
考
と
行
動
の
中
心
に
性
及
び
性
と
生
殖

に
関
す
る
健
康
（
Ｓ
Ｒ
Ｈ
）
を
置
き
、
パ
ラ

ダ
イ
ム
転
換
と
も
い
え
る
変
化
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
こ
の
成
果
は
、
こ
の
分
野
に
携
わ

る
人
々
が
た
ゆ
み
な
く
行
っ
た
建
設
的
な
努

力
の
結
果
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
る
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
今
夜
こ
こ
に
お
集
ま
り
の
皆

様
の
中
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
指
導
者

鋤繊
勧
亀
露
鯵
鋤
鱒

し
か
し
、
こ
の
２
０
０
４
年
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
円

卓
会
議
で
議
論
さ
れ
て
い
る
内
容
を
見
れ
ば
、

ま
だ
多
く
の
課
題
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
は
っ
き
り
と
わ
か
り
ま
す
。

い
く
つ
か
例
を
挙
げ
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
一
つ
は
エ
イ
ズ
の
問
題
で
す
。
ｎ
年

前
に
も
エ
イ
ズ
は
、
リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
の
問
題
と
認
識
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
で
は
世
界
規
模
の
問
題
と
な
り
、
２
０
０

３
年
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
す
で
に
３
０
０
万
人

と
し
て
、
ま
た
実
践
的
な
活
動
家
と
し
て
積

極
的
に
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
、
現

場
で
活
躍
し
て
い
る
職
員
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
職
員
の

方
の
多
く
が
舞
台
裏
で
働
き
、
カ
イ
ロ
で
の

目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
尽
力
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
今
夜
は
、
そ
の
よ
う
な
カ
イ

ロ
会
議
の
成
果
を
も
た
ら
し
た
皆
様
に
感
謝

の
意
を
表
す
に
ふ
さ
わ
し
い
場
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

の
命
を
奪
い
、
現
在
、
約
３
８
０
０
万
人
の
感

染
者
が
い
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
感
染

が
沈
静
化
す
る
兆
候
は
見
ら
れ
ず
、
ワ
ク
チ
ン

や
治
療
法
も
ま
だ
見
つ
か
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

二
つ
目
は
、
思
春
期
や
青
年
期
の
若
者
が

＋
分
な
り
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
情

報
や
サ
ー
ビ
ス
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
い
な

い
と
い
う
問
題
で
す
。
世
界
人
口
の
中
で
、

歳
か
ら
沁
歳
ま
で
の
若
者
層
が
占
め
る
割
合

は
ほ
か
の
年
齢
層
に
比
べ
て
最
も
大
き
な
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
世
代
は
（
性
的

に
活
動
が
活
発
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
）

リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
情
報
や
サ
ー

ビ
ス
を
得
る
こ
と
が
制
限
さ
れ
て
お
り
、
危

険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
ｎ
代
の
妊
娠
は
増

加
し
、
若
者
の
間
で
の
性
感
染
病
も
増
加
し
、

新
し
い
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
患
者
の
半
数
は
こ
の
世

代
が
占
め
て
い
ま
す
。

三
つ
目
に
は
，
保
守
派
や
宗
教
者
の
反
対

に
よ
り
、
カ
イ
ロ
会
議
で
の
国
際
合
意
が
妨

げ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
問
題
で
す
。
彼
ら

は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
逆
行
さ
せ
、
私
た

ち
の
果
た
す
べ
き
活
動
に
対
し
悪
影
響
を
与

え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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今
後
ｎ
年
の
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
の
成
功

は
、
私
た
ち
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

大
変
な
任
務
で
あ
り
、
地
球
上
の
多
く
の
問

題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
、

こ
の
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
の
成
否
に
か
か
っ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
人
々
の
中
に
「
性

及
び
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
（
Ｓ
Ｒ
Ｈ
）
」

の
重
要
性
に
対
す
る
認
識
を
形
成
す
る
こ
と

で
、
よ
り
安
全
な
環
境
を
作
り
出
し
、
そ
れ

を
次
の
世
代
に
引
き
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
私
は
以
下
の
三
点
が
特
に

大
切
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
私
た
ち
が
と
も
に
協
力
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で

す
。
私
た
ち
が
立
ち
向
か
う
問
題
は
大
き
く
、

協
力
が
絶
対
に
必
要
で
す
。
皆
様
は
覚
え
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
２
０

０
２
年
ｎ
月
に
バ
ン
コ
ク
で
開
催
さ
れ
た
第

五
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
人
口
会
議
で
、
カ
イ
ロ

で
の
合
意
が
〃
な
し
崩
し
〃
に
さ
れ
そ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
の

も
、
私
た
ち
が
団
結
し
た
か
ら
に
他
な
り
ま

繊
鯵
鯵
穆
織
動
惑
穆
鰺
鐵
織
織
鯵
鰯
鶴

鱸

せ
ん
。
団
結
が
今
後
の
私
た
ち
に
必
要
な
戦

略
で
す
。

二
つ
目
に
大
切
な
の
は
、
よ
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
で
す
。
今
年
は
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
設
立
か
ら

別
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
は
日
本

の
リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
ヘ
の
活
動

の
中
で
重
要
な
役
割
を
担
い
、
過
去
訓
年
以

上
に
わ
た
り
、
こ
の
問
題
に
貢
献
し
て
き
ま

し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
今
後
よ
り

密
接
に
世
界
各
地
域
の
国
会
議
員
グ
ル
ー
プ
、

政
府
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
協
力
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動

計
画
の
実
現
に
向
け
て
努
力
し
て
い
き
た
い
、

と
の
私
自
身
と
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ｆ
と
の
公
約
を
再
確

認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
仕
事
の
重
要
性
に
つ

い
て
強
調
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
グ
ロ
ー
バ
ル
円
卓
会
議
が
、

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
と
様
々
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
連
携
に
よ
っ

て
開
催
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
意
義
深
い
こ

と
で
す
。
こ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
主
導
の
プ
ロ
セ
ス
は

そ
れ
自
体
が
素
晴
ら
し
い
成
果
で
あ
り
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
が
様
々
な
関
係
者
の
た
め
の
会
議
を
開

催
で
き
る
能
力
を
持
つ
こ
と
を
示
し
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
皆
様
の
ご
活
躍
に

感
謝
の
意
を
示
し
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
今
後
も
引
き

続
き
よ
り
よ
く
公
正
な
「
性
及
び
性
と
生
殖

に
関
す
る
健
康
（
ｓ
Ｒ
Ｈ
）
」
に
向
け
て
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
く
れ
る
と
信
じ
て

お
り
ま
す
。

本
円
卓
会
議
に
は
１
６
１
カ
国
か
ら
の
代

表
者
が
出
席
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
は

こ
の
ｎ
年
で
間
違
い
な
く
進
歩
い
た
し
ま
し

た
。
今
後
よ
り
明
確
な
戦
略
に
よ
り
、
Ｉ
Ｃ

Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
を
よ
り
効
果
的
に
実
現
し
て

い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
す
る
こ

と
に
よ
り
、
新
し
い
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
や
活
動

家
が
育
成
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

最
後
に
、
こ
の
円
卓
会
議
を
主
催
し
参
加

し
た
皆
様
に
、
お
祝
い
と
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
会
議
が
、
カ
イ
ロ

会
議
同
様
に
成
功
を
収
め
、
ま
た
カ
イ
ロ
か

ら
一
歩
進
み
、
私
た
ち
の
公
約
が
効
果
的
な

行
動
に
結
び
つ
き
ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り
願
っ

て
お
り
ま
す
。
本
会
議
が
、
こ
の
先
加
年
と

そ
の
後
の
指
針
と
な
り
ま
す
こ
と
を
願
い
、

挨
拶
の
言
葉
と
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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マ
サ
イ
族
女
性
の
証
一
一
一
一
口

私
は
西
ケ
ニ
ヤ
に
住
む
マ
サ
イ
族
の
８
人

の
子
ど
も
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
育
ち
ま
し

た
。
私
は
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
早
め
に
小
学

校
を
去
り
、
女
性
性
器
切
除
（
句
○
三
ｍ
の
①
曰
巨

甸
の
目
一
ｍ
｝
の
巨
目
］
昌
呂
）
の
儀
式
を
済
ま
せ
、
私

の
両
親
が
選
ん
だ
男
と
結
婚
す
る
こ
と
が
運

命
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
５
歳
の
時
に
は

も
う
婚
約
さ
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
私
の

生
ま
れ
た
村
は
一
番
近
い
舗
装
道
路
か
ら
卯

マ
イ
ル
も
離
れ
て
お
り
、
私
は
上
下
水
道
や

電
気
と
は
無
縁
の
世
界
で
大
き
く
な
り
ま
し

た
。
私
は
牛
の
世
話
を
し
、
学
校
に
は
本
も

８
月
別
日
か
ら
９
月
２
日
ま
で
ロ
ン
ド
ン

で
開
か
れ
た
「
国
際
人
ロ
開
発
会
議
（
Ｉ
Ｃ

Ｐ
Ｄ
）
＋
佃
・
グ
ロ
ー
バ
ル
円
卓
会
議
」
の

席
上
、
沁
歳
に
な
る
マ
サ
イ
族
の
一
人
の
女

性
が
証
言
に
立
っ
た
。
そ
の
紅
い
鮮
や
か
な

民
族
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
カ
ケ
ニ
ャ
・
ン

ノ
ー
ト
も
な
か
っ
た
の
で
土
の
上
に
字
を
書

き
ま
し
た
。

私
が
以
歳
に
な
り
、
小
学
校
を
終
え
た
直

後
に
も
し
Ｆ
Ｇ
Ｍ
の
儀
式
を
済
ま
せ
れ
ば
、

私
は
す
ぐ
結
婚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
私
は
結
婚
し
た
く
な
か
っ

た
し
、
中
学
校
に
進
学
し
た
か
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
マ
サ
イ
の
慣
わ
し
で
は
Ｆ
Ｇ
Ｍ
の

儀
式
を
受
け
な
い
少
女
は
家
族
の
恥
に
な
る

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は
お
父
さ

ん
と
交
渉
し
て
、
も
し
私
を
学
校
に
残
し
て

く
れ
た
ら
儀
式
を
受
け
る
と
約
束
し
、
交
渉

タ
イ
ヤ
の
証
言
は
、
ア
フ
リ
カ
に
生
ま
れ
育
っ

た
女
性
の
苦
悩
と
、
因
習
の
世
界
か
ら
必
死

に
抜
け
出
そ
う
と
す
る
若
い
女
性
の
生
き
様

を
示
す
も
の
と
し
て
出
席
者
の
共
感
を
呼
び

起
こ
し
た
。
ン
タ
イ
ヤ
が
自
ら
を
語
っ
た
証

言
を
紹
介
す
る
。

女
性
性
器
切
除
の
試
練
に
耐
え
て

１
１

の
人
々
を
交
渉
の
相
手
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
村
の
女
性
た
ち
に
は

私
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
っ
て
き
た
ら
、
村
に

女
性
た
ち
が
欲
し
が
っ
て
い
る
学
校
や
保
健

所
を
建
て
る
お
手
伝
い
を
す
る
、
と
約
束
し

ま
し
た
。
ま
た
村
の
長
老
た
ち
に
は
、
ど
ん

な
娘
も
自
分
の
家
族
や
村
の
こ
と
を
忘
れ
ら

れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
そ
し
て
私
が
帰
っ

て
き
た
ら
彼
ら
が
望
む
ど
ん
な
こ
と
で
も
手

伝
う
と
約
束
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
話
し
合

い
の
結
果
、
と
う
と
う
村
全
体
の
人
た
ち
が

私
を
ア
メ
リ
カ
に
送
り
出
す
た
め
の
お
金
を

は
成
立
，
私
は
遁
歳
の
時
に
儀
式
を
受
け
ま

し
た
。

私
は
高
校
を
卒
業
し
ま
し
た
が
、
ど
う
し

て
も
ア
メ
リ
カ
の
短
大
に
行
き
た
か
っ
た
の

で
す
。
私
の
村
で
は
そ
れ
ま
で
誰
一
人
そ
ん

な
経
験
を
し
た
女
性
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
再
び
交
渉
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、

今
度
は
お
父
さ
ん
だ
け
で
な
く
村
の
す
べ
て
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マサイ族女性の証言

集
め
る
た
め
に
立
ち
上
が
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
今
妬
歳
で
、
今
年
、
米
国
ヴ
ァ
ー
ジ

ニ
ア
州
の
リ
ン
チ
バ
ー
グ
に
あ
る
ラ
ン
ド
ル

フ
・
メ
イ
コ
ン
女
子
短
大
を
国
際
関
係
論
、

コーバル円卓会認

政
治
学
の
学
士
と
し
て
卒
業
し
ま
し
た
。
卒

業
式
に
は
私
の
母
親
と
そ
の
友
人
一
人
が
出

席
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
で
は
村
の
す
べ
て

の
母
親
た
ち
が
自
分
の
娘
た
ち
を
学
校
に
入

れ
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私

は
今
度
は
大
学
院
に
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
が
済
ん
だ
ら
、
私
は
村
に
帰
っ
て

村
人
た
ち
と
の
約
束
を
果
た
そ
う
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
私
が
大
学
の
教
育
で
よ
く
わ
か
っ

た
Ｆ
Ｇ
Ｍ
を
止
め
さ
せ
る
た
め
に
努
力
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
が
こ
こ
で
私
の
経
験
を
お
話
し
し
た
の

は
、
世
界
の
多
く
の
女
性
た
ち
が
私
と
同
じ

よ
う
な
境
遇
に
直
面
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

カ
イ
ロ
会
議
の
「
行
動
計
画
」
は
こ
の
よ
う

な
問
題
へ
の
正
し
い
解
答
を
示
し
て
い
ま
す
。

行
動
計
画
に
は
こ
う
し
た
人
権
思
想
が
そ
の

中
心
に
据
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
行

動
計
画
を
一
片
の
紙
切
れ
と
し
て
で
は
な
く
、

実
践
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
見
届
け
る
の
は
、

あ
な
た
た
ち
、
特
に
若
い
人
た
ち
如
何
に
か

か
っ
て
い
る
の
で
す
。
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
は
１
９
９
４
年
に
エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ

ロ
で
開
催
さ
れ
た
国
際
人
口
開
発
会
議
（
Ｉ

Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
か
ら
ｎ
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年

に
あ
た
り
ま
す
。
カ
イ
ロ
会
議
は
そ
れ
ま
で

の
人
口
政
策
を
大
き
く
転
換
さ
せ
る
契
機
と

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
人
口
増
加
率
や

人
口
規
模
に
従
っ
て
、
抑
制
の
た
め
の
人
口

政
策
を
各
国
ご
と
に
策
定
す
る
と
い
う
考
え

方
か
ら
、
女
性
を
中
心
と
す
る
一
人
一
人
の

個
人
の
生
活
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
で
、
〃
よ

く
理
解
し
た
上
で
の
選
択
〃
を
可
能
に
し
、

そ
の
結
果
と
し
て
人
口
を
安
定
化
さ
せ
る
と

い
う
考
え
方
に
変
化
し
た
の
で
す
。

〃
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
〃
と
も
称
さ
れ
る

鶴
鯵

谷
津
義
男
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
ヨ
長

カ
イ
ロ
会
議
の
「
行
動
計
画
」
は
「
ミ
レ
ニ

ア
ム
サ
ミ
ッ
ト
」
で
合
意
さ
れ
た
貧
困
撲
滅

を
中
心
と
す
る
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ

Ｄ
Ｇ
Ｓ
）
と
も
非
常
に
深
い
関
係
を
持
つ
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
を
達
成
す
る
上
で
も
、
非

常
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
球
と
い
う
星
の
扶
養
能
力
か
ら
考

え
れ
ば
人
口
の
安
定
化
な
く
し
て
貧
困
問
題

の
解
決
も
、
持
続
可
能
な
開
発
の
達
成
も
あ

り
え
ま
せ
ん
。
ま
た
人
口
の
安
定
化
こ
そ
が

社
会
の
福
利
の
増
大
を
も
た
ら
す
も
の
な
の

で
す
。

他
方
、
人
口
問
題
を
解
決
に
向
け
る
上
で
、

貧
困
の
撲
滅
が
カ
ギ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
極

端
な
貧
困
の
中
で
は
人
々
が
そ
の
知
識
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
何
ら
か
の
選
択

を
行
う
と
し
て
も
、
そ
の
手
段
す
ら
奪
わ
れ

て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
幸
い
、
カ
イ
ロ
以
降
、

人
口
問
題
は
個
人
の
選
択
の
問
題
と
深
く
結
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性及びリプロダクティブヘルスとライツを全ての人に

翻
っ
て
世
界
を
見
回
せ
ば
、
こ
れ
か
ら
訓

年
後
に
は
、
「
宇
宙
船
地
球
号
」
の
乗
組
員
は

さ
ら
に
約
卯
％
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
貧
し
い
Ｌ
Ｌ
Ｄ

Ｃ
（
後
発
開
発
途
上
国
）
で
生
じ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
で
は
、

ま
さ
し
く
貧
困
が
人
々
を
縛
り
続
け
て
い
ま

す
。
貧
困
か
ら
離
脱
す
る
手
段
と
し
て
、
家

族
計
画
を
希
望
し
て
も
そ
れ
が
得
ら
れ
ず
、

人
々
は
、
ま
さ
し
く
彼
ら
が
置
か
れ
た
状
況

か
ら
抜
け
出
す
手
段
を
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
の
で
す
。

貧
困
の
中
で
望
ま
な
い
妊
娠
を
迫
ら
れ
て

い
る
人
々
へ
の
対
策
が
急
務
で
す
。
そ
の
中

で
も
、
家
族
計
画
を
必
要
と
し
て
い
る
人
々

に
、
必
要
な
家
族
計
画
の
機
材
を
提
供
し
そ

の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
こ
と
は
、
人
口
問
題
を

び
つ
く
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
理
解
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
日
本
は
極
端
な
少
子
化
に
直
面
し
、

社
会
を
維
持
す
る
た
め
に
は
緊
急
な
対
策
を

と
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
少
子
化
も
ま
た
女
性
を
取
り
巻
く
環
境

の
厳
し
さ
を
表
し
て
い
る
の
で
す
。

解
決
す
る
た
め
の
最
初
の
一
歩
で
あ
り
、
最

も
重
要
な
一
歩
で
あ
り
、
最
も
具
体
的
な
一

歩
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
意
味
で
、
今
回
の
会
議
の
テ
ー
マ
と

し
て
掲
げ
ら
れ
た
「
性
及
び
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ヘ
ル
ス
と
ラ
イ
ッ
を
す
べ
て
の
人
に
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
非
常
に
重
要
な
も
の

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

１
９
９
４
年
の
カ
イ
ロ
で
世
界
の
ほ
と
ん

ど
の
政
府
は
、
カ
イ
ロ
の
行
動
計
画
に
合
意

し
、
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
表
明
し
ま
し
た
。

こ
の
目
標
の
最
終
期
限
で
あ
る
２
０
１
５
年

ま
で
、
今
は
ち
ょ
う
ど
道
半
ば
に
達
し
ま
し

た
が
、
残
念
な
が
ら
、
そ
の
目
標
が
順
調
に

達
成
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
現
状
に
あ

り
ま
す
。
特
に
人
口
問
題
に
対
す
る
Ｏ
Ｄ
Ａ

資
金
が
予
定
し
た
よ
う
に
は
調
達
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

人
口
問
題
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
問
題
で

あ
る
と
同
時
に
、
こ
の
地
球
全
体
の
、
人
類

全
体
の
問
題
で
す
。
み
ん
な
で
手
を
取
り
合
っ

て
、
問
題
解
決
の
た
め
に
努
力
し
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
（
国
際
家
族
計
画
連
盟
）
は
家

族
計
画
の
先
駆
者
と
し
て
、
歴
史
的
な
活
動

を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
先
見
性
と

そ
の
活
動
に
改
め
て
深
い
敬
意
を
表
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
た
本
年
９
月
に
は
世
界
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
集

め
、
ロ
ン
ド
ン
の
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
本
部
で
世
界
レ

ベ
ル
の
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
が
予
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
国
会
議
員
会
議
と
し
て
も
、
本

年
ｎ
月
に
フ
ラ
ン
ス
の
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
で

国
際
国
会
議
員
会
議
を
開
催
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ

か
ら
ｎ
年
間
の
国
会
議
員
活
動
の
レ
ビ
ュ
ー

を
行
い
、
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
検
討
す
る

予
定
で
す
。

今
回
の
東
南
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域

の
円
卓
会
議
が
ロ
ン
ド
ン
及
び
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー

ル
で
の
世
界
会
議
に
向
け
て
大
き
な
貢
献
を

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
、
そ
し
て
皆
様
方
の
努
力
が
未

来
に
希
望
を
生
み
出
す
の
だ
と
い
う
確
信
を

胸
に
、
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。最
後
に
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展

と
、
会
議
の
成
功
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。
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あ
と
数
年
で
日
本
の
人
口
は
減
少
し

始
め
る
と
い
う
。
本
格
的
な
少
子
高
齢

化
社
会
の
到
来
で
あ
る
。
思
い
起
こ
せ

ば
、
ベ
ピ
ー
ブ
ー
ム
で
始
ま
っ
た
戦
後

の
釦
年
間
、
日
本
は
世
界
で
も
有
数
の

人
口
稠
密
国
と
し
て
、
満
員
電
車
通
勤
、

受
験
地
獄
、
大
都
市
の
大
気
汚
染
な

ど
、
人
口
過
剰
か
ら
く
る
多
く
の
難

問
に
直
面
し
て
い
た
。
や
が
て
経
済

の
発
展
と
と
も
に
出
生
率
は
大
幅
に

低
下
し
、
過
剰
人
口
の
問
題
が
自
然

解
消
し
た
こ
と
に
安
心
し
て
、
そ
の

後
加
年
間
少
子
化
対
策
を
怠
っ
て
い

る
間
に
振
り
子
が
大
き
く
逆
に
振
れ

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

わ
が
国
に
と
っ
て
少
子
高
齢
化
の

問
題
は
ど
の
ぐ
ら
い
深
刻
な
の
だ
ろ

う
か
。
ま
ず
、
今
世
紀
末
に
は
人
口
が

半
減
す
る
と
い
っ
た
長
期
予
測
に
過
度

の
危
機
感
を
持
つ
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。

人
々
の
英
知
は
そ
の
よ
う
な
悪
い
趨
勢

を
い
つ
ま
で
も
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
か

な
い
か
ら
で
あ
る
。
次
に
、
人
口
増
加

率
の
減
少
は
ほ
と
ん
ど
の
先
進
国
が
た

Ｐ
。

ど
っ
て
き
た
道
で
あ
り
、
わ
が
国
に
お

い
て
変
動
が
急
激
だ
っ
た
こ
と
は
経
済

社
会
発
展
の
速
度
が
そ
れ
だ
け
速
か
っ

た
た
め
と
も
い
え
る
。
日
本
よ
り
先
に

少
子
化
を
経
験
し
た
欧
州
諸
国
は
そ
れ

ぞ
れ
種
々
の
対
策
を
講
じ
て
お
り
、
あ

る
程
度
持
ち
直
し
に
成
功
し
た
国
も
多

い
。視
点
を
変
え
て
世
界
全
体
で
見
れ
ば
、

今
地
球
が
直
面
し
て
い
る
人
口
問
題
は

む
し
ろ
開
発
途
上
国
に
お
け
る
爆
発
的

な
人
口
増
加
傾
向
で
、
我
々
の
住
む
か

け
が
え
の
な
い
地
球
が
ど
こ
ま
で
際
限

な
い
人
類
の
増
加
に
耐
え
ら
れ
る
か
が

問
わ
れ
て
い
る
。

我
々
日
本
人
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

物
事
の
マ
イ
ナ
ス
の
面
を
強
調
す
る
傾

向
が
あ
る
が
、
少
子
化
は
女
性
の
地
位

向
上
、
社
会
参
加
や
世
界
一
低
い
乳
幼

児
の
死
亡
率
と
も
関
係
が
あ
り
、
老
齢

化
は
優
れ
た
医
療
制
度
や
健
康
的
な
食

生
活
に
よ
り
世
界
一
の
座
を
保
っ
て
い

る
平
均
寿
命
の
高
さ
の
反
映
で
も
あ
っ

て
、
こ
れ
ら
は
我
々
の
人
生
に
大
き
な

幸
せ
を
も
た
ら
し
て
い
る
も
の
で
も
あ

る
。と
は
い
え
、
少
子
一
員
齢
化
は
経
済
の

停
滞
を
は
じ
め
多
く
の
社
会
問
題
を
引

き
起
こ
し
て
お
り
、
手
を
こ
ま
ぬ
い
て

い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
今
必
要
な

こ
と
は
、
い
た
ず
ら
に
悲
観
的
に
な
る

こ
と
な
く
、
少
子
化
時
代
を
最
も
う
ま

く
乗
り
切
る
た
め
の
最
善
の
施
策
を
直

ち
に
講
じ
る
こ
と
で
あ
る
。

第
一
に
、
年
金
を
何
と
か
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
人
口
動
態
が
ま
っ
た
く

変
わ
っ
た
現
状
に
お
い
て
、
今
ま
で
と

同
じ
仕
組
み
を
維
持
し
な
が
ら
国
民
の

信
頼
を
取
り
戻
し
、
今
や
５
割
近
く
に

な
っ
た
未
加
入
者
が
今
後
自
発
的
に
参

加
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待
す
る

の
は
無
理
で
あ
る
。
私
は
、
こ
こ
は
制

度
を
一
新
し
て
、
基
礎
年
金
に
関
し
て

は
国
家
が
長
期
に
わ
た
り
一
定
の
給
付

水
準
を
約
束
し
、
こ
れ
を
す
べ
て
国
家

予
算
に
よ
り
支
払
う
制
度
を
創
設
す
る

の
が
最
善
と
考
え
て
い
る
。
年
金
を
国

防
や
債
務
支
払
い
と
同
様
、
国
家
が
義

用Ｐ
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務
と
し
て
行
う
こ
と
に
な
ん
ら
矛
盾
は

な
く
、
外
国
に
も
例
が
あ
る
。
財
源
は

現
行
の
社
会
保
険
料
を
税
金
に
移
行
さ

せ
（
今
と
同
水
準
な
ら
各
人
の
負
担
は

変
わ
ら
ず
、
不
払
い
は
一
挙
に
な
く
な

る
）
、
さ
ら
に
不
足
部
分
が
あ
れ
ば
消
費

税
に
よ
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
年
金

問
題
の
解
決
は
国
民
の
将
来
不
安
を
な

く
し
、
出
生
率
の
回
復
に
も
役
立
つ
。

第
二
に
、
減
少
す
る
労
働
力
の
不
足

を
補
う
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
高
齢

者
と
女
性
を
フ
ル
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。

全
人
口
の
３
分
の
１
近
く
を
占
め
る
高

齢
者
の
中
で
勤
労
意
欲
と
能
力
の
あ
る

人
た
ち
に
仕
事
の
場
を
与
え
る
こ
と
は

最
大
の
老
人
福
祉
政
策
で
あ
り
、
経
済

的
貢
献
度
も
高
い
。
女
性
に
つ
い
て
は

出
産
に
よ
っ
て
仕
事
が
中
断
、
終
了
し

な
い
仕
組
み
と
保
証
を
確
立
す
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
二
つ
が
き
ち
ん
と
行
わ

れ
る
な
ら
ば
、
当
面
必
要
な
労
働
力
は

確
保
で
き
る
。

そ
れ
で
も
十
分
で
な
い
分
野
が
あ
る

な
ら
ば
（
例
え
ば
看
護
師
、
育
児
補
助

；

者
、
農
業
従
事
者
）
、
外
国
人
労
働
者
の

導
入
を
組
織
的
に
行
う
の
が
よ
い
。
近

年
外
国
人
に
よ
る
凶
悪
犯
罪
が
激
増
し

て
日
本
人
の
外
国
人
嫌
い
を
増
幅
さ
せ

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
犯
罪
の
大
部
分
は

不
法
入
国
者
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

合
法
的
な
外
国
人
労
働
者
は
雇
用
主
や

地
域
社
会
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

台
湾
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
の
成
功
例

を
参
考
に
し
て
、
職
種
を
限
定
し
て
短

期
ベ
ー
ス
で
外
国
人
労
働
者
を
導
入
す

る
制
度
を
設
け
る
の
が
望
ま
し
く
、
こ

れ
に
は
経
済
界
か
ら
も
強
い
支
持
が
あ

る
。
同
時
に
、
不
法
入
国
者
の
徹
底
的

取
り
締
ま
り
に
力
を
注
い
で
、
外
国
人

は
危
険
だ
と
い
う
誤
っ
た
印
象
を
減
ら

す
よ
う
努
め
て
も
ら
い
た
い
。

第
三
に
、
出
生
率
を
高
め
る
施
策
も

す
ぐ
に
始
め
よ
う
。
多
方
面
の
対
策
が

考
え
ら
れ
る
が
、
最
も
効
果
的
な
対
策

は
育
児
手
当
や
教
育
費
の
補
助
な
ど
に

よ
り
子
ど
も
を
持
つ
家
庭
の
経
済
的
負

担
を
大
幅
に
軽
減
す
る
こ
と
と
、
産
前

産
後
の
休
暇
、
職
場
復
帰
の
保
証
な
ど

に
よ
り
女
子
が
出
産
、
育
児
で
職
業
を

失
わ
な
い
で
す
む
体
制
を
完
備
す
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
実
現
さ

れ
れ
ば
、
当
面
少
子
化
の
マ
イ
ナ
ス
は

極
小
化
で
き
る
。
訓
年
も
た
て
ば
、
少

子
化
問
題
を
克
服
す
る
方
向
が
は
っ
き

り
と
見
え
て
く
る
こ
と
は
必
定
で
あ
る
。

如
何
に
国
家
の
財
政
状
況
が
悪
く
て
も
、

こ
の
よ
う
な
施
策
へ
の
支
出
を
増
や
す

こ
と
に
は
国
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
少
子
一
局
齢
化
が
国

の
発
展
段
階
や
文
化
水
準
に
根
ざ
す
面

が
あ
る
以
上
、
効
果
的
な
施
策
を
も
っ

て
し
て
も
わ
が
国
に
お
け
る
趨
勢
が
今

後
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
期
待
で
き
な

い
と
思
わ
れ
る
。
今
後
は
こ
れ
ま
で
築

き
あ
げ
て
き
た
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
個

人
所
得
水
準
を
基
に
、
人
口
増
加
や
高

度
経
済
成
長
を
前
提
と
し
な
い
安
定
し

た
社
会
の
構
築
を
目
指
す
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
。

（
か
り
た
．
よ
し
お
元
駐
デ
ン
マ
ー

ク
大
使
、
元
宮
内
庁
式
部
官
長
）

1 〕垂⑬9Ⅱ司凸別＆､９３ｍⅢＳｍ心9㎡､紬[､い､、&9,.噸､8,K､MK､BNmMH両uHFTい】r粗いK、舐随､巡已HNhrB凹低筧尽K､田~pH』いwhnfIK、BOmsSn､&sRqG［ＮＲＷnK句H《mrbnm忠、出ｍｍＫてu9dms3mh巡雨､正雨いぶ可u唾⑬匝亜緬甸uUm6爪で〔０９F可QNmG9q囚GSuE可組[TQI、iⅢＴＱ５でu9mKSmUNmtNN可哩已1麺
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財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
ロ
・
開
発
協
会
は

「
第
汕
回
人
ロ
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国

会
議
員
代
表
者
会
議
」
を
「
ｌ
ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
＋

ｍ
へ
の
挑
戦
ｌ
－
ｃ
Ｐ
Ｄ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
こ
れ

か
ら
の
加
年
に
向
け
て
ｌ
」
を
テ
ー
マ
に
、

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
旧
都
ア
ル
マ
テ
ィ
で
９

月
沁
曰
・
狙
曰
の
２
日
間
開
催
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
ア
ラ
タ
ウ
ヘ
ル
ス
リ
ゾ
ー

ト
は
夫
山
山
脈
の
支
流
で
あ
る
ア
ラ
タ
ウ

山
脈
の
ふ
も
と
に
位
置
し
、
風
光
明
媚
な

保
養
地
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
語
圏
で
の
会
議

開
催
は
初
め
て
で
あ
り
、
東
西
冷
戦
の
も

と
で
は
入
国
が
容
易
で
な
か
っ
た
Ｃ
ｌ
Ｓ

地
域
に
東
ア
ジ
ア
地
域
か
ら
日
本
と
韓
国
、

東
南
ア
ジ
ア
地
域
か
ら
は
タ
イ
、
マ
レ
ー

シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

ラ
オ
ス
、
南
ア
ジ
ア
地
域
か
ら
は
イ
ン
ド
、

ス
リ
ラ
ン
カ
、
太
平
洋
地
域
か
ら
フ
ィ
ジ
ー
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
地
域
か
ら

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
が

参
加
し
、
ま
さ
し
く
汎
ア
ジ
ア
を
対
象
と

し
た
会
議
と
な
っ
た
。
特
に
通
常
ど
ん
な

に
参
加
を
呼
び
か
け
て
も
国
会
議
員
が
参

加
す
る
事
例
が
極
め
て
乏
し
い
ト
ル
ク
メ
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第20回人口と開発に関するアジア国会議員代表者会議を開催

ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
で
Ｃ
－
Ｓ
の
女
性
会
議
の

開
催
が
計
画
さ
れ
る
等
、
大
き
な
成
果
を
得

た
。 ま本
日
は
、
「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア

国
会
議
員
代
表
者
会
議
」
に
ご
参
集
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
会
議
開
催
に
あ
た

り
、
上
院
議
長
が
先
頭
と
な
っ
て
、
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
ア
ベ
イ

カ
エ
フ
上
院
議
長
、
ト
ゥ
ト
ゥ
ク
シ
ェ
フ
Ａ

Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
副
議
長
・
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
家
族
問

ニ
ス
タ
ン
か
ら
国
会
議
員
が
参
加
し
た
こ
と

ま
た
、
今
回
の
会
議
で
特
筆
さ
れ
る
べ
き

注
目
に
価
す
る
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
卜

振
り
返
っ
て
み
よ
う
「
生
命
へ
の
畏
敬
」

清
水
嘉
与
子

題
議
員
グ
ル
ー
プ
は
じ
め
と
す
る
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
上
院
の
準
備
委
員
会
の
皆
様
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
今
回
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
ウ
ズ
ベ

キ
ス
タ
ン
、
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
、
タ
ジ
ク
ス
タ

ン
の
駐
在
代
表
と
し
て
実
務
的
な
準
備
を
担

当
い
た
だ
い
た
ツ
ム
カ
ャ
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
駐
在

代
表
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
事
務
所

の
皆
様
に
も
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
と
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
お
よ
び
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
か

ら
佃
年
を
経
て
そ
の
反
省
と
取
り
組
む
べ
き

課
題
が
ア
ル
マ
テ
ィ
宣
言
（
後
述
）
と
い
う

形
で
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
今
回
の

会
議
は
事
実
上
ア
ジ
ア
の
国
会
議
員
の
意
見

を
集
約
す
る
唯
一
の
機
会
で
あ
り
、
同
宣
言

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
副
理
事
長

が
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
は
大
き
な
意
義
を

も
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
宣
言
文
は
ス
ト

ラ
ス
ブ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
国
際
議
員
会

議
（
－
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）
に
も
提
出
さ
れ
、
世
界

の
国
会
議
員
活
動
に
も
反
映
さ
れ
た
。

今
回
、
こ
の
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
が
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
の
旧
都
ア
ル
マ
テ
ィ
で
開
催
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
に
は
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
本
年
は
１
９
９
４
年
に
エ
ジ
プ
ト
の

カ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
た
国
際
人
口
開
発
会
議

（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
か
ら
ｎ
年
と
い
う
記
念
す
べ
き

年
で
あ
り
、
世
界
各
地
で
様
々
な
記
念
行
事

が
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
８
月
末
か
ら
９
月
に
か
け
て
は
、
ロ
ン
ド

ン
で
世
界
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
集
め
て
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
の

円
卓
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
国
会
議
員

活
動
と
し
て
は
、
ｎ
月
に
フ
ラ
ン
ス
の
ス
ト

ラ
ス
ブ
ー
ル
で
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る
国

際
議
員
会
議
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

こ
の
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
か
ら
ｎ
年
と
い
う
記
念
す

べ
き
年
に
、
私
ど
も
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
。

2７



開
発
協
会
が
主
催
す
る
「
人
口
と
開
発
に
関

す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
」
も
卯

回
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
記
念
す
べ
き
会
議

を
こ
こ
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
開
催
で
き
ま
す
こ

と
を
、
主
催
者
と
し
て
大
変
喜
ん
で
お
り
ま

『
ｃ

す

ア
ル
マ
ー
フ
ィ
は
「
す
べ
て
の
人
に
健
康
を
」

と
高
ら
か
に
歌
い
上
げ
た
ア
ル
マ
ア
ー
タ
宣

言
が
採
択
さ
れ
た
都
市
で
も
あ
り
ま
す
。
私

は
厚
生
省
の
技
官
と
し
て
こ
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

ヘ
ル
ス
ヶ
ァ
国
際
会
議
に
参
加
し
「
健
康
は

基
本
的
人
権
で
あ
る
。
２
０
０
０
年
ま
で
に

す
べ
て
の
人
々
に
健
康
を
、
を
目
指
し
て
、

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
考
え
方
を
実

践
し
よ
う
」
と
世
界
の
保
健
大
臣
・
財
務
大

臣
が
真
剣
に
討
議
す
る
様
子
に
感
動
し
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
４
半
世
紀
の
時
を
経
て
、
私
た

ち
は
、
国
際
人
口
開
発
会
議
を
ア
ジ
ア
の
国

会
議
員
の
立
場
か
ら
総
括
し
、
次
の
新
た
な

十
年
に
向
け
た
決
議
を
行
う
た
め
に
、
こ
こ

に
集
っ
て
お
り
ま
す
。

私
自
身
、
看
護
師
と
し
て
長
年
医
療
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
看
護
師
と
い
う
職
業
は

直
接
人
間
の
生
命
と
向
き
合
う
職
業
で
す
。

私
た
ち
の
偉
大
な
る
先
人
で
あ
り
医
師
で
も

あ
る
ア
ル
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ア
ー
博

士
の
著
名
な
言
葉
に
「
生
命
へ
の
畏
敬
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
ア
フ
リ
カ
の
ラ
ン

バ
レ
ネ
で
長
年
医
療
活
動
に
携
わ
ら
れ
、
密

林
の
聖
者
と
呼
ば
れ
た
博
士
の
言
葉
で
あ
る

だ
け
に
大
変
な
重
み
が
あ
る
言
葉
で
す
。
私

た
ち
は
、
こ
の
「
生
命
へ
の
畏
敬
」
と
い
う

言
葉
を
改
め
て
思
い
起
こ
す
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
医
学
を
含
む
科
学
技
術
の
進
歩

は
大
き
な
恵
み
を
私
た
ち
人
類
に
も
た
ら
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
私
た
ち
地
球
社
会
に
生

き
る
も
の
に
と
っ
て
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
、
人
口
増
加
が
地
球
に
大
き
な
負

荷
を
か
け
て
い
る
と
同
時
に
、
技
術
の
進
歩

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
過
剰
消
費
を
引
き
起
こ
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
た
ち
は
、
化

石
燃
料
や
原
子
力
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
太

陽
か
ら
得
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
営
々
と
営
ま
れ

て
き
た
こ
の
地
球
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
循
環
を

は
る
か
に
越
え
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
行
っ

て
い
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
長
期
間
維
持
す
る
こ

と
は
極
め
て
困
難
で
し
ょ
う
。
持
続
可
能
な

開
発
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
私
た
ち

の
経
済
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
を
見
直
す
必
要

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
現
在
の
、
世
界

で
は
富
め
る
国
と
貧
し
い
国
の
問
で
、
そ
し

て
多
く
の
国
で
は
国
内
の
所
得
格
差
も
広
が
っ

て
い
ま
す
。
貧
困
の
中
で
あ
え
い
で
い
る
人
々

が
数
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

格
差
が
現
在
の
世
界
的
な
不
安
定
さ
の
元
凶

に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
そ
こ
に
は
、

機
会
の
平
等
す
ら
得
ら
れ
な
い
数
多
く
の
人
々

が
存
在
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
環

境
の
中
で
、
真
っ
先
に
被
害
を
受
け
る
の
が

女
性
で
あ
り
、
子
ど
も
で
す
。
情
報
を
得
る

こ
と
も
で
き
な
い
、
家
族
計
画
の
機
材
を
入

手
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
、
医
療
や
介
護
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
な

い
中
で
、
数
多
く
の
女
性
が
望
ま
な
い
妊
娠

を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
ア
フ
リ
カ
で
は
、

椙
概
を
極
め
て
い
る
エ
イ
ズ
で
親
を
失
っ
た

エ
イ
ズ
孤
児
の
問
題
が
深
刻
に
な
っ
て
い
ま

す
。さ
ら
に
、
現
在
、
世
界
中
で
テ
ロ
が
発
生

し
、
か
つ
て
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
ほ
ど
悲
惨

な
事
件
が
世
界
各
地
で
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

先
日
も
チ
ェ
チ
ェ
ン
紛
争
の
あ
お
り
を
受
け

て
北
オ
セ
チ
ア
で
学
校
が
テ
ロ
リ
ス
ト
に
占
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第20回人口と開発に関するアジア国会議員代表者会議を開催

人
口
問
題
に
対
す
る
活
動
は
、
「
生
命
へ
の

畏
敬
」
に
基
づ
い
た
活
動
で
あ
る
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。
い
か
な
る
理
由
が
あ
る
と
し

て
も
、
生
ま
れ
て
き
た
生
命
が
そ
の
尊
厳
を

保
ち
な
が
ら
そ
の
生
を
ま
っ
と
う
で
き
る
社

会
を
作
る
と
い
う
こ
と
は
、
私
た
ち
共
通
の

目
的
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
で
人
口
は
持
続
可
能
な
開
発
の

文
脈
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
ラ
イ
ッ

の
促
進
を
果
た
す
こ
と
で
女
性
を
中
心
と
し

た
環
境
の
改
善
が
そ
の
活
動
の
中
心
に
置
か

れ
ま
し
た
。
ま
さ
し
く
こ
れ
は
、
命
を
大
切

に
す
る
と
い
う
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

今
回
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
か
ら
ｎ
年
の
反
省
に
た
っ

て
私
た
ち
の
活
動
を
見
直
す
こ
と
が
こ
の
会

議
の
主
な
目
的
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
回

の
会
議
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
と
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
か
ら

も
、
一

ま
す
。

拠
さ
れ
、
児
童
を
含
む
多
く
の
犠
牲
者
が
出

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
信
念
や
主
義
、
信
条

が
あ
る
と
し
て
も
「
生
命
へ
の
畏
敬
」
そ
し

て
「
弱
く
自
ら
を
護
り
え
な
い
も
の
」
に
対

す
る
配
慮
な
く
し
て
、
い
か
な
る
主
義
信
条

も
、
正
当
化
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
と
思
い

ｎ
年
の
反
省
に
た
っ
て
宣
言
文
が
採
択
さ
れ

る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
宣
言
文

は
事
実
上
ア
ジ
ア
の
国
会
議
員
の
意
見
を
集

約
で
き
る
唯
一
の
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
宣
一
一
一
一
口
文
は
ｎ
月
に
フ
ラ
ン
ス
の
ス
ト
ラ
ス

ブ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
、
国
際
人
口
・
開
発

○
開
会
挨
拶

ヌ
ル
タ
イ
・
ア
ベ
イ
カ
エ
フ
（
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
上
院
議
長
）

○
歓
迎
挨
拶

ベ
ク
ス
ル
タ
ン
・
ト
ゥ
ト
ゥ
ク
シ
ェ
フ
議
員

（
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
議
員
家
族
委
員
会
議
長
）

○
挨
拶

谷
津
義
男
議
員
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
）

ｌ
武
山
百
合
子
衆
議
院
議
員
（
代
読
）

○
挨
拶

和
気
邦
男
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
次
長 議
員
会
議
に
も
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
意
味
で
も
今
回
の
会
議
は
大
き
な

意
義
を
持
つ
も
の
と
申
せ
ま
し
ょ
う
。
皆
様

方
の
積
極
的
な
ご
討
議
を
期
待
し
、
主
催
者

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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本
年
は
１
９
９
４
年
に
エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ

ロ
で
開
催
さ
れ
た
「
国
際
人
口
開
発
会
議
（
Ｉ

Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
」
な
ら
び
に
「
国
際
人
口
開
発
議
員

会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
」
か
ら
ち
ょ
う
ど
加
年

と
い
う
節
目
の
年
で
あ
り
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ

が
目
標
と
し
た
２
０
１
５
年
ま
で
の
ち
ょ
う

ど
中
間
点
で
も
あ
り
、
世
界
各
地
で
様
々
な

行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
記
念
す
べ

き
年
に
、
当
地
ア
ル
マ
テ
ィ
で
開
か
れ
た
「
第

卯
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議

員
代
表
者
会
議
」
に
基
調
講
演
者
と
し
て
お

招
き
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
を

●
は
じ
め
に

人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
員
活
動
に
つ
い
て

ｌ
－
ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
か
ら
加
年
・
そ
の
進
捗
と
挑
戦
Ｉ

桜
井
新
議
員

（
前
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
、
－
ｃ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
事
務
総
長
）

申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
ご
存
知
の
と
お
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
で
採

択
さ
れ
た
「
行
動
計
画
」
は
、
各
国
別
に
人

口
増
加
抑
制
の
数
値
目
標
を
設
定
し
、
各
国

が
そ
の
目
標
の
た
め
に
努
力
す
る
と
い
う
こ

れ
ま
で
の
方
式
を
大
き
く
変
化
さ
せ
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス

を
中
心
と
し
て
、
女
性
の
置
か
れ
た
環
境
の

改
善
、
情
報
を
得
た
上
で
の
選
択
の
実
現
、

さ
ら
に
そ
の
た
め
に
必
要
な
家
族
計
画
の
機

材
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
結
果
と
し
て
人
口

の
増
加
を
安
定
化
さ
せ
る
と
い
う
、
大
き
な

パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
と
同
様
に
重
要
な
こ
と
は
、
人
口
問

題
が
「
持
続
可
能
な
開
発
」
と
い
う
文
脈
の

下
で
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
視
点

が
明
確
に
示
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
カ
イ
ロ
会

議
の
名
称
そ
の
も
の
に
初
め
て
「
開
発
」
と

い
う
名
称
が
冠
さ
れ
た
こ
と
が
こ
れ
を
示
し

て
い
ま
す
。
こ
の
ｎ
年
間
の
人
口
問
題
に
関

す
る
活
動
は
こ
の
行
動
計
画
に
従
っ
て
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
球
規
模
で
の

人
口
問
題
を
持
続
可
能
な
文
脈
の
中
に
位
置

付
け
る
と
同
時
に
、
そ
の
具
体
的
な
方
法
と

し
て
厳
し
い
状
況
の
も
と
に
置
か
れ
た
女
性

を
中
心
に
一
人
一
人
の
環
境
の
改
善
、
ま
さ

し
く
草
の
根
の
人
々
の
健
康
・
生
活
の
改
善

を
目
指
す
も
の
で
す
。
こ
の
考
え
方
は
国
会

議
員
と
し
て
の
私
た
ち
の
活
動
の
方
向
性
と

も
ま
さ
し
く
合
致
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
「
行
動
計
画
」
の
策
定
に
際
し
て
、

私
た
ち
国
会
議
員
の
活
動
が
大
き
な
役
割
を

果
た
し
ま
し
た
。
国
際
人
口
開
発
議
員
会
議

（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
が
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
直
前
に
開
催

さ
れ
、
そ
の
成
果
が
人
口
問
題
と
持
続
可
能

な
開
発
の
関
係
を
明
瞭
に
す
る
と
い
う
形
で

Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
行
動
計
画
の
前
文
と
原
則
に
反

映
さ
れ
た
か
ら
で
す
。

人
口
問
題
は
す
べ
て
の
地
球
規
模
的
問
題

の
基
礎
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
問
題
で
す
が
、
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こ
こ
に
ご
参
集
の
皆
様
は
国
会
議
員
と
し

て
各
国
の
政
策
形
成
に
責
任
を
持
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
こ
の
私
た
ち
、
国
会
議
員
に

は
共
通
の
特
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
現
実
を
踏
ま
え
つ
つ
、
草
の
根
の
厳
し
い

現
状
を
よ
く
知
り
、
肌
で
実
感
し
な
が
ら
、

次
の
社
会
、
あ
る
べ
き
理
想
に
向
か
っ
て
そ

の
理
想
を
一
歩
一
歩
実
現
し
て
い
く
、
と
い

う
こ
と
で
す
。

い
か
に
し
た
ら
、
私
た
ち
を
選
出
し
た
人
々

の
福
利
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ

う
か
、
そ
し
て
、
い
か
に
し
た
ら
人
類
社
会

全
体
の
未
来
と
福
利
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
人
口
と
開
発
問
題
は
、

私
た
ち
に
、
ま
さ
し
く
政
治
家
と
し
て
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
と
申

さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
課
題
を
実
現
す

る
た
め
に
は
世
界
中
の
国
会
議
員
が
力
を
合

特
に
経
済
開
発
や
環
境
な
ど
の
問
題
と
不
可

分
な
問
題
で
す
。
人
口
問
題
を
単
独
で
扱
う

こ
と
は
、
専
門
家
の
議
論
に
終
始
し
て
し
ま

い
、
現
実
的
な
影
響
力
を
失
う
こ
と
に
な
り

●
加
年
間
の
人
ロ
・
開
発
活
動
に
対
す
る
国
会
議
員
活
動

わ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
も
そ
れ
は
一
つ
の
組
織
が
統
一
的
に

国
会
議
員
活
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
い

う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
類
共
通
の
課

題
を
解
決
す
る
と
い
う
同
じ
目
的
の
下
に
、

国
会
議
員
の
自
主
性
を
尊
重
し
な
が
ら
緩
や

か
な
連
帯
の
も
と
で
地
域
の
多
様
性
を
尊
重

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た

活
動
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
理
想
を
実
現
す
る
た
め
に
、

私
自
身
、
カ
イ
ロ
の
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
で
は
運
営

委
員
会
議
長
と
し
て
世
界
の
地
域
議
連
に
呼

び
か
け
、
皆
様
方
の
力
強
い
支
援
を
い
た
だ

き
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
に
合
わ
せ
て
同
会
議
の
開
催

に
尽
力
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
会
議
に
は
世

界
１
１
７
カ
国
、
３
０
０
人
以
上
の
国
会
議

員
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
時
、
地
域
議
連
と
し
て
存
在
し
て
い
た

ま
す
。
人
口
問
題
が
指
し
示
す
人
類
社
会
の

未
来
を
、
国
際
社
会
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が

非
常
に
重
要
な
の
で
す
。

の
は
、
私
た
ち
「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア

ジ
ア
国
会
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
」

と
「
ア
メ
リ
カ
地
域
人
口
・
開
発
議
員
グ
ル
ー

プ
（
Ｉ
Ａ
Ｐ
Ｇ
）
」
だ
け
で
し
た
。
ま
だ
ア
フ

リ
カ
・
ア
ラ
ブ
地
域
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
と

も
に
国
会
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
存
在
し
て
な

か
っ
た
の
で
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
以
降
、
国
際

的
な
人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
員
活
動

を
活
性
化
す
る
た
め
に
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
が
音

頭
を
と
っ
て
数
多
く
の
国
会
議
員
会
議
を
開

催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

１
９
９
５
年
に
は
「
世
界
社
会
開
発
サ
ミ
ッ

ト
」
に
あ
わ
せ
て
「
国
際
人
口
社
会
開
発
議

員
会
議
（
Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）
」
を
デ
ン
マ
ー
ク

の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
開
催
。
同
年
８
月
に

は
「
第
４
回
世
界
女
性
会
議
」
に
あ
わ
せ
て

「
国
際
女
性
人
口
開
発
議
員
会
議
（
Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ｇ

Ｐ
Ｄ
）
」
を
東
京
で
開
催
。
１
９
９
６
年
に
は

Ｆ
Ａ
Ｏ
の
「
世
界
食
料
サ
ミ
ッ
ト
」
に
あ
わ

せ
て
、
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
国
際
人
口
・

食
料
安
全
保
障
・
開
発
議
員
会
議
（
Ｉ
Ｍ
Ｐ

Ｆ
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
１

９
９
９
年
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
か
ら
５
年
の
検
討

に
あ
わ
せ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
で
「
人

口
と
開
発
に
関
す
る
国
際
国
会
議
員
会
議
（
Ｉ

３１



Ｆ
Ｐ
）
」
を
開
催
し
、
こ
の
内
容
は
同
年
開
催

さ
れ
た
国
連
人
口
特
別
総
会
の
決
議
文
書
に

も
反
映
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
に
、
カ
イ
ロ

の
議
員
会
議
で
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ
地
域
お

よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
か
ら
参
加
し
た
国
会

議
員
に
呼
び
か
け
た
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
設

立
も
現
実
化
し
ま
し
た
。

１
９
９
７
年
に
は
南
ア
フ
リ
カ
の
ケ
ー
プ

タ
ウ
ン
で
「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
フ
リ

カ
・
ア
ラ
ブ
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｐ

Ｐ
Ｄ
Ｅ
が
設
立
さ
れ
、
１
９
９
９
年
に
は
ル
ー

マ
ニ
ア
の
ブ
カ
レ
ス
ト
で
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地

域
人
口
・
開
発
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｉ
Ｅ
Ｐ

Ｆ
Ｐ
Ｄ
）
」
の
設
立
が
決
ま
り
、
２
０
０
０
年

に
は
正
式
に
発
足
し
た
の
で
す
。
そ
の
他
、

各
国
議
連
の
レ
ベ
ル
で
も
ア
ジ
ア
の
ほ
と
ん

ど
の
国
に
国
内
委
員
会
が
形
成
さ
れ
る
に
至

り
ま
し
た
。
１
９
９
４
年
か
ら
の
活
動
に
よ
っ

て
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
、
ア
フ
リ
カ
・

ア
ラ
ブ
地
域
、
南
北
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
と
世
界
の
す
べ
て
の
地
域
に
、
国
会
議
員

の
自
主
的
な
人
口
と
開
発
に
関
す
る
議
員
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
た
の
で

す
。

私
た
ち
国
会
議
員
に
と
っ
て
、
人
口
問
題

で
活
動
す
る
意
味
は
何
で
し
ょ
う
か
。
様
々

な
考
え
方
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
「
す

べ
て
の
人
が
人
間
ら
し
く
尊
厳
を
持
っ
て
生

き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
作
る
こ
と
」
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
は
じ
め
に
、

国
会
議
員
の
特
性
と
し
て
、
「
草
の
根
の
厳
し

い
現
状
を
よ
く
知
り
、
肌
で
実
感
し
な
が
ら
、

次
の
社
会
、
あ
る
べ
き
理
想
を
実
現
し
て
い

く
存
在
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
申
し
述
べ

ま
し
た
。

私
は
こ
の
８
月
に
西
ア
フ
リ
カ
諸
国
を
訪

問
し
ま
し
た
が
、
国
際
社
会
の
努
力
に
よ
っ

て
絶
対
的
貧
困
は
減
少
し
て
き
て
お
り
ま
す

が
、
今
な
お
、
生
存
線
ぎ
り
ぎ
り
で
生
き
る

こ
と
を
強
い
ら
れ
て
い
る
人
々
が
数
多
く
存

在
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
貧
困
の
中

で
多
く
の
女
性
が
、
社
会
的
な
条
件
も
、
経

済
的
な
一
裳
づ
け
も
な
く
、
選
択
を
行
う
機
会

も
与
え
ら
れ
な
い
ま
ま
、
望
ま
な
い
妊
娠
を

強
い
ら
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
数
多
く
の
女

性
が
死
亡
し
、
そ
し
て
様
々
な
障
害
を
強
い

ら
れ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

●
国
会
議
員
と
し
て
の
特
性
と
そ
の
理
念

な
草
の
根
の
課
題
を
各
国
政
府
の
優
先
的
な

課
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
は
国
会
議
員

の
重
要
な
仕
事
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
国
会
議
員
と
し
て
政
府
と
は
異
な
っ

た
立
場
で
議
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題

が
あ
り
ま
す
。

政
治
家
は
目
の
前
の
問
題
を
考
え
る
と
同

時
に
、
長
期
的
な
視
点
で
私
た
ち
の
社
会
の

あ
る
べ
き
姿
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

企
業
で
も
国
家
で
も
利
益
と
い
う
考
え
方
は

永
く
て
も
５
年
程
度
の
幅
で
し
か
考
え
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
人
口
が
指
し
示
す

未
来
は
加
年
、
訓
年
、
場
合
に
よ
っ
て
は
１

０
０
年
と
い
う
長
い
幅
で
す
。
こ
れ
ら
は
長

い
よ
う
で
す
が
、
人
類
が
生
き
て
き
た
歴
史

を
考
え
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
長
い
も
の
で
は
な
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

国
際
社
会
の
舞
台
で
は
様
々
な
利
害
が
ぶ

つ
か
り
合
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
一
例
と

し
て
食
料
問
題
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
Ｗ

Ｔ
Ｏ
協
議
は
比
較
優
位
原
則
と
い
う
経
済
原

則
を
金
科
玉
条
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
食
料
問
題
を
純
粋
な
経
済
問
題
と
し
て
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と
ら
え
、
目
の
前
の
合
理
性
と
い
う
視
点
か

ら
考
え
れ
ば
、
こ
の
考
え
方
は
妥
当
な
も
の

で
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い

る
人
口
と
い
う
視
点
か
ら
考
え
る
と
、
こ
れ

は
そ
れ
ほ
ど
単
純
な
問
題
で
は
な
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
人
口
問
題
と
い
う
視
点
か
ら

考
え
れ
ば
食
料
は
経
済
的
な
財
で
あ
る
よ
り

以
前
に
人
々
が
生
き
る
た
め
に
不
可
欠
な
も

の
で
す
。
食
料
な
く
し
て
人
々
が
生
き
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

人
口
と
い
う
視
点
が
指
し
示
す
未
来
は
厳

し
い
も
の
で
す
。
そ
れ
は
、
ど
ん
な
に
努
力

を
続
け
て
も
人
口
は
ま
だ
増
え
続
け
る
反
面
、

新
規
に
耕
作
可
能
な
土
地
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

現
在
高
い
生
産
性
で
世
界
人
口
を
支
え
て
い

る
潅
概
農
地
は
塩
害
の
拡
大
な
ど
で
そ
の
生

産
性
の
低
下
が
予
測
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

わ
が
国
日
本
は
、
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
の

自
給
率
は
釦
％
を
切
り
、
農
産
物
の
輸
入
な

く
し
て
、
も
は
や
そ
の
国
民
を
扶
養
し
て
い

く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
世
界
的
に
見
て
耕

地
以
上
に
人
類
生
存
の
制
約
条
件
と
な
り
そ

う
な
の
が
淡
水
資
源
で
す
。
大
ま
か
に
言
っ

て
、
こ
の
資
源
量
は
２
０
０
０
年
前
も
現
在

も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
２
０
０
０
年

前
に
比
べ
て
一
人
あ
た
り
利
用
で
き
る
淡
水

資
源
の
量
は
卸
分
の
１
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
わ
ず
か
１
４
０
年
前
と
比
べ
て
も
６

分
の
１
、
如
年
前
と
比
べ
て
も
２
分
の
１
に

減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
日
本
は
降
水
の
多

い
、
水
資
源
の
豊
か
な
国
で
す
が
、
現
在
食

料
輸
入
の
形
で
輸
入
し
て
い
る
水
の
量
は
、

日
本
の
全
河
川
水
に
匹
敵
す
る
量
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

人
口
の
将
来
予
測
を
踏
ま
え
、
私
た
ち
が

直
面
し
て
い
る
こ
れ
ら
の
厳
し
い
現
状
を
考

え
れ
ば
決
し
て
楽
観
的
に
は
な
れ
な
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
そ
し
て
人
口
問
題
と
い
う

視
点
か
ら
考
え
れ
ば
長
期
的
な
視
点
で
、
農

業
問
題
を
含
む
経
済
の
問
題
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

現
在
の
、
国
際
社
会
の
主
流
の
考
え
方
に

は
こ
の
長
期
的
な
視
点
が
欠
け
て
い
る
と
い

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
経
済
原
則
と

い
っ
た
、
あ
る
条
件
の
下
で
し
か
成
立
し
な

い
原
則
を
敷
桁
す
る
こ
と
が
主
流
と
な
っ
て

い
る
の
で
す
。
短
期
的
な
利
益
の
極
大
化
は
、

長
期
的
に
見
て
環
境
破
壊
を
引
き
起
こ
し
、

こ
の
地
球
の
扶
養
力
を
失
わ
せ
ま
す
。

人
口
が
指
し
示
す
未
来
を
考
え
れ
ば
、
人

口
が
増
加
し
、
食
料
生
産
が
そ
れ
に
追
い
つ

か
な
く
な
っ
た
時
、
食
料
は
経
済
的
な
財
で

は
な
く
な
り
、
政
治
的
な
財
、
も
し
く
は
戦

略
的
な
財
に
な
る
こ
と
は
容
易
に
予
測
が
つ

き
ま
す
。
こ
の
意
味
で
も
国
際
社
会
で
行
わ

れ
る
国
際
合
意
や
協
定
に
、
そ
れ
が
純
粋
に

経
済
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
人
口

と
い
う
視
点
を
取
り
込
む
こ
と
は
非
常
に
重

要
な
こ
と
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
人
口
問

題
に
携
わ
っ
て
い
る
皆
様
方
の
中
に
、
経
済

的
に
利
益
が
得
ら
れ
る
の
な
ら
、
そ
れ
で
人

の
尊
厳
が
踏
み
に
じ
ら
れ
て
も
か
ま
わ
な
い

と
考
え
て
い
る
方
は
一
人
も
い
な
い
と
思
い

ま
す
。
私
た
ち
国
会
議
員
が
人
を
愛
し
、
国

を
愛
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
考
え

方
に
ご
同
意
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

現
在
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
閣
僚
級
交
渉
で
、
各
国
に

特
別
な
利
害
の
あ
る
農
産
品
に
つ
い
て
の
例

外
的
な
取
り
扱
い
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
活
動
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
的
な
人
口
と

開
発
問
題
に
関
す
る
議
員
活
動
が
関
係
各
国

の
理
解
を
生
み
出
し
、
そ
の
成
果
と
し
て
結

実
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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国
会
議
員
が
そ
の
存
立
基
盤
で
あ
る
国
民

の
意
見
を
代
表
し
、
長
期
的
視
野
に
立
っ
て

各
国
政
府
の
政
策
や
施
策
を
正
し
い
方
向
に

向
か
わ
せ
る
こ
と
は
重
要
な
役
割
で
す
。
ま

た
地
球
的
課
題
に
つ
い
て
国
際
的
協
調
を
進

め
る
た
め
に
国
際
機
関
を
支
援
し
、
そ
の
役

割
を
強
化
・
激
励
す
る
こ
と
は
重
要
な
仕
事

で
す
。
国
会
議
員
は
各
国
の
国
民
に
責
任
を

持
っ
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
国
会
議

員
の
活
動
が
国
際
機
関
や
政
府
に
よ
っ
て
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
の

活
動
の
意
味
を
失
う
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
Ｕ

Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
な
ど
と
の
協
力
関
係
を
強
め
な
が

ら
も
、
国
会
議
員
活
動
は
あ
く
ま
で
、
自
発

的
に
そ
し
て
自
立
的
に
そ
の
活
動
を
行
う
べ

き
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
が
国
会
議
員
と
し
て
の
立
場
か
ら
人

口
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
草
の
根
の
意

見
を
く
み
上
げ
、
同
時
に
長
期
的
な
私
た
ち

の
社
会
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
る
こ
と
が
、

私
た
ち
の
未
来
を
希
望
あ
る
も
の
に
す
る
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。
「
悲
観
す
る
こ
と
は
誰

●
終
わ
り
に
ｌ
国
会
議
員
活
動
と
そ
の
方
向
性
Ｉ

２
０
０
２
年
に
カ
ナ
ダ
の
オ
タ
ワ
で
開
催

さ
れ
た
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
で
も
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
谷
津

議
長
が
招
聴
者
と
な
っ
て
運
営
委
員
会
を
形

成
し
、
会
議
開
催
国
カ
ナ
ダ
の
所
属
す
る
ア

メ
リ
カ
地
域
議
連
（
Ｉ
Ａ
Ｐ
Ｇ
）
が
ホ
ス
ト

と
な
っ
て
、
国
会
議
員
会
議
が
開
催
さ
れ
た

と
伺
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
本
年
ｎ
月
フ
ラ
ン

ス
の
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
第
２

回
目
の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
議
連

（
Ｉ
Ｅ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
Ｄ
）
が
ホ
ス
ト
さ
れ
る
と
伺
っ

て
い
ま
す
。
国
会
議
員
活
動
が
、
国
際
社
会

や
政
府
の
活
動
と
密
接
に
連
携
し
て
そ
の
実

を
挙
げ
る
努
力
を
行
う
と
同
時
に
、
国
会
議

員
活
動
の
独
自
性
を
失
っ
て
は
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
私
た
ち
の
役
割
は
よ
り
一
層
大
き

に
で
も
で
き
る
、
し
か
し
現
実
を
踏
ま
え
て

楽
観
的
に
行
動
す
る
こ
と
は
意
志
の
問
題
だ
」

と
述
べ
た
哲
学
者
が
い
ま
す
が
、
ま
さ
し
く

そ
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

な
も
の
と
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
「
人
間

が
平
和
に
尊
厳
を
も
っ
て
生
き
る
こ
と
の
で

き
る
社
会
を
作
る
」
と
い
う
理
念
を
こ
の
記

念
す
べ
き
機
会
に
改
め
て
思
い
起
こ
し
、
こ

の
理
想
を
達
成
す
る
た
め
に
と
も
に
手
を
携

え
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
加
年
前

に
『
す
べ
て
の
人
に
健
康
を
」
と
い
う
す
ば

ら
し
い
人
類
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

し
た
こ
の
ア
ル
マ
テ
ィ
の
地
で
基
調
講
演
の

名
誉
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
、
私
の
ス
ピ
ー
チ
を
締
め
く

く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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第20回人ロと開発に関するアジア国会議員代表者会議を開催

○
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ

人
口
と
高
齢
化
津
未
来
へ
の
影
響

（
議
長
》
マ
レ
ー
ー
ー
・
ス
カ
ベ
ジ
ョ
ボ
ラ
キ
ッ
ト
Ａ
Ｆ
Ｐ

Ｐ
Ｄ
事
務
総
長
・
タ
イ
上
院
議
員
）

○
ソ
ロ
コ
・
エ
ブ
ゲ
ニ
ー
・
ロ
ホ
ビ
ッ
チ
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ

デ
ミ
ー
経
済
予
測
研
究
所
人
口
・
人
類
生
態
学
セ
ン
タ
ー

主
任
研
究
員

○
セ
ッ
シ
ョ
ン
ー

中
央
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
人
口
問
題

Ｉ
能
力
・
持
続
可
能
性
・
未
来
へ
ｌ

（
議
長
副
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
，
ワ
ハ
ブ
，
ジ
ュ
ナ
イ
デ
ィ
議
員

マ
レ
ー
シ
ア
）

○
ナ
シ
ム
・
ツ
ム
カ
ヤ
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
・

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
・
キ
ル
ギ
ス
・
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
・
ト
ル
ク

メ
ニ
ス
タ
ン
駐
在
代
表

震
嗣
禰
碍
叫
セ
ッ
シ
ョ
ン

○
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ｖ

ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
ー
Ｃ
Ｐ
Ｉ
提
言
に
向
け
た
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
及
び
ア
ル
マ
テ
イ
宣
言
採
択

ｌ
国
会
議
員
の
役
割
〃
－
ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
こ
れ
か
ら
の
佃

年
に
向
け
て
〃
ｌ

（
議
長
》
グ
ナ
サ
ガ
ラ
ン
・
ガ
ウ
ダ
ー
議
員
フ
ィ
ジ
ー
）

○
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅳ

達
成
と
残
さ
れ
た
課
題
》
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
Ｐ
ｏ
Ａ
の
皿
年

ｌ
Ｉ
ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
「
原
則
」
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
、

持
続
可
能
な
世
界
サ
ミ
ッ
ト
ー

（
議
長
“
ヴ
ァ
ヤ
ラ
ー
ル
・
ラ
ヴ
ィ
議
員
イ
ン
ド
）

○
和
気
邦
男
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
次
長

○
サ
フ
ィ
エ
・
シ
ャ
ー
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
・
Ｉ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
局
長

○
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅲ

人
口
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ヘ
ル
ス

ー
ア
ル
マ
ア
ー
タ
宣
一
一
一
一
曰
の
再
考
ｌ

（
議
長
“
清
水
嘉
与
子
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
副
理
事
長
）

○
ド
サ
エ
フ
・
エ
ル
ポ
ラ
ッ
ト
・
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
保
健
大
臣

○
シ
ャ
ル
マ
ノ
フ
・
Ｔ
・
Ｓ
ｈ
・
カ
ザ
フ
栄
養
研
究
所
総
裁
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第20回人ロと開発に関するアジア国会議員代表者会議

人口と關露に閏するアルマテイ宣言
カザフスタン・アルマテイ市アラタウ・ヘルス・リゾート

2004年９月29日

人 と
￣￣

耳局 ▽

国
際
人
ロ
開
発
議
員
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）

カ
イ
ロ
宣
言
及
び
国
際
人
口
・
開
発
会
議
（
Ｉ

Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
行
動
計
画
（
Ｐ
Ｃ
Ａ
）
の
目
的
と

目
標
達
成
の
た
め
に
我
々
が
コ
ッ
ミ
ト
メ
ン

ト
す
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
。
人
口
と
持
続

可
能
な
開
発
（
環
境
、
食
料
／
水
の
安
全
保

障
及
び
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
を
含
む
）
の
間
の
相

互
関
連
の
中
で
取
り
組
ま
な
い
限
り
、
こ
の

地
域
の
人
口
と
開
発
に
横
た
わ
る
課
題
を
解

決
で
き
な
い
こ
と
を
改
め
て
確
認
す
る
。

私
た
ち
の
諸
国
は
豊
か
な
歴
史
と
多
様
性

を
持
っ
て
い
る
。
地
域
に
よ
っ
て
社
会
変
化

や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
対
す
る
見
解
が
異
な
っ
て

お
り
、
そ
れ
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
し
て
も
、
持
続
可
能
な
開
発
を
達
成
す
る

た
め
に
は
、
す
べ
て
の
国
が
そ
の
国
の
地
域

ご
と
に
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
諸
国
の
国
会
議
員
が
２

０
０
４
年
９
月
鍋
日
・
羽
日
ア
ル
マ
テ
ィ
に

集
い
、
「
第
加
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ

ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
」
で
人
口
と
開
発

問
題
を
討
議
し
、
以
下
の
宣
言
を
発
表
す
る
。

イ
ッ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
女
性
と
子
ど
も
に
対

す
る
暴
力
の
撲
滅
、
食
料
／
水
の
安
全
保
障
、

環
境
、
思
春
期
の
人
口
、
青
年
及
び
高
齢
者

を
含
む
、
人
口
と
開
発
に
お
け
る
長
期
的
展

望
を
持
つ
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
各

国
の
事
情
に
合
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
長
期
的

展
望
を
適
用
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

私
た
ち
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
諸
国
の
国
会
議

員
は
、
こ
の
地
域
の
人
口
と
持
続
可
能
な
開

発
の
問
題
を
解
決
に
向
け
る
た
め
に
各
国
政

府
に
対
し
、
長
期
戦
略
を
展
開
す
る
よ
う
要

請
し
、
そ
の
戦
略
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
実
施
を

完
全
に
支
持
す
る
。
ま
た
、
私
た
ち
の
こ
の

よ
う
に
困
難
か
つ
重
要
な
事
業
を
、
相
互
に

支
援
す
る
よ
う
要
請
す
る
。

こ
の
地
域
の
人
口
と
開
発
に
関
す
る
状
況

に
は
非
常
に
大
き
な
差
異
が
あ
る
。
あ
る
国
々

は
少
子
高
齢
化
問
題
に
直
面
し
、
あ
る
国
々

は
人
口
転
換
の
過
程
の
中
で
人
口
ボ
ー
ナ
ス

を
享
受
し
て
い
る
。
そ
し
て
い
く
つ
か
の
国
々

は
今
な
お
急
速
な
人
口
増
加
に
直
面
し
続
け

て
い
る
。
ま
た
い
く
つ
か
の
Ｃ
Ｉ
Ｓ
諸
国
は

計
画
経
済
か
ら
市
場
経
済
へ
の
移
行
に
際
し

困
難
に
直
面
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

人
口
構
造
》
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
人
口
動
態
は

そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
て
お
り
、
各
国
は
自
国

の
開
発
と
の
関
連
の
中
で
人
口
問
題
を
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
く
つ
か
の
国
で

は
、
主
要
な
人
口
問
題
は
出
生
率
を
低
下
さ

せ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
国
々
、
出

生
率
が
す
で
に
低
下
し
た
国
々
で
は
、
死
亡

率
の
低
減
に
そ
の
努
力
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
い
く
つ
か
の
国
々
で
は
移
民
の
問
題

が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
問
題

に
関
し
て
は
そ
の
（
問
題
の
性
質
・
現
状
に

関
す
る
）
よ
り
一
層
の
理
解
の
促
進
と
、
各

国
に
お
け
る
開
発
戦
略
の
中
で
検
討
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
あ
る
国
々
で
は
、

出
生
率
が
低
下
し
て
お
り
、
高
齢
化
問
題
解

決
の
重
要
性
が
増
大
し
て
き
て
い
る
。
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
諸
国
の
急
速
な
経
済
発
展
と
い

う
現
状
を
踏
ま
え
、
適
切
な
人
口
と
開
発
の

バ
ラ
ン
ス
を
生
み
出
す
よ
う
な
長
期
的
視
野

と
戦
略
を
展
開
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
。

リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
坤
質
の
高
い
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人ロと開発に関するアルマティ宣言

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
情
報
、
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
そ
し
て
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
（
す
べ
て
の
当
事

者
の
）
一
致
し
た
努
力
が
必
要
で
あ
る
。
経

済
移
行
期
及
び
、
経
済
的
な
困
難
に
見
舞
わ

れ
た
場
合
、
社
会
的
に
弱
い
立
場
に
い
る
人
々

が
、
そ
の
影
響
を
最
も
強
く
受
け
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
が
す
べ
て
の
人
々

に
行
き
渡
る
よ
う
に
、
注
意
を
払
う
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
貧
困
者
、

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
、
そ
し
て
思
春
期
の
人
口

を
含
む
す
べ
て
の
男
女
が
自
身
の
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
・
ラ
イ
ッ
を
実
践
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
現
在
の
青
年
は
将
来
を
担
う
も
の
で

あ
る
。
我
々
は
、
こ
の
青
年
た
ち
に
健
康
的

で
生
産
的
な
生
活
を
送
る
た
め
の
手
段
を
与

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に
は
、

思
春
期
人
口
の
特
別
な
ニ
ー
ズ
を
確
実
に
満

た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
注
意
を
払
う
こ

と
が
早
急
に
必
要
で
あ
る
。
多
く
の
国
に
お

い
て
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
質

の
改
善
は
、
高
い
妊
産
婦
死
亡
率
及
び
乳
児

死
亡
率
を
顕
著
に
削
減
し
、
同
様
に
高
い
妊

娠
中
絶
率
及
び
性
行
為
感
染
症
を
も
減
少
さ

せ
聯
我
々
国
民
の
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
た
。

性
行
為
感
染
症
（
Ｓ
Ｔ
－
）
、
Ｈ
－
Ｖ
／
エ
イ

ズ
地
こ
の
地
域
に
お
け
る
「
性
行
為
感
染
症

（
Ｓ
Ｔ
Ｉ
）
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
急
速
な
蔓

延
」
と
「
こ
の
蔓
延
が
私
た
ち
の
人
口
と
国
々

の
構
造
に
極
め
て
悪
い
影
響
を
与
え
る
可
能

性
」
、
そ
し
て
「
そ
の
防
止
が
適
切
に
で
き
な

か
っ
た
場
合
に
か
か
る
費
用
」
に
対
し
大
き

な
懸
念
を
表
明
す
る
。
ま
た
、
そ
の
治
療
薬

が
入
手
で
き
な
い
こ
と
、
ま
た
は
高
価
な
た

め
に
購
入
で
き
な
い
こ
と
も
懸
念
す
べ
き
問

題
で
あ
る
。
私
た
ち
の
国
々
の
間
で
そ
の
流

行
の
程
度
は
様
々
に
異
な
っ
て
い
る
が
、
私

た
ち
は
、
特
に
若
い
人
た
ち
に
対
す
る
将
来

の
性
行
為
感
染
症
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
蔓

延
を
防
ぐ
た
め
に
、
〃
今
〃
行
動
す
る
こ
と
が

決
定
的
に
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
同
意

す
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
》
経
済
移
行
と
近
年
の
経
済
開

発
は
あ
る
部
分
で
性
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
の
不

平
等
を
拡
大
し
、
ま
た
は
性
の
平
等
に
関
わ

る
新
し
い
問
題
を
惹
起
し
た
。
教
育
や
労
働

に
お
け
る
機
会
の
平
等
、
女
性
に
対
す
る
暴

力
の
排
除
は
こ
の
分
野
で
優
先
的
に
扱
わ
れ

る
べ
き
問
題
で
あ
る
。

持
続
可
能
な
開
発
函
ア
ジ
ア
地
域
は
多
様
な

そ
し
て
豊
か
な
天
然
資
源
を
持
っ
て
い
る
が
、

現
在
し
ば
し
ば
持
続
不
可
能
な
形
で
こ
の
地

域
の
天
然
資
源
が
使
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

は
そ
の
天
然
資
源
が
支
え
る
こ
と
の
で
き
る

人
口
扶
養
力
の
限
界
に
直
面
し
て
い
る
。
開

発
戦
略
の
中
に
は
資
源
の
適
切
な
利
用
と
開

発
活
動
が
環
境
に
与
え
る
影
響
の
分
析
が
含

ま
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
地
域
の

伝
統
的
な
食
料
生
産
と
食
料
供
給
の
シ
ス
テ

ム
を
維
持
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
同
様

に
適
切
な
貯
蔵
と
分
配
シ
ス
テ
ム
を
準
備
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
地
域
の
平
和

と
安
定
に
と
っ
て
食
料
／
水
の
安
全
保
障
の

問
題
は
不
可
欠
の
重
要
な
問
題
で
あ
る
こ
と

を
強
く
確
信
す
る
も
の
で
あ
る
。

人
ロ
の
質
叫
す
べ
て
の
人
に
は
幸
福
に
な
る

権
利
が
あ
る
。
私
た
ち
は
人
生
の
す
べ
て
の

側
面
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
ら
ず
、

一
人
一
人
の
人
生
の
中
で
で
き
る
限
り
長
い

期
間
に
わ
た
っ
て
健
康
を
確
保
し
、
生
活
の

質
を
改
善
す
る
こ
と
で
人
口
全
体
の
質
の
向

上
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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ｌ
人
口
と
開
発
そ
し
て
質
の
高
い
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
利
用
可

能
性
の
増
大
と
、
そ
の
質
の
向
上
を
関
連

づ
け
る
た
め
の
よ
り
一
層
の
努
力
を
行
い
、

そ
し
て
そ
の
努
力
を
奨
励
す
る
。

ｌ
わ
れ
わ
れ
の
政
府
な
ら
び
に
そ
の
他
の

開
発
の
た
め
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
対
し
て
、

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
を
含
む
人

口
と
開
発
問
題
を
解
決
に
向
け
る
た
め
に

包
括
的
な
長
期
戦
略
を
開
発
し
実
施
す
る

た
め
に
共
に
働
く
こ
と
を
要
請
す
る
。

ｌ
質
の
高
い
り
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
人
ル

ス
・
サ
ー
ビ
ス
を
思
春
期
の
人
口
を
含
む

す
べ
て
の
人
が
平
等
に
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
る
よ
う
促
進
し
、
そ
の
進
展
を
注
視

す
る
必
要
が
あ
る
。

ｌ
開
発
の
た
め
の
す
べ
て
の
パ
ー
ト
ナ
ー

に
対
し
、
す
べ
て
の
レ
ベ
ル
で
、
こ
れ
以

こ
こ
ア
ル
マ
テ
ィ
に
集
っ
た
私
た
ち
国
会

議
員
は
以
下
の
行
動
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
と
同

時
に
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
の
国
会
議
員
に
も
と

も
に
行
動
す
る
よ
う
呼
び
か
け
る
郡

行
動
の
呼
び
か
け

上
の
性
行
為
感
染
症
（
Ｓ
Ｔ
Ｉ
）
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

エ
イ
ズ
蔓
延
を
防
ぐ
た
め
の
努
力
を
、
調

和
的
か
つ
一
致
し
た
形
で
、
特
に
思
春
期

人
口
や
青
年
に
注
目
し
て
、
〃
今
す
ぐ
〃
行

う
よ
う
奨
励
す
る
。

ｌ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
実
態
に
対
す
る
よ
り
良

い
理
解
を
促
進
す
る
と
共
に
、
女
性
の
完

全
な
社
会
参
加
の
実
現
と
、
開
発
の
利
益

を
女
性
と
男
性
が
平
等
に
利
用
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
に
一
貫
し
た
介
入
を
促
進

す
る
。
私
た
ち
は
、
そ
の
現
状
と
趨
勢
を

モ
ニ
タ
ー
し
、
そ
し
て
私
た
ち
の
政
府
に

対
し
、
こ
の
実
現
に
向
け
て
好
意
的
な
法

環
境
の
確
立
を
含
む
必
要
な
行
動
を
と
る

よ
う
促
す
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
平
等
を
更
に

促
進
す
る
法
的
環
境
の
確
立
を
含
む
必
要

な
行
動
を
取
る
よ
う
促
す
必
要
が
あ
る
。

ｌ
国
際
社
会
に
対
し
て
、
国
際
貿
易
ル
ー

ル
が
人
口
と
持
続
可
能
な
開
発
、
と
く
に

食
料
安
全
保
障
の
問
題
に
対
し
て
長
期
的

展
望
と
完
全
な
一
貫
性
を
持
つ
よ
う
強
く

要
請
す
る
。

ｌ
私
た
ち
の
政
府
に
対
し
て
人
口
と
開
発

活
動
を
実
施
に
移
す
上
で
必
要
な
資
源
を

分
配
す
る
よ
う
求
め
る
。

私
た
ち
国
会
議
員
は
、
草
の
根
レ
ベ
ル
で
、

自
身
の
選
挙
区
で
、
自
国
に
お
け
る
最
高
の

政
治
的
課
題
と
し
て
、
上
記
に
あ
げ
た
行
動

の
重
要
性
を
主
張
し
そ
の
実
施
を
確
実
な
も

の
と
す
る
た
め
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
。
そ
し
て

必
要
な
行
動
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
す
べ

て
の
レ
ベ
ル
で
、
国
際
社
会
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
そ

れ
ぞ
れ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
自
身
を
含
む
す

べ
て
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
共
に
一
致
協
力
し
た

努
力
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

私
達
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
諸
国
の
国
会
議

員
は
、
平
和
と
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ラ

イ
ッ
を
含
む
人
権
を
尊
重
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
環
境
に
お
い
て
の
み
開
発
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。
各
国
政
府
に
対
し
、
人

権
尊
重
と
平
和
を
促
進
す
る
た
め
の
す
べ
て

の
国
際
条
約
を
厳
守
し
、
問
題
を
平
和
的
な

方
法
で
解
決
す
る
よ
う
要
請
す
る
。
同
時
に
、

私
達
の
活
動
は
す
べ
て
の
人
類
に
平
和
と
安

全
保
障
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
べ
き

で
あ
る
。
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人
口
問
題
は
、
二
十
一
世
紀
の
人
類
生
存
を
左
右
す
る
地
球
上
の
最
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
九
九
九
年
に
は
六
○
億
人
を
超
え
、
依
然
と
し
て
増
え
続
け
て
お
り
ま
す
。
ア
ジ
ア

の
人
口
は
こ
の
急
増
す
る
世
界
人
口
の
六
○
％
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

人
口
の
増
加
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
・
経
済
問
題
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

世
界
人
ｎ
の
大
半
を
占
め
る
ア
ジ
ア
人
口
の
行
方
が
．
人
類
生
存
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
’

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
、
世
界
各
地
で
叫
ば
れ
て
い
る
〃
環
境
問
題
〃
も
、
人
口
の
増
加
が
大
き
な
根
本
原
因
な
の

で
す
。
人
口
増
加
に
伴
う
食
料
不
足
を
補
う
た
め
の
焼
畑
農
業
や
、
燃
料
と
し
て
の
薪
伐
採
な
ど

は
森
林
破
壊
を
も
た
ら
し
、
一
方
で
は
急
速
な
工
業
化
は
大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁
な
ど
多
く
の
産

業
公
害
を
引
き
起
こ
し
、
地
球
環
境
の
悪
化
は
、
も
う
こ
れ
以
上
放
置
で
き
な
い
ギ
リ
ギ
リ
の
と

こ
ろ
に
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
問
題
で
は
爆
発
的
に
人
口
増
加
を
続
け
て
貧
困
に
悩
む
地
域

と
、
日
本
な
ど
の
よ
う
に
、
少
孑
・
高
齢
化
が
進
み
将
来
の
深
刻
な
労
働
問
題
や
福
祉
費
の
増
大
、

経
済
力
の
衰
退
な
ど
、
様
々
な
重
大
な
社
会
・
経
済
問
題
を
抱
え
て
い
る
先
進
国
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
根
源
は
、
す
べ
て
〃
人
口
〃
問
題
に
帰
結
さ
れ
ま
す
。

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
（
ア
プ
ダ
）
は
、
官
民
及
び
国
際
機
関
の
協
力
を
得
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
有
効
に

解
決
す
る
方
策
を
探
る
た
め
、
日
夜
、
真
剣
に
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

何
卒
、
明
日
の
人
類
の
明
る
い
未
来
と
、
共
存
の
た
め
に
皆
さ
ま
の
尊
い
ご
協
力
を
心
か
ら
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
賛
助
会
員

く
ど
く
く
→
」
入
〈
琴
の
お
願

い

；
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カ
ザ
フ
ス
タ
ン『カザフスタン｣て知ってますか？

曰本のことを語れますか？

、

､

仁．nHAi

衆
議
院
議
員

●
長
浜
博
行

壷塞鐵ｒ薄`i鼬

識蕊
ぷ 錘蕊謬

懸峯
●カザフスタン共和国

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
諸
国
の
国
会
議
員
に
よ

る
「
第
加
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア

国
会
議
員
代
表
者
会
議
」
が
去
る
９
月
鍋
日

か
ら
２
日
間
の
日
程
で
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共

和
国
ア
ル
マ
テ
ィ
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
日
本
国
議
員
団
の
一
員
と
し
て
す
べ
て

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
国

際
会
議
に
出
席
さ
れ
た
各
国
の
代
表
者
は
、

高
い
専
門
知
識
と
論
理
的
で
真
蟄
な
議
論
を

展
開
す
る
能
力
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
ば

か
り
で
、
浅
学
非
才
に
加
え
て
語
学
力
貧
困

な
私
に
と
り
ま
し
て
は
驚
き
の
連
続
で
し
た
。

加
え
て
当
該
地
域
の
国
々
は
民
族
・
宗
教
・

伝
統
・
国
の
成
り
立
ち
等
々
が
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
上
に
、
現
状
に
お
い
て
そ
の
経
済
発
展

段
階
に
も
大
き
な
差
異
が
存
在
す
る
た
め
、

多
様
性
を
前
提
と
し
て
議
論
の
集
約
を
図
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
困
難
な
作
業
が

あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
ま
た
、
活
発
な
議

論
の
末
に
『
ア
ル
マ
テ
ィ
宣
言
』
を
ま
と
め

た
時
に
は
、
日
常
よ
く
見
ら
れ
る
よ
う
な
言

い
つ
放
し
で
議
長
一
任
な
ど
と
は
せ
ず
に
、

出
席
者
全
員
で
一
宇
一
句
の
使
い
方
か
ら
表

現
の
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
ま
で
厳
し
く
チ
ェ
ッ

ク
し
、
慎
重
か
つ
丁
寧
に
合
意
形
成
を
行
っ
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た
の
で
し
た
。
私
は
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
に
民

主
政
治
の
原
点
で
あ
る
全
員
参
加
型
の
直
接

民
主
主
義
を
坊
佛
さ
せ
る
よ
う
な
新
鮮
な
感

動
を
覚
え
ま
し
た
。
会
議
の
内
容
及
び
『
宣

言
』
に
つ
い
て
ご
関
心
の
あ
る
方
は
本
誌
の

会
議
報
告
を
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

正
直
申
し
上
げ
て
私
は
こ
の
国
に
関
す
る

知
識
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ソ

連
邦
崩
壊
に
伴
い
１
９
９
１
年
皿
月
に
独
立

し
た
中
央
ア
ジ
ア
の
一
国
と
い
っ
た
と
こ
ろ

で
し
ょ
う
か
。
皆
様
は
い
か
が
で
す
か
？
ま

た
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
上
述
の
９
月
躯
日

の
会
議
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
私
は

そ
の
前
日
ま
で
ロ
シ
ア
に
滞
在
し
て
い
た
関

係
で
日
本
に
帰
国
す
る
こ
と
な
く
、
直
接
モ

ス
ク
ワ
か
ら
ア
ル
マ
テ
ィ
に
入
っ
た
た
め
事

一
連
の
プ
ロ
セ
ス
に
民
前
に
事
務
局
配
布
の
資
料
等
は
チ
ェ
ッ
ク
で

ｏ
全
員
参
加
型
の
直
接
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
北
オ
セ
チ
ア
共

上
る
よ
う
な
新
鮮
な
感
和
国
の
学
校
で
の
痛
ま
し
い
惨
劇
の
衝
撃
が

云
議
の
内
容
及
び
『
宣
冷
め
や
ら
ぬ
状
況
で
の
訪
露
で
あ
っ
た
だ
け

心
の
あ
る
方
は
本
誌
の
に
、
赤
の
広
場
で
静
か
に
眠
る
レ
ー
ニ
ン
と

、
だ
さ
い
。

ご
対
面
さ
せ
て
い
た
だ
き
？
な
が
ら
、
彼

仏
は
こ
の
国
に
関
す
る
は
く
丁
の
ロ
シ
ア
を
ど
う
感
じ
て
い
る
の
だ
ろ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ソ
う
か
、
ソ
連
と
い
う
壮
大
な
実
験
は
歴
史
に

。
９
１
年
皿
月
に
独
立
何
を
残
し
た
の
か
、
旧
ソ
連
邦
の
国
々
は
ど

一
国
と
い
っ
た
と
こ
ろ
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
等
々
に
思
い
を

畦
い
か
が
で
す
か
？
ま
馳
せ
、
そ
の
余
韻
と
複
雑
な
思
い
が
胸
に
あ
つ

（
は
上
述
の
９
月
躯
日
た
だ
け
に
む
し
ろ
大
平
原
の
国
・
カ
ザ
フ
ス

ト
し
ま
し
た
が
、
私
は
タ
ン
を
素
直
に
、
あ
る
が
ま
ま
に
見
る
こ
と

ノ
に
滞
在
し
て
い
た
関
が
で
き
た
と
思
ま
す
。
と
に
か
く
広
い
の
何

．
こ
と
な
く
、
直
接
モ
の
！
農
業
省
の
お
役
人
さ
ん
が
こ
ん
な
こ

ノ
ィ
に
入
っ
た
た
め
事
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
昔
、
ソ
連
時
代
、

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
首
相
が
国
内
視

』
政
境
別
年
曰
一
物
る

察
に
出
て
列
車
で
こ
の
国
に
入

き
下
環
特
旧
い
１
関
あ

ゅ
松
、
る
成
し
二
ヶ
が

り
、
何
も
な
い
平
原
が
続
く
な
ぁ

鴎
勵
選
す
平
新
仔
顧
勘

》》一一》》』》一三砕一
と
感
想
を
述
べ
夜
に
な
っ
た
の

で
寝
た
そ
う
で
す
。
朝
に
な
り

昨
日
と
同
じ
景
色
を
見
て
こ
こ

は
？
と
尋
ね
て
も
答
は
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
と
の
こ
と
。
ま
た
一

日
、
言
葉
も
な
く
果
て
し
な
く

続
く
砂
漠
・
土
漠
に
荘
然
自
失
、
た
だ
た
だ

車
窓
を
眺
め
て
い
る
し
か
な
か
っ
た
と
い
う

逸
話
で
す
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
西
は
カ
ス
ピ

海
に
面
し
、
東
は
中
国
を
隔
て
る
天
山
山
脈

の
支
脈
で
あ
る
ア
ラ
タ
ウ
山
脈
ま
で
と
い
う

広
大
な
国
士
（
ア
ジ
ア
大
陸
の
ほ
ぼ
中
央
。

面
積
は
２
７
２
万
ｍ
、
旧
ソ
連
邦
構
成
国
の

中
で
は
ロ
シ
ア
に
次
ぐ
。
日
本
の
約
７
倍
、

世
界
９
位
の
広
さ
）
を
持
ち
、
人
口
は
約
１

５
０
０
万
人
。
多
民
族
国
家
で
１
３
０
以
上

の
民
族
が
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
カ
ザ
フ

系
が
約
５
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
大
陸
性
の

気
候
で
夏
は
暑
く
冬
は
寒
い
、
年
間
及
び
昼

夜
の
寒
暖
差
が
大
き
い
。
言
語
は
ソ
連
時
代

の
影
響
を
も
ろ
に
か
ぶ
っ
て
お
り
、
国
家
語

は
カ
ザ
フ
語
と
な
っ
て
い
る
の
に
ロ
シ
ア
語

が
公
用
語
と
し
て
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
の

が
現
状
。
カ
ザ
フ
人
の
３
割
は
カ
ザ
フ
語
が

わ
か
ら
な
い
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、

通
訳
し
て
く
れ
た
の
は
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
国

籍
の
ロ
シ
ア
人
の
イ
ワ
ン
氏
で
彼
は
ロ
シ
ア

語
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
彼
は
法
政
大
学
に

も
一
年
留
学
し
た
こ
と
の
あ
る
流
暢
に
日
本

語
と
英
語
を
操
る
青
年
で
、
そ
の
能
力
を
活

か
し
て
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
出
稼
ぎ
？
に
来
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の
見
学
、
さ
ら
に
ア
ル
マ
テ
ィ
に

戻
っ
て
デ
コ
ボ
コ
道
を
韓
国
製
の
ワ
ン
ボ
ッ

ク
ス
カ
ー
で
時
速
別
、
位
で
爆
走
し
て
農
家

及
び
学
校
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。

紙
而
の
関
係
も
あ
り
、
私
は
会
議
で
も
報

告
が
あ
っ
た
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
ヘ
ル
ス
の
現

場
に
つ
い
て
少
し
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま

た
よ
う
で
す
。
も
ち
ろ
ん
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の

大
学
で
も
日
本
語
の
講
座
が
あ
り
、
勉
強
中

の
学
生
に
も
お
会
い
し
ま
し
た
が
、
そ
の
レ

ベ
ル
は
ま
さ
し
く
発
展
途
上
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
石
油
等
の
天
然
資

源
に
恵
ま
れ
た
国
で
す
か
ら
、
い
ず
れ
日
本

れ
た
国
で
す
か
ら
、
い
ず
れ
日
本

と
の
経
済
関
係
も
重
要
に
な
り
ま

す
。
日
本
語
習
得
は
先
行
投
資
？

と
露
な
る
の
で
は
…
…
。

会
議
の
翌
日
か
ら
実
施
さ
れ
た

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
視
察
（
９
／
釦
～

皿
／
坐
は
Ⅱ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
を
啓
蒙
す
る
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
訪
問
、
飛
行
機
で
首
都
ア
ス
タ

ナ
ヘ
移
動
し
て
農
業
省
、
土
地
資

源
管
理
庁
、
穀
物
関
係
の
複
合
企

業
、
畜
産
関
係
企
業
の
訪
問
、
国

会
議
員
と
の
懇
談
、
農
業
試
験
場

す
。
車
と
排
気
ガ
ス
で
あ
ふ
れ
る
ア
ル
マ
テ
イ

の
中
心
部
か
ら
車
で
、
ｍ
ほ
ど
の
パ
ル
タ
バ

イ
村
に
あ
る
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス

に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い

る
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
訪
問
し
ま
し
た
。
Ｋ
Ｍ
Ｐ

Ａ
（
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
家
族
計
画
協
会
）
の
ア

イ
ナ
ッ
シ
ュ
さ
ん
が
同
行
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
地
域
で
は
、
旧
ソ
連
時
代
に
新
天
地
を

求
め
て
中
国
や
モ
ン
ゴ
ル
に
出
て
い
っ
た
人
々

（
民
族
的
に
は
カ
ザ
フ
人
）
が
連
邦
崩
壊
後
に

母
国
に
戻
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
母
子
と

も
に
安
全
で
健
康
的
な
出
産
あ
る
い
は
望
ま

な
い
妊
娠
を
防
ぐ
た
め
の
避
妊
方
法
等
の
知

識
を
そ
れ
ら
の
人
々
に
理
解
さ
せ
る
た
め
に

セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
た
り
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
１
９
７
１
年
か
ら
粥
年
間
こ
こ
で

働
い
て
い
る
ゼ
ナ
イ
ロ
女
医
の
説
明
で
は
こ

の
診
療
所
の
管
轄
し
て
い
る
地
域
の
人
口
は

約
７
０
０
０
人
、
出
産
適
齢
期
の
女
性
は
１

４
１
０
人
で
一
年
間
に
１
０
０
人
ほ
ど
の
赤

ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
、
こ
の
数
年
間
は
乳
幼
児

死
亡
は
ゼ
ロ
で
あ
り
、
妊
産
婦
死
亡
も
な
い

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
住
民
へ
の
医
療
サ
ー

ビ
ス
は
３
段
階
で
あ
り
、
第
１
は
フ
ァ
ッ
プ

と
呼
ば
れ
、
正
規
の
医
師
資
格
を
持
っ
て
い

な
い
医
療
関
係
者
（
看
護
婦
の
よ
う
な
人
）

に
よ
る
問
診
、
第
２
に
医
師
に
よ
る
診
断
を

受
け
る
こ
と
の
で
き
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
第
３

は
手
術
可
能
な
病
院
と
な
っ
て
い
ま
す
。
婦

人
科
の
検
診
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
す
が
出
産
は

病
院
で
行
わ
れ
る
よ
う
で
す
。
訪
問
し
た
ク

リ
ニ
ッ
ク
に
は
歯
科
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
重
大
な
感
染
症
は
少
な
く
、
風
邪
の
患

者
が
多
い
よ
う
で
す
。
一
日
に
大
人
が
卯
人

前
後
、
子
ど
も
は
姐
人
ほ
ど
。
旧
ソ
連
時
代

と
比
べ
て
、
女
性
が
家
庭
に
い
る
よ
う
に
な

り
子
ど
も
の
世
話
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た

め
か
、
子
ど
も
の
疾
病
が
減
っ
た
と
の
コ
メ

ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
。
高
齢
者
医
療
に
つ
い

て
も
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
直
接
的
な
答
で
は

な
か
っ
た
の
で
す
が
カ
ザ
フ
人
の
伝
統
的
習

慣
で
老
人
を
一
人
に
し
な
い
、
末
っ
子
が
親

と
同
居
す
る
し
、
お
年
寄
り
は
尊
敬
さ
れ
独

り
ぼ
っ
ち
に
な
る
こ
と
は
な
い
と
の
こ
と
で

し
た
。
ま
た
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
治
療
費
は

原
則
と
し
て
無
料
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か

し
社
会
主
義
体
制
の
名
残
な
の
で
し
ょ
う
か
、

設
備
も
薬
代
も
人
材
育
成
も
国
家
予
算
の
枠

内
で
す
か
ら
、
厳
し
い
財
政
下
で
は
医
療
の

現
場
は
想
像
を
絶
す
る
状
況
に
な
っ
て
い
ま
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す
。
こ
の
こ
と
は
後
述
し
ま
す
。
こ
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
は
国
際
機
関
（
世
界
銀
行
や
日
本

政
府
等
）
か
ら
の
援
助
を
得
て
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。

午
後
か
ら
は
ア
ル
マ
テ
ィ
に
戻
り
、
難
民

の
よ
う
に
国
家
か
ら
援
助
が
受
け
ら
れ
な
い

人
々
に
対
し
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
支
援
に
よ
り
医
療

及
び
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
訪
ね

ま
し
た
。
こ
こ
は
国
営
で
は
な
い
の
で
、
レ
ッ

ド
・
ク
レ
セ
ン
ト
（
赤
新
月
社
／
イ
ス
ラ
ム

教
国
で
は
赤
十
字
と
は
い
わ
な
い
）
と
国
連

（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
そ
し
て
Ｋ
Ｍ
Ｐ
Ａ
の
協
力
な

し
で
は
運
営
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
内

科
、
歯
科
に
加
え
て
近
年
、
産
婦
人
科
も
併

設
さ
れ
ま
し
た
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
産
児
制

限
と
い
う
政
策
は
と
っ
て
お
ら
ず
、
望
ま
な

い
妊
娠
を
避
け
る
た
め
に
コ
ン
ド
ー
ム
や
避

妊
薬
の
使
用
を
推
奨
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
は
私
た
ち
の
聞
き
取
り
調
査

の
た
め
に
小
さ
な
男
の
子
を
連
れ
た
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
難
民
の
ご
夫
婦
が
待
っ
て
い
て
く

れ
ま
し
た
。
男
性
は
医
師
と
し
て
母
国
で
勤

務
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
ご
承
知
の
よ
う

な
政
治
的
混
乱
の
中
で
脱
出
。
難
民
と
し
て

苦
し
い
生
活
を
続
け
な
が
ら
、
こ
の
国
に
適

応
し
よ
う
さ
れ
て
い
る
姿
に
胸
を
打
た
れ
ま

し
た
。
定
職
を
探
し
て
い
る
と
い
う
お
話
だ
っ

た
の
で
、
ロ
シ
ア
語
で
教
育
を
受
け
学
位
を

取
ら
れ
た
な
ら
、
ラ
イ
セ
ン
ス
の
問
題
が
な

け
れ
ば
再
び
医
者
と
し
て
働
か
れ
た
ら
、
と

言
っ
た
と
こ
ろ
驚
く
べ
き
答
が
返
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
際
し
て
は
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
二
人
の
女
医
さ
ん
も
同
席
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
し
た
が
、
彼
は
「
こ
の
国
で
は
医

者
な
ん
か
で
は
給
料
が
安
過
ぎ
て
食
っ
て
い

け
な
い
。
ア
パ
ー
ト
の
家
賃
も
払
え
な
い
。

今
は
パ
ー
ト
の
タ
ク
シ
ー
運
転
手
と
中
古
車

の
販
売
（
大
使
館
の
方
に
聞
く
と
、
日
本
で

、
万
キ
ロ
以
上
走
っ
た
大
衆
市
が
７
０
Ｏ
０

Ｕ
Ｓ
ド
ル
位
で
売
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
）

で
生
計
を
立
て
て
い
る
」
と
言
う
の
で
す
。
「
え
！

（
日
本
の
お
医
者
さ
ん
は
…
…
）
」
と
私
が
理

解
で
き
な
い
顔
を
し
て
い
る
と
、
女
医
さ
ん

の
一
人
が
「
私
た
ち
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
精

神
で
医
者
を
や
っ
て
い
る
。
生
活
は
男
（
配

偶
者
）
が
担
っ
て
い
る
。
こ
の
国
で
は
医
療

予
算
は
と
て
も
少
な
い
。
こ
ん
な
低
い
待
遇

で
も
医
者
を
や
っ
て
い
る
の
は
愛
国
心
か
ら

だ
。
５
年
に
一
回
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
自
費
？
で
受
講
し
て
い

る
」
と
真
顔
で
付
言
さ
れ
た
の
に
は
ま
い
り

ま
し
た
。
通
訳
の
イ
ワ
ン
氏
も
「
日
本
で
医

者
に
か
か
っ
た
時
に
そ
の
エ
ラ
ソ
ー
な
態
度

に
驚
い
た
、
医
師
は
サ
ー
ビ
ス
業
に
過
ぎ
な

い
の
に
」
な
ど
と
言
い
出
す
始
末
。
ウ
ー
ン
！

と
吃
る
の
み
で
す
。

高
度
医
療
技
術
を
持
ち
英
語
を
理
解
す
る

ほ
ん
の
一
部
の
医
師
を
除
け
ば
、
保
険
制
度

が
整
備
さ
れ
て
な
い
状
況
で
は
、
極
論
す
れ

ば
国
民
に
と
っ
て
医
療
費
が
ダ
ダ
な
ら
ば
医

者
に
と
っ
て
は
収
入
ゼ
ロ
で
は
な
い
か
。
計

画
経
済
か
ら
競
争
原
理
に
基
づ
く
市
場
経
済

へ
の
移
行
期
で
の
混
乱
は
ロ
シ
ア
に
お
い
て

も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
新
た

な
国
造
り
に
適
進
す
る
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
人

間
の
生
死
に
直
接
か
か
わ
る
医
療
の
現
状
を

机
上
の
統
計
資
料
の
み
で
な
く
こ
の
目
で
実

際
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
（
知
っ
て
し
ま
っ

た
）
こ
と
は
、
正
直
言
っ
て
政
治
家
の
端
く

れ
で
あ
る
私
に
と
り
ま
し
て
は
重
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
日
本
の
医
療
の
現
状

は
果
た
し
て
お
手
本
と
し
て
完
壁
な
の
で
し
ょ

う
か
？
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帆共生"で負の遺産を克服 カ
ザ
フ
ス
タ
ン
柵
拠
騨
報
告

－カザフスタン紀行一

も
と
も
と
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
一
つ
で
あ
っ

た
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
、
四
年
前
に
独
立
し
ま

し
た
。
２
０
０
４
年
９
月
汀
日
、
成
田
か
ら

ソ
ウ
ル
経
由
で
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
元
首
都
・

ア
ル
マ
テ
ィ
に
向
か
い
ま
し
た
。
ソ
ウ
ル
か

ら
乗
り
合
わ
せ
た
人
々
は
、
私
た
ち
日
本
人

と
そ
っ
く
り
の
顔
つ
き
で
し
た
。
つ
い
日
本

語
が
通
じ
る
か
と
想
像
し
て
い
る
と
、
み
な

ロ
シ
ア
語
の
よ
う
で
し
た
。
週
２
便
の
ソ
ウ

ル
よ
り
カ
ザ
フ
行
き
直
行
便
の
た
め
、
ほ
ぼ

満
席
で
し
た
。
み
な
さ
ん
、
ど
の
く
ら
い
日

本
か
ら
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
が
離
れ
て
い
る
か
、

ご
存
知
で
す
か
？
中
央
ア
ジ
ア
の
北
は
ロ

シ
ア
、
西
に
モ
ン
ゴ
ル
、
中
国
な
ど
５
カ
国

と
国
境
を
接
す
る
内
陸
国
で
、
国
土
の
お
よ

そ
半
分
は
砂
漠
、
半
砂
漠
地
帯
と
な
っ
て
い

ま
す
。
豊
富
な
天
然
資
源
と
穀
倉
地
帯
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
中
央
ア
ジ
ア
で
は
経
済
的
に

安
定
し
て
い
る
国
で
す
。
国
土
は
日
本
の
約

７
倍
、
人
口
は
日
本
の
約
８
分
の
１
の
約
１

、

衆
議
院
議
員

５
０
０
万
人
、
ロ
シ
ア
連
邦
に
次
ぐ
、
大
き

な
国
で
す
。
飛
行
機
で
ソ
ウ
ル
よ
り
ア
ル
マ

テ
ィ
ま
で
約
５
時
間
か
か
り
ま
し
た
。

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
オ
ア

シ
ス
都
市
か
ら
ウ
ラ
ル
・
シ
ベ
リ
ア
へ
の
キ
ャ

ラ
バ
ン
ル
ー
ト
の
中
継
地
と
し
て
発
展
し
、

戦
後
は
旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
大
規
模
農
地
開

拓
の
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。
１
９
９
１
年
に

独
立
し
、
旧
首
都
・
ア
ル
マ
テ
ィ
は
今
で
も

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
最
大
の
都
市
で
す
。
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
で
発
展
し
た
都
市
で
、
１
３
０
も
の

人
種
が
入
り
混
じ
り
、
な
か
で
も
カ
ザ
フ
民

族
は
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
末
喬
と
も
言
わ
れ

る
誇
り
高
い
民
族
で
す
。
人
口
約
１
２
０
万

人
、
日
本
の
札
幌
と
同
じ
く
北
緯
姻
度
に
位

置
し
て
お
り
、
夏
冬
の
寒
暖
の
差
が
激
し
い

そ
う
で
す
。
私
が
滞
在
中
の
ｎ
月
３
日
、
市

制
１
５
０
周
年
の
式
典
が
盛
大
に
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
国
民
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ロ
シ
ア

語
か
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
語
し
か
話
し
ま
せ
ん
。

●
武
山
百
合
子

ど
こ
へ
行
っ
て
も
英
語
が
通
じ
な
い
の
で
少
々

困
り
ま
し
た
。
政
府
は
小
学
校
か
ら
、
英
語
、

フ
ラ
ン
ス
語
の
教
育
を
始
め
た
そ
う
で
す
。

学
校
教
育
で
は
、
日
本
の
武
道
や
文
芸
も
教

え
て
お
り
、
今
後
、
将
来
的
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

関
連
の
日
本
企
業
の
進
出
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
日
本
と
の
関
わ
り
が
深
ま
る
可
能

性
を
感
じ
ま
す
。

街
の
通
り
は
碁
盤
の
目
の
よ
う
に
整
然
と

区
画
さ
れ
て
い
て
、
車
が
走
り
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。
石
油
や
天
然
ガ
ス
な
ど
の
天
然

資
源
が
豊
富
な
た
め
、
ガ
ソ
リ
ン
は
１
リ
ッ

ト
ル
如
円
で
す
。
各
地
を
移
動
中
、
ま
ず
目

に
つ
い
た
こ
と
は
、
車
の
数
が
多
い
こ
と
で

す
。
ア
ウ
デ
ィ
や
ベ
ン
ツ
な
ど
、
ド
イ
ツ
の

高
級
車
や
日
本
車
が
ｎ
分
の
１
く
ら
い
と
多

く
、
あ
と
は
中
古
の
日
本
車
が
目
立
ち
ま
し

た
。
日
本
で
は
ｎ
万
円
ほ
ど
で
売
ら
れ
て
い

る
中
古
車
が
、
現
地
で
は
、
万
円
も
す
る
そ

う
で
す
。
街
で
は
古
い
車
が
多
い
た
め
大
気

汚
染
が
ひ
ど
く
、
車
の
窓
を
開
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
ほ
ど
で
し
た
。
交
差
点
の
青
信
号

は
一
秒
間
点
滅
す
る
と
す
ぐ
に
黄
色
に
変
わ

り
ま
す
。
車
の
ほ
と
ん
ど
は
黄
色
信
号
（
停

止
信
号
）
で
発
車
し
、
車
線
も
定
か
で
は
な
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い
の
で
交
通
事
故
が
多
い
そ
う
で
す
。
街
全

体
の
雰
囲
気
は
、
昭
和
釦
年
代
初
頭
の
日
本

の
よ
う
で
し
た
。

ス
ー
パ
ー
は
型
時
間
営
業
し
て
お
り
、
品

揃
え
が
と
て
も
豊
富
な
の
に
驚
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
石
鹸
。
釦
種
類
以
上
が
陳
列
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
ス
ー
パ
ー
で
－
番
面
積
を
と
っ

て
い
た
の
が
、
お
酒
売
り
場
で
す
。
冬
の
寒

さ
が
厳
し
い
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
ウ
オ
ッ
カ

を
は
じ
め
、
実
に
様
々
な
種
類
の
お
酒
が
あ

り
、
見
て
い
る
だ
け
で
も
楽
し
め
ま
す
。
し

か
し
、
所
得
が
国
民
一
人
１
２
０
ド
ル
と
い

う
こ
と
で
、
消
費
は
商
品
の
量
に
比
べ
、
売

れ
行
き
が
思
わ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
ア
ル
マ
テ
ィ
で
、
９
月
銘
日
、
羽
日

両
日
、
「
第
加
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ

シ
い
そ
う
で
す
。
街
全
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
」
が
開
か
れ
ま
し

州
釦
年
代
初
頭
の
日
本
た
。
会
議
後
、
３
６
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
北
に

位
置
す
る
、
７
年
前
に
で
き
た
新
首
都
・
ァ

同
営
業
し
て
お
り
、
品
ス
タ
ナ
を
訪
問
し
ま
し
た
。
夏
の
最
高
気
温

》
の
に
驚
き
ま
し
た
。

は
釦
度
に
達
し
ま
す
が
、
冬
は
マ
イ
ナ
ス
釦

遅
類
以
上
が
陳
列
さ
れ
度
以
下
に
な
る
日
も
あ
る
そ
う
で
す
。
南
部

－
で
一
番
面
積
を
と
つ
に
位
置
す
る
旧
首
都
ア
ル
マ
テ
ィ
か
ら
１
９

北
り
場
で
す
。
冬
の
寒
９
７
年
に
遷
都
さ
れ
、
首
都
機
能
が
移
転
し

し
よ
う
か
。
ウ
オ
ッ
カ
ま
し
た
。
７
年
前
は
約
路
万
人
、
現
在
約
釦

べ
な
種
類
の
お
酒
が
あ
万
人
の
都
市
で
す
が
、
２
０
３
０
年
ま
で
に

匙
も
楽
し
め
ま
す
。
し
１
０
０
万
人
都
市
に
す
る
整
備
が
進
め
ら
れ

－
人
１
２
０
ド
ル
と
い
て
い
ま
す
。

同
品
の
量
に
比
べ
，
売

４
年
前
、
新
首
都
ア
ス
タ
ナ
の
都
市
設
計

切
り
ま
せ
ん
。

コ
ン
ペ
が
開
か
れ
、
世
界
、
力
国
の
著
名
な

Ｈ
９
月
銘
同
調
日
建
築
家
〃
人
が
参
加
し
、
日
本
の
黒
川
紀
章

と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
氏
が
優
勝
し
ま
し
た
。
設
計
に
お
い
て
黒
川

氏
は
、
建
築
家
と
し
て
知
年
持

れ
卒
議
箸
よ
年
在
筆
北

ち
続
け
て
い
る
「
共
生
」
や
、
「
成

』
ま
部
衆
。
Ｆ
少
現
会
党

こ
生
学
年
動
Ｊ
育
て
貝
主

長
」
に
対
応
す
る
メ
タ
ポ
リ
ズ

汕
輌
議
藤
酷
雰
辨
蕊
艫
長
蕊

ム
（
新
陳
代
謝
）
の
思
い
を
ふ

罹
雛
麩
坪
臥
牝
神
廉
娃
錆
霊
跨

十
玉
中
後
期
を
日
る
長
す
会
常

ん
だ
ん
に
盛
り
込
ん
だ
そ
う
で

洵
埼
、
活
４
野
か
嘘
員
関
員
当

尹
曰
蔬
塗
雛
鐇
岬
誠
艫
麩
篝
羅

す
。
現
市
街
地
を
生
か
し
な
が

飴燕纒辨墾癖》ｗ鍍繩》》
ら
、
官
庁
街
や
住
宅
地
を
帯
状

加》》》鋼詑呼挿鍛掴》鉢
に
配
置
し
、
都
市
が
拡
大
し
て

●
昭
県
業
院
教
謹
み
問
沖
頭
関

も
過
密
問
題
な
ど
が
起
き
な
い

よ
』
フ
な
「
成
長
す
る
都
市
」
と
し
、
雨
水
や
、

ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
も
整
え
、
自

然
環
境
と
の
共
生
も
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
そ
の
設
計
に
則
っ
た
街
づ
く
り
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
街
で
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に

建
築
機
材
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

街
に
は
わ
り
と
背
の
高
い
建
物
も
あ
る
の

で
す
が
、
医
療
水
準
は
高
い
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
医
者
と
教
師
の
給
料
は
と
て
も
低
く
、

生
活
が
苦
し
い
状
態
と
聞
き
ま
し
た
。
自
由

化
が
進
ん
だ
ビ
ジ
ネ
ス
の
分
野
と
は
異
な
り
、

「
医
療
は
基
本
的
に
無
料
」
と
い
う
制
度
の
た

め
、
医
療
設
備
も
、
人
材
育
成
も
国
家
予
算

の
枠
の
中
で
決
定
さ
れ
ま
す
。
都
市
部
の
一

般
病
院
で
も
、
医
学
の
国
際
語
で
あ
る
英
語

を
話
す
医
師
は
稀
だ
そ
う
で
す
。

次
に
、
首
都
ア
ス
タ
ナ
よ
り
、
車
で
１
２

０
キ
ロ
離
れ
た
シ
ョ
ル
ダ
ン
ジ
ー
を
視
察
し

ま
し
た
。
こ
こ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
続
く
黒

土
地
帯
で
、
土
壌
の
栄
養
が
豊
富
な
地
域
で

す
。
良
質
の
小
麦
が
と
れ
る
こ
と
が
有
名
で
、

穀
倉
地
帯
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ソ
ビ
エ

ト
連
邦
の
時
代
か
ら
あ
る
三
大
小
麦
研
究
所

の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
ほ
ど
の
穀
物
研
究
所

が
あ
り
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
時
代
は
社
会
主
義
農
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業
の
模
範
の
地
と
し
て
、
も
て
は
や
さ
れ
た

そ
う
で
す
。

シ
ョ
ル
ダ
ン
ジ
ー
周
辺
は
降
水
の
乏
し
い

地
域
な
の
で
、
い
か
に
水
を
保
持
す
る
か
が

農
業
を
営
む
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
研
究
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
地
域
で
作
ら
れ
る
様
々

な
作
物
の
研
究
は
、
京
都
大
学
と
も
提
携
し

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
も
ロ
シ
ア
と
連

携
し
、
麦
や
米
の
ほ
か
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
豆

の
種
類
の
開
発
、
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど

も
さ
か
ん
で
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
と
も
共
同

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
６
０
０
０
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
も
の
大
地
で
、
土
壌
保
護
や
農
作
物

の
開
発
が
実
施
さ
れ
、
小
麦
を
中
心
に
肥
料

や
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
家
畜
の
飼
料
に
関

す
る
研
究
も
重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
研
究

は
主
に
小
麦
に
特
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
小
麦
が
良
質
な
こ
と
か
ら
国
際
市
場
で

の
商
品
価
値
が
あ
る
の
で
す
が
、
現
在
は
販

売
ル
ー
ト
が
問
題
で
、
な
か
な
か
世
界
に
向

け
て
販
売
で
き
な
い
の
が
残
念
で
す
。

再
び
、
首
都
・
ア
ス
タ
ナ
よ
り
、
飛
行
機

で
一
時
間
半
の
ア
ル
マ
テ
ィ
に
戻
り
、
ア
ル

マ
テ
ィ
か
ら
北
へ
約
１
６
０
キ
ロ
離
れ
た
人

口
５
０
０
０
人
の
バ
ク
バ
ク
テ
ィ
（
カ
ザ
フ

語
で
タ
ン
ポ
ポ
の
意
味
）
と
い
う
村
に
向
か

い
ま
し
た
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
広
大
な
砂
漠

で
覆
わ
れ
て
お
り
、
車
窓
か
ら
見
る
景
色
は

砂
漠
と
士
漠
が
果
て
し
な
く
広
が
る
ば
か
り
。

は
じ
め
て
３
６
０
度
の
平
ら
な
地
平
線
を
見

ま
し
た
。
砂
漠
以
外
は
ほ
と
ん
ど
が
牧
畜
（
放

牧
）
で
、
米
、
麦
、
と
う
も
ろ
こ
し
畑
と
続

い
て
お
り
ま
し
た
。

バ
ク
バ
ク
テ
ィ
で
は
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
系

の
農
家
と
朝
鮮
系
の
農
家
を
見
学
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
系
の
農
家

で
は
、
牧
畜
を
中
心
に
営
ん
で
お
り
、
若
い

息
子
夫
婦
が
親
と
同
居
し
て
い
ま
し
た
。
食

生
活
は
す
べ
て
自
給
自
足
で
、
手
づ
く
り
の

乳
製
品
と
、
手
づ
く
り
の
野
菜
、
果
物
、
そ

の
果
物
か
ら
作
っ
た
ジ
ャ
ム
、
自
家
製
の
パ

ン
…
…
。
自
然
の
恵
み
が
豊
富
な
、
昔
な
つ

か
し
い
日
本
の
自
給
自
足
時
代
を
思
わ
せ
る

品
々
で
、
私
た
ち
日
本
人
を
歓
迎
し
て
く
れ

ま
し
た
。

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
は
、
家
系
を
継
ぐ
の
は

末
っ
子
の
男
の
子
で
、
親
の
面
倒
も
見
る
そ

う
で
す
。
家
の
造
り
は
た
い
へ
ん
古
く
、
ロ

シ
ア
時
代
の
住
宅
そ
の
も
の
で
し
た
。
冬
は

寒
さ
が
厳
し
い
の
で
暖
房
は
し
っ
か
り
と
入
っ

て
い
ま
す
が
、
社
会
資
本
が
整
備
さ
れ
て
お

ら
ず
、
下
水
や
お
手
洗
い
な
ど
は
、
驚
く
ほ

ど
遅
れ
て
い
ま
す
。
ト
イ
レ
は
外
に
あ
り
、

寒
い
冬
は
大
変
な
状
態
で
す
。
家
の
中
は
必

要
最
低
限
の
家
具
の
み
で
、
物
だ
ら
け
の
日

本
と
は
違
い
、
広
々
と
し
て
お
り
ま
し
た
。

電
化
製
品
は
、
冷
蔵
庫
と
テ
レ
ビ
以
外
、
ほ

と
ん
ど
見
当
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
す
ぐ
、
朝
鮮
系
の
農
家
を
訪
問
し

ま
し
た
。
奥
さ
ん
の
お
父
さ
ん
が
北
朝
鮮
か

ら
ロ
シ
ア
に
脱
出
し
、
そ
の
後
、
ソ
ビ
エ
ト

連
邦
の
政
策
に
よ
り
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
移

住
さ
せ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
年
齢
は
帥
歳
で
、

日
本
語
の
歌
を
口
ず
さ
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

片
言
の
日
本
語
が
で
き
、
小
さ
い
頃
に
日
本

語
教
育
を
受
け
た
と
の
こ
と
で
す
。
そ
の
朝

シ
／
・
Ｉ

鮮
系
の
一
家
は
田
年
一
別
ま
で
主
が
国
家
公
務

員
を
し
て
お
り
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
が
独
立
し

た
際
に
農
業
に
転
換
し
た
そ
う
で
す
。
年
収

約
１
６
０
万
円
、
米
の
耕
地
面
積
２
０
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
と
、
広
大
な
農
業
経
営
を
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
家
に
は
パ
ソ
コ
ン
が
備
え
付

け
ら
れ
て
お
り
、
６
歳
く
ら
い
の
男
の
子
が

そ
の
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
し
て
い
ま
し
た
。
こ

の
５
０
０
０
人
の
村
で
は
、
２
～
３
軒
の
家
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カザフスタン視察報告

カザフスタンの人々と

－中央が筆者

露

に
、
女
性
の
私
に
は
、
ト
イ
レ
が
気
に
な
り

ま
し
た
。
社
会
資
本
整
備
が
大
変
遅
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
村
で
は
、
朝
鮮
系
の
家
庭
が
１

３
６
軒
、
約
６
０
０
人
近
く
の
人
々
が
住
ん

で
い
る
そ
う
で
す
。
ほ
か
に
も
ド
イ
ツ
系
、

中
国
系
の
人
々
が
農
業
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。

彼
ら
が
抱
え
て
い
る
最
大
の
問
題
は
、
農
業

の
多
角
経
営
に
対
し
、
農
業
機
械
が
古
く
な

り
、
使
い
や
す
く
安
価
な
機
械
が
手
に
入
ら

ず
、
ま
た
資
金
を
安
く
借
り
ら
れ
な
い
こ
と

族
に
の
み
、
パ
ソ
コ

ン
が
あ
る
そ
う
で
す
。

こ
の
朝
鮮
系
の
農
家

は
比
較
的
裕
福
な
家

庭
で
す
。
国
民
の
収

入
の
格
差
が
激
し
く
、

所
得
配
分
が
う
ま
く

い
っ
て
い
ま
せ
ん
。

共
存
を
い
か
に
考
え
、

繁
栄
に
導
く
か
が
、

こ
れ
か
ら
の
課
題
と

感
じ
ま
し
た
。

住
宅
は
、
ほ
ぼ
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
系
の
農

家
と
同
じ
で
す
。
特

ト
イ
レ
が
気
に
な
り

に
あ
る
よ
う
で
す
。
韓
国
製
や
日
本
製
が
ほ

し
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
「
こ
れ
は
一
台
、

ど
の
く
ら
い
し
ま
す
か
？
」
と
質
問
す
る
と
、

二
台
加
万
ド
ル
で
す
。
」
と
答
え
ま
し
た
。

彼
ら
に
と
っ
て
は
大
変
高
い
物
で
す
。
ぜ
ひ
、

こ
れ
ら
に
投
資
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
と

い
う
願
い
が
農
業
省
の
高
官
の
希
望
で
し
た
。

彼
ら
が
収
穫
し
た
米
は
、
ア
ル
マ
テ
ィ
に

住
ん
で
い
る
朝
鮮
系
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
朝
鮮

協
会
に
売
る
そ
う
で
す
。
滞
在
中
ご
飯
が
食

べ
た
く
な
り
、
一
度
、
朝
鮮
レ
ス
ト
ラ
ン
に

行
き
ま
し
た
。
と
て
も
美
味
し
い
ご
飯
で
、

こ
ん
な
砂
漠
地
帯
で
も
き
ち
ん
と
お
米
が
で

き
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
米
の

栽
培
方
法
は
日
本
の
方
法
と
は
違
い
、
直
接
、

種
を
士
に
ま
き
、
野
菜
の
よ
う
に
栽
培
し
、

収
穫
す
る
そ
う
で
す
。
米
の
栽
培
は
水
田
に

田
植
、
と
い
う
日
本
の
常
識
を
覆
す
ほ
ど
、

国
家
と
し
て
米
の
栽
培
に
力
を
注
い
だ
こ
と

が
伺
え
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
は
農
耕
民

族
ば
か
り
で
は
な
く
、
遊
牧
民
も
い
ま
す
。

人
口
に
も
流
動
性
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

多
種
多
様
で
生
活
様
式
も
違
う
１
３
０
以
上

も
の
人
種
の
人
々
が
う
ま
く
「
共
存
」
し
て

い
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。
国
土
は
石
油
、
天

然
ガ
ス
、
及
び
鉛
、
チ
タ
ン
な
ど
の
天
然
鉱

物
資
源
に
恵
ま
れ
、
相
当
な
石
油
の
埋
蔵
量

も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
近
年
、
年
間
ｎ
億
ド

ル
規
模
も
の
石
油
関
連
の
外
国
資
本
導
入
に

よ
り
、
欧
米
万
油
メ
ジ
ャ
ー
や
日
系
企
業
が

大
規
模
な
採
掘
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
市
場

経
済
化
は
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
が
、
経
済

発
展
の
も
と
に
は
必
ず
負
の
遺
産
が
発
生
し

ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
し

て
石
炭
な
ど
の
化
石
燃
料
を
中
心
に
使
用
し

て
き
た
こ
と
や
排
気
ガ
ス
の
規
制
と
い
っ
た

法
整
備
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
大
気

汚
染
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
い

か
に
環
境
に
配
慮
し
た
社
会
整
備
を
進
め
る

か
。
そ
し
て
、
こ
の
地
域
の
伝
統
的
な
食
料

生
産
と
貯
蔵
、
供
給
、
流
通
シ
ス
テ
ム
、
道

路
や
下
水
の
整
備
、
農
業
・
工
業
の
技
術
交

流
を
い
か
に
進
展
・
向
上
さ
せ
る
か
が
、
重

要
と
感
じ
ま
し
た
。
共
産
圏
の
国
々
が
持
つ

特
有
な
共
通
の
負
の
遺
産
を
克
服
し
、
自
立

し
た
独
立
国
家
に
な
る
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間

が
か
か
り
そ
う
で
す
。
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鍬
“
軒
８
月
初
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
国
際
人
一

・
・
崎
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
の
メ
ン
バ
ー
を
中
一

繍歸蛎心とするアフリカ訪問団を派遣し一
高
池
伺
た
。
カ
メ
ル
ー
ン
と
セ
ネ
ガ
ル
の
西
ア
ー

フ
リ
カ
２
カ
国
に
北
ア
フ
リ
カ
の
チ
ュ
ー

ー
ー
ジ
ァ
を
加
え
た
３
カ
国
で
、
桜
井
新
。
一

参
院
議
員
を
団
長
に
４
人
の
国
会
議
員
一

に
国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
東
一

長団員
員
員
京
事
務
所
の
池
上
清
子
所
長
、
事
務
局
一

議
議
議
か
ら
尾
崎
美
千
生
・
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
事
務
局
一

鍬
繩
職
長
、
木
村
亮
子
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
ー

瀞
子
什
サ
ー
が
同
行
し
た
。
訪
問
を
通
じ
て
意
一

和
博
見
交
換
を
行
っ
た
各
国
要
人
と
の
会
談
一

棚
繊
離
内
容
や
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ー

ト
・
サ
イ
ト
を
見
聞
し
た
印
象
や
今
後
一

口鰭・・抑Ⅷ繩埋木印江刺燗佃の参加一
一一‐昌一Ⅲ’一一軒一一一一一．
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座談会 アフリカ３カ国訪問の成果と今後の課題

ｌ
今
回
の
ア
フ
リ
カ
３
カ
国
訪
問
は
全

行
程
ｎ
日
の
う
ち
４
日
間
が
機
中
泊
と
い
う

誠
に
強
行
軍
で
し
た
が
、
大
変
収
穫
の
多
い

旅
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
桜
井
団
長
は
じ

め
皆
様
に
ま
ず
お
礼
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。
各
国
大
使
館
や
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
全
面
的
な
ご
協
力

で
大
変
濃
密
な
日
程
を
無
事
こ
な
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
日
は
地
球
規
模
問
題
と
し

て
の
人
口
問
題
へ
の
今
後
の
取
り
組
み
や
Ｏ

Ｄ
Ａ
の
効
果
的
な
活
用
の
た
め
に
視
察
結
果

を
総
括
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

団
員
の
構
成
は
、
人
口
問
題
に
関
す
る
議

員
活
動
で
長
い
実
績
の
あ
る
桜
井
議
員
を
団

長
に
、
看
護
師
の
立
場
と
女
性
の
代
表
と
し

て
能
勢
和
子
・
衆
院
議
員
、
こ
れ
ま
で
す
で

に
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
の
企
画
で
東
ア
フ
リ
カ
と
南
ア

フ
リ
カ
を
経
験
済
み
の
長
浜
博
行
・
衆
院
議

員
、
ア
フ
リ
カ
は
ま
っ
た
く
初
め
て
と
い
う

新
鮮
な
目
で
臨
ん
だ
高
橋
千
秋
・
参
院
議
員

と
い
う
こ
と
で
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
構
成

に
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
最
初
に
総
括
的
な
印

象
を
ひ
と
言
ず
つ
お
願
い
し
た
い
の
で
す
が
。

総
括
的
な
印
象

高
橋
私
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
ア
フ
リ
カ

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
非
常
に
よ
い
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
現
地
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
方
や
、

大
使
館
員
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
方
と
お
会

い
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
非
常
に
厳
し
い
条
件
の

中
で
頑
張
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
改
め
て
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。
人
口
問
題
・
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
問
題
、
若
者
へ
の
性

教
育
の
問
題
も
含
め
て
、
常
に
現
地
の
人
々

が
ど
う
や
っ
て
自
立
し
て
い
く
の
か
を
考
え

た
支
援
や
教
育
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

能
勢
総
論
と
し
て
は
「
ア
フ
リ
カ
の
問
題

解
決
な
く
し
て
ｎ
世
紀
の
平
和
と
安
定
は
な

い
」
と
い
う
森
喜
朗
前
首
相
の
言
葉
を
実
感

し
ま
し
た
。
人
口
問
題
に
し
ろ
、
感
染
症
の

問
題
に
し
ろ
、
貧
困
の
問
題
に
し
ろ
、
や
っ

ぱ
り
基
本
的
な
問
題
は
、
教
育
が
原
点
だ
ろ

う
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
決

し
て
与
え
る
こ
と
の
み
が
そ
の
国
を
元
気
に

す
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
思
っ
た

こ
と
と
、
日
本
を
通
し
て
行
っ
て
い
る
援
助

が
本
当
に
有
効
に
使
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
の
評
価
は
い
つ
ど
の
段
階
で
な
さ

れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
を
持
ち
ま
し

ｌ
桜
井
議
員
に
は
団
長
と
し
て
綱
手
圏
政

府
要
人
と
の
会
談
の
挨
拶
や
議
論
の
口
火
を

切
っ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
ｌ

桜
井
今
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
お
っ
し
ゃ
っ

た
よ
う
に
、
今
回
の
視
察
は
大
変
大
き
な
効

果
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
議
員
団
の
視
察

と
い
う
の
は
、
日
本
人
の
拠
出
し
た
お
金
が

た
。

長
浜
貴
重
な
学
び
の
機
会
を
与
え
て
い
た

だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
し
な
け
れ
ば
私
は
た
ぶ
ん
ア
フ

リ
カ
の
現
状
、
す
な
わ
ち
今
、
能
勢
先
生
が

述
べ
ら
れ
た
よ
う
な
人
口
問
題
の
重
要
さ
、

感
染
症
の
恐
ろ
し
さ
、
教
育
の
大
切
さ
な
ど

は
認
識
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
ア
フ
リ
カ
の
国
々

や
人
々
は
日
本
か
ら
遠
く
、
地
図
上
で
も
、

意
識
の
点
で
も
距
離
が
あ
る
の
が
事
実
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
立
法
府
の
末
席
に
身
を
置
く

議
員
の
一
人
と
し
て
、
国
民
の
汗
の
結
晶
で

あ
る
貴
重
な
国
家
予
算
の
使
い
方
を
、
こ
の

経
験
を
通
し
て
ど
う
生
か
し
て
い
く
か
が
私

た
ち
の
大
き
な
課
題
と
し
て
再
確
認
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
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有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
こ
と
で
す
。
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談

会
の
目
的
は
ど
う
や
っ
て
「
不
幸
な
人
を
な

く
す
か
」
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
目
標
通

り
に
日
本
か
ら
の
拠
出
金
が
使
わ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
視
察
を
し
て
来
た
つ
も
り
で
す
。

そ
う
い
う
点
で
は
こ
の
二
つ
の
目
的
は
十
分

果
た
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
総
じ
て
言
え
る

こ
と
は
、
池
上
さ
ん
と
有
森
裕
子
さ
ん
の
本

（
注
眼
「
人
口
問
題
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
）
に
も

書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り
、
ア
フ
リ

カ
と
い
う
地
域
は
、
単
純
に
文
化
の
違
い
と

い
う
こ
と
で
片
付
け
ら
れ
な
い
問
題
を
抱
え

て
い
る
と
い
う
感
を
強
く
持
ち
ま
し
た
。

こ
れ
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
全
般
に
い
え
る
こ
と
で
す
。

中
国
を
例
に
例
え
て
悪
い
の
で
す
が
、
日
本

の
援
助
を
自
分
の
国
の
人
々
の
生
活
の
向
上

の
た
め
に
使
わ
な
い
で
、
そ
の
金
を
国
際
的

な
中
国
の
点
数
稼
ぎ
の
た
め
に
使
う
よ
う
な

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
れ
は
、
文
化
の
違
い
と
い
う
問
題
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
活
動
の
目
的
を
十

分
理
解
し
、
そ
の
目
的
を
国
会
議
員
と
し
て

常
に
注
視
す
る
こ
と
の
意
義
が
こ
こ
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。

ｌ
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
と
し
て
も
大
変
全
面
的
漆

協
力
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

池
上
さ
ん
、
国
会
議
員
の
皆
さ
ん
と
同
行
し

て
の
印
象
は
如
何
で
す
か
。

池
上
は
い
、
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
今

回
の
視
察
で
は
、
訪
問
国
の
政
策
決
定
者
の

方
た
ち
、
特
に
首
相
を
は
じ
め
と
す
る
最
高

レ
ベ
ル
の
政
策
決
定
を
行
っ
て
い
る
方
々
と

直
接
人
口
と
開
発
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
が

で
き
た
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
成
果
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
草
の
根
レ
ベ

ル
で
、
虫
が
孵
化
し
て
、
地
面
か
ら
湧
い
て

出
て
い
る
よ
う
な
生
活
環
境
の
中
で
、
生
活

の
方
法
な
ど
が
よ
く
わ
か
る
、
具
体
的
な
視

察
を
行
え
た
こ
と
で
す
。
ど
ち
ら
か
一
方
で

は
十
分
に
国
と
し
て
の
全
体
像
は
把
握
で
き

ま
せ
ん
が
、
草
の
根
と
国
レ
ベ
ル
の
意
思
決

定
の
両
方
を
見
る
こ
と
で
現
状
の
正
確
な
理

解
が
得
ら
れ
て
、
効
果
的
な
視
察
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
や
は
り
ア
フ
リ
カ
な
の
で
、

人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
的
に
い
う
と
三
角
形
に
な
っ

て
い
て
若
い
人
が
多
い
と
い
う
人
口
構
成
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
若
い
人
口
が

多
い
中
で
、
ど
の
よ
う
に
若
い
人
に
必
要
な

情
報
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

そ
し
て
若
い
人
た
ち
が
自
立
し
て
自
分
ら
し

い
人
生
を
送
れ
る
よ
う
に
、
そ
う
い
う
環
境

を
作
る
こ
と
が
可
能
な
の
か
。
ま
さ
に
こ
の

点
が
問
題
な
の
だ
と
い
う
こ
と
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。

桜
井
池
上
さ
ん
の
発
言
に
一
つ
付
け
加
え

た
い
と
思
い
ま
す
。
オ
ベ
イ
ド
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ

事
務
局
長
が
言
っ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
教

育
を
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
衛
生
的
な
知
識

を
与
え
た
り
す
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
す
。

こ
の
こ
と
を
援
助
で
な
く
て
途
上
国
の
人
々

が
自
ら
立
ち
上
が
っ
て
や
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

著
名
な
例
で
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ

の
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
が
あ
り
ま
す
。
ど
こ
の
国

で
も
あ
の
よ
う
な
発
想
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
で
す
ね
。
途
上
国
の
人
々
が
自
ら
の
足
で

立
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
が
私
た
ち
の

の
活
動
の
目
的
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
な
お

足
り
な
い
と
こ
ろ
や
、
最
初
に
経
費
が
か
か

る
部
分
に
関
し
て
、
初
期
経
費
の
支
出
を
す

る
。
こ
の
よ
う
な
目
的
に
は
拠
出
す
る
意
義
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Ｉ
今
回
は
西
ア
フ
リ
カ
を
中
心
と
い
う
こ

と
で
カ
メ
ル
ー
ン
、
セ
ネ
ガ
ル
、
そ
れ
に
対

照
的
な
国
と
し
て
北
ア
フ
リ
カ
の
チ
ュ
ニ
ジ

ア
を
加
え
て
三
ヵ
国
を
訪
問
し
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
国
で
経
済
的
・
社
会
的
な
発
展
段

階
や
民
族
、
宗
教
、
人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
も

違
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
三
ヵ
国
を
比
較

し
な
が
ら
ど
う
い
う
こ
と
を
お
感
じ
に
な
っ

た
か
、
そ
の
点
に
話
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
橋
セ
ネ
ガ
ル
も
カ
メ
ル
ー
ン
も
、
チ
ュ

が
あ
り
ま
す
が
、
自
助
努
力
な
く
、
た
だ
も

ら
う
と
い
う
発
想
は
や
め
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
し
み
じ
み
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
は

今
回
訪
問
し
た
三
ヵ
国
と
も
同
じ
で
す
。

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
特
に
セ
ネ
ガ
ル
で
議
員

の
方
々
か
ら
女
性
の
性
器
切
除
（
Ｆ
Ｇ
Ｍ
）

の
話
が
出
ま
し
た
。
現
在
で
も
、
セ
ネ
ガ
ル

訪
問
Ｓ
ヵ
国
を
比
較

高橋千秋議員

ニ
ジ
ア
を
別

と
し
て
、
生

活
を
し
て
い

く
に
は
風
土

的
に
も
大
変

で
卯
％
、
つ
ま
り
ま
だ
５
人
に
１
人
に
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
に
非
常
に
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
セ
ネ
ガ
ル
も
カ
メ
ル
ー
ン
も
首
都
の
街

は
き
れ
い
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
が
、

そ
う
い
う
表
面
と
は
一
畏
腹
に
、
人
々
の
間
に

有
害
な
風
習
や
迷
信
が
深
く
深
く
残
っ
て
い

る
の
だ
と
改
め
て
驚
き
ま
し
た
。

我
々
が
援
助
し
て
い
く
上
で
風
習
や
迷
信

を
変
え
さ
せ
る
、
と
い
う
の
は
お
こ
が
ま
し

い
の
だ
け
れ
ど
も
、
世
界
の
人
々
が
「
豊
か

な
幸
せ
な
生
活
」
を
送
っ
て
も
ら
う
た
め
に

は
ま
だ
ま
だ
難
し
い
壁
が
あ
る
こ
と
を
、
二

つ
の
国
に
つ
い
て
特
に
思
い
ま
し
た
。

チ
ュ
ニ
ジ
ア
は
、
日
本
大
使
が
大
変
気
に

し
て
い
ま
し
た
が
、
カ
メ
ル
ー
ン
と
セ
ネ
ガ

ル
の
二
つ
の
国
を
見
て
チ
ュ
ニ
ジ
ア
に
来
る

と
非
常
に
レ
ベ
ル
が
高
い
と
思
わ
れ
る
の
が

一
番
怖
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
我
々
は

た
っ
た
三
日
間
い
た
だ
け
で
チ
ュ
ニ
ジ
ア
に

も
ま
だ
ま
だ
援
助
が
必
要
な
裏
に
秘
め
ら
れ

た
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、

た
ま
た
ま
二
ヵ
国
の
そ
う
い
う
国
を
経
て
か

ら
行
っ
た
の
で
、
単
純
に
よ
い
国
だ
な
あ
と

思
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
こ
こ
も
ソ

フ
ト
と
は
い
え
ど
も
ア
ラ
ブ
の
国
で
す
し
、

ｌ
カ
イ
ロ
会
議
で
も
敗
り
上
げ
ら
れ
た
女

性
性
器
切
除
（
Ｆ
Ｇ
Ｍ
）
の
問
題
が
出
た
の

で
す
が
、
池
上
さ
ん
、
最
近
は
改
善
さ
れ
て

は
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

池
上
カ
イ
ロ
会
議
か
ら
の
、
年
を
振
り
返
っ

て
み
ま
す
と
、
Ｆ
Ｇ
Ｍ
の
現
状
は
あ
ま
り
よ

く
な
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
Ｆ
Ｇ

Ｍ
と
い
う
の
が
、
隠
さ
れ
た
慣
習
と
い
う
か

風
習
と
言
わ
れ
て
い
た
時
代
で
は
な
く
な
り
、

い
く
つ
か
の
国
で
は
影
響
力
の
あ
る
人
、
村

レ
ベ
ル
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
村
長
さ
ん
と
か
、

保
健
所
の
医
者
と
か
が
、
Ｆ
Ｇ
Ｍ
は
身
体
を

傷
つ
け
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
保
健
や
公
衆
衛

生
の
面
か
ら
考
え
る
と
悪
影
響
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
、
も
う
一
度
よ
く
考
え
た
ほ
う
が

住
ん
で
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
い
ろ
い
ろ
な

難
し
い
問
題
を
含
ん
で
い
る
の
だ
と
思
い
ま

し
た
。
三
ヵ
国
と
も
私
は
初
め
て
行
っ
た
ア

フ
リ
カ
で
す
の
で
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と

も
な
い
、
様
々
な
貧
し
さ
も
見
ま
し
た
。
し

か
し
反
面
、
カ
メ
ル
ー
ン
で
は
、
大
臣
は
我
々

よ
り
仕
立
て
の
い
い
服
を
着
て
高
級
車
で
や
っ

て
来
る
、
と
い
う
の
を
見
る
と
、
な
ん
か
釈

然
と
し
な
い
も
の
を
感
じ
た
の
も
事
実
で
す
。
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男
と
女
の
仲
、
あ
る
い
は
親
子
の
仲
が
自
然

に
あ
る
の
が
普
通
で
、
愛
情
の
な
い
人
は
元
々

い
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
れ
が
歪
ん
だ
形
で
表

現
さ
れ
る
と
こ
う
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
国
会

議
員
が
体
を
張
っ
て
自
分
の
国
の
習
慣
や
風

習
を
自
ら
の
手
で
改
善
す
る
よ
う
に
ど
う
仕

よ
い
の
で
は
な
い
か
、
と
声
を
あ
げ
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
村
の
人
た
ち
が
自
分
の
問

題
と
し
て
少
し
ず
つ
考
え
て
い
く
段
階
ま
で

は
来
て
い
ま
す
。
た
だ
行
動
が
変
わ
っ
た
か

ど
う
か
と
い
う
と
、
ま
だ
そ
こ
ま
で
反
映
さ

れ
て
い
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て

現
実
的
に
は
、
今
、
高
橋
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ

た
よ
う
に
、
セ
ネ
ガ
ル
で
も
最
低
別
％
も
あ

る
そ
う
で
す
。
地
方
に
行
け
ば
行
く
ほ
ど
、

慣
習
や
風
習
を
見
直
す
と
い
う
よ
う
な
情
報

は
伝
わ
り
に
く
い
の
で
、
ま
だ
こ
れ
は
文
化

の
一
部
で
あ
る
と
考
え
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。

桜
井
一
番
大
事
な
こ
と
は
、
最
も
人
間
ら

桜井新議員

し
い
教
育
を

ど
う
す
す
め

て
い
く
か
。

元
々
は
愛
情

を
支
え
合
う

ｌ
そ
れ
で
は
能
勢
先
生
看
護
師
と
し
て

い
か
が
で
す
か
？

能
勢
私
も
ア
フ
リ
カ
は
初
め
て
で
す
が
、

本
当
に
貧
困
の
中
で
、
健
康
の
源
で
あ
る
水

も
な
い
状
況
の
中
で
の
生
活
と
い
う
の
は
、

日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
状
況
で
す
よ
ね
。

こ
れ
を
ど
こ
ま
で
手
を
差
し
伸
べ
た
ら
人
々

が
自
立
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
思
い
ま

し
た
。
セ
ネ
ガ
ル
の
笹
山
青
年
協
力
隊
員
が

い
た
と
こ
ろ
で
す
。
彼
女
は
虎
ノ
門
病
院
と

い
う
東
京
の
一
流
の
病
院
に
い
た
の
で
す
。

現
地
で
、
張
り
切
っ
て
輝
い
て
頑
張
っ
て
お

ら
れ
た
け
ど
、
あ
の
医
療
体
制
で
今
の
難
し

い
マ
ラ
リ
ア
、
結
核
、
エ
イ
ズ
の
対
応
が
で

き
る
の
か
な
、
正
直
言
っ
て
厳
し
い
な
、
と

い
う
感
じ
が
し
ま
し
た
。
近
く
の
水
管
理
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
う
ま
く
い
っ
て
い
る
け
れ
ど

向
け
る
か
が
活
動
の
根
本
に
な
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
と
に

か
く
一
年
で
も
早
く
、
５
年
な
ら
５
年
と
区

切
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
改
善
が
な
さ
れ
な
け

れ
ば
、
補
助
金
も
出
さ
ん
よ
、
こ
れ
だ
け
や

れ
ば
金
を
出
す
よ
、
と
い
う
こ
と
を
や
る
べ

き
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

も
、
こ
こ
に
は
ま
っ
た
く
お
金
が
下
り
て
き

て
な
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
あ
の
言
葉

は
衝
撃
的
で
、
結
局
こ
っ
ち
が
支
援
し
た
お

金
が
現
場
の
人
に
降
り
て
き
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
チ
ュ

ニ
ジ
ア
も
、
二
つ
の
国
と
は
違
っ
た
地
中
海

の
文
化
が
あ
り
、
ま
る
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
や
ス

ペ
イ
ン
の
延
長
線
に
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま

し
た
。
人
口
問
題
に
つ
い
て
の
ス
ラ
イ
ド
見

る
限
り
で
は
、
こ
の
国
に
は
も
う
そ
ん
な
に

援
助
し
な
く
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
も

う
あ
そ
こ
は
自
立
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。
保
健
大
臣
も
な
か
な
か
強

気
で
、
援
助
を
受
け
る
感
じ
じ
ゃ
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
よ
ね
。
他
の
国
の
保
健
大
臣
た
ち

も
〃
先
進
国
と
比
べ
て
同
じ
よ
う
な
こ
と
を

や
っ
て
い
る
、
結
核
だ
っ
て
予
防
注
射
も
や
っ

て
い
る
ん
だ
〃
と
言
い
ま
し
た
ね
。
エ
イ
ズ

だ
っ
て
し
っ
か
り
と
し
た
対
策
を
と
っ
て
い

る
、
と
の
強
気
の
発
言
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、

事
実
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

長
浜
私
も
そ
の
点
は
感
じ
ま
し
た
。
私
た

ち
が
今
回
の
訪
問
で
各
国
の
実
状
を
知
り
た

い
と
素
直
に
思
っ
て
も
、
相
手
方
は
ひ
ょ
っ

と
し
た
ら
生
徒
の
答
案
を
採
点
す
る
こ
わ
い

5２



座談会 アフリカ３カ国訪問の成果と今後の課題

先
生
が
来
て
、
「
君
は
合
格
（
引
き
続
き
援
助

す
る
）
、
あ
な
た
は
不
合
格
（
も
う
援
助
し
な

い
、
あ
る
い
は
額
を
下
方
修
正
す
る
）
」
と
い

う
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
危
倶
し
て
、
あ
る
意
味
で
は
誇
張
し
た
り
、

時
に
は
卑
下
し
た
り
と
い
っ
た
ポ
ー
ズ
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
で
も
そ

れ
は
私
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し

た
い
わ
ゆ
る
偉
い
人
た
ち
か
ら
受
け
た
印
象

で
、
サ
イ
ト
視
察
で
出
会
っ
た
人
々
か
ら
は

あ
ま
り
感
じ
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
か
ら
も

偉
い
人
の
ス
ピ
ー
チ
ば
か
り
聞
く
の
で
は
な

く
、
現
地
で
現
場
の
声
を
聞
く
こ
と
の
大
切

さ
を
痛
感
し
ま
し
た
ね
。

桜
井
都
会
と
田
舎
の
貧
富
の
格
差
が
極
端

す
ぎ
る
と
思
い
ま
す
。
生
活
力
が
な
い
か
ら
、

全
部
弱
い
人
、
女
性
、
子
ど
も
、
年
寄
り
に

し
わ
寄
せ
が
く
る
。
や
っ
と
食
べ
て
い
く
の

が
精
一
杯
、
中
に
は
食
べ
ら
れ
な
い
も
の
が

い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
援
助
は
、

そ
う
い
う
一
番
か
わ
い
そ
う
な
と
こ
ろ
に
焦

点
を
当
て
る
べ
き
な
ん
だ
が
、
本
当
に
必
要

な
と
こ
ろ
に
援
助
資
金
が
届
い
て
い
る
か
ど

う
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

能
勢
日
本
人
が
寝
ず
し
て
働
い
て
、
血
の

ｌ
池
上
さ
ん
い
か
が
で
す
か
．

池
上
カ
メ
ル
ー
ン
で
エ
ゼ
カ
に
あ
る
保
健

ｊ
か
長
老
か
ら

杖
を
い
た
だ
い
た
場
所
で
す
け
れ
ど
も
、
あ

そ
こ
は
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
が
公
的
な
保
健
所
を
支

援
し
て
い
る
所
で
す
。
何
が
す
ば
ら
し
か
っ

た
か
と
い
う
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
い
う

か
、
村
の
人
た
ち
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ず
っ
と
保
健
所

を
盛
り
立
て
て
い
る
。
長
老
も
保
健
が
大
切

だ
と
わ
か
っ
て
い
る
。
助
産
婦
さ
ん
た
ち
も

伝
統
的
な
助
産
婦
さ
ん
た
ち
を
訓
練
し
て
、

安
全
な
お
産
が
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
努
力

を
し
て
い
る
。
現
場
で
も
そ
う
い
っ
た
自
主

的
な
住
民
参
加
型
の
取
り
組
み
が
あ
っ
て
、

そ
の
住
民
運
動
を
国
連
が
援
助
す
る
と
い
う

形
が
で
き
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

出
る
よ
う
な
努
力
を
し
て
稼
い
だ
日
本
の
税

金
で
す
か
ら
ね
。
有
効
に
使
わ
な
き
ゃ
。

池上清子所長

さ先し所
ん生たに

とが。行
い村桜き
う長丼ま

ｌ
セ
ネ
ガ
ル
で
最
初
に
訪
問
し
た
と
こ
ろ

は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
学
校
の
中
に
入
っ
て
行
っ
て

支
援
し
て
い
ま
し
た
ね
？

池
上
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
普
通
の
学
校
に
入
り
込
ん

で
い
る
の
で
す
。
二
つ
目
に
見
て
い
た
だ
い

た
子
ど
も
た
ち
が
空
手
を
や
っ
て
い
た
所
、

あ
れ
は
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
だ
っ
た
ん
で
す
が
、

あ
そ
こ
に
来
て
い
る
子
ど
も
た
ち
と
い
う
の

は
ま
ち
ま
ち
で
、
自
分
で
働
か
な
い
と
食
べ

ら
れ
な
い
子
ど
も
も
い
る
し
、
親
が
き
ち
ん

と
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
子
ど
も
も
い
る
。
最

後
に
見
た
、
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
セ
ン
タ
ー
と
い

う
家
政
婦
の
見
習
い
の
女
の
子
た
ち
の
所
は
、

あ
そ
こ
は
全
員
が
自
分
の
た
め
に
働
か
な
い

と
食
べ
ら
れ
な
い
経
済
的
に
は
苦
し
い
家
の

出
身
の
子
ど
も
た
ち
で
す
。
若
い
人
た
ち
に

対
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
人
口
教
育
、
識

字
教
育
、
職
業
訓
練
の
三
つ
を
一
緒
に
や
っ

て
い
ま
す
。
自
立
で
き
る
よ
う
に
職
業
訓
練

を
受
け
、
あ
そ
こ
の
場
所
に
行
け
ば
自
分
が

ど
う
や
っ
て
自
立
で
き
る
か
教
え
て
も
ら
え

る
、
ま
た
は
自
分
で
考
え
ら
れ
る
と
い
う
所

で
す
、
最
後
の
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
セ
ン
タ
ー
の
家

政
婦
を
し
て
い
た
、
ま
た
は
家
政
婦
の
見
習

い
を
し
て
い
る
女
の
子
た
ち
が
、
自
分
で
イ
ン
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タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
を
始
め
た
り
し
た
ケ
ー

ス
も
あ
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
す
で
に
６

０
０
人
の
女
の
子
が
卒
業
し
て
い
る
状
況
で

一
◎

す

若
い
人
レ
し
ど
ニ
フ
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
か
と
い

う
話
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
が
ど
ん
な
に
頑
張
っ

て
も
若
い
人
に
は
な
か
な
か
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

伝
わ
ら
な
い
の
で
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
が
逆
に
セ

ネ
ガ
ル
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
方
た
ち
に
活
動
を
展
開

し
て
も
ら
う
と
い
う
戦
略
を
と
っ
て
い
ま
す
。

し
か
も
今
あ
る
も
の
、
例
え
ば
公
的
な
学
校

と
か
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
と
か
す
で
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ

が
活
動
し
て
い
る
若
者
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、

性
教
育
な
り
職
業
訓
練
な
り
識
字
教
育
な
り

と
い
う
の
を
上
乗
せ
し
て
い
く
こ
と
、
つ
ま

り
、
新
し
く
何
か
を
作
る
と
い
う
や
り
方
で

は
な
く
て
、
そ
の
地
域
に
合
っ
た
既
存
の
体

制
や
仕
組
み
を
と
も
に
す
る
と
い
う
や
り
方

を
セ
ネ
ガ
ル
で
は
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

桜
井
一
番
か
わ
い
そ
う
な
人
た
ち
に
焦
点

を
あ
て
る
そ
の
こ
と
が
悪
い
と
言
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
ん
で
す
。
我
々
は
ア
フ
リ
カ
の

為
政
者
じ
ゃ
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
の
国
の
政

府
や
議
員
が
ま
ず
自
ら
努
力
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
こ
を
外
か
ら
ど
う
サ
ポ
ー
ト

１
人
ｕ
簡
題
と
い
っ
て
も
窪
丼
先
生
が

一
生
懸
命
や
っ
て
こ
ら
れ
た
マ
ク
ロ
の
問
題
、

例
え
ば
食
料
と
か
環
境
、
貧
困
も
大
変
重
要

で
す
が
、
カ
イ
ロ
会
議
以
降
は
「
リ
ブ
ロ
ダ

ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
」
と
い
う
名
の
下
に
、

個
人
個
人
の
健
康
と
権
利
と
い
う
こ
と
が
表

面
に
出
て
き
ま
し
た
ね
、
世
界
的
な
問
題
と

し
て
、
若
い
人
の
性
の
問
題
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
潮
流
が
出
て
き
た
。

だ
か
ら
日
本
の
議
員
の
皆
さ
ん
も
そ
う
い
う

ミ
ク
ロ
の
面
も
理
解
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
高
橋
先
生
は
ど
う
で
す
か
？

高
橋
私
が
思
っ
た
の
は
、
お
金
も
限
度
が

あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
日
本
が
や
れ
る
範
囲

と
い
う
の
は
当
然
あ
る
。
我
々
は
植
民
地
政

策
を
や
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
一

す
る
か
と
い
う
視
点
が
大
事
だ
と
思
う
。

池
上
た
だ
あ
の
貧
困
の
中
で
、
が
ん
ば
れ

ば
あ
あ
い
う
ふ
う
に
な
れ
る
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
モ
デ
ル
が
誰
か
周
り
に
い
る
と
、
若

い
人
た
ち
っ
て
、
そ
う
い
う
方
向
で
や
っ
て

み
よ
う
と
い
う
気
に
な
る
の
で
す
よ
。

カ
イ
□
会
議
以
降
の
問
題

番
大
事
な
こ
と
は
、
そ
の
国
の
リ
ー
ダ
ー
を

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の

た
め
の
援
助
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
リ
ー
ダ
ー
に
、
我
々
日
本
人
が
援
助
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

リ
ー
ダ
ー
が
日
本
の
支
持
者
、
フ
ァ
ン
に
な
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
資
金
拠
出

の
意
味
が
大
き
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
中
国

に
あ
れ
だ
け
援
助
を
し
な
が
ら
、
こ
の
前
の

サ
ッ
カ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
本
に
対

し
て
あ
あ
い
う
態
度
を
と
ら
れ
る
、
と
い
う

の
は
心
外
で
す
。
税
金
か
ら
お
金
を
だ
し
て

い
る
わ
け
で
す
か
ら
。
そ
の
中
で
池
上
さ
ん

が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
対
象
の
生
徒
が
６
０

０
人
と
い
う
国
全
体
か
ら
見
れ
ば
わ
ず
か
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
う
い
う
こ
と
が
で
き

る
ん
で
す
よ
、
と
い
う
援
助
を
見
せ
る
と
い

う
こ
と
は
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
今
、
日
本

が
や
っ
て
い
る
の
は
、
典
型
的
な
成
功
例
を

作
っ
て
い
る
段
階
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
が
ち
ゃ
ん
と
国
全
体
の
も
の
に
な
る
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
と
い
う
こ
と
は
今
後

援
助
し
て
い
く
側
か
ら
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

桜
井
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
は
政
策
的
な
面
を
受
け
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持
ち
、
国
際
家
族
計
画
連
盟
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
）

や
日
本
の
家
族
計
画
国
際
協
力
財
団
（
ジ
ョ

イ
セ
フ
）
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
実
施
を
受
け

持
つ
、
と
い
う
役
割
の
分
担
が
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

池
上
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
は
政
策
レ
ベ
ル
で
、
相

手
の
国
と
一
緒
に
話
し
合
い
な
が
ら
、
何
が

必
要
か
と
い
う
政
策
を
作
っ
た
り
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
作
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
実
施
は
ご
存

知
の
よ
う
に
相
手
国
の
政
府
機
関
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ

が
行
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ

Ｐ
Ａ
が
こ
れ
を
や
る
べ
き
だ
と
い
う
言
い
方

は
一
切
で
き
ま
せ
ん
し
、
や
っ
て
い
ま
せ
ん
。

役
割
分
担
は
、
国
に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す
。

カ
イ
ロ
会
議
以
降
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
は
三
つ

の
柱
、
活
動
に
予
算
を
つ
け
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
各
国
の
政
府
が
集
ま
っ
た
執
行
理
事
会

で
決
ま
っ
た
こ
と
で
す
が
、
一
つ
は
人
口
の

デ
ー
タ
を
と
っ
た
り
、
国
勢
調
査
を
し
た
り
、

基
本
的
な
人
口
関
連
の
デ
ー
タ
と
か
政
策
を

作
る
こ
と
に
関
し
て
は
お
金
を
出
し
て
い
ま

す
。
二
つ
目
は
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル

ス
の
考
え
に
従
っ
て
、
一
人
一
人
の
人
が
健

康
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
先
ほ
ど
話
が
で
ま

し
た
け
れ
ど
も
、
Ｆ
Ｇ
Ｍ
を
な
く
す
よ
う
な

－
－
１
局
橋
先
生
も
指
摘
さ
れ
ま
し
た
が
、
リ
ー

ダ
ー
を
作
る
こ
と
や
Ｆ
Ｇ
Ｍ
と
い
う
悪
い
習

慣
を
な
く
す
に
は
、
宗
教
的
な
リ
ー
ダ
ー
を

こ
の
分
野
に
動
員
す
る
こ
と
が
大
事
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
ジ
ョ
イ
セ
フ
の
故

国
井
長
次
郎
さ
ん
が
ア
フ
リ
カ
で
や
っ
た
こ

と
で
す
が
、
宗
教
の
指
導
者
を
運
営
委
員
会

の
中
に
入
れ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
の
影
響
が

す
ご
く
大
き
い
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
が
や

り
方
と
し
て
は
賢
い
方
向
だ
と
思
い
ま
し
た
。

最
後
に
も
う
一
度
今
回
の
視
察
で
一
番
印

象
に
残
っ
た
こ
と
や
、
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

池
上
今
日
一
番
最
初
に
桜
井
先
生
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
こ
と
で
す
が
、
文
化
の
多
様
性
を

認
識
し
つ
つ
も
、
そ
れ
を
越
え
た
普
遍
的
な

活
動
に
対
し
て
も
お
金
を
出
す
、
と
い
う
の

も
こ
こ
に
入
り
ま
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
も

こ
こ
に
入
り
ま
す
。
も
う
一
つ
は
政
策
提
言

活
動
。
国
会
議
員
の
方
々
の
活
動
や
、
村
の

リ
ー
ダ
ー
の
方
た
ち
の
養
成
、
マ
ス
コ
ミ
の

方
と
の
連
携
な
ど
政
策
提
言
活
動
、
こ
の
三

つ
に
お
金
を
出
す
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

ｌ
わ
が
国
の
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
ｃ
Ａ
－

な
ど
で
も
す
で
に
研
修
を
組
織
的
に
や
っ
て

い
ま
す
。

長
浜
私
は
援
助
国
の
文
化
や
歴
史
は
も
ち

考
え
方
や
価
値
観
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、

と
い
う
点
で
す
。
ア
フ
リ
カ
に
と
っ
て
最
も

重
要
な
課
題
、
つ
ま
り
貧
困
削
減
を
達
成
し

て
、
一
人
一
人
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
社
会

を
作
る
こ
と
、
こ
れ
は
普
遍
的
価
値
観
だ
と

考
え
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
先
進
国
と
途
上

国
が
共
同
で
働
く
こ
と
が
必
要
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ

た
こ
と
、
私
は
「
共
生
」
と
い
う
視
点
を
持

つ
こ
と
が
今
回
の
視
察
で
一
番
大
切
な
テ
ー

マ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

高
橋
チ
ュ
ニ
ジ
ア
に
着
い
た
と
き
日
本
語

を
話
す
来
日
経
験
の
あ
る
チ
ュ
ニ
ジ
ア
人
が

迎
え
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
私
が
思
っ
た
の

は
、
私
は
向
こ
う
に
単
純
に
お
金
を
渡
す
の

も
一
つ
の
や
り
方
だ
け
れ
ど
も
、
向
こ
う
の

人
を
日
本
に
呼
ぶ
と
い
う
の
も
一
つ
の
や
り

方
か
と
思
い
ま
し
た
。
一
年
で
も
こ
っ
ち
に

呼
ん
で
日
本
の
や
り
方
を
体
験
し
て
も
ら
う

と
い
う
の
も
、
非
常
に
有
効
な
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
し
た
。

5５



づ
く
り
を
し
て
き
た
か
、
技
術
（
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
、
ノ
ウ
ハ
ウ
）
の
み
で
な
く
、
極
め
て

精
神
的
な
も
の
、
例
え
ば
町
の
零
細
企
業
が

ど
の
よ
う
に
大
企
業
（
松
下
や
サ
ン
ョ
ー
な

ど
）
に
な
っ
て
い
っ
た
か
等
々
を
参
考
に
し

て
も
ら
え
な
い
か
な
ん
で
す
よ
ね
。
社
訓
と

か
会
社
哲
学
と
か
米
百
俵
も
あ
り
ま
し
た
ね
。

桜
井
井
戸
を
掘
る
に
も
、
住
宅
を
造
る
に

も
、
便
所
を
作
る
に
も
、
最
も
大
変
な
の
は

お
金
じ
ゃ
な
く
て
手
間
な
ん
で
す
よ
。
日
本
っ

て
い
う
国
は
井
戸
で
も
住
宅
で
も
ほ
と
ん
ど

を
植
物
性
の
機
材
で
自
分
た
ち
が
加
工
し
て

間
に
合
わ
せ
て
き
た
の
で
、
金
物
は
一
部
し

か
使
わ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
手
間
を
か
け
る

こ
と
で
国
造
り
を
し
て
き
た
の
で
す
。
ア
フ

リ
カ
に
対
し
て
重
要
な
こ
と
は
や
る
気
に
さ

え
な
れ
ば
み
ん
な
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
ど

う
教
え
る
か
で
す
。
あ
の
井
戸
だ
っ
て
、
私

た
ち
が
使
っ
て
い
た
手
押
し
井
戸
で
あ
れ
ば
、

あ
の
小
さ
な
ポ
ン
プ
一
つ
と
パ
イ
プ
が
あ
れ

員
ろ
ん
尊
重
す

議
る
の
で
す
が
、

鮪
日
本
の
や
り

浜
方
、
広
る
よ

長
う
に
し
て
国

ｌ
援
助
の
流
れ
は
ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト
ヘ

と
い
う
の
が
こ
こ
数
年
来
の
傾
向
に
な
っ
て

い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
資
金
が

潤
沢
に
あ
っ
た
か
ら
、
病
院
と
か
、
道
路
と

か
、
ダ
ム
と
か
ど
－
ん
と
作
っ
て
、
援
助
し

て
や
っ
た
ぞ
と
い
う
話
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
人

づ
く
り
が
重
要
だ
、
技
術
を
教
え
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
い
う
方
向
に
進
ん
で

い
ま
す
よ
ね
。

桜
井
バ
ン
グ
ラ
だ
っ
て
、
タ
イ
の
バ
ン
コ

ク
で
も
初
め
は
草
の
家
に
住
ん
で
い
た
ん
で

す
。
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
る
人
が
み
ん
な
文
化

の
違
い
で
何
も
で
き
な
い
か
と
い
う
と
そ
う

で
は
な
い
。
頭
の
き
れ
る
人
は
全
然
別
の
と

こ
ろ
で
別
の
こ
と
や
っ
て
き
て
、
出
稼
ぎ
の

金
で
家
が
つ
く
れ
た
。
そ
れ
が
投
資
が
投
資

を
呼
ん
で
ず
っ
と
広
が
る
。
だ
か
ら
あ
の
人

た
ち
に
そ
う
い
う
知
恵
を
ど
う
つ
け
て
あ
げ

ば
、
あ
と
は
自
分
た
ち
の
手
間
と
努
力
で
あ

の
土
地
で
で
き
る
。
値
段
は
三
分
の
一
で
で

き
る
の
で
す
。
一
一
一
一
口
葉
を
か
え
れ
ば
、
一
つ
の

井
戸
を
作
る
資
金
で
、
三
つ
の
井
戸
を
作
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
ｂ
そ
れ
を
、
現
地
の

人
に
わ
か
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

’
一
つ
思
い
柵
し
た
の
で
す
鯨
ア
フ
リ

カ
で
高
床
式
の
倉
庫
を
作
っ
て
と
う
も
ろ
こ

し
を
貯
蔵
し
て
い
る
ん
で
す
。
こ
れ
を
ね
ず

み
が
上
が
っ
て
き
て
食
べ
て
し
ま
う
。
そ
こ

で
日
本
か
ら
「
ね
ず
み
返
し
」
を
も
っ
て
い
っ

た
。
ね
ず
み
返
し
っ
て
、
こ
れ
く
ら
い
の
ア

ル
ミ
を
張
れ
ば
い
い
だ
け
な
ん
で
す
。
ね
ず

み
が
す
べ
っ
て
上
れ
な
い
。
こ
れ
は
農
業
の

知
恵
な
ん
で
す
よ
。
そ
う
い
う
知
恵
は
日
本

の
農
業
に
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
思
い
ま
す
し
、

保
健
医
療
の
分
野
で
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思

う
ん
で
す
。

長
浜
ア
ジ
ア
で
成
功
し
た
ケ
ー
ス
が
な
ん

と
か
ア
フ
リ
カ
に
導
入
で
き
な
い
も
の
で
す

か
ね
。

桜
井
日
本
ほ
ど
持
続
可
能
な
開
発
、
自
立

を
し
て
き
た
国
は
な
い
ん
だ
よ
、
も
の
す
ご

い
文
化
な
ん
だ
よ
。
そ
れ
が
み
な
破
壊
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。

能
勢
男
は
お
金
を
持
た
し
た
ら
す
ぐ
飲
ん

で
し
ま
う
け
れ
ど
も
、
女
は
お
金
を
持
っ
た

ら
、
次
の
仕
事
に
向
け
て
貯
め
る
。
女
性
に

る
か
。
自
ら
働
く
こ
と
を
ど
う
教
え
て
あ
げ

る
か
、
そ
れ
が
教
育
だ
。
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ｌ
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
も
そ
う
だ
け
れ
ど
、
女

性
が
生
活
の
糧
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
、
い

ろ
い
ろ
な
所
で
い
ろ
ん
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

通
じ
て
行
わ
れ
て
、
成
功
し
て
い
る
例
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
セ
ネ
ガ
ル
の
給
水
塔
で

も
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら
行
っ
た
短
期
専
門
家
が

言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
男
性
は
お
金
に
ル
ー

ズ
な
ん
で
す
。
女
性
は
賢
い
か
ら
そ
う
い
う

ノ
ウ
ハ
ウ
を
つ
け
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
す
。

池
上
い
い
モ
デ
ル
を
作
る
、
リ
ー
ダ
ー
を

育
て
る
の
は
大
切
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
そ

こ
ま
で
は
援
助
と
し
て
可
能
で
す
が
、
そ
れ

を
全
国
に
広
め
、
そ
の
国
の
シ
ス
テ
ム
と
し

て
作
り
あ
げ
る
の
は
相
手
国
政
府
や
、
相
手

国
の
人
が
や
る
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
過
程
で
日
本
の
高
齢
化
の
経
験
と

か
、
ア
ジ
ア
の
経
験
と
か
、
文
化
圏
が
違
う

と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
て
も
、
政
策
的
な
観

点
を
伝
え
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
は
な
い
か

な
と
い
う
こ
と
を
チ
ュ
ニ
ジ
ア
に
い
る
時
に

思
い
ま
し
た
。

力
を
つ
け
る
こ
と
は
豊
か
さ
に
つ
な
が
り
ま

す
。

ｌ
日
本
の
経
験
を
伝
え
る
こ
と
は
一
つ
あ

る
し
、
そ
れ
か
ら
途
上
国
の
中
で
中
進
的
な

国
に
つ
い
て
は
、
南
南
協
力
、
三
角
協
力
を

通
じ
て
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
貧
し
い
国
に
技

術
を
伝
え
て
い
く
と
い
う
手
法
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア
は
三
角
協
力
の
援
助

国
に
な
っ
て
い
る
。

最
後
に
、
人
口
問
題
を
考
え
る
と
、
一
方

で
は
途
上
国
の
人
口
爆
発
は
ｎ
世
紀
も
続
く

わ
け
で
毎
年
７
７
０
０
万
人
ず
つ
増
え
る
、

今
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
規
模
の
国
が
毎
年
一
つ
ず

つ
生
ま
れ
て
い
く
わ
け
で
す
。
一
方
、
先
進

国
を
中
心
に
少
子
化
、
高
齢
化
で
逆
の
方
向

に
い
っ
て
い
る
。
し
か
も
高
齢
化
は
途
上
国

で
も
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
国
会
議
員

の
立
場
で
人
口
問
題
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い

く
か
が
問
題
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
特
に
人

口
議
連
を
ど
の
よ
う
に
活
性
化
し
て
い
く
か
、

皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
、
意
見
が
あ
れ
ば
お

聞
き
し
た
い
。

能
勢
日
本
の
場
合
は
少
子
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。
し
か
し
、
有
森
裕
子
さ
ん
が
言
っ
て

い
る
よ
う
に
、
政
府
が
子
ど
も
を
産
め
と
か

少
子
化
と
人
ロ
爆
発

ｌ
｜
方
ま
だ
人
口
爆
発
が
続
い
て
い
る
所

が
あ
り
ま
す
ね
。

能
勢
こ
れ
は
決
し
て
欲
し
く
て
産
ん
で
い

る
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
。
貧
し
い
か
ら
産

ま
れ
て
く
る
わ
け
で
す
よ
。
教
育
を
し
な
が

ら
、
や
っ
ぱ
り
望
ま
れ
る
子
ど
も
が
産
ま
れ

ヒ
ヒ

舎
日
ど
う
こ
う
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
き
に
、
せ

め
て
産
み
た
く
な
る
よ
う
な
環
境
整
備
を
政

府
は
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

税
制
面
で
も
産
ん
だ
ら
得
に
な
る
、
産
ん
だ

ら
楽
し
く
な
る
な
あ
と
い
う
環
境
整
備
は
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
高

齢
化
対
策
の
ほ
う
で
も
、
長
寿
を
お
祝
い
す

る
形
の
政
策
、
長
生
き
し
聞
歳
で
年
金
も
ら
っ

た
ら
そ
れ
で
お
終
い
で
は
な
く
、
そ
う
い
う

活
力
を
日
本
が
モ
デ
ル
に
な
っ
て
や
る
社
会
、

そ
う
い
う
政
策
を
や
っ
て
い
か
な
く
て
は
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
モ
デ
ル
を
他
の

国
も
見
て
く
れ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

員
結
婚
し
ろ
と

議
左
こ
れ
は

縮
も
う
個
人
の

勢
問
題
だ
か
ら
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Ｉ
女
性
聞
題
は
男
性
問
題
で
す
ね
．

能
勢
だ
か
ら
、
女
性
が
納
得
す
る
政
策
で

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
よ
。

桜
井
男
を
ち
ゃ
ん
と
教
育
し
な
い
と
だ
め
。

高
橋
こ
の
人
口
問
題
は
日
本
の
場
合
は
、

女
性
問
題
は
女
性
が
、
女
性
議
員
が
や
る
と

い
う
考
え
が
あ
る
ん
で
す
が
、
女
性
問
題
は

男
性
の
理
解
を
得
な
い
と
進
ん
で
い
か
な
い

の
で
、
男
性
に
い
か
に
理
解
さ
せ
る
か
が
問

題
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に
性
器
切
除
の
話
も

非
常
に
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
問
題
で
、
お
お
っ

ぴ
ら
に
言
い
に
く
い
話
で
男
性
の
話
題
に
出

て
こ
な
い
話
で
す
が
、
今
後
の
活
動
の
中
で

性
教
育
も
含
め
て
、
男
性
に
対
し
て
ど
う
や
つ

ｌ
途
上
国
で
は
産
み
た
く
な
い
の
に
産
ま

さ
れ
て
い
る
、
先
進
国
で
は
産
み
た
い
の
に

産
め
な
い
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
女
性
で
す
。

女
性
が
鍵
を
に
ぎ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、

政
党
人
、
国
会
議
員
も
よ
く
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
ね
。

桜
井
対
象
は
女
性
だ
け
れ
ど
、
男
が
一
番

悪
い
原
因
を
つ
く
っ
て
い
る
。

る
体
制
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ｌ
本
日
は
長
い
時
間
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

て
理
解
さ
せ
る
か
が
課
題
じ
ゃ
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

長
浜
そ
れ
は
あ
り
ま
す
よ
ね
。
帰
っ
て
か

ら
仲
間
内
（
そ
う
い
え
ば
み
ん
な
男
だ
っ
た
）

で
こ
の
問
題
を
し
ゃ
べ
っ
た
ら
な
ん
か
通
じ

な
か
っ
た
か
ら
ね
。
日
本
は
ま
だ
男
の
や
る

分
野
、
女
が
わ
か
る
世
界
な
ど
と
い
っ
た
、

男
女
共
同
参
画
社
会
な
ん
だ
け
れ
ど
も
あ
る

種
の
壁
が
存
在
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

高
橋
参
議
院
に
も
共
生
社
会
調
査
会
と
い

う
の
が
あ
る
の
で
す
が
、
こ
の
中
で
も
ど
う

し
て
も
女
性
が
非
常
に
多
い
ん
で
す
。
女
性

が
多
い
こ
と
は
よ
い
の
で
す
が
、
男
性
は
非

常
に
入
り
づ
ら
い
。
そ
の
中
で
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
話
が
出
る
が
、
男
は
も

う
い
い
の
よ
、
っ
て
感
じ
な
の
で
す
。
こ
れ

は
議
員
に
限
ら
ず
、
特
に
い
ろ
い
ろ
な
活
動

を
さ
れ
て
い
る
女
性
の
方
々
、
そ
れ
ぞ
れ
立

派
な
ん
で
す
が
、
ど
う
も
そ
の
傾
向
が
強
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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鯉
・
鱗

Ｐ
）
の
そ
の
後
の
活
動
や
開
発
途
上
国
の
状

口隷一口肛■口艤刑剛雌燗舞溌Ⅳ川洲舳軸ｉ側翔

口鰄■》・縞ミャンマー（ヤンゴン）へ行った．そ
れ
は
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
や
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ａ

の
フ
ィ
ー
ル
ド
活
動
を
見
学
し
、
今
後
の
人

口蝋■■緬
口
開
発
分
野
の
協
力
、
援
助
を
よ
り
効
果
的

な
も
の
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。

エ
リ
■
制
｛

ま
た
現
地
政
府
要
人
を
表
敬
し
、
人
口
開
発

に
関
し
て
意
見
交
換
し
、
交
流
を
深
め
た
こ

う
■
■

と
で
あ
っ
た
。

〆
ア
・
一
口

翌
１
９
９
９
年
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー

グ
で
開
催
さ
れ
た
「
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
評

字
て
と
に
用
一
現
由
県
女

蕊
議
綱
懸
辮

莉
睦
業
轆
鱸
雛
敏
鐵
辨
雍
菫
た
め
の
国
連
総
会
文
書
に
も
明
確

蕊
騨
挑
溌

力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
目
の
当
り
に
見
る

こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
よ
う
な
経
験
で
そ
の

後
の
状
況
に
強
く
関
心
を
持
ち
再
び
メ
ン
バ
ー

に
入
れ
て
い
た
だ
き
、
そ
し
て
こ
の
度
２
回

目
の
派
遣
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

今
回
の
視
察
は
２
０
０
２
年
の
東
部
ア
フ

リ
カ
、
２
０
０
３
年
の
南
部
ア
フ
リ
カ
に
引

き
続
い
て
の
北
西
部
ア
フ
リ
カ
へ
の
派
遣
事

業
と
の
こ
と
で
、
カ
メ
ル
ー
ン
、
セ
ネ
ガ
ル
、

チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
３
ヵ
国
の
視
察
の
旅
（
８
／

６
～
１
６
）
と
な
っ
た
。

桜
井
新
氏
を
団
長
に
、
長
浜
博
行
、
高
橋

千
秋
、
能
勢
和
子
と
元
気
溌
刺
（
？
）
の
４

人
の
国
会
議
員
と
事
務
局
、
総
勢
７
人
共
々
、

国
際
人
口
問
題
に
大
変
関
心
の
あ
る
、
ま
た

行
動
派
の
メ
ン
バ
ー
で
８
月
６
日
夜
９
時
５

５
分
成
田
を
発
っ
た
。

こ
の
旅
は
酷
暑
に
加
え
ｕ
日
間
の
視
察
期

間
中
、
機
内
泊
が
４
日
と
い
う
強
行
軍
の
日

程
で
あ
っ
た
が
、
誰
一
人
脱
落
者
も
な
く
実

に
有
意
義
な
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
視
察
の
日
々

で
あ
っ
た
。

今
回
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
人
口
、
Ｈ

Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ

ル
ス
、
安
全
な
飲
料
水
等
の
視
察
と
そ
れ
を

踏
ま
え
て
今
後
の
取
り
組
み
を
検
討
す
る
こ

と
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
視
察
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
社

会
、
経
済
の
状
況
、
人
口
の
開
発
の
現
況
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ヘ
ル
ス
の
状
況
、
さ
ら
に
は
我
が
国
や
Ｕ
Ｎ

Ｆ
Ｐ
Ａ
が
援
助
で
行
っ
て
い
る
人
口
開
発
、

保
健
衛
生
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
状
況
、

ま
た
現
地
の
議
員
が
取
り
組
ん
で
い
る
人
口

問
題
の
状
況
を
視
察
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
等
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
。

盛
り
沢
山
の
テ
ー
マ
を
杓
←
え
過
密
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
あ
っ
た
が
、
現
地
で
の
受
け
入
れ
協
力
、

ご
支
援
の
お
陰
で
目
的
が
達
成
で
き
た
と
考

え
て
い
る
。
こ
こ
に
ご
協
力
ご
支
援
下
さ
っ

た
、
在
カ
メ
ル
ー
ン
、
在
セ
ネ
ガ
ル
、
在
チ
ュ

ニ
ジ
ア
各
日
本
大
使
館
、
国
連
人
口
基
金
、

人
口
開
発
に
関
す
る
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ
議

員
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
人
口
・
開
発
議
員
グ
ル
ー

プ
の
皆
様
に
紙
面
を
借
り
て
心
よ
り
厚
く
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

以
下
、
私
の
見
て
き
た
ア
フ
リ
カ
３
ヵ
国

の
中
で
、
保
健
・
医
療
に
関
す
る
こ
と
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。
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８
月
６
日
、
成
田
を
飛
び
立
っ
て
か
ら
釦

時
間
後
、
や
っ
と
カ
メ
ル
ー
ン
の
首
都
ヤ
ウ

ン
デ
に
到
着
。
サ
ッ
カ
ー
で
す
っ
か
り
日
本

人
と
馴
染
み
に
な
っ
た
カ
メ
ル
ー
ン
で
あ
る

が
、
開
発
途
上
国
の
課
題
が
い
た
る
所
で
感

じ
ら
れ
る
。

最
初
に
訪
問
し
た
と
こ
ろ
は
エ
セ
ガ
と
い

う
町
に
あ
る
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
サ
イ
ト
で
あ
っ

た
。
ア
フ
リ
カ
な
ら
で
は
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

な
踊
り
で
歓
迎
、
私
も
そ
の
仲
間
に
入
り
、

負
け
ず
に
踊
り
、
共
に
笑
顔
の
交
換
。
続
い

て
念
入
り
な
式
典
で
日
本
の
援
助
に
対
し
感

謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

そ
こ
は
日
本
で
い
う
保
健
所
で
も
あ
り
、

病
院
の
機
能
も
兼
ね
備
え
て
い
る
と
の
こ
と
。

し
か
し
、
そ
の
設
備
等
は
何
も
な
い
。
た
だ

エ
イ
ズ
感
染
予
防
対
策
に
つ
い
て
は
具
体
的

に
指
導
す
る
体
制
で
あ
っ
た
。

続
い
て
ア
ワ
エ
と
い
う
小
さ
な
村
へ
入
っ

た
が
、
そ
こ
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
よ
っ
て
掘
ら
れ
た

井
戸
が
あ
り
、
地
域
の
住
民
に
ど
れ
だ
け
喜

ば
れ
て
い
る
か
と
い
う
状
況
を
見
さ
せ
て
も

ら
う
。

各
国
の
現
況

日
本
人
に
と
っ
て
〃
生
水
は
厳
禁
〃
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
の
酋
長
が
汲
み

上
げ
た
井
戸
水
を
桜
井
団
長
は
酋
長
と
と
も

に
飲
む
こ
と
と
な
る
。
「
同
じ
水
を
同
じ
コ
ッ

プ
で
飲
む
」
こ
と
は
「
私
た
ち
は
兄
弟
だ
」

と
い
う
し
る
し
と
か
で
、
と
も
に
喜
ぶ
。
す

ご
い
こ
と
だ
と
感
動
し
、
桜
井
団
長
は
医
学

や
生
理
学
の
域
を
越
え
て
カ
メ
ル
ー
ン
の
村

民
と
強
い
信
頼
関
係
を
築
い
た
。
こ
れ
は
き
っ

と
神
様
が
守
っ
て
く
れ
る
と
思
う
と
同
時
に

周
囲
の
者
は
心
配
し
た
。
大
使
館
の
医
務
官

が
す
ぐ
薬
を
準
備
し
て
く
れ
て
こ
と
な
き
を

得
、
ホ
ッ
と
し
た
次
第
で
あ
る
。

カ
メ
ル
ー
ン
を
後
に
し
、
８
時
間
釦
分
か

け
て
再
び
パ
リ
へ
帰
り
、
続
い
て
次
の
視
察

地
セ
ネ
ガ
ル
（
ダ
カ
ー
ル
）
へ
向
う
。
保
健

大
臣
と
の
会
談
後
、
国
際
人
口
懇
の
議
員
と

意
見
交
換
を
行
っ
た
が
、
そ
こ
で
は
女
性
性

器
切
除
の
テ
ー
マ
が
中
心
と
な
っ
た
。
信
じ

ら
れ
な
い
よ
う
な
本
当
の
話
。
ｎ
世
紀
の
今
、

ア
フ
リ
カ
部
族
の
中
で
は
未
だ
に
隠
然
と
し

て
行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
こ
の
問
題
こ

そ
女
性
の
人
権
に
関
わ
る
重
大
な
問
題
で
あ

る
。ダ
カ
ー
ル
市
内
で
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
サ
イ
ト
、

人
口
教
育
研
究
グ
ル
ー
プ
を
訪
問
す
る
。
古

い
パ
ソ
コ
ン
も
備
え
て
い
て
パ
ソ
コ
ン
実
務

な
ど
も
指
導
し
て
い
た
が
、
基
本
は
性
教
育

や
避
妊
、
エ
イ
ズ
感
染
予
防
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

い
ず
れ
も
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
状
況

で
は
あ
っ
た
が
、
町
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
で
考

え
れ
ば
先
進
事
業
と
も
い
え
る
。

続
い
て
同
じ
く
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
サ
イ
ト
青
年

の
助
言
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
た
。
こ
こ
で
は
、

空
手
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
を
教
え
な
が
ら
、
｜

方
医
療
の
役
割
も
担
っ
て
い
て
エ
イ
ズ
検
査

も
行
え
る
と
の
こ
と
。
こ
こ
で
も
個
人
の
情

報
の
守
秘
義
務
に
は
心
を
配
っ
て
い
た
。

セ
ネ
ガ
ル
で
特
記
す
べ
き
こ
と
は
、
タ
イ

バ
ン
ジ
ャ
イ
村
の
給
水
塔
サ
イ
ト
の
こ
と
と

診
療
所
の
こ
と
で
あ
る
。
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
無
償
援
助
で
で
き
た
給
水
塔
で

あ
る
が
、
そ
の
運
営
も
う
ま
く
管
理
体
制
も

き
ち
ん
と
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
こ
こ
で

も
大
変
日
本
に
対
し
感
謝
し
、
セ
ネ
ガ
ル
と

日
本
の
国
旗
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
式

典
会
場
周
辺
は
妬
℃
を
は
る
か
に
超
え
る
猛

暑
の
上
、
大
き
な
毛
虫
が
い
て
、
と
て
も
じ
っ

と
し
て
い
ら
れ
な
い
環
境
で
あ
る
が
協
力
隊
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アフリカ議員派遣事業に参加して

負
は
し
っ
か
り
頑
張
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

隊
員
の
一
人
は
、
す
で
に
４
回
も
マ
ラ
リ
ア

に
罹
り
つ
つ
（
早
期
治
療
で
完
治
し
て
い
る
が
）

も
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
責
務
を
果
た

す
べ
く
真
剣
に
働
い
て
い
た
。
そ
の
意
気
込

み
に
日
本
人
の
魂
を
見
る
思
い
で
あ
っ
た
。

次
に
そ
の
村
の
診
療
所
へ
う
か
が
っ
た
。

そ
こ
で
は
協
力
隊
員
の
笹
山
ナ
ー
ス
が
頑
張
っ

て
い
た
。
彼
女
は
国
際
的
視
点
に
立
ち
、
ナ
ー

ス
と
し
て
海
外
協
力
隊
員
に
応
募
し
、
こ
の

セ
ネ
ガ
ル
で
正
に
型
時
間
全
身
全
霊
で
医
療

全
般
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
有
資
格
ス
タ
ッ

フ
は
現
地
の
男
性
看
護
師
と
彼
女
だ
け
で
、

他
は
協
力
し
て
く
れ
る
住
民
。
結
核
、
マ
ラ

リ
ア
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
等
の
感
染
症
の
治

療
や
エ
イ
ズ
予
防
教
育
、
乳
幼
児
医
療
か
ら

分
娩
ま
で
。
医
師
は
い
な
い
か
ら
医
療
全
般

を
２
人
の
ナ
ー
ス
で
こ
な
し
て
い
る
が
、
彼

女
の
顔
は
輝
い
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
の
彼
女
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
等
の
資
金

援
助
が
末
端
ま
で
届
い
て
い
な
い
こ
と
を
嘆

い
て
涙
な
が
ら
に
訴
え
て
い
た
。
貧
困
の
苦

し
さ
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
し

て
お
金
を
与
え
る
だ
け
で
は
自
立
の
精
神
や

努
力
す
る
心
が
育
た
な
い
こ
と
に
も
気
付
い

こ
の
度
、
北
西
部
ア
フ
リ
カ
視
察
を
通
し
、

改
め
て
こ
の
地
球
上
の
同
じ
人
間
が
こ
ん
な

に
も
富
と
豊
か
な
繁
栄
を
得
て
い
る
一
方
、

極
度
の
貧
困
と
飢
餓
に
見
鋒
わ
れ
劣
悪
な
環

境
の
中
で
生
き
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
。

豊
か
な
国
に
住
ん
で
い
る
人
々
は
、
当
然
の

ご
と
く
享
受
し
て
い
る
教
育
や
安
全
な
飲
料

水
、
医
療
、
即
ち
人
間
ら
し
い
生
活
が
保
障

さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
貧
困
は
感
染
症
の
蔓
延
、
人
々

て
い
た
・
加
え
て
政
治
・
行
政
シ
ス
テ
ム
の

改
善
を
し
な
け
れ
ば
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。

力
を
貸
し
て
ほ
し
い
と
我
々
に
訴
え
た
。

最
後
に
訪
れ
た
国
は
チ
ュ
ニ
ジ
ア
（
チ
ュ

ニ
ス
）
で
あ
っ
た
。
地
中
海
に
面
す
る
国
で
、

ア
フ
リ
カ
と
い
う
よ
り
ア
ラ
ブ
と
い
っ
た
感

じ
の
す
る
と
て
も
美
し
い
国
に
見
え
た
。
私

た
ち
は
、
国
家
家
族
人
口
公
団
（
Ｏ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
）

の
ピ
ゼ
ル
テ
・
ユ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
訪
問

し
た
が
、
こ
こ
で
も
エ
イ
ズ
を
含
め
感
染
症

対
策
や
青
年
の
性
教
育
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

に
取
り
組
ん
で
い
た
。

総
括

を
差
別
し
暴
力
的
行
為
で
女
性
や
少
女
を
痛

め
つ
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
こ
と
も
実
感
し

て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
も
日
本
政

府
に
対
し
拠
出
を
促
進
し
て
き
た
と
こ
ろ
だ

が
、
そ
の
拠
出
金
が
必
ず
し
も
真
に
貧
し
い
と

こ
ろ
へ
流
れ
て
い
な
い
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。

一
方
、
私
も
メ
ン
バ
ー
と
し
て
こ
う
し
た

重
要
な
人
口
問
題
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

ま
た
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
や
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ

の
活
動
が
国
民
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
を

反
省
す
る
。
地
球
規
模
的
問
題
の
重
要
性
を

有
権
者
に
伝
え
る
努
力
に
欠
け
て
い
た
と
思

う
。
併
せ
て
開
発
途
上
国
に
対
す
る
Ｏ
Ｄ
Ａ

は
国
民
の
税
金
で
あ
り
そ
の
使
途
、
有
効
性

や
問
題
点
に
つ
い
て
再
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
。

笹
山
隊
員
が
い
み
じ
く
も
教
え
て
く
れ
た
、

資
金
援
助
だ
け
で
は
自
ら
立
ち
上
が
ろ
う
と

す
る
心
や
活
力
が
育
た
な
い
こ
と
。
日
本
人

が
あ
の
敗
戦
か
ら
立
ち
上
が
り
、
今
日
世
界

有
数
の
大
国
に
ま
で
成
長
さ
せ
た
あ
の
暹
し

い
精
神
こ
そ
、
今
ア
フ
リ
カ
の
皆
様
に
と
っ

て
必
要
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
思
い
を

強
く
し
た
。

6１



劇
総
席
蘇
騨
瞬
嘩
聡
輝
縢
騨
牌
鰄
瞬
鰯
鰯
織
辮
淋
騨
脱
隣
峠
峰
縢
肘
鰯
瞳
鮒
鰡
剰
灘
謝
謝
認
翻
鰔
鯰
鏑
溌
溌
蕊
群
翠
蕊
隷
辨
懸
灘
鰯
巍
辮
巍
蕊
灘
慈
誘
聰
轍
討
迩
汽
郭
隷
灘
難
懸
翔
譲
”
識
鰔
鍼
叫
鐵
羅
蕊
霊
窪
詫
涕
淋
咋
匡
駄
舞
『
騨
一
》
Ｅ
：
尹
一
蕊
郡
識
蕊
勢
：
》
一
蕊
甥

ｆ
昨
如
才
ｒ
ハ
ワ
』
二
Ｊ
図
乢
印
。
且
，
Ｉ
・
今
可
：
ｒ
・
卦
‐
ｉ
’
○
ｉ
○
一
屯
‐
〃
‐
償
■
■
‐
ロ
．
Ｌ
ｆ
ｊ
ｆ
印
加
部
迅
喀
ｒ
ｊ
勺
』
叩
＆
Ｆ
１
仲
⑩
ｌ
９
６
ｉ
Ａ
弔
皀
Ｏ
Ｄ
Ｉ
Ｇ
雅
○
イ
，
ジ
ン
６
１
ぷ
Ｅ
２
Ｆ
ｉ
Ｕ
Ⅱ
０
Ⅱ
。
Ⅲ
：
・
６
４
１
』
ぬ
０
■
，
■
ロ
ー
口
押
‐
‐
６
１
５
●
Ｂ
ｐ
ｐ
８
研
ｐ
心
ｏ
ｆ
汀
心
心
０
：
‐
ｏ
噂
－
．
，
，
，
１
Ｐ
Ⅱ
お
‐
１
滞
‐
‐
Ｊ
１
時
，
七
・
斗
●
ｊ
Ｌ
←
。
１
㎡
向
１
町
ｌ
Ｃ
ｒ
１
‐
…
Ｉ
→
エ
ー
’
‐
ひ
守
引
印
。
』
官
１
町
０
歩
．
Ｆ
Ⅷ
‐
一
一
一
：
１

○
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
概
況

７
０
０
０
の
島
々
か
ら
な
る
フ
ィ
リ
ピ
ン

は
地
形
的
に
は
最
大
の
島
、
ル
ソ
ン
島
を
中

心
と
す
る
ル
ソ
ン
、
観
光
地
で
有
名
な
セ
ブ

島
や
ボ
ラ
カ
イ
島
及
び
パ
ラ
ワ
ン
島
を
中
心

と
す
る
ビ
サ
ヤ
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
や
ス
ル
ー

国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
は
、
多
く
の
曰
本
の
専

門
家
を
各
地
に
送
り
、
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
を
使
っ

て
技
術
協
力
を
行
っ
て
い
る
。
専
門
家
は
曰
本
に
お
け
る

自
分
の
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
、
各
地
の
風
土
や
生
活
、

慣
習
に
見
合
っ
た
か
た
ち
で
人
々
の
暮
ら
し
の
改
善
に
役

立
つ
よ
う
に
汗
を
流
し
て
い
る
。
そ
ん
な
中
で
今
回
は
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
で
活
動
中
の
阿
部
英
樹
氏
と
、
西

ア
フ
リ
カ
の
セ
ネ
ガ
ル
で
女
性
の
自
立
を
促
す
活
動
を
支

多
民
族
国
家
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
人
□
問
題
と
貧
困

ｌ
ム
ス
リ
ム
ミ
ン
ダ
ナ
オ
を
例
に
Ｉ

・
現
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ム
ス
リ
ム
ミ
ン
ダ
ナ
オ
自
治

区
政
府
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
Ｊ
‐
Ｃ
Ａ
専
門
家
阿
部
英
樹

・
前
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事

諸
島
か
ら
成
る
ミ
ン
ダ
ナ
オ
地
域
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
面
積
は
約
釦
万
平
カ
キ
ロ
、

人
口
は
２
０
０
０
年
５
月
の
国
勢
調
査
で
７

６
５
０
万
人
、
政
治
体
制
は
大
統
領
を
元
首

と
す
る
立
憲
共
和
国
。
国
会
は
上
下
両
院
の

二
院
制
で
、
任
期
６
年
の
上
院
議
員
型
名
、

任
期
３
年
の
下
院
議
員
２
５
０
名
（
小
選
挙

援
し
て
い
る
折
田
岩
美
氏
に
現
場
報
告
を
寄
せ
て
も
ら
っ

た
。ま
た
わ
が
国
で
は
少
子
高
齢
化
が
大
き
な
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
方
自

治
体
の
実
態
に
つ
い
て
岩
淵
勝
好
氏
に
最
近
の
研
究
結
果

に
つ
い
て
報
告
し
て
も
ら
っ
た
。

区
２
０
０
名
・
比
例
代
表
別
名
）
か
ら
成
っ

て
い
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
は
幾
つ
か
の
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
最
た
る
も
の
が
、
言
語
で
す
。

わ
が
国
で
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、
ど
の

地
域
で
も
日
本
語
が
通
じ
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
地
域
、
地
方
、
島

ご
と
に
異
な
る
言
語
が
あ
り
ま
す
。
最
大
の

言
語
が
タ
ガ
ロ
グ
語
で
約
２
１
５
０
万
人
、

続
い
て
、
セ
ブ
ア
ノ
語
（
１
０
０
０
万
人
）
、

イ
ロ
カ
ノ
語
（
７
０
０
万
人
）
、
ビ
サ
ヤ
・
ビ

ー
ー
サ
ヤ
語
（
６
０
０
万
人
）
、
ヒ
リ
ガ
イ
ノ
ン
・

イ
ロ
ン
ゴ
語
（
６
０
０
万
人
）
、
ビ
コ
ー
ル
語 』。｜｜、祖・｛

漣号６－;.(T了:ﾃﾞｰ．
とX,,1-...Ａ

一邸〈．」Ｐ
Ｐ
Ｊ

.．--ﾆﾆ匡迂

ｆＫ露上記１
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liii 鱗 （
４
６
０
万
人
）
、
ワ
ラ
イ
語
（
２
６
０
万
人
）

が
あ
り
中
部
ル
ソ
ン
で
は
カ
パ
ン
バ
ン
ガ
語

な
ど
も
か
な
り
日
常
的
に
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
こ
の
こ
と
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
に

は
依
然
と
し
て
多
く
の
民
族
が
存
在
し
て
い

る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

ま
た
、
一
説
に
よ
る
と
１
０
Ｏ
近
い
民
族

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
中
国
系
、

ア
メ
リ
カ
系
、
ス
ペ
イ
ン
系
、
メ
キ
シ
コ
系

が
加
わ
り
、
我
々
に
は
想
像
で
き
な
い
多
民

族
社
会
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
き
ま
す
。
ミ
ン

ダ
ナ
オ
に
居
住
す
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
も
そ
の

使
用
言
語
に
よ
っ
て
マ
ギ
ン
ダ
ナ
オ
族
、
マ

ラ
ナ
オ
族
、
タ
ウ
ス
グ
族
、
イ
ラ
ヌ
ン
族
、

サ
マ
族
、
サ
ン
ギ
ル
族
、
カ
ア
ガ
ン
族
、
コ

リ
ブ
ガ
ン
族
、
パ
ラ
ワ
ン
族
、
モ
ル
ボ
グ
族

霧
王
す
。
こ
れ
に
中
国
系
、

日
本
で
も
最
近
、
考
古
学
、
海
洋
考
古
学
、

イ
ン
系
、
メ
キ
シ
コ
系
生
物
分
子
学
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
発
達
に
よ
り

峰
想
像
で
き
な
い
多
民
日
本
民
族
の
由
来
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

限
っ
て
き
ま
す
。
ミ
ン
以
下
は
小
田
静
夫
氏
監
修
の
「
日
本
人
の
源

イ
ス
ラ
ム
教
徒
も
そ
の
流
」
に
よ
り
ま
す
が
。

マ
ギ
ン
ダ
ナ
オ
族
、
マ

ｎ
万
年
前
に
ア
フ
リ
カ
で
誕
生
し
た
現
代

〆
族
、
イ
ラ
ヌ
ン
族
、

人
の
祖
先
、
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
（
新
人
）

畦
カ
ア
ガ
ン
族
、
．
の
一
部
が
ア
フ
リ
カ
を
離
れ
た
の
は
６
万
年

ソ
ン
族
、
モ
ル
ボ
グ
族
前
（
ア
フ
リ
カ
に
留
ま
っ
た
集
団
は
「
ネ
グ

ロ
イ
ド
」
）
。
最
初
に
到
達

学
部
業
際
平
協
事
扣
月
年
ダ

し
た
の
が
〈
丁
の
中
近
東
。

法
務
事
国
、
金
力
年
加
相
ン
－

院
総
力
長
資
協
扣
年
成
ミ
ザ

そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
が
二

劃
嶢
団
蠅
弱
赫
繩
醗
鰔
椰
平
処
吋

娠
青
業
国
年
事
団
、
平
託
ス
ド

分
化
、
西
に
移
動
し
、
ヨ
ー

。
、
事
２
国
業
月
長
、
嘱
ム
ァ

ベ
れ
力
月
成
衆
事
４
部
事
勤
国
、
ノ

ロ
ッ
パ
に
住
み
着
い
た
の

あ
ま
協
４
平
合
力
年
務
理
常
和
州

櫛
畦
率
解
長
嶮
辮
卸
權
麺
酵
狭
卵

が
白
人
の
祖
先
「
コ
ー
カ

英
師
月
噸
率
”
国
泙
認
秤
轌
に
”

ソ
イ
ド
」
、
東
に
渡
っ
た
の

部
郭
篭
長
誕
麺
旧
鑛
魑
辮
鋤
刀
窪

が
「
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
」
の

可
而
業
印
課
画
事
年
査
無
国
際
自

酬
噸
懇
獅
醗
嘩
鋤
輝
癩
麺
月
国
頭
材

祖
先
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
ど
に
分
か
れ
ま
す
。
州
境
を
示
す
道
路
標

識
が
普
段
見
慣
れ
た
タ
ガ
ロ
グ
語
と
は
違
っ

た
表
示
に
な
る
こ
と
で
そ
の
現
実
を
認
識
す

る
機
会
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
こ
の
人
た
ち
が
何
処
か
ら
来
た

か
に
迫
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
の
祖
先
は
５
万
年
前
に
イ
ン

ド
シ
ナ
半
島
に
到
達
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
の
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
は
現
在
の
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
一
部
と
陸
続
き
で
、

「
ス
ン
ダ
ラ
ン
ド
」
と
称
さ
れ
ま
す
。
当
時
の

地
球
は
「
ヴ
ェ
ル
ム
氷
期
」
の
た
め
ス
ン
ダ

ラ
ン
ド
の
海
岸
線
は
現
在
よ
り
は
る
か
に
低

く
、
半
島
と
い
う
よ
り
も
小
大
陸
の
様
相
を

示
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
温
暖
化
の
た

め
こ
の
陸
地
の
か
な
り
の
部
分
が
沈
み
、
現

在
の
よ
う
な
地
形
が
残
さ
れ
ま
し
た
。
当
時

の
大
陸
は
気
候
的
に
も
恵
ま
れ
て
い
て
食
糧

に
も
不
自
由
し
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
陸

地
の
減
少
、
埋
没
の
た
め
現
代
人
の
祖
先
は

さ
ら
に
南
北
に
移
動
し
ま
し
た
。

ス
ン
ダ
ラ
ン
ド
を
離
れ
、
南
へ
進
ん
だ
グ

ル
ー
プ
が
到
着
し
た
の
は
こ
れ
も
ほ
ぼ
陸
続

き
で
あ
っ
た
「
サ
フ
ー
ル
ラ
ン
ド
」
。
現
在
の

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
タ
ス
マ
ニ
ア
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
で
す
。
北
の
グ
ル
ー
プ
の
移
動

先
が
中
国
、
日
本
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
時
期
は
約
４
万
年
か
ら
３
万
年
前

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
や
体
内
で
作
ら

れ
る
た
ん
ぱ
く
質
を
調
べ
る
分
子
生
物
学
に

よ
る
鑑
定
に
よ
り
約
３
万
年
前
の
古
代
日
本
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人
の
存
在
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
そ
う
で

す
。
鑑
定
結
果
に
よ
る
と
古
代
日
本
人
と
ス

ン
ダ
ラ
ン
ド
の
祖
先
に
は
幾
つ
か
の
共
通
点

が
見
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
に
到
達
し
た
グ
ル
ー
プ
は
そ
の
後
、

各
地
に
散
ら
ば
り
、
縄
文
人
の
祖
先
に
な
り

アメリカ政府（USA|Ｄ）が支援する自治政府の職員研修で講師を勤める筆者

ま
し
た
。
２
万
６
千
年
前
の
も
の
と
さ
れ
る

沖
縄
県
宮
古
島
の
ピ
ン
ザ
ア
ブ
洞
人
や
具
志

頭
村
の
湊
川
人
の
化
石
人
骨
あ
る
い
は
１
万

４
千
年
前
の
も
の
と
さ
れ
る
静
岡
県
浜
北
市

か
ら
発
見
さ
れ
た
化
石
人
骨
が
初
期
の
縄
文

人
と
の
類
似
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
日
本
人
の
祖
先
は
場
合
に
よ
っ
て

は
ス
ン
ダ
ラ
ン
ド
で
と
も
に
暮
ら
し
た
フ
ィ

リ
ッ
ピ
ン
人
の
祖
先
と
同
じ
か
も
。
わ
が
国

で
は
祖
先
と
し
て
の
縄
文
人
は
数
少
な
い
化

石
人
骨
以
外
は
す
べ
て
歴
史
上
の
存
在
で
す

が
、
こ
こ
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
人
類
の
祖
先
と

し
て
の
民
族
の
末
滞
が
依
然
と
し
て
現
在
も

生
活
し
て
い
る
の
で
す
。
残
念
な
が
ら
こ
の

国
の
考
古
学
は
そ
の
気
候
の
せ
い
も
あ
り
物

的
証
拠
が
少
な
い
た
め
古
代
の
歴
史
に
遡
る

こ
と
が
難
し
い
の
で
す
が
、
少
数
民
族
を
調

査
し
て
い
る
日
本
の
研
究
者
の
中
に
は
Ｄ
Ｎ

Ａ
鑑
定
な
ど
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
は
３
万
年

前
の
ス
ン
ダ
ラ
ン
ド
人
、
も
し
く
は
縄
文
人

の
祖
先
と
同
じ
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
が
生
存

し
た
と
報
告
し
て
い
る
方
が
お
ら
れ
ま
す
。

わ
が
国
に
お
い
て
は
民
族
と
い
う
用
語
は
一

部
を
除
い
て
死
語
に
近
い
存
在
で
す
が
、
こ

こ
で
は
依
然
と
し
て
政
治
的
、
経
済
的
、
文

化
的
、
宗
教
的
存
在
で
す
。
ス
ン
ダ
ラ
ン
ド

の
一
部
で
あ
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
い
た
現
代

人
の
祖
先
と
３
万
年
前
に
ス
ン
ダ
ラ
ン
ド
を

離
れ
て
現
在
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
到
着
し
た
グ

ル
ー
プ
は
今
日
、
「
ネ
グ
リ
ッ
ト
」
と
総
称
さ

れ
て
い
ま
す
（
な
お
、
ネ
グ
リ
ッ
ト
は
非
モ

ン
ゴ
ロ
イ
ド
の
た
め
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
の
到
達

以
前
か
ら
住
む
「
旧
人
」
の
未
喬
で
あ
る
と

い
う
説
も
あ
り
ま
す
）
。
ネ
グ
リ
ッ
ト
は
ア
グ

タ
、
ア
イ
タ
、
ア
ッ
タ
、
ア
ブ
ル
ル
ン
、
ア

テ
ィ
ア
、
バ
タ
ッ
ク
、
マ
マ
ン
ワ
、
ア
ダ
の

８
部
族
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
グ
タ
は

さ
ら
に
肥
の
小
部
族
に
分
か
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。
現
在
、
彼
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
ル
ソ
ン

島
、
パ
ナ
イ
島
、
ネ
グ
ロ
ス
島
、
パ
ラ
ワ
ン

島
、
レ
イ
テ
島
、
パ
ノ
ア
ン
島
、
ミ
ン
ダ
ナ

オ
島
、
セ
ブ
島
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
人
口

は
約
１
万
５
０
０
０
人
か
ら
２
万
人
と
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
海
岸
沿
い
に
定
住
し
て
い

た
ネ
グ
リ
ッ
ト
は
大
陸
方
面
か
ら
新
た
に
移

住
し
て
き
た
原
始
マ
レ
ー
族
（
１
万
年
前
）
、

古
マ
レ
ー
族
（
３
５
０
０
万
年
前
）
、
新
マ
レ
ー

族
（
２
５
０
０
万
年
前
）
に
分
類
さ
れ
て
い

る
マ
レ
ー
系
の
人
々
に
よ
り
山
岳
地
域
へ
と

追
い
詰
め
ら
れ
少
数
民
族
化
し
ま
し
た
。
こ
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民
族
問
題
と
は
別
に
こ
の
国
の
課
題
の
一

つ
に
宗
教
問
題
が
あ
り
ま
す
。
国
民
の
大
多

数
は
カ
ト
リ
ッ
ク
で
す
が
ミ
ン
ダ
ナ
オ
地
域

を
中
心
に
約
４
０
０
万
人
に
及
ぶ
イ
ス
ラ
ム

教
徒
が
生
活
し
て
い
ま
す
。

宗
教
に
関
し
て
い
え
ば
マ
ゼ
ラ
ン
に
よ
る

う
し
た
移
動
が
繰
り
返
さ
れ
た
結
果
、
｜
時

は
一
大
勢
力
で
あ
っ
た
古
マ
レ
ー
の
イ
フ
ガ

オ
族
、
ボ
ン
ト
ッ
ク
族
も
今
や
少
数
民
族
化

し
、
新
マ
レ
ー
の
タ
ガ
ロ
グ
、
イ
ロ
カ
ノ
、

ピ
コ
ー
ル
、
パ
ン
パ
ン
ガ
、
パ
ン
ガ
シ
ナ
ン
、

パ
ラ
ナ
ン
、
ワ
ラ
イ
、
セ
ブ
ア
ノ
、
マ
マ
ョ

族
が
人
口
の
大
半
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
新
マ
レ
ー
が
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
に
移
動

し
た
の
は
日
本
で
い
う
と
弥
生
時
代
に
相
当

し
ま
す
。

こ
う
し
て
み
ま
す
と
同
時
期
に
大
陸
・
中

国
・
朝
鮮
半
島
、
マ
レ
ー
半
島
か
ら
人
口
移

動
が
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
し
ょ
う
。
歴
史

の
偶
然
な
の
か
、
自
然
が
も
た
ら
し
た
の
か
。

想
像
が
弾
み
ま
す
。

ｏ
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る

人
ロ
問
題

前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
に
お
け
る
人
口
問
題
は
こ
う
し
た
歴
史

と
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

去
る
５
月
に
行
わ
れ
た
大
統
領
選
挙
の
隠
れ

た
争
点
が
人
口
問
題
で
す
。
何
故
な
ら
ば
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
年
平
均
の
人
口
増
加
率
は
他
の
ア

ジ
ア
諸
国
が
押
し
な
べ
て
横
ば
い
、
減
少
傾

向
に
あ
る
の
に
対
し
て
唯
一
、
増
加
傾
向
に

サ
マ
ー
ル
島
上
陸
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
布
教
を

思
い
起
こ
し
ま
す
が
、
マ
ゼ
ラ
ン
の
上
陸
が

１
５
２
１
年
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
１
４
５

０
年
に
は
ス
ル
ー
諸
島
で
は
イ
ス
ラ
ム
王
国

（
ス
ル
タ
ン
）
が
成
立
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

、
世
紀
ご
ろ
と
い
わ
れ
る
ア
ラ
ブ
商
人
の
来

訪
と
と
も
に
広
ま
っ
た
イ
ス
ラ
ム
教
は
こ
の

国
で
は
最
古
の
確
立
し
た
宗
教
な
の
で
す
。

マ
ゼ
ラ
ン
を
引
き
継
い
だ
ス
ペ
イ
ン
の
レ
ガ

ス
ピ
艦
隊
が
サ
マ
ー
ル
島
、
セ
ブ
島
、
パ
ナ

イ
島
を
征
服
し
、
１
５
７
１
年
に
ル
ソ
ン
島

の
マ
ニ
ラ
を
占
拠
し
た
と
き
の
統
治
者
は
ム

ス
リ
ム
の
ラ
ジ
ャ
・
ソ
リ
マ
ン
王
で
し
た
。

ミ
ン
ダ
ナ
オ
に
上
陸
し
た
イ
ス
ラ
ム
教
が
ま

た
た
た
く
間
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
全
土
に
広
ま
っ

て
い
た
こ
と
を
覗
わ
せ
ま
す
。

あ
り
ま
す
。
１
９
９
５
年
と
２
０
０
０
年
に

実
施
し
た
国
勢
調
査
に
よ
る
と
全
国
の
人
口

は
６
８
６
１
万
６
５
３
６
人
か
ら
７
６
５
０

万
４
０
７
７
人
と
な
り
こ
の
間
の
年
平
均
の

増
加
率
は
２
．
記
％
で
し
た
。
そ
れ
が
何
故

選
挙
の
争
点
に
な
っ
た
か
と
い
い
ま
す
と
今

年
の
人
口
は
４
月
の
時
点
で
す
で
に
８
４
０

０
万
人
、
こ
の
ま
ま
で
は
２
０
３
４
年
に
は

人
口
は
１
億
７
千
万
人
に
達
す
る
と
フ
ィ
リ
ッ

ピ
ン
人
口
委
員
会
が
発
表
し
た
か
ら
で
す
。

人
口
の
⑩
％
が
所
謂
、
貧
困
ラ
イ
ン
以
下
で

生
活
し
て
い
る
現
状
で
は
発
展
ど
こ
ろ
か
政

府
資
産
の
す
べ
て
を
注
ぎ
込
ん
で
も
貧
困
か

ら
脱
却
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
早
急

に
人
口
増
に
対
す
る
方
針
が
必
要
と
主
張
し

ま
し
た
。
１
９
７
２
年
、
タ
イ
と
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
人
口
は
約
４
０
０
０
万
人
、
国
民
所
得

も
同
程
度
。
と
こ
ろ
が
、
タ
イ
の
現
在
の
人

口
は
６
４
０
０
万
人
、
一
人
当
た
り
国
民
所

得
が
１
９
６
０
米
ド
ル
。
こ
れ
に
対
し
て
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
そ
れ
は
８
４
０
０
万
人
、
１
０
２

０
米
ド
ル
。
大
き
く
差
が
つ
い
た
理
由
は
人

口
と
経
済
、
貧
困
の
問
題
へ
の
取
り
組
み
で

あ
る
と
指
摘
。
そ
の
最
大
の
要
因
が
教
会
に

あ
る
と
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
よ
る
家
族

6５



計
画
へ
の
強
い
反
対
が
あ
る
こ
と
を
問
題
視

し
ま
し
た
。
憲
法
で
は
教
会
の
役
割
は
道
義

的
価
値
や
宗
教
的
信
念
に
対
す
る
責
任

（
【
の
ぎ
（
）
易
冒
一
』
ｑ
｛
・
【
弓
の
Ｂ
Ｏ
Ｂ
』
ぐ
、
」
こ
の
、
巴
】
皀

旦
』
四
・
こ
ぃ
す
の
］
】
の
け
。
【
景
色
。
：
）
に
限
定
さ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
教
会
が
必
要
以

上
に
人
口
問
題
に
深
く
入
り
込
み
政
府
の
政

策
策
定
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
蕃

告
を
出
し
ま
し
た
。
民
主
主
義
社
会
で
は
一

方
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
教
会
は
一
切
、
聴
く
耳
を
持
た

ず
、
多
く
の
政
治
家
や
政
府
に
圧
力
を
か
け

て
い
る
と
強
調
し
て
い
ま
す
。
中
絶
が
年
間
、

蛆
万
人
を
超
え
て
い
る
事
実
結
果
に
つ
い
て

も
発
表
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
に
つ
い
て
有
力
な
調
査
機

関
で
あ
る
パ
ル
ス
ア
ジ
ア
は
今
年
２
月
に
、

①
国
民
の
帥
％
以
上
が
人
口
問
題
に
関
心
が

あ
る
、
②
家
族
計
画
の
方
法
は
夫
婦
二
人
の

決
断
に
任
せ
ら
れ
る
べ
き
、
③
中
央
政
府
は

人
口
問
題
に
関
心
が
な
い
、
と
す
る
結
果
を

発
表
し
ま
し
た
。
多
く
の
国
民
が
貧
困
と
人

口
問
題
を
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
す

る
委
員
会
の
主
張
に
賛
意
を
示
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
当
選
し
た
ア
ロ
ョ
大
統

人
口
問
題
に
つ
い
て
、

ム
ス
リ
ム
（
イ
ス
ラ
ム
教

徒
）
が
多
数
居
住
し
、
力

た
。
ア
ジ
ア
で
も
特
別
に

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
文
化
、

社
会
、
政
治
面
で
力
を
持

つ
フ
ィ
リ
ピ
ン
だ
け
に
ど

の
よ
う
な
解
決
策
が
導
き

だ
さ
れ
る
か
、
時
間
が
必

要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

領
曰
く
「
家
族
計
画
は
モ
ラ
ル
・
チ
ヨ
イ
ス

（
倫
理
的
選
択
）
の
問
題
」
と
し
て
選
挙
の
争

点
に
な
る
こ
と
を
避
け
、
僅
差
で
敗
北
し
た

対
立
候
補
の
ボ
ー
氏
も
カ
ト
リ
ッ
ク
票
を
確

保
す
る
た
め
こ
の
問
題
に
は
で
き
る
だ
け
触

れ
ま
い
と
す
る
姿
勢
が
あ
り
ま
し
た
。
わ
ず

か
に
有
力
対
立
候
補
の
ラ
ク
ソ
ン
氏
と
宗
教

指
導
者
ヴ
ィ
ラ
ヌ
エ
バ
氏
だ
け
が
人
口
問
題

を
課
題
に
取
り
上
げ
当
選
し
た
場
合
に
は
具

体
策
を
講
じ
る
こ
と
を
公
約
し
た
だ
け
で
し

○
ム
ス
リ
ム
ミ
ン
ダ

ナ
オ
に
お
け
る

貧
困
と
人
口
問
題

ムスリムミンダナオ自治区の貧困指数
（）内は全国平均

貧困指数

貧困ギャップ比率

平均世帯所得

男性平均余命

女釧性平均余命

乳児死亡率

妊産婦死亡率

小学校純就学率

小学校卒業率

中学校純就学率

中学校卒業率

単純識字率

安全な水へのアクセス率

62.90％(34.00％）

22.00％(10.7Ｗ,）

7959()pllp(l44039Php）（1ペソ約２円）

55.50(66.30）

59.30(7160）

55.1/l000LB(35.3/l000LB）

3.2/1000(1.8/１０００）

95.17％(97.03％）

33.96％(67.13％）

32.38％(67.13％）

71.13％(73.16％）

73.50％(93.90％）

25.00％(65.00％）

（2000年国勢調査等による）

ソ
リ
ッ
ク
教
会
の
影
響
力
が
比
較
的
に
少
な

い
ミ
ン
ダ
ナ
オ
の
一
部
で
は
違
う
側
面
を
見

ま
す
。
私
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る
ミ
ン

ダ
ナ
オ
西
部
の
ム
ス
リ
ム
自
治
区
〈
通
称
「
Ａ

Ｒ
Ｍ
Ｍ
」
と
い
い
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
本
島
の
ラ

ナ
オ
デ
ル
ス
ル
州
と
特
別
市
の
マ
ラ
ウ
イ
市
、

マ
ギ
ン
ダ
ナ
オ
州
に
ス
ル
ー
諸
島
の
バ
シ
ラ

ン
州
、
ス
ル
ー
州
、
タ
ウ
イ
タ
ウ
イ
州
か
ら

成
り
、
法
律
に
よ
り
自
治
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
）
の
人
口
伸
び
率
は
他
の
ど
の
地
域
よ
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国際協力機構(JlCA)の専門家報告特別寄稿

り
も
高
率
で
先
の
２
０
０
０
年
調
査
に
お
い

て
も
年
平
均
で
３
．
９
％
を
数
え
ま
し
た
。

そ
し
て
国
運
が
定
め
る
各
種
の
貧
困
指
数
に

お
い
て
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
表
の
よ
う
に
、
全

国
最
低
の
数
字
を
示
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り

は
人
口
増
加
と
貧
困
問
題
が
重
な
っ
て
い
る

典
型
的
な
例
と
い
え
ま
す
。
妊
産
婦
の
死
亡

率
の
高
さ
は
特
に
目
立
っ
て
お
り
ま
す
ｂ

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
て
、
最
近
、
ム

ス
リ
ム
指
導
者
は
ミ
ン
ダ
ナ
オ
に
お
け
る
貧

困
問
題
と
の
か
か
わ
り
で
、
「
家
族
計
画
が
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
を
考
え
る
第
一

歩
で
あ
る
」
と
し
て
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
対
し

て
宗
教
的
権
威
を
持
つ
「
フ
ァ
ト
ワ
（
ｆ
ａ

ｔ
ｗ
ａ
）
」
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ

り
ま
す
と
「
イ
ス
ラ
ム
法
・
規
律
と
信
頼
の

お
け
る
医
者
の
判
断
に
従
い
な
が
ら
も
そ
れ

が
安
全
で
法
的
に
許
さ
れ
る
な
ら
ば
イ
ス
ラ

ム
教
徒
に
と
っ
て
あ
ら
ゆ
る
避
妊
の
方
法
が

許
さ
れ
る
」
と
し
て
い
ま
す
。
医
者
の
判
断

な
る
表
現
が
あ
る
の
は
合
併
症
に
よ
る
死
亡

が
高
い
こ
と
が
理
由
で
す
。
併
せ
て
、
新
生

児
の
死
亡
率
が
非
常
に
高
い
こ
と
も
イ
ス
ラ

ム
社
会
の
維
持
に
は
脅
威
で
あ
る
と
説
明
を

し
て
い
ま
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
全
体
に
占
め
る

イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
４
０
０
万
人
弱
（
５
％
）

で
す
が
、
一
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
イ
ス
ラ
ム

社
会
が
貧
困
に
直
結
す
る
人
口
問
題
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
か
、
そ
の
成
果
に
つ
い
て

各
方
面
か
ら
関
心
が
持
た
れ
、
新
聞
で
も
イ
ス

ラ
ム
指
導
者
の
先
見
性
と
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
対

応
を
比
較
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｍ
に
お
け
る
男
女
平

均
の
寿
命
は
師
歳
で
す
。
公
衆
衛
生
、
母
子

保
健
、
栄
養
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
、
社
会
サ
ー

ビ
ス
、
生
活
用
水
の
確
保
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
そ
れ
ぞ
れ
課
題
が
あ
る
結
果
と
推
察

し
ま
す
が
、
こ
う
し
た
課
題
に
取
り
組
む
べ

き
な
の
は
中
央
政
府
で
す
が
過
去
十
数
年
、

総
合
的
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
た
形
跡
は
あ

り
ま
せ
ん
。
多
く
の
ド
ナ
ー
が
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｍ
自

治
政
府
も
同
様
で
あ
る
と
し
て
、
彼
ら
を
抜

き
に
独
自
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
果
た

し
て
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
や
人
材
育
成
は
ど

う
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
援
助
合
戦
は
所
詮
、

物
の
供
与
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
歴
史

が
証
明
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
ミ
ン
ダ
ナ
オ

に
お
い
て
は
政
治
的
、
行
政
的
、
歴
史
的
、

民
族
的
な
問
題
が
絡
ま
り
、
統
一
的
、
総
合

的
な
取
り
組
み
が
で
き
な
い
ま
ま
古
い
タ
イ

プ
の
援
助
方
法
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

危
棋
し
て
い
ま
す
。

問
題
の
一
つ
に
、
医
療
関
係
者
、
特
に
、

医
師
と
看
護
師
の
国
外
流
失
が
あ
り
ま
す
。

多
く
の
医
師
が
看
護
師
の
資
格
を
取
得
し
て

欧
米
や
中
東
に
出
稼
ぎ
に
出
か
け
て
い
る
こ

と
は
知
ら
れ
た
事
実
で
す
。
ム
ス
リ
ム
自
治

区
に
住
む
約
３
０
０
万
人
に
対
し
て
議
録
さ

れ
た
医
療
関
係
者
は
医
師
河
人
、
歯
科
医
記

入
、
看
護
師
１
４
２
人
、
助
産
婦
５
７
９
人

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
２
０
０
４
年
版
「
世
界
人

口
白
書
」
は
妊
産
婦
保
健
の
章
で
「
自
宅
分

娩
の
過
程
に
お
け
る
三
つ
の
遅
れ
ｌ
治
療

を
受
け
る
判
断
の
遅
れ
、
適
切
な
ケ
ア
に
到

達
す
る
ま
で
の
遅
れ
、
施
設
で
ケ
ア
を
受
け

る
ま
で
の
遅
れ
」
を
指
摘
し
て
い
ま
す
が
、

こ
こ
で
は
自
宅
分
娩
だ
け
で
な
く
医
療
・
保

健
施
設
も
同
様
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
栄
養

不
足
や
繰
り
返
さ
れ
る
マ
ラ
リ
ア
に
よ
る
体

力
の
低
下
、
合
併
症
の
発
生
が
妊
産
婦
死
亡

率
と
疾
病
率
の
高
さ
に
拍
車
を
か
け
て
い
ま

す
。
緊
急
的
ケ
ア
の
重
要
性
が
浮
か
び
あ
が

り
ま
す
が
、
対
応
で
き
る
施
設
が
ほ
と
ん
ど

な
い
現
状
か
ら
す
る
と
産
前
ケ
ア
が
一
番
の

方
法
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
過
去
に
エ
ジ
プ
ト
、
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こ
の
「
安
全
な
水
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活

動
支
援
計
画
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
セ
ネ
ガ

ル
で
は
日
本
で
最
初
の
民
間
活
用
技
術
協
力

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
㈱
日
本
テ
ク
ノ
と
㈱
ア
ー

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア

で
は
、
わ
が
国
の
協
力
も
あ
っ
て
死
亡
率
が

大
幅
に
減
少
し
た
よ
う
に
、
そ
の
経
験
が
こ

の
地
域
に
生
か
せ
る
か
思
案
中
で
す
。
人
口

３
０
０
万
人
に
対
し
て
助
産
婦
が
６
０
０
人

程
度
（
多
く
は
伝
統
的
助
産
婦
）
の
社
会
で

は
こ
れ
も
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。
島
唄
部
州
（
バ

シ
ラ
ン
、
ス
ル
ー
、
タ
ウ
イ
タ
ウ
イ
）
の
中

心
病
院
に
緊
急
時
対
応
が
可
能
な
施
設
と
機

材
を
整
備
し
、
併
せ
て
産
科
ケ
ア
運
動
を
開

始
す
る
こ
と
が
可
能
か
検
討
中
で
す
。

○
最
初
に 女
性
と
金
の
タ
マ
ゴ

放
牧
畜
専
門
家
／
獣
医
師
折
田
岩
美

ス
ァ
ン
ド
ヒ
ュ
ー
マ
ン
が
受
注
し
ま
し
た
。

日
本
テ
ク
ノ
は
主
と
し
て
水
の
維
持
管
理
関

係
、
ア
ー
ス
ア
ン
ド
ヒ
ュ
ー
マ
ン
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
活
動
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

セ
ネ
ガ
ル
は
サ
ハ
ラ
砂
漠
の
南
側
（
サ
ヘ

ル
と
呼
ば
れ
る
）
の
半
乾
燥
地
域
に
位
置
し

現
在
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
は
人
口
問
題
、
家

族
計
画
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
を

主
要
な
テ
ー
マ
に
し
て
活
動
を
繰
り
広
げ
る

Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
か
な
り
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
い
ず

れ
も
が
中
央
政
府
の
無
関
心
な
態
度
を
批
判

し
て
い
ま
す
。
特
に
、
教
育
や
情
報
提
供
、

啓
発
活
動
に
接
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
人
々

に
対
し
て
は
政
府
が
自
ら
取
り
組
む
べ
き
と

具
体
的
な
提
案
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
残
念

な
が
ら
中
央
政
府
が
主
導
す
る
運
動
は
皆
目
、

見
当
た
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
資
金
的
な
支

て
い
ま
す
。
日
本
の
よ
う
に
年
間
を
通
し
雨

は
降
ら
ず
、
季
節
は
乾
季
と
雨
季
の
二
つ
で

す
。
飲
料
水
は
井
戸
を
掘
っ
て
地
下
水
を
給

水
塔
に
汲
み
上
げ
て
給
水
し
て
い
ま
す
。
国

内
に
は
給
水
塔
の
地
域
水
管
理
委
員
会
（
Ａ

Ｓ
Ｕ
Ｆ
ｏ
Ｒ
）
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

我
々
の
仕
事
は
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
の
管
理
運

営
の
啓
蒙
普
及
と
水
場
を
中
心
と
し
た
住
民

の
生
活
活
動
の
支
援
で
す
。
私
は
獣
医
師
、

担
当
は
畜
産
や
放
牧
畜
管
理
に
よ
る
住
民
生

活
の
多
様
化
と
収
入
向
上
で
す
。

乾
燥
地
・
半
乾
燥
地
農
業
の
特
徴
は
不
定

援
も
限
ら
れ
て
お
り
活
動
に
少
な
か
ら
ぬ
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。
国
際
的
な
支
援
と
連

携
の
必
要
性
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

◆
参
考
資
料

・
小
田
静
夫
著
「
日
本
人
の
源
流
」

．□「・○・三些巨一箸「三二の一一ョの一二三の二一一一つ□一コの⑩」

・
小
川
英
文
箸
「
狩
猟
採
集
民
ネ
グ
リ
ト
の
考
古
学
」
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特別寄稿一国際協力機構(JICA)の専門家報告一

●折田岩美(おりたいわみ）

1950年生まれ、北海道網走市在住

㈱アース＆ヒューマンコーポレーション

北海道支社長兼主任研究員(乾燥．半乾燥

地の放牧雷・畜産)､獣医師､畜産アドバ

イザー

酪農学園大学獣医学科卒業、青年海外協

力隊、ＪＩＣＡ専門家を経て畜産開発コ

ンサルタントとして活動中。現在はセネ

ガルで該当プロジェクトに参加中。

現地人と活動中の折田氏

一
般
的
に
、
セ
ネ
ガ
ル
農
村
部
で
は
男
性

が
収
穫
代
金
や
家
畜
販
売
収
益
な
ど
の
現
金

を
独
占
し
て
い
ま
す
。
女
性
は
現
金
収
入
の

機
会
が
非
常
に
少
な
く
、
衣
類
、
靴
、
食
料
、

子
ど
も
の
学
費
や
学
用
品
購
入
な
ど
に
必
要

な
現
金
が
慢
性
的
に
不
足
し
て
い
ま
す
。
女

性
は
、
炊
事
、
洗
濯
、
水
汲
み
、
薪
集
め
等
の

家
事
一
般
を
一
手
に
担
っ
て
い
ま
す
。

歴
史
的
に
、
ア
フ
リ
カ
の
男
性
は
部
族
間

の
戦
争
で
戦
う
戦
士
で
し
た
。
自
分
の
部
族

の
生
き
残
り
と
家
族
の
た
め
に
戦
う
の
が
男

子
の
使
命
で
、
女
性
は
戦
う
男
性
の
後
方
支

援
が
仕
事
で
し
た
。
時
は
移
り
、
部
族
間
の

争
い
が
な
く
な
っ
て
も
、
男
性
は
戦
う
た
め

期
で
少
な
い
降
雨
量
を
利
用
し
た
天
水
依
存

農
業
で
す
。
不
確
実
で
不
十
分
な
降
雨
量
で

は
長
期
保
存
で
き
る
穀
物
の
生
産
が
不
可
能

な
の
で
、
人
間
生
活
を
支
え
る
主
な
生
産
活

動
は
放
牧
で
す
。
放
牧
と
は
、
人
間
が
食
べ

な
い
放
牧
地
の
牧
草
を
家
畜
に
食
べ
さ
せ
、

乳
肉
を
生
産
し
人
間
生
活
に
利
用
す
る
方
法

で
す
。１
．
活
動
の
背
景

参
加
メ
ン
バ
ー
か
ら
養
鶏
の
要
望
が
多
か
っ

た
の
も
理
由
で
す
が
、
時
間
的
制
約
の
中
で
、

畜
産
で
生
産
と
収
入
の
多
様
化
の
た
め
に
、

短
期
間
で
生
計
手
段
と
な
り
収
入
の
向
上
が

に
英
気
を
養
い
、
女
性
は
相
変
わ
ら
ず
後
方

支
援
を
続
け
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
男
性
は

怠
け
も
の
で
女
性
が
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る

と
い
う
の
が
実
態
で
す
。

し
か
し
、
セ
ネ
ガ
ル
国
（
ア
フ
リ
カ
は
ほ

と
ん
ど
同
じ
で
す
が
）
の
風
習
と
イ
ス
ラ
ム

教
が
生
活
の
基
礎
な
の
で
意
思
や
活
動
の
決

定
場
面
で
は
、
常
に
男
性
が
優
位
で
女
性
は

服
従
す
る
立
場
に
あ
り
ま
す
。
男
性
の
管
理

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
能
力
が
貧
弱
で
も
男
性
に

従
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
が
現
実
で
す
。
男
女

が
共
同
で
仕
事
を
す
る
と
男
性
の
意
見
で
円

滑
な
集
団
活
動
が
阻
害
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
。
そ
こ
で
従
来
の
〃
男
性
優
位
〃

を
無
視
し
、
メ
ン
バ
ー
を
極
力
女
性
と
し
た

活
動
を
考
え
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
が
女
性
で

あ
れ
ば
活
動
の
現
金
収
入
は
女
性
の
手
に
直

接
渡
り
ま
す
か
ら
。

２
．
養
鶏
選
択
の
理
由
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下
図
は
養
鶏
波
及
効
果
に
よ
る
将
来
の
生

産
活
動
多
様
化
モ
デ
ル
で
す
。
期
待
さ
れ
る

効
果
は
養
鶏
の
継
続
と
普
及
で
す
。
養
鶏
の

継
続
は
、
規
模
拡
大
か
ら
鶏
舎
の
建
設
、
そ

し
て
産
卵
鶏
産
業
へ
移
行
し
ま
す
。
普
及
は
、

鶏
糞
を
利
用
し
た
堆
肥
作
り
、
堆
肥
の
販
売
、

野
菜
栽
培
、
そ
の
野
菜
の
加
工
、
そ
し
て
飼

料
作
物
栽
培
と
併
せ
た
飼
料
製
造
と
そ
の
販

売
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

養
鶏
の
利
益
は
養
鶏
の
継
続
と
普
及
に
当

て
ら
れ
ま
す
が
、
一
括
し
て
総
合
管
理
さ
れ
、

コ
ス
ト
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
へ
の
返
済
、
養
鶏
回

で
き
る
活
動
と
し
て
養
鶏
を
選
び
ま
し
た
。

ブ
ロ
イ
ラ
ー
養
鶏
は
、
購
入
価
格
が
安
い
、

速
い
資
金
回
転
、
簡
単
な
鶏
糞
集
め
と
高
い

有
機
肥
料
と
し
て
の
価
値
、
小
さ
な
初
期
投

資
な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。
飼
育
管
理
を

う
ま
く
行
え
ば
年
７
回
以
上
の
現
金
収
入
が

あ
り
ま
す
。
年
１
回
の
農
作
物
の
収
穫
の
収

入
と
比
較
し
、
年
７
回
の
現
金
収
入
は
女
性
の

様
々
な
用
途
に
使
え
る
画
期
的
な
も
の
で
す
。

３

蘂
の

効
果

窒祷
様菫
化業

養鶏プロジェクトの将来展望

転
資
金
、
異
種
の
小
規
模
産
業
へ
の
基
金
、

そ
し
て
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
資
金
と
し

て
管
理
活
用
さ
れ
ま
す
。
資
金
量
が
増
加
す

れ
ば
、
牛
・
羊
・
山
羊
の
よ
う
な
価
格
の
高

い
家
畜
の
購
入
・
飼
育
・
販
売
に
利
用
し
ま

す
。
家
畜
飼
育
の
規
模
が
大
き
く
な
れ
ば
、

家
畜
集
団
を
〃
家
畜
銀
行
〃
と
し
て
家
畜
リ

ボ
ル
ビ
ン
グ
を
確
立
し
ま
す
。

コストシニアリングヘの返済

次回養鶏の回転贋金

異穂小規模藤業への蕊金

マイクロクレジットの鵬金

羊・山塞の飼育/120

家蒜リポノ

ドの没立

家蒜リポルビングファン

ドの没立

關i蝋 ;iiiiiii蕊 蝋懸

堆肥作り

堆肥販光

野菜栽培

食品加工

飼料生産販光

普及トヨ１１鰯；Ｆ１継続継続｜】規模拡大

蝿の建設

産卵鶏へ移行

ダ
ダ
の
物
は
〃
ア
ラ
ー
の
お
恵
み
〃
な
の

で
住
民
が
真
面
目
に
管
理
し
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
側
と
住
民
側
が
一
定
割
合
で
建

設
と
活
動
費
用
を
負
担
し
ま
し
た
。
住
民
が

自
分
の
大
切
な
金
を
払
え
ば
自
分
の
持
ち
物

な
の
で
一
生
懸
命
に
活
動
し
ま
す
。
負
担
が

な
い
と
、
も
ら
い
物
な
の
で
養
鶏
の
管
理

を
手
抜
き
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

対
象
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
は
ア
マ
チ
ュ

ア
な
の
で
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
簡
単
に
理
解
で

き
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
や
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
ま
し
た
。

各
グ
ル
ー
プ
か
ら
な
る
べ
く
女
性
を
１
～

数
名
選
抜
し
、
養
鶏
メ
ン
バ
ー
と
し
、
開

始
前
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

養
鶏
収
支
は
活
動
サ
イ
ト
で
異
な
り
ま

す
が
、
多
い
と
こ
ろ
で
釦
万
Ｃ
Ｆ
Ａ
（
セ
ー

フ
ァ
フ
ラ
ン
）
の
投
資
で
咀
万
Ｃ
Ｆ
Ａ
記
％

の
利
祐
）
、
少
な
い
サ
イ
ト
は
８
万
Ｃ
Ｆ
Ａ

（
約
蛆
％
の
利
益
）
が
純
益
と
な
っ
て
い
ま

４
．
養
鶏
開
始
ま
で
の
経
過

５
．
現
在
の
状
況

7０



特別寄稿 国際協力機構(JlCA)の専門家報告

今
ま
で
現
金
収
入
が
少
な
い
地
域
で
生
活

し
て
い
た
の
で
す
が
、
自
分
た
ち
の
手
元
に

現
金
が
入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
金
は

女
性
が
自
分
で
使
え
る
の
で
大
喜
び
で
す
。

亭
主
に
金
の
無
心
を
し
な
く
て
も
よ
く
な
り

ま
し
た
。

現
金
収
入
の
魅
力
が
さ
ら
に
鶏
舎
建
設
を

し
た
い
と
い
う
動
機
に
な
り
、
建
設
費
用
の

住
民
側
負
担
率
を
高
く
し
て
三
つ
の
鶏
舎
を

建
設
し
ま
し
た
。

養
鶏
の
利
益
を
見
て
、
自
分
た
ち
で
資
金

を
集
め
て
鶏
舎
建
設
を
試
み
た
グ
ル
ー
プ
が

あ
り
ま
し
た
。
途
中
で
資
金
が
尽
き
建
設
を

断
念
し
て
い
ま
し
た
。
費
用
を
考
え
な
い
建

設
な
ん
て
本
当
に
ア
フ
リ
カ
ら
し
い
の
で
す
。

ど
う
に
か
し
て
養
鶏
を
し
た
い
と
い
う
意
思

が
あ
る
の
で
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
側

す
。問
題
点
と
し
て
、
販
売
、
習
慣
や
制
度
の

弊
害
、
少
な
い
利
益
分
配
、
労
働
過
多
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
解
決
方
法
を
見
出
し
て
い
ま
す
。

６
．
現
在
の
住
民
の
活
動

の
支
援
で
養
鶏
を
開
始
し
ま
し
た
。

違
う
グ
ル
ー
プ
が
産
卵
鶏
を
飼
育
し
た
い

と
い
う
の
で
、
古
い
鶏
舎
を
改
善
し
て
産
卵

鶏
飼
育
を
開
始
し
ま
し
た
。
最
初
の
５
カ
月

間
は
給
餌
費
用
が
必
要
で
す
が
産
卵
が
始
ま

れ
ば
１
年
以
上
毎
日
の
現
金
収
入
が
あ
り
ま

す
。
毎
日
の
現
金
収
入
が
住
民
に
ど
ん
な
経

済
効
果
や
生
活
改
善
を
も
た
ら
す
か
非
常
に

興
味
深
い
も
の
で
す
。

養
鶏
を
通
し
て
培
わ
れ
た
現
金
収
入
の
魅

力
に
よ
り
、
住
民
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
側
を
と
て
も

信
頼
す
る
結
果
を
生
み
ま
し
た
。
住
民
に
現

金
や
利
祐
を
も
た
ら
す
活
動
で
な
け
れ
ば
長

続
き
は
し
な
い
の
は
当
然
で
す
。

住
民
が
我
々
を
信
頼
し
た
こ
と
に
よ
り
、

さ
ら
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
た
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
す
べ
て
の
活
動
で
儲
け

を
生
む
よ
う
に
設
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
多

く
の
人
が
参
加
を
希
望
し
ま
し
た
。
活
動
は

種
牛
飼
育
と
品
種
改
良
（
種
牛
交
配
代
金
）
、

牧
草
造
成
貯
蔵
販
売
（
牧
草
販
売
代
金
）
、
寄

生
虫
駆
除
（
駆
除
代
金
と
薬
剤
販
売
代
金
）
、

搾
乳
牛
飼
育
（
ミ
ル
ク
代
金
と
ヨ
ー
グ
ル
ト

販
売
代
金
）
、
堆
肥
場
の
設
置
（
堆
肥
販
売
代

金
と
野
菜
販
売
代
金
）
、
飼
料
木
植
樹
（
乾
季

ア
フ
リ
カ
人
は
歴
史
的
経
過
と
地
理
的
条

件
か
ら
有
益
な
情
報
に
会
う
機
会
が
非
常
に

少
な
い
の
で
す
。
今
回
は
、
今
ま
で
な
か
っ

の
餌
代
金
）
、
羊
の
飼
育
（
羊
販
売
代
金
）
で

す
。そ
の
他
の
活
動
と
し
て
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
ジ
ッ

ト
を
開
始
し
ま
し
た
。
全
活
動
の
コ
ス
ト
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
部
分
や
養
鶏
利
益
の
一
定
割
合
を

Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
に
積
み
立
て
、
マ
イ
ク
ロ
ク

レ
ジ
ッ
ト
基
金
と
し
て
ロ
ー
ン
貸
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。
次
第
に
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
ジ
ッ
ト

基
金
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
今
後
展
開
す
る

多
様
な
活
動
運
営
や
新
事
業
資
金
と
し
て
は

不
足
気
味
で
す
。
順
次
、
全
活
動
利
益
の
一

定
割
合
を
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
へ
還
元
し
、
ロ
ー
ン

金
利
か
ら
基
金
を
増
加
し
て
い
く
予
定
で
す
。

改
良
か
ま
ど
作
り
は
非
常
に
早
く
普
及
し

ま
し
た
。
炊
事
は
女
性
の
仕
事
な
の
で
、
改

良
か
ま
ど
は
薪
の
節
約
と
薪
を
集
め
る
女
性

の
労
働
を
軽
減
し
ま
す
。
女
性
の
労
働
軽
減

で
空
い
た
時
間
は
他
の
現
金
収
入
仕
事
や
生

産
活
動
に
当
て
ら
れ
ま
す
。

○
最
後
に
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男
性
は
平
和
を
作
ら
な
い
が
、
女
性
が
幸

せ
な
ら
平
和
は
付
い
て
く
る
と
い
う
の
が
私

の
持
論
で
す
。
自
分
で
現
金
を
稼
ぎ
自
由
に

使
え
る
と
い
う
の
が
女
性
の
幸
せ
の
最
初
の

一
歩
で
す
。
｜
歩
を
踏
み
出
し
て
も
っ
と
も
っ

と
幸
せ
に
な
る
よ
う
に
支
援
す
る
の
が
私
た

ち
の
仕
事
で
す
。
ど
ん
な
幸
せ
の
将
来
像
に

な
る
の
か
は
不
明
で
す
が
、
可
能
な
限
り
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

威
力
を
発
揮
し
、
さ
ら
ニ

ギ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

を
言
わ
な
か
っ
た
女
性
た
ち
が
最
近
で
は
様
々

と
発
言
提
案
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
金
収
入
手
段
が
な
い
現
状
に
諦
め
き
っ

て
い
た
住
民
が
、
自
分
た
ち
で
も
現
金
を
得
ら

れ
た
と
い
う
実
感
は
女
性
の
行
動
力
を
高
め

ま
し
た
。
今
ま
で
男
女
の
会
合
の
席
で
意
見

コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
「
住
民
、
特
に
女
性
に
現

金
を
」
で
す
。
現
金
の
力
は
恐
ろ
し
い
程
の

威
力
を
発
揮
し
、
さ
ら
な
る
行
動
の
エ
ネ
ル

た
新
し
い
情
報
と
活
動
を
導
入
し
ま
し
た
。

7２



特別寄稿 次世代育成で地域再生

日
本
の
合
計
特
殊
出
生
率
が
大
幅
に
低
下

し
、
｜
・
二
九
シ
ョ
ッ
ク
の
波
紋
が
広
が
っ

て
い
る
。
都
市
も
農
村
も
少
子
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
中
で
、
村
づ
く
り
、
町
お
こ
し
、

地
域
再
生
に
取
り
組
み
、
、
年
間
に
出
生
率

が
上
昇
し
た
市
町
村
が
全
体
の
１
割
に
当
た

る
約
三
三
○
市
町
村
あ
っ
た
二
雇
用
、
保
育
、

住
宅
の
〃
三
種
の
神
器
〃
に
、
医
療
、
首
長
の

取
り
組
み
と
住
民
活
動
を
加
え
た
六
条
件
が

次
世
代
育
成
支
援
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

次
世
代
育
成
で
地
域
再
生

雇
用
、
保
育
、
住
宅
、
医
療
、
住
民
が
鍵

ｌ
出
生
率
の
地
域
格
差
研
究
か
ら
ｌ

川
崎
医
療
福
祉
大
学
大
学
院
教
授
岩
淵
勝
好

辨
榊
川
越
艸
肺
鮴
州
昨
川
本
★
市
町
村
の
１
割
は

出
生
率
回
復

〉
く
り
、
町
お
こ
し
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
先
進
諸
国
は
あ
の
手
こ
の

毎
ｍ
年
間
に
出
生
率
手
で
人
口
減
少
対
策
に
取
り
組
み
、
ド
イ
ツ
、

炉
全
体
の
１
割
に
当
た
イ
タ
リ
ア
は
歯
止
め
が
掛
か
っ
て
き
た
。
ア

め
っ
た
二
雇
用
、
保
育
、
ジ
ア
で
は
、
先
進
地
域
の
日
本
、
韓
国
、
台

抓
に
、
医
療
、
首
長
の
湾
、
中
国
の
大
都
市
部
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

割
を
加
え
た
六
条
件
が
ル
の
出
生
率
が
世
界
最
低
水
準
に
落
ち
込
ん

小
イ
ン
ト
で
あ
る
。

だ
（
女
性
の
人
権
や
育
児
支
援
が
立
ち
遅
れ
、

宗
教
色
が
希
薄
な
こ
と
も
背

景
に
あ
り
、
世
界
の
人
口
問

い
輌
葬
辨
緬
鋒
憾
鍔
同
曄

甦
蘂
藷
議
蘂
繊
会
・
軽
陶
稲

題
は
増
加
と
減
少
に
両
極
化

。
、
大
、
立
討
貫
く
保
厚

力

し
て
い
る
）
。

》》》鰯》職騨》耗率鱸
日
本
は
次
世
代
育
成
支
援

》『一一腓》》》》一』》》
対
策
推
進
法
（
ｎ
年
間
の
時

限
立
法
）
で
、
来
年
度
か
ら

三
○
○
入
超
の
企
業
、
全
市

町
村
、
都
道
府
県
に
行
動
計

画
の
策
定
を
義
務
化
し
た
。
企
業
は
男
性
社

員
の
育
児
休
業
取
得
率
目
標
値
な
ど
き
め
細

か
い
子
育
て
支
援
計
画
を
地
方
労
働
局
に
届

け
川
て
、
達
成
す
れ
ば
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
よ
う
に
Ｐ

Ｒ
で
き
る
。
男
性
を
含
め
た
企
業
の
働
き
方

が
変
わ
れ
ば
出
生
率
回
復
の
起
爆
剤
に
な
ろ

う
。
市
町
村
の
行
動
計
画
は
、
住
民
の
ニ
ー

ズ
を
調
査
し
、
住
民
を
中
心
に
行
動
計
画
を

策
定
し
て
実
施
し
て
い
く
。

そ
れ
に
し
て
も
、
ど
う
い
う
施
策
を
実
施

す
れ
ば
出
生
率
が
上
昇
す
る
の
か
。
政
治
や

行
政
か
ら
の
疑
問
や
悩
み
に
答
え
る
た
め
、

２
０
０
３
年
度
に
「
こ
ど
も
未
来
財
団
」
の

助
成
を
受
け
、
筆
者
を
主
任
研
究
者
に
、
木

村
進
東
北
福
祉
大
教
授
、
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
の
高
橋
重
郷
人
口
動
向
研

究
部
長
、
同
研
究
所
・
佐
々
井
司
室
長
ら
が
、

「
出
生
率
の
地
域
格
差
に
関
す
る
研
究
会
」
を

組
織
し
た
。

人
口
一
万
人
以
上
の
市
町
村
を
対
象
に
、

１
９
９
０
年
か
ら
２
０
０
０
年
ま
で
の
、
年

間
に
合
計
特
殊
出
生
率
が
上
昇
し
た
約
釦
市

町
村
の
う
ち
５
市
町
村
と
、
近
隣
で
出
生
率

が
低
下
し
た
同
規
模
の
５
市
町
村
を
対
照
地

域
と
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
（
次
表
冤
各
種
デ
ー
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調査選定地域の一覧

夕
、
住
民
の
意
識
調
査
、
施
策
の
展
開
な
ど

を
、
時
系
列
で
比
較
対
照
し
な
が
ら
出
生
率

変
動
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
模
索
し
た
。

★
医
療
も
充
実
し
て

人
ロ
１
割
増（注)上表に掲載した1990年の合計特殊出産率は1988年～1992年の５年間の平

均をベイズ推定により補正した数値で､2000年の数字は1999年～2001年の平均

である。白鳥町は合併を経て、現在東かがわ市となっている。

つ
く
る
よ
う
要
請
”
ｌ
ｌ
ｌ
Ｍ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｏ
Ｂ

し
た
。
山
を
切
り
‐

開
い
て
工
業
団
地
を
２
カ
所
整
備
し
、
企
業

の
要
請
に
応
じ
て
隣
接
地
に
分
譲
・
賃
貸
住

宅
（
合
計
約
１
１
０
０
戸
）
を
建
設
し
、
保

育
所
５
カ
所
、
診
療
所
３
カ
所
を
設
置
し
て
、

｜
雇
用
、
住
宅
、
保
育
、
医
療
の
環
境
を
整
え
、

生
活
の
利
便
性
を
高
め
た
。

さ
ら
に
１
９
８
０
年
、
健
康
の
町
を
宣
言

し
て
、
温
泉
、
リ
ハ
ビ
リ
施
設
、
総
合
運
動

公
園
、
遊
園
地
、
介
護
施
設
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・

オ
ー
ル
電
化
の
町
営
住
宅
な
ど
を
相
次
い
で

瀬
戸
内
海
に
面

し
た
兵
庫
県
淡
路

島
の
五
色
町
は
人

口
１
万
１
０
０
０

人
。
町
内
に
高
校

が
な
く
、
若
者
の

流
出
が
過
疎
化
を

招
い
て
い
た
こ
と

か
ら
、
１
９
７
０

年
代
に
当
時
の
町

長
が
町
出
身
の
企

業
経
営
者
を
回
っ

て
故
郷
に
工
場
を

つ
く
る
よ
う
要
請

し
た
。
山
を
切
り

開
い
て
工
業
団
地

の
要
請
に
応
じ
て

宅
（
合
計
約
１
１

子どもの居場所 (１，２，３ 歳児）

保
６０％

整
備
。
近
畿
一
円
か
ら
高
齢
者
が
移
住
し
て

〃
介
護
移
民
の
町
〃
と
も
呼
ば
れ
た
が
、
各
種

施
設
が
子
育
て
中
の
夫
や
妻
の
職
場
に
な
り
、

若
い
夫
婦
も
増
え
た
。
親
子
が
集
ま
る
場
や

育
児
相
談
の
場
が
多
く
、
保
育
所
は
事
実
上

幼
児
を
全
員
受
け
入
れ
る
な
ど
子
育
て
し
や

す
い
環
境
が
整
っ
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
卯
代
後
半
女
性
の
有
配
偶
者

数
は
ｎ
年
間
で
四
％
増
加
、
未
婚
率
は
兜
．

４
％
（
全
国
平
均
型
・
０
％
）
と
０
．
６
ポ

４０％

２０％

0％
一一腿蝋函南冗色西淡長泉函南五色爾淡庇泉函南五色西淡

一一一一－－～－

１歳児２歳児３歳児

□保育勵田幼IItlHl■仏宅その他

注：各自治体から提供のあった統計資料より算出

長泉町．函南町は2002年４月１日の状況

五色町、西淡町は2003年４年１日の状況
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県名

出生率上昇自治体

合計特殊出生率

1990年 2000年 変化

比較対照自治体

合計特殊出生率

1990年 2000年 変化

県
県
県
県
県

庫
田
岡
知
川

兵
秋
静
愛
香

町
市
町
市
町

色
角
泉
進
鳥

五
鹿
長
日
白

２
６
２
０
７

７
７
６
４
３

１
１
１
１
１

２
６
２
２
０

８
８
７
４
４

●
■
ｃ
■
白

１
１
１
１
１

０
０
０
２
３

１
１
１
０
０

●
■
●
の
●

０
０
０
０
０

西淡町

;横手市

函南町

高浜市

議曲寺市

１
４
５
９
１

８
６
７
７
６

９
ｓ
●
●
●

１
１
１
１
１

く
り
９
』
Ｆ
Ｄ
ｑ
Ｕ
〆
Ｃ

９
台
（
。
ｑ
４
く
り
４

●
⑪
●
ヰ
ウ

ー
１
１
１
１

５
２
０
６
４

５
１
３
１
１

●
●
●
Ｐ
印

０
０
０
０
０



特別寄稿 次世代育成で地域再生

イ
ン
ト
上
昇
（
全
国
平
均
田
・
８
ポ
イ
ン
ト

上
昇
）
に
と
ど
ま
っ
た
。
合
計
特
殊
出
生
率

は
一
・
七
二
か
ら
一
・
八
一
一
へ
上
昇
。
人
口

は
１
割
増
加
し
、
周
辺
市
町
村
か
ら
の
移
住

も
少
な
く
な
い
。
対
照
地
域
の
西
淡
町
は
加

代
後
半
女
性
の
有
配
偶
者
数
が
躯
％
も
減
り
、

未
婚
率
も
帥
・
８
％
で
四
・
４
ポ
イ
ン
ト
も

上
昇
し
、
五
色
町
と
逆
転
し
た
。

五
色
町
が
実
施
し
た
小
学
校
３
年
ま
で
の

保
護
者
調
査
で
は
、
共
働
き
家
庭
碑
％
、
理

想
子
ど
も
数
３
人
以
上
が
ね
％
と
、
い
ず
れ

も
全
国
平
均
よ
り
高
い
。
３
世
代
同
居
率
は

蛆
％
で
西
淡
町
よ
り
低
い
も
の
の
、
近
居
率

は
高
く
、
適
度
な
距
離
感
が
好
影
響
を
与
え

て
い
る
よ
う
だ
。

た
だ
し
、
五
色
町
は
２
０
０
５
年
に
洲
本

市
と
合
併
す
る
予
定
で
、
充
実
し
た
次
世
代

育
成
環
境
を
維
持
で
き
る
か
ど
う
か
。
行
政

内
部
に
も
危
ぶ
む
声
が
強
い
も
の
の
、
単
独

で
は
財
政
運
営
が
困
難
と
い
う
厳
し
い
現
実

が
あ
る
。

★
「
子
ど
も
を
産
む
な
ら
長
泉
」

富
士
山
と
箱
根
の
間
、
東
海
道
新
幹
線
一
一
一

条
件
が
整
い
、
「
子
ど
も
を
産
む
な
ら
長
泉
」

と
い
う
定
評
が
あ
る
。

東
海
道
線
、
御
殿
場
線
、
東
名
高
遠
、
第

二
東
名
（
工
事
中
）
も
町
内
を
走
り
、
交
通

の
便
が
よ
く
、
富
士
の
白
雪
が
溶
け
た
伏
流

水
が
豊
富
で
、
工
場
の
立
地
に
適
し
て
い
る
。

１
９
５
０
年
ご
ろ
か
ら
、
東
レ
、
協
和
発
酵

な
ど
大
手
企
業
の
工
場
を
誘
致
し
、
工
業
団

地
が
３
カ
所
。

豊
か
な
税
収
を
活
用
し
て
卯
年
代
か
ら
乳

島
駅
の
北
側
に

広
が
る
静
岡
県

長
泉
町
は
人
口

３
万
８
０
０
０

人
、
ｎ
年
間
に

合
計
特
殊
出
生

率
が
一
・
六
二

か
ら
一
・
七
二

へ
上
昇
し
た
。

早
く
か
ら
育
児

支
援
に
取
り
組

み
、
雇
用
、
保

育
、
交
通
、
気

候
、
住
民
活
動

な
ど
子
育
て
の

鏑
騨
９
〆
墨
飛
鐵

IlIllll

幼
児
医
療
を
無
料
化
、
公
立
保
育
所
・
幼
稚

園
を
充
実
し
、
安
い
保
護
者
負
担
で
待
機
児

童
は
ゼ
ロ
、
３
歳
児
の
保
育
所
・
幼
稚
園
在

籍
率
は
蛇
・
５
％
（
全
国
平
均
的
・
１
％
、

対
照
地
域
の
函
南
町
は
如
・
６
％
）
で
あ
る
。

住
宅
は
企
業
の
社
宅
や
転
勤
族
向
け
の
賃

貸
マ
ン
シ
ョ
ン
が
多
い
。
地
価
が
や
や
高
く

一
戸
建
て
の
マ
イ
ホ
ー
ム
は
少
な
い
が
、
比

較
的
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
、
東
京
も
新
幹

線
で
１
時
間
余
り
の
通
勤
圏
で
あ
る
。

五色町立鮎原保育園
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ス
ポ
ー
ツ
王
国
・
静
岡
の
中
で
も
、
長
泉

町
は
と
り
わ
け
活
動
が
熱
心
だ
。
駅
伝
、
サ
ッ

カ
ー
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
卯
を
数
え
、

進
出
企
業
従
業
員
と
地
元
民
、
父
親
と
子
ど

も
の
交
流
。
ふ
れ
あ
い
の
場
に
な
っ
て
い
る
。

住
民
が
生
涯
学
習
の
講
師
を
努
め
る
「
わ
く

わ
く
塾
」
や
子
育
て
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
地
域

活
動
も
活
発
で
、
行
動
計
画
づ
く
り
も
住
民

主
導
で
進
め
た
。

計
画
策
定
の
ニ
ー
ズ
調
査
で
就
学
前
の
児

童
が
い
る
世
帯
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
お
お
む

ね
子
育
て
し
や
す
い
」
が
ｎ
％
、
「
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
そ
う
思
う
」
が
弱
％
だ
っ
た
。
子

育
て
環
境
で
優
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
「
風
紀

が
良
い
」
蛆
％
、
「
同
世
代
の
子
ど
も
が
多
い
」

〃
％
・
同
世
代
の
子
ど
も
が
増
え
る
と
、
さ

ら
に
子
ど
も
を
産
む
好
循
環
が
見
ら
れ
る
。

加
代
後
半
女
性
の
未
婚
率
は
２
０
０
０
年

に
坐
・
１
と
、
ｎ
年
間
に
６
．
１
ポ
イ
ン
ト

上
昇
に
と
ど
ま
り
、
函
南
町
の
蛆
・
５
％
⑮
．

７
ポ
イ
ン
ト
上
昇
）
と
対
照
的
で
あ
る
。

出
生
率
が
上
昇
し
た
市
町
村
に
共
通
し
て

い
る
点
は
、
①
出
生
率
向
上
の
努
力
を
重
ね

て
い
る
、
②
経
済
が
活
性
化
し
雇
用
の
場
が

あ
る
、
③
保
育
施
設
が
充
実
し
経
済
的
負
担

が
軽
い
、
④
子
育
て
家
庭
向
け
の
良
質
な
住

宅
が
あ
る
、
⑤
小
児
の
医
療
が
充
実
し
て
い

る
、
⑥
住
民
が
地
域
活
動
に
熱
心
ｌ
な
ど
、

さ
ら
に
重
要
な
の
は
首
長
の
姿
勢
で
あ
る
。

昨
年
、
出
生
率
が
上
昇
し
た
都
道
府
県
は
二

つ
だ
け
。
５
人
の
子
宝
に
恵
ま
れ
次
世
代
育

成
を
唱
え
る
片
山
善
博
知
事
の
鳥
取
県
と
、

、
年
来
子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
た
谷

本
正
憲
知
事
の
石
川
県
で
あ
る
。

地
域
経
済
の
特
性
、
地
域
社
会
の
風
土
、

産
業
政
策
、
雇
用
対
策
、
住
宅
施
策
な
ど
に

よ
っ
て
人
口
が
増
減
す
る
。
そ
の
上
、
子
育

て
期
の
家
族
が
暮
ら
し
や
す
い
生
活
環
境
に
、

適
切
な
育
児
支
援
策
が
加
わ
れ
ば
、
出
生
率

は
向
上
す
る
。
出
生
率
を
回
復
さ
せ
る
に
は
、

地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
次
世
代
育
成

支
援
策
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
住
民
自
身

が
行
動
計
画
に
ど
こ
ま
で
積
極
的
に
取
り
組

★
時
間
、
費
用
、
制
度
、

評
価
が
不
可
欠

む
か
が
鍵
に
な
ろ
う
。

研
究
会
は
２
０
０
４
年
度
も
引
き
続
き
出

生
率
の
地
域
格
差
を
調
査
研
究
し
て
い
る
。

１
９
９
０
年
と
２
０
０
０
年
の
デ
ー
タ
や
施

策
を
時
系
列
で
分
析
し
、
出
生
率
変
動
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
て
い
く
。
最
も
有
効
な

次
世
代
育
成
支
援
は
、
子
育
て
に
必
要
な
時

間
と
費
用
を
保
障
す
る
こ
と
で
あ
る
。
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機関誌『人ロと開発』投稿論文を募集

財団法人アジア人ｕ・開発協会は機関誌一『人口と開発』で発表する論文を募集致し

ます。テーマは、人口と持続可能な開発に広く関わるもので、アジアの現状に関するも

のを優先いたします。原則として掲載は各号１篇、原稿用紙400字詰めで20枚（8000字)。

また掲載論文の著作権は、財団法人アジア人口・開発協会に帰属しますが、執筆者の利

用を妨げるものではありません。また応募論文は未発表のものに限ります。

論文応募者多数の場合には、財団法人アジア人|ル開発協会内で審査し採用原稿を決

定致します。また編集の都合で、次号に掲載される場合もあります。同じ研究者による

異なった視点の論文も歓迎致します,？

この公募論文は、若手研究者の新鮮な研究視点を重視し、新しい研究分野を切り開く

ようなアイデアを広く公開する場を提供するものです。今後の人口と開発に関する研究

を促進することを目的としており、大学院生をはじめ、若手研究者に門戸を開くもので

す。広くご案内下さいますようお願い申し上げます。

投稿される原稿は原則としてワープロ原稿とし、そのプリントアウト原稿と使用ソフ

ト名を明記したＦＤで投稿してください｡投稿の際には原稿と同時に､応募者の略歴(写

真つき)、投稿内容に関する写真２枚も同封してください。

なお、採用された論文には薄謝（当財団規定）を進呈致します。振るってご応募下さ

い。

ｌiii圏ｉ・・曰

○「１彊画錦

－－』Ｌ－－－－－－－－－－－－－－－亡一Ｅ－｡－項=功一９－－－－－＝－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－■－－のE-=一軍■－
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一＜出席者
●近泰男 座
談
会
。

家族計画国際協力財団(ジョイセフ)理事長

●広瀬次雄
助アジア人口・開発協会顧問

●安藤博文
日本大学国際関係学部教授(前国連人口基金事務局次長）

進行尾崎美千生
勵アジア人口・開発協会事務局長

｜｜’
氏
が
語
る －鋤密魍

今
年
は
１
９
９
４
年
の
国
際
人
ロ
開
発
会

議
か
ら
扣
年
目
の
節
目
と
い
う
こ
と
で
、
各

地
で
記
念
会
議
が
目
白
押
し
で
開
か
れ
ま
し

た
が
、
も
う
一
つ
私
た
ち
財
ア
ジ
ア
人
ロ
・

開
発
協
会
（
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
）
が
事
務
局
を
務
め

て
い
る
国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
（
Ｊ
Ｐ

Ｆ
Ｐ
）
の
創
立
か
ら
ち
ょ
う
ど
訓
年
目
の
年

に
も
当
た
り
ま
す
。

同
懇
談
会
は
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る
国

連
を
通
じ
て
の
活
動
や
国
際
的
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に

対
す
る
支
援
に
貢
献
し
た
ば
か
り
で
な
く
、

そ
の
後
ア
メ
リ
カ
や
中
南
米
、
ア
ラ
ブ
・
ア

〃
発
足
“
”
活
動
〃
”
課
題
”

「
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
」
は
岸
信
介
元
首
相

を
初
代
会
長
と
し
、
世
界
で
初
め
て
人
口
問
題
に
関

す
る
超
党
派
議
員
組
織
と
し
て
１
９
７
４
年
に
設
立

弧
向
井フ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
に
誕
生
し
た
議

員
連
盟
の
誕
生
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
ま
し

た
。そ
こ
で
こ
の
機
会
に
議
員
懇
の
誕
生
か
ら

今
日
ま
で
議
員
活
動
を
側
面
か
ら
支
援
し
て

き
た
三
人
の
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
い
て
、

岸
信
介
元
首
相
や
米
国
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ド

レ
イ
パ
ー
氏
ら
の
働
き
か
け
で
発
足
し
た
い

き
さ
つ
や
、
そ
の
後
の
活
動
の
軌
跡
、
今
後

の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
忌
揮
の
な
い
意
見
を

伺
い
ま
し
た
。

許
拶
・
『
訓
一

劃
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－座談会一「国際人口問題議員懇談会」創立30周年を迎えて

フィリピンのイメルダ大統領夫人と会見する岸元首相はじめ視察団一行（1973年）

さ
れ
た
。
こ
の
設
立
の
背
景
と
な
る
日
本
の
人
口
と

家
族
計
画
の
活
動
の
大
き
な
潮
流
は
１
９
５
２
年
（
昭

和
〃
年
）
に
ま
で
遡
る
。

こ
の
年
、
ボ
ン
ベ
イ
で
「
国
際
家
族
計
画
連
盟
（
Ｉ

Ｐ
Ｐ
Ｆ
）
」
が
発
足
し
、
加
藤
シ
ヅ
エ
女
史
ら
活
動
家

も
出
席
し
た
。
こ
の
発
足
を
う
け
、
日
本
で
は
１
９

５
４
年
（
昭
和
羽
年
）
、
加
藤
女
史
を
は
じ
め
、
そ
れ

ま
で
個
々
に
産
児
制
限
運
動
行
っ
て
き
た
人
た
ち
が

集
ま
り
「
日
本
家
族
計
画
連
盟
」
を
設
立
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｆ
の
メ
ン
バ
ー
に
正
式
に
加
盟
し
た
。
１
９
５
５
年

（
昭
和
刈
年
）
に
は
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
会
長
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・

サ
ン
ガ
ー
女
史
の
勧
め
に
よ
り
、
「
第
５
回
国
際
家
族

計
画
大
会
」
を
東
京
で
開
催
し
、
同
年
「
日
本
家
族

計
画
普
及
会
（
後
の
協
会
）
」
が
国
井
長
次
郎
氏
に
よ
っ

て
、
人
工
妊
娠
中
絶
を
少
し
で
も
避
妊
に
置
き
換
え

よ
う
と
い
う
主
旨
で
発
足
し
た
。

１
９
６
３
年
（
昭
和
兜
年
）
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
「
第

７
回
国
際
家
族
計
画
連
盟
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
そ

こ
で
日
本
、
韓
国
、
香
港
と
、
そ
れ
か
ら
準
加
盟
と

し
て
沖
縄
ｌ
ｌ
ま
だ
復
帰
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
Ｉ

を
構
成
メ
ン
バ
ー
と
し
て
西
太
平
洋
地
域
事
務
所
が

独
立
し
、
東
京
に
事
務
局
が
置
か
れ
た
。

１
９
６
０
年
代
、
池
田
内
閣
が
所
得
倍
増
政
策
を

う
ち
出
し
、
日
本
経
済
が
少
し
ず
つ
上
向
き
に
な
っ

て
い
く
中
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
は
国
井
氏
ら
を
通
し
て
日
本
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国際人ロ問題議員懇談会

活動略史

昭和4８（1973）年

10月アジア人ロ事情視察団派遣

派遣団員：岸信介（団長）田中

龍夫、八田貞義、佐藤隆、山崎

竜男、加藤シヅエ、阿部昭吾、

Ｗ・ドレーパー、Ｊ・タイディ

ングス、花村仁八郎、官庁、マ

スコミ関係等

訪問先：インドタイ、インド

ネシア、フィリピン

政
府
に
資
金
拠
出
の
要
請
を
続
け
て
い
た
。

そ
こ
で
政
府
に
働
き
か
け
る
策
と
し
て
国

井
氏
が
着
目
し
た
の
が
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
の
財

政
顧
問
に
就
任
し
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ド
レ

イ
パ
ー
氏
だ
っ
た
。
ド
レ
イ
パ
ー
氏
は
１

９
４
７
年
に
日
本
の
戦
後
経
済
・
産
業
視

察
の
た
め
に
「
ド
レ
イ
パ
ー
ミ
ッ
シ
ョ
ン

（
調
査
団
）
」
の
団
長
と
し
て
来
日
、
日
本

の
経
済
復
興
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

ド
レ
イ
パ
ー
氏
は
、
１
９
４
８
年
に
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
司
令
官
の
要
請
に
対
し
て
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
経
済
復
興
の
た
め
に
働
い
て
い

た
ド
ッ
ジ
氏
（
ド
イ
ツ
時
代
の
部
下
）
を

日
本
の
経
済
政
策
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
派

遣
し
た
人
物
で
も
あ
り
、
日
本
政
府
は
ド

レ
イ
パ
ー
氏
に
非
常
に
恩
義
を
感
じ
て
い

昭和4９（1974）年

４月１日

｢国際人ロ問題議員懇談会｣設立

世界初の試みで衆・参超党派議

員119名で発足。会長：岸信介

た
。国
井
氏
は
、
１
９
６
６
年
（
昭
和
ｎ
年
）

に
厚
生
省
と
日
本
家
族
計
連
盟
主
催
で
新

潟
で
家
族
計
画
大
会
を
開
催
、
ド
レ
イ
パ
ー

氏
を
人
口
問
題
の
特
別
講
演
者
と
し
て
招

聰
し
た
。
来
日
し
た
ド
レ
イ
パ
ー
氏
は
、

岸
信
介
元
首
相
を
は
じ
め
政
財
界
人
に
精

力
的
に
会
い
、
人
口
・
家
族
計
画
の
分
野

で
国
際
協
力
が
で
き
る
民
間
団
体
の
設
立

を
訴
え
た
。
岸
氏
は
ド
レ
イ
パ
ー
氏
と
意

気
投
合
し
、
そ
れ
を
機
に
人
口
問
題
に
情

熱
的
に
取
り
組
み
始
め
た
。
岸
氏
は
日
本

家
族
計
連
盟
の
中
に
「
国
際
家
族
計
画
協

８月第３回国連世界人ロ会議

開催地：ブカレスト

過去２回の国際人口会議は尊}Ⅱ］

家会議であったため、政府間会

議としては第１回目。総勢4500

人が参加。

昭和5２（1977）年

９月中南米家族計画視察団

派遣団員：岸信介（団長)、佐藤

隆、他

訪問先：メキシコ、コロンビア、

ブラジル、アメリカ、カナダ

先進国、途上国に人口問題議員

グループを結成させるべく、各

国立法府議員に呼びかけた二

力
会
議
」
を
作
り
、
自
ら
が
議
長
に
就
任
。

次
い
で
翌
年
の
１
９
６
８
年
に
は
、
ア
ジ

ア
で
初
め
て
国
際
協
力
専
門
の
民
間
組
織

と
し
て
「
家
族
計
画
国
際
協
力
財
団
（
ジ
ョ

イ
セ
フ
）
」
を
発
足
さ
せ
、
会
長
に
就
任
し

た
。
そ
の
後
、
岸
・
ド
レ
イ
パ
ー
両
氏
の

働
き
か
け
に
よ
り
、
１
９
７
３
年
に
、
「
国

際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
」
設
立
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た
「
ア
ジ
ア
人
口
事
情
視
察

団
」
を
結
成
し
、
日
本
の
指
導
者
に
ア
ジ

ア
の
人
口
事
情
の
重
大
さ
を
喚
起
さ
せ
る

こ
と
に
成
功
し
た
。
（
近
泰
男
氏
の
証
言
か

ら
）

昭和5６（1981）年

10月人ロと開発に関するアジ

ア国会議員会議（ACPPD）

開催地：中国、北京

アジア地域の国会議員フォーラ

ム設立について討議。
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座談会 ｢国際人ロ問題議員懇談会」創立30周年を迎えて

昭和5７（1982）年

２月１日「財団法人アジア人ロ・

開発協会」創立

｢国際人口問題議員懇談会」「ア

ジア議員フォーラム」の活動け

体として創設。

３月1981年10月30日付``北京

宣言',に基づきrAsianForumof

ParliamentariansonPopulation

andDevelopment（AFPPD）

"人口と開発に関するアジア議員

フォーラム,,」が正式に発足。 風
を
興
す
」

昭和5８（1983）年

11月元大統領・首相会議(ＯＢ

サミット）第１回総会

開催地：オーストリア､ウィーン

構成国：２６カ国

召集者：福田起夫．クルト・ワ

ルトハイム（前国連事務総長)、

ブラッドフォード・モース(ＵＮＤＰ

事務総長）

左から近泰男広瀬次雄･安藤博文の三氏と進行役の尾崎APDA事務局長 ｌ
岸
信
介
元
首
相
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ー

広
瀬
岸
信
介
元
首
相
が
ド
レ
イ
パ
ー
氏

と
出
会
い
、
人
口
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば

世
界
平
和
と
い
う
も
の
は
あ
り
得
な
い
、
と

い
う
彼
の
考
え
に
共
鳴
し
、
こ
れ
か
ら
は
グ

ロ
ー
バ
ル
に
世
界
を
見
な
く
て
は
い
け
な
い

と
思
わ
れ
た
わ
け
で
す
。
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
事
務
局

に
あ
る
岸
先
生
の
書
「
四
海
野
に
春
風
を
興

す
」
、
つ
ま
り
「
地
球
上
に
人
口
問
題
を
解
決

す
る
平
和
の
風
を
興
し
な
さ
い
」
、
こ
れ
が
政

治
家
と
し
て
の
努
め
だ
と
徹
を
飛
ば
さ
れ
た

尾
崎
ま
ず
、
こ
の
国
際
人
口
問
題
議
員

懇
談
会
の
成
立
の
状
況
と
趣
意
に
つ
い
て
お

話
願
え
ま
す
か
。昭和59年（1984）年

２月人口と開発に関するアジ

ア議員フォーラム第１回大会

開催地：インド、ニューデリー

ニューデリー宣言を採択。

５月元大統領・首相会議(ＯＢ

サミット）第２回総会

開催地：ユーゴスラビア、ブリ

オニ島

Ｈ本からの参加者：編田赴夫元

首相、佐藤隆副理事長他 の
で
す
。
そ
こ
で
役
人
に
も
国
会
議
員
に
も

財
界
人
に
も
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
も
、
人
口

問
題
の
重
要
性
と
ア
ジ
ア
の
深
刻
な
現
状
を

見
せ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
ア
ジ
ア

人
口
事
情
視
察
団
と
い
う
も
の
を
作
り
、
岸

先
生
を
団
長
に
１
９
７
３
年
ｎ
月
に
国
連
人

口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
と
国
際
家
族
計
画

連
盟
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
）
の
主
催
で
、
イ
ン
ド
、

タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
４
ヵ

国
を
視
察
し
た
。
帰
国
後
、
岸
先
生
が
日
本

政
府
に
対
し
て
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
と
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ

を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
ま
た
国
際

協
力
す
る
た
め
に
は
２
国
間
協
力
よ
り
も
国

際
組
織
を
通
じ
て
世
界
的
に
実
を
上
げ
な
け

れ
ば
、
と
い
う
こ
と
で
働
き
か
け
ら
れ
た
。

８月人ロと開発に関する国際

議員会議（ＩＣPPD）

開催地：メキシコ、メキシコシ

テイ

昭和6０（1985）年

２月第１回人口と開発に関す

るアジア国会議員代表者会議

(ＡＰＭＰＤ）

開催地：東京
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近
私
が
ぜ
ひ
ご
覧
に
い
れ
た
か
っ
た
写

真
が
あ
る
の
で
す
が
、
私
は
こ
の
時
の
情
景

が
忘
れ
ら
れ
な
い
ん
で
す
よ
。
イ
ン
ド
の
カ

ル
カ
ッ
タ
の
陶
器
工
場
で
ね
。
こ
れ
岸
さ
ん

と
佐
藤
隆
さ
ん
（
参
院
議
員
・
当
時
）
で
す

（
＊
写
真
）
．
こ
こ
に
男
性
が
横
に
な
っ
て
い

ま
し
て
ね
、
医
者
が
ヒ
ュ
ッ
と
切
っ
て
、
そ

う
め
ん
み
た
い
な
精
管
を
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
摘

み
ま
し
て
、
ピ
ュ
ッ
と
こ
う
縛
っ
て
パ
チ
ン

と
切
る
ん
で
す
よ
。
こ
れ
が
ま
さ
に
そ
れ
を

見
て
い
た
時
の
写
真
。
パ
イ
プ
カ
ッ
ト
。
そ

れ
で
岸
さ
ん
も
佐
藤
隆
さ
ん
も
び
っ
く
り
し

て
・
・
…
．
。
（
笑
い
）
こ
れ
、
な
か
な
か
貴
重
な

写
真
で
す
よ
。
ほ
と
ん
ど
麻
酔
も
し
な
い
で
、

神妙な顔で手術を見守る岸元首相と佐藤隆議員（1973年）

そ
れ
も
陶
器
工
場
の
事
務
所
の
事

務
机
の
上
で
や
っ
て
い
る
ん
で
す

か
ら
。

し
か
も
、
こ
の
時
岸
さ
ん
が
泊

ま
っ
た
カ
ル
カ
ッ
タ
の
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
と
い
う
の
が
、
入
り
口
に

路
上
の
民
衆
、
路
上
で
生
ま
れ
て

生
活
し
て
い
る
人
た
ち
が
ワ
ン
サ

と
い
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
掻
き

分
け
て
入
っ
て
く
よ
う
な
と
こ
ろ

に
あ
っ
た
ん
で
す
。
恐
ら
く
岸
さ

ん
は
こ
の
カ
ル
カ
ッ
タ
の
雑
踏
を

見
て
、
こ
れ
は
大
変
な
問
題
だ
と

い
う
こ
と
を
感
じ
た
の
で
し
ょ
う
。

そ
れ
で
帰
っ
て
き
て
す
ぐ
翌
日
記

者
会
見
を
開
い
た
ん
で
す
。

尾
崎
岸
さ
ん
は
人
口
問
題
に

近
そ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
佐
藤
さ
ん
も

帰
っ
て
来
て
か
ら
俄
然
動
き
出
し
て
、
そ
れ

こ
そ
代
表
幹
事
と
し
て
「
国
際
人
口
問
題
議

員
懇
談
会
」
発
足
に
向
け
て
一
番
積
極
的
に

動
き
ま
し
た
ね
。

広
瀬
彼
は
か
な
り
衝
撃
を
受
け
た
ん
で

す
ね
。
俳
句
も
つ
く
っ
て
い
ま
す
ね
。
「
ス
ラ

ム
街
笑
顔
の
子
ら
に
罪
も
な
く
」
と
。

行
っ
た
人
た
ち
は
現
場
を
見
て
一
応
に
カ
ル

チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
帰
っ
て
き
ま
し

た
。

つ
い
て
最
初
は
知
識
と
し
て
入
っ
た
け
れ
ど

も
、
実
際
の
現
地
を
見
て
ま
す
ま
す
確
信
が

深
ま
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

近
こ
の
議
員
懇
談
会
の
声
明
文
の
最
後

の
と
こ
ろ
に
、
発
起
人
一
同
の
趣
旨
説
明
と

し
て
、
こ
れ
を
国
際
的
な
組
織
に
ま
で
広
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
。

こ
れ
は
超
党
派
で
、
今
後
世
界
的
に
こ
う
い

う
国
会
議
員
の
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
い
く
べ

き
だ
と
、
最
初
の
時
点
で
す
で
に
そ
う
い
う

こ
と
に
触
れ
て
い
る
ん
で
す
。
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座談会 ｢国際人ロ問題議員懇談会」創立30周年を迎えて

４月１８日

佐藤隆JPFP代表幹事｢国連平和

賞」を受賞

４月元大統領・首相会議(ＯＢ

サミット）第３回総会

開催地：フランス、パリ

参加国：２４ヵ国

参加者：福田jl2l夫元首相（名誉

議長)、他

安
藤
こ
の
声
明
文
に
あ
る
よ
う
に
、
や

は
り
議
員
懇
活
動
を
世
界
中
に
広
め
る
と
い

う
こ
と
で
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
も
お
手
伝
い
し
て
、

例
え
ば
ア
メ
リ
カ
と
か
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
か

西
ド
イ
ツ
と
か
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
核
を

作
ろ
う
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
実
際
に
本
当

の
意
味
で
活
動
を
続
け
て
い
る
の
は
日
本
の

議
員
懇
だ
け
で
す
。
こ
れ
は
重
要
で
す
よ
。

少
な
く
と
も
カ
イ
ロ
会
議
の
時
は
日
本
の
国

会
議
員
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
ピ
ー
ク
に
達

し
た
時
点
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
た
だ
会
合
だ
け
を
や
る
わ
け

で
は
な
く
、
実
際
に
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
拠
出
金

を
つ
い
最
近
ま
で
倍
増
倍
増
で
す
。
最
近
は

伸
び
て
い
な
い
に
し
て
も
少
な
く
と
も
維
持

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
れ
は
非
常
に

昭和6１（1986）年

３月第２回人ロと開発に関す

るアジア国会議員代表者会議

(APMPD）

開催地：東京

昭和6２（1987）年

２月第３回人口と開発に関す

るアジア国会議員代表者会議

(APMPD）

開催地：バンコク、タイ

広
瀬
そ
う
で
す
ね
。
議
員
懇
の
最
大
の

功
績
の
一
つ
は
、
岸
先
生
の
意
志
を
継
い
で

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
と
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
に
対
す
る
拠
出
金
、

こ
の
火
を
消
さ
ず
に
頑
張
っ
て
き
て
い
る
こ

と
で
す
。
ア
メ
リ
カ
は
途
中
で
抜
け
た
り
し

て
い
る
け
れ
ど
も
、
日
本
は
絶
え
ず
先
頭
に

立
っ
て
来
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
は
、

世
界
各
国
の
国
会
議
員
に
呼
び
か
け
て
四
つ

の
大
陸
に
全
部
そ
れ
ぞ
れ
、
人
口
問
題
に
対

す
る
議
員
懇
談
会
を
作
っ
て
き
た
こ
と
で
す

ね
。

重
要
だ
と
思
う
ん
で
す
。
こ
う
い
う
例
は
他

の
国
に
は
な
い
ん
で
す
よ
、
残
念
な
が
ら
。

尾
崎
そ
う
い
う
世
界
的
に
も
議
員
連
の

９月人ロと開発に関するアジ

ア議員フォーラム（AFPPD）第

２回大会

開催地：中国、北京

昭和6３（1988）年

２月第４回人口と開発に関す

るアジア国会議員代表者会議

(APMPD）

開催地：マレーシア、クアラル

ンプール

平成元（1989）年

２月第５回人口と開発に関す

るアジア国会議員代表者会議

(APMPD）

開催地：フィリピン、マニラ

安
藤
議
員
懇
談
会
と
い
う
骨
組
み
が
ず
っ

と
維
持
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
本
当
に
日

本
だ
け
で
す
ね
。
日
本
の
議
員
懇
の
働
き
で

ア
ジ
ア
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
も

で
き
て
い
る
わ
け
で
す
し
ね
。
ま
た
ア
フ
リ

カ
・
ア
ラ
ブ
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
で
き
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
・
ア
メ
リ
カ
ン
（
Ｉ
Ａ
Ｐ
Ｇ
）
は

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
が
作
っ
て
あ

活
動
を
支
え
て
き
た
わ
け
で
す
か
ら
、
こ
れ

を
活
性
化
し
て
い
く
た
め
に
日
本
が
も
っ
と

活
動
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
ぜ
ひ
強
調
し

て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
少

な
く
と
も
世
界
的
に
議
員
活
動
に
刺
激
を
与

え
て
き
た
と
い
う
面
は
も
う
少
し
皆
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
っ
た
ほ
う
が
い
い
で
す
ね
。

平成２（1990）年

３月人口と女性の地位に関す

るアジア女性議員会議

開催地：インド、ニューデリー
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広
瀬
そ
う
で
す
ね
、
太
平
洋
の
島
峨
〈
国

と
か
。
そ
れ
か
ら
旧
会
員
国
で
現
在
停
止
し

て
い
る
の
は
ネ
パ
ー
ル
、
こ
れ
は
国
情
が
ね
。

そ
れ
か
ら
パ
キ
ス
タ
ン
。

安
藤
ミ
ャ
ン
マ
ー
も
巻
き
込
ん
で
い
か

な
い
と
。

広
瀬
安
藤
さ
ん
の
国
連
に
お
け
る
活
動

（
前
国
連
人
口
基
金
事
務
局
次
長
）
も
、
ず
い

ぶ
ん
密
接
に
日
本
の
議
員
懇
と
協
力
し
て
い

た
だ
い
て
…
…
。
そ
し
て
日
本
の
議
員
懇
が

中
心
に
な
っ
て
ア
ジ
ア
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ

Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
と
い
う
も
の
を
作
っ
た
。
そ
れ

が
現
在
、
正
規
会
員
国
加
ヵ
国
、
準
会
員
国

８
ヵ
国
に
ま
で
育
っ
て
き
た
わ
け
で
す
か
ら

ね
。
こ
れ
か
ら
は
北
朝
鮮
に
も
働
き
か
け
て

い
か
な
い
と
ね
。

ま
り
日
本
の
先
生
方
は
関
与
し
て
な
い
に
し

て
も
、
ア
フ
リ
カ
と
ア
ジ
ア
に
議
員
懇
を
作
っ

て
そ
れ
を
ず
っ
と
維
持
し
た
と
い
う
の
は
大

し
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
よ
。

安
藤
や
は
り
岸
先
生
の
意
志
を
継
い
だ

人
の
努
力
も
大
変
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。
佐

藤
先
生
、
そ
れ
か
ら
福
田
（
越
夫
元
首
相
）

先
生
が
議
員
懇
を
弱
体
化
し
な
い
よ
う
に
努

め
ら
れ
ま
し
た
。
福
田
先
生
の
功
績
は
大
き

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

#

尾
崎
そ
う
で
す
ね
。
Ｏ
Ｂ
サ
ミ
ッ
ト
も

ド
イ
ツ
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
元
首
相
と
組
ん
で
人

廻
韓p［

1984.8ｊ５メキシコで開かれた人ロと開発に関する国際議員会議での福田元首相

広
瀬
１
９
７
４
年
の
ブ
カ
レ
ス
ト
会
議
、

私
が
そ
の
時
に
一
番
注
目
し
て
い
た
の
は
中

国
で
し
た
。
日
本
の
議
員
懇
の
功
績
の
一
つ

と
い
え
ば
、
日
本
の
熱
意
に
中
国
が
洗
脳
さ

れ
た
こ
と
で
す
ね
。
そ
れ
ま
で
は
中
国
は
、

帝
国
主
義
と
か
覇
権
主
義
に
対
抗
す
る
た
め

に
は
人
口
と
い
う
も
の
は
多
く
な
け
れ
ば
駄

目
だ
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
て
、
他
の
国
々

は
沈
黙
し
た
わ
け
で
す
。
そ
の
当
時
は
ア
フ

リ
カ
と
か
中
南
米
、
第
３
世
界
の
国
々
も
中

国
に
賛
成
し
て
い
ま
し
た
。
と
に
か
く
「
人

口
は
力
な
り
」
と
い
う
思
想
が
あ
っ
て
、
み

ん
な
団
結
し
て
い
た
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
で

な
か
な
か
人
口
爆
発
に
異
を
唱
え
ら
れ
な
い

雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
。

口
問
題
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
ね
。

そ
れ
か
ら
政
宗
会
議
と
い
う
の
を
開
い
て
、

宗
教
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
政
治
家
の
リ
ー
ダ
ー

が
集
ま
っ
て
、
あ
れ
は
家
族
計
画
の
必
要
性
ま

で
認
め
た
ん
で
す
ね
。
あ
れ
、
宗
教
改
革
で
す

ね
。
福
田
さ
ん
の
存
在
も
忘
れ
て
は
い
け
ま

せ
ん
ね
。
そ
れ
が
安
倍
晋
太
郎
さ
ん
（
元
外
相
）
、

中
山
太
郎
現
会
長
と
引
き
継
が
れ
て
き
た
。
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座談会 ｢国際人ロ問題議員懇談会」創立30周年を迎えて

３月第６回人ロと開発に関す

るアジア国会議員代表者会議

(APMPD）

開催地：インドネシア、ジャカ

ルタ

広
瀬
１
９
８
４
年
の
メ
キ
シ
コ
会
議
で

中
国
は
１
人
っ
子
政
策
に
つ
い
て
、
人
口
増

加
抑
制
と
経
済
開
発
を
一
体
の
も
の
と
し
て

推
進
し
て
い
き
た
い
と
…
…
。
こ
れ
は
影
響

が
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。
１
９
７
４
年
に
人

口
増
加
率
が
２
．
０
３
％
と
、
そ
の
ま
ま
放
っ

て
お
け
ば
犯
・
５
年
で
倍
増
す
る
は
ず
だ
っ

た
の
が
、
、
年
後
の
１
９
８
４
年
に
は
も
う

尾
崎
あ
の
頃
は
東
西
冷
戦
の
最
中
で
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
が
強
か
っ
た
で
す
か
ら
ね
。

そ
の
中
国
が
１
９
７
９
年
に
は
１
人
っ
子
政

策
を
や
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
大
転
換
を
し

た
わ
け
で
す
ね
。
要
す
る
に
中
国
の
人
口
政

策
の
転
換
に
つ
い
て
日
本
が
大
変
大
き
な
役

割
を
果
た
し
た
と
。

10月人口と開発に関するアジ

ア議員フォーラム（AFPPD）第

３回大会

開催地：タイ・バンコク

平成３（1991）年

２月第７回人口と開発に関す

るアジア国会議員代表者会議

(APMPD）

開催地：韓国、ソウル

平成４（1992）年

２月財団法人アジア人ロ・開

発協会(APDA)･人ロと開発に関

するアジア議員フォーラム

(AFPPD）設立10周年記念式典

尾
崎
そ
れ
で
は
局
而
を
変
え
て
、
最
近

の
人
口
問
題
の
様
変
わ
り
に
つ
い
て
話
を
少

し
進
め
た
い
ん
で
す
が
。
こ
こ
に
い
る
皆
さ

ん
は
全
員
出
席
を
し
た
１
９
９
４
年
の
カ
イ

ロ
会
議
の
意
味
、
そ
れ
か
ら
カ
イ
ロ
会
議
以

降
の
問
題
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
安
藤
さ
ん
、
ご
自
身
で
も
カ
イ
ロ

会
議
に
は
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ッ
、

あ
る
い
は
女
性
に
対
す
る
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン

１
．
６
７
％
ま
で
人
口
増
加
が
ダ
ウ
ン
し
た
。

そ
し
て
、
国
民
の
生
活
水
準
が
人
口
を
減
ら

す
こ
と
に
よ
っ
て
ず
い
ぶ
ん
向
上
し
た
と
中

最
近
の
人
口
問
題
ｌ
カ
イ
ロ
会
議
以
降
に
つ
い
て
Ｉ

２月第８回人ロと開発に関す

るアジア国会議員代表者会議

(ＡＰＭＰＤ）

開催地：東京

８月第４回アジア太平洋人口

会議

開催地：インドネシア、バリ

主催：国連アジア太平洋経済

社会委員会（ESCAP）

平成５（1993）年

２月第９回人口と開発に関す

るアジア国会議員代表者会議

(ＡＰＭＰＤ）

開催地：ベトナム、ハノイ

安
藤
二
点
あ
る
と
思
い
ま
す
。
｜
つ
は

や
は
り
１
９
９
４
年
の
カ
イ
ロ
会
議
で
人
口

問
題
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
根
本
的
に
変

わ
っ
た
こ
と
で
す
。
今
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う

に
マ
ク
ロ
か
ら
ミ
ク
ロ
と
い
う
こ
と
で
、
女

卜
と
い
う
考
え
方
は
マ
ク
ロ
か
ら
ミ
ク
ロ
へ

の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
と
い
わ
れ
る
の
に
ふ

さ
わ
し
い
大
き
な
変
化
だ
っ
た
わ
け
で
す
が
、

こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
ま
す
か
。

国
が
淡
々
と
言
っ
た
の
で
、
み
ん
な
び
っ
く

り
し
た
ん
で
す
。

10月人口と開発に関するアジ

ア議員フォーラム（AFPPD）第

４回大会

M1催地：マレーシア、クアラル

ンプール

｢クアラルンプール宣言｣を採択
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性
の
地
位
の
向
上
な
ど
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ

ま
し
た
。
そ
れ
は
非
常
に
重
要
な
ん
で
す
が
、

問
題
は
マ
ク
ロ
か
ら
あ
ま
り
に
も
目
が
離
れ

す
ぎ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
の
ミ
ク
ロ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
人
口
と
資
源
と
か
環
境
の

バ
ラ
ン
ス
を
図
る
と
い
う
目
的
の
た
め
に
新

し
い
手
段
を
と
っ
た
ん
で
す
が
、
手
段
そ
の

も
の
が
目
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
感

じ
が
し
ま
す
。
で
す
か
ら
今
ま
で
人
口
問
題

に
関
心
を
持
っ
て
い
た
人
た
ち
、
特
に
経
済

企
画
庁
や
大
蔵
省
な
ど
、
マ
ク
ロ
的
に
も
の

を
見
て
き
た
人
は
か
な
り
離
反
し
て
し
ま
っ

た
よ
う
な
印
象
を
受
け
ま
す
。
カ
イ
ロ
の
行

動
計
画
を
見
る
と
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ヘ
ル
ス
だ
け
が
問
題
な
わ
け
で
は
な
い
で
す

よ
ね
。
非
常
に
広
い
。
女
性
の
地
位
の
向
上

と
人
権
の
保
護
と
い
う
の
は
や
は
り
開
発
の

一
環
で
す
が
、
や
は
り
人
口
と
資
源
、
環
境

の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
と
い
う
の
が
、
特
に
人

類
の
生
存
を
守
る
た
め
に
は
根
本
的
に
一
番

重
要
な
問
題
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。

そ
の
焦
点
が
失
わ
れ
て
い
る
の
が
僕
の
心
配

で
す
。
で
す
か
ら
も
う
少
し
こ
れ
か
ら
人
口

問
題
を
見
直
さ
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
。
リ
プ
ロ
は
非
常
に
重
要
で
す
が
、
あ
ま

身
は
そ
も
そ
も
人
口
問
題
は
嫌
い
な
ん
で
す
。

人
口
問
題
は
大
事
で
す
が
、
そ
れ
は
家
族
計

画
を
本
当
に
推
進
し
て
い
け
ば
結
果
と
し
て

人
口
問
題
の
解
決
に
繋
が
っ
て
い
く
。
そ
の

人
口
問
題
を
解
決
す
る
の
を
急
ぐ
あ
ま
り
に

家
族
計
画
そ
の
も
の
を
人
口
政
策
と
し
て
、

と
に
か
く
人
口
が
多
い
か
ら
減
ら
せ
、
と
い

尾
崎
そ
の
点
で
近
さ
ん
の
と
こ
ろ
（
ジ
ョ

イ
セ
フ
）
は
実
際
に
フ
ィ
ー
ル
ド
を
持
っ
て

お
ら
れ
て
、
リ
プ
ロ
に
対
し
て
も
相
当
深
く

今
突
っ
込
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
わ
け
で
す
が
、

安
藤
さ
ん
の
意
見
に
対
し
て
ど
う
い
う
お
考

え
を
持
っ
て
ら
っ
し
や
い
ま
す
か
。

り
リ
プ
ロ
だ
け
で
や
る
と
国
会
議
員
の
先
生

方
の
関
心
も
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
の
で
す
。

近

私
は
国
井
（
故
国
弁
長
次
郎
．

近泰男氏

・
元
ジ
ョ

イ
セ
フ
理

事
長
）
と

ず
っ
と
仕

事
し
て
き

ま
し
た
。

あ
の
人
目

う
の
は
人
間
を
無
視
し
て
い
る
と
。
彼
は
常

に
や
は
り
人
間
を
中
心
に
し
て
、
人
間
と
い

う
の
は
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
が
幸
せ
に
な
り

た
い
、
病
気
に
な
り
た
く
な
い
。
そ
う
い
う

思
い
を
持
っ
て
い
る
人
間
た
ち
に
、
も
う
人

口
が
多
い
ん
だ
か
ら
減
ら
せ
、
と
言
う
だ
け

で
す
む
問
題
で
は
な
い
と
。
も
っ
と
み
ん
な

が
自
分
た
ち
の
幸
せ
な
り
健
康
な
り
と
い
う

も
の
を
考
え
て
、
そ
う
い
う
中
で
家
族
計
画

と
い
う
も
の
を
考
え
さ
せ
る
、
そ
う
で
な
け

れ
ば
家
族
計
画
な
ん
て
絶
対
浸
透
し
て
い
か

な
い
、
と
い
う
の
が
彼
の
Ｉ
Ｐ
（
イ
ン
テ
グ

レ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
の
思
想
で

す
。
で
す
か
ら
こ
の
考
え
方
か
ら
い
く
と
、

カ
イ
ロ
会
議
は
ま
さ
に
我
々
が
昭
和
釦
年
頃

に
議
論
し
て
い
た
そ
の
も
の
が
国
際
会
議
の

場
で
、
同
じ
よ
う
な
議
論
で
沸
騰
し
た
わ
け

で
す
か
ら
ね
。
私
は
そ
う
い
う
意
味
に
お
い

て
は
、
家
族
計
画
と
い
う
も
の
を
ミ
ク
ロ
の

視
点
か
ら
見
つ
め
る
あ
の
よ
う
な
機
会
が
で

き
た
こ
と
は
非
常
に
良
か
っ
た
と
思
う
ん
で

す
。
た
だ
そ
の
後
、
問
題
の
一
つ
は
や
は
り

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
と
か
、
ラ
イ

ッ
と
い
う
言
葉
が
わ
か
り
に
く
い
。
特
に
男

性
の
政
治
家
に
は
あ
ま
り
ピ
ン
と
こ
な
い
の
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座談会 ｢国際人ロ問題議員懇談会」創立30周年を迎えて

平成６（1994）年

３月第10回人口と開発に関す

るアジア国会議員代表者会議

(APMPD）

開催地：中国、北京
近
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ

は
、
人
口
問
題
と
い
う
も
の
を
推
計
で
も
っ

て
、
２
０
５
０
年
に
は
１
０
０
億
に
な
る
な

ん
て
い
っ
て
い
た
の
が
今
度
は
兜
億
、
今
度

は
釦
億
だ
と
い
う
よ
う
に
ね
。
マ
ス
コ
ミ
は

や
は
り
そ
う
い
う
数
字
の
面
だ
け
に
飛
び
つ

き
ま
す
か
ら
、
そ
う
す
る
と
、
肝
心
の
と
こ

は
全
部
隠
れ
て
し
ま
い
、
何
と
な
く
も
う
人

口
問
題
は
成
功
し
て
人
口
増
加
は
落
ち
て
き

て
い
る
ん
だ
と
、
素
人
的
に
は
見
え
て
し
ま

い
ま
す
よ
ね
。

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

9月国際人ロ・開発議員会議

(1CPP、）

開催地：エジプトカイロ

参加国：世界107カ国から300名

が参加

lCPPDrカイロ宣言」を採択

尾
崎
言
葉
の
問
題
で
す
か
。

９月国際人ロ開発会議(|CPD）

開催地：エジプトカイロ

政府間会議である同会議ではり

プロダクティブ・ヘルス概念を

中心に、2015年までの人口プロ

グラムである行動計画(PCA)が

採択された。

安
藤
僕
は
、
ミ
ク
ロ
と
マ
ク
ロ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
の
両
方
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
特
に
近
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う

に
家
族
計
画
の
重
要
性
、
特
に
女
性
が
決
め

る
家
族
計
画
と
い
う
の
は
こ
れ
か
ら
も
推
進

尾
崎
数
字
を
表
に
出
し
す
ぎ
た
と
い
う

意
味
で
す
か
？

近
出
し
方
の
問
題
が
あ
っ
た
と
思
う
ん

で
す
よ
。
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
の
仕
方
と
い
う
も
の

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
。
で
す
か
ら
結

局
あ
の
Ｍ
Ｄ
Ｇ
（
ミ
レ
ニ
ァ
ム
開
発
目
標
）

の
中
に
も
入
ら
な
い
よ
う
な
形
で
括
ら
れ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
の
は
や
は
り
失
敗
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
ね
。

平成７（1995）年

３月国際人ロ・社会開発国会

議員会議（ＩＭＰPSD）

開催地：デンマーク、コペンハー

ゲン

参加国：世界53カ国

３月第１１回人ロと開発に関す

るアジア国会議員代表者会議

(APMPD）

開催地：東京

８月国際女性・人ロ・開発議

員会議（|MPGPD）

開催地：東京

参加国：５８カ国からの国会議員

及び国際機関等約210名が参加

｢東京宣言」を採択

限
り
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
と
い

う
概
念
を
持
っ
て
く
る
こ
と
で
、
家
族
計
画

す
ら
も
途
上
国
で
は
ポ
カ
さ
れ
て
し
ま
っ
た

ん
で
す
ね
。
概
念
そ
の
も
の
が
は
っ
き
り
定

義
さ
れ
て
な
い
わ
け
で
す
。
今
ま
で
家
族
計

画
す
ら
も
満
足
に
普
及
で
き
な
か
っ
た
所
に
、

も
っ
と
間
口
の
広
い
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ヘ
ル
ス
を
持
っ
て
き
て
し
ま
う
と
、
ど
こ
に

焦
点
を
置
い
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
う
と
い
う
の
が
カ
イ
ロ
直
後
の
途
上

平成８（1996）年

２月第１２回人ロと開発に関す

るアジア国会議員代表者会議

開催地：フィリピン、マニラ

安藤博文氏

見た,悪けけし

磯:蕊
８７



擁
Ｉ
Ｐ
Ｆ
ｈ
』
乃
刀
互
囚
「
五
：
｛
え
〉
灘
シ
に
つ
い

て
は
中
国
は
敏
感
に
反
論
し
ま
し
た
ね
。
ま

た
日
本
の
場
合
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ

ル
ス
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
訳
し

た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
と
。
再
生
産
す
る
、
健

康
の
再
生
産
と
は
何
な
の
か
。
専
門
家
も
わ

か
ら
な
い
。
人
口
問
題
は
底
辺
の
裾
野
が
広

い
わ
け
で
す
か
ら
、
多
く
の
女
性
が
認
識
し

国
に
お
け
る
問
題
で
す
。

て
、
そ
れ
に
合
意
し
て
も
ら
わ
な
く
ち
ゃ
困

る
。
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
と
言
っ

尾
崎
そ
う
い
う
議
論
は
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
て
も
、
普
通
の
人
は
わ
か
ら
な
い
で
す
よ
。

中
に
も
あ
る
ん
で
す
か
。

近
で
す
か
ら
私
た
ち
は
、
「
家
族
計
画
も

安
藤
少
な
く
と
も
カ
イ
ロ
直
後
に
は
か
含
め
た
女
性
の
生
涯
に
わ
た
る
健
康
」
と
言
っ

な
り
あ
り
ま
し
た
。
Ⅱ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
．
て
い
ま
す
。

ヘ
ル
ス
の
定
義
そ
の
も
の
も
国
に
よ
っ
て
違

う
ん
で
す
。
そ
こ
で
専
門
家
会
議
を
開
い
て

尾
崎
少
し
長
い
で
す
ね
。
（
笑
い
）

定
義
を
か
な
り
詰
め
ま
し
た
け
れ
ど
ね
。

安
藤
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
定
義
は
も
っ
と
長
い
で

広
瀬
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
と
す
よ
。

い
う
一
一
一
一
暴
恭

氏
そ
れ
か
ら

雄
ラ
イ
ッ
と

鰍いう一一一扉恭
広
特
に
ラ
イ

近
入
り
ま
す
が
、
今
の
言
い
方
に
な
る

と
男
性
が
外
れ
て
し
ま
う
ん
で
す
よ
。

近
生
涯
に
わ
た
る
女
性
の
健
康
、
そ
の

中
に
も
家
族
計
画
も
含
ま
れ
て
い
る
ん
だ
と

い
う
、
そ
の
よ
う
な
説
明
で
な
い
と
な
か
な

か
わ
か
ら
な
い
で
す
よ
。

安
藤
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
と

い
う
の
は
男
性
も
入
る
わ
け
で
す
よ
ね
。

尾
崎
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
に
し
て
も
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ

安
藤
そ
の
思
想
に
基
づ
い
て
今
ジ
ョ
イ

セ
フ
が
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
お
金
で
ベ
ト
ナ
ム
で

望
ま
な
い
妊
娠
、
妊
娠
中
絶
を
減
ら
す
た
め

の
り
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
や
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。

ラ
イ
ッ
が
入
っ
て
な
い
と
い
う
立
場
を
と
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
が
何
を
意
味
し
て
い
る
の

か
と
い
う
と
人
工
妊
娠
中
絶
が
問
題
に
な
る

わ
け
で
す
。
そ
れ
を
持
ち
出
す
と
ま
た
大
論

争
に
な
る
か
ら
Ｍ
Ｄ
Ｇ
の
時
は
そ
れ
を
抜
か

し
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
点
に
関
し

て
僕
は
近
さ
ん
の
説
を
昔
か
ら
信
仰
し
て
い

る
ん
で
す
。
人
工
妊
娠
中
絶
を
喜
ん
で
受
け

る
女
性
は
誰
一
人
い
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、

こ
れ
を
も
っ
と
な
く
す
方
向
で
、
も
っ
と
大

き
く
運
動
を
展
開
し
た
ら
、
中
絶
を
め
ぐ
る

対
立
が
緩
和
さ
れ
る
ん
で
は
な
い
か
と
い
う

思
い
が
あ
る
ん
で
す
が
。

！‘

尾崎事務局長

に
し
て
も
、

Ｍ
Ｄ
Ｇ
に

は
そ
の
リ

プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・

ヘ
ル
ス
／
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座談会 ｢国際人ロ問題議員懇談会」創立30周年を迎えて

９月人ロと開発に関するアジ

ア議員フォーラム（AFPPD）第

５回大会

開催地：オーストラリア、キャ

ンベラ

参加国：２９カ国

尾
崎
ア
メ
リ
カ
が
ど
う
し
て
３
４
０
０

万
ド
ル
も
の
資
金
を
国
連
に
拠
出
し
な
い
か

と
い
う
と
、
中
国
で
行
わ
れ
て
い
る
〃
強
制

的
〃
な
中
絶
は
人
権
問
題
で
、
そ
れ
を
支
援

し
て
い
る
団
体
に
は
資
金
を
出
さ
な
い
と
称

し
て
る
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
人
工
妊
娠
中

近
日
本
の
経
験
か
ら
見
れ
ば
、
明
ら
か

に
家
族
計
画
が
普
及
す
る
こ
と
で
中
絶
が
減
っ

て
い
る
ん
で
す
。
昭
和
訓
年
に
は
１
１
７
万

件
あ
っ
た
中
絶
が
今
犯
万
件
ま
で
減
っ
て
ま

す
。
こ
れ
は
厳
然
た
る
事
実
で
す
。
で
す
か

ら
私
は
ベ
ト
ナ
ム
に
し
て
も
中
国
に
し
て
も

中
絶
の
数
字
を
前
面
に
出
し
て
こ
れ
を
な
く

す
方
向
で
努
力
す
べ
き
だ
と
訴
え
て
い
る
の

で
す
。

平成８（1996）年

11月国際食料安全保障・人口・

開発議員会議（|PMFSPD）開催

開催地：スイス、ジュネーブ

参加国：５７カ国90人の国会議員、

国際機関等116名が参加

平成９（1997）年

３月第13回人口と開発に関す

るアジア国会議員代表者会議

開催地：神戸

４月「人ロと開発に関するアフ

リカ・アラブ議員フォーラム

(FAAPPD)」設立総会

開催地：南アフリカ、ケープタ

ウン

近
米
国
は
中
国
だ
け
を
目
の
敵
に
し
て

い
ま
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
今
、
フ
ラ
ン

ス
が
開
発
し
た
早
期
妊
娠
中
絶
薬
Ｒ
Ｕ
４
８

６
が
ど
ん
ど
ん
普
及
し
て
い
ま
す
。
日
本
で

は
許
可
し
て
な
い
も
の
で
す
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
個
人
で
輸
入
し
て
、
ど
ん
ど
ん
使
っ

て
い
る
。
医
師
が
管
理
し
な
い
で
、
子
宮
外

妊
娠
の
時
な
ど
に
飲
む
と
大
出
血
し
た
り
し

て
女
性
の
命
に
関
わ
る
ん
で
す
。
そ
れ
が
今

ま
っ
た
く
野
放
し
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
い

う
薬
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
も
う
当
た
り
前
と

絶
を
減
ら
そ
う
と
い
う
方
向
を
中
国
が
も
っ

と
大
き
く
打
ち
出
し
て
い
け
ば
、
そ
う
い
う

ア
メ
リ
カ
の
批
判
も
か
わ
せ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

平成1０（1998）年

４月第14回人口と開発に関す

るアジア国会議員代表者会議

(APMPD）

開催地：インド、ニューデリー

平成1１（1999）年

４月第15回人口と開発に関す

るアジア国会議員代表者会議

(APMPD）

開催地：韓国、ソウル 安
藤
国
際
的
に
は
割
れ
て
い
ま
す
ね
。

１
９
８
４
年
の
メ
キ
シ
コ
会
議
で
は
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
が
権
利
と
し
て
認
め
ろ
と
主
張
し
、
ア

メ
リ
カ
は
結
局
メ
キ
シ
コ
会
議
で
反
対
し
た

ん
で
す
。
１
９
９
４
年
に
は
ア
メ
リ
カ
は
民

主
党
で
す
か
ら
中
絶
容
認
の
方
に
戻
っ
て
き

た
わ
け
で
す
が
。
今
度
の
ケ
リ
ー
と
ブ
ッ
シ
ュ

尾
崎
人
工
妊
娠
中
絶
を
権
利
と
し
て
打

ち
出
す
の
か
、
必
要
悪
と
し
て
こ
れ
を
な
く

す
努
力
を
す
る
の
か
、
そ
こ
に
大
き
な
差
が

出
て
く
る
よ
う
に
思
え
ま
す
が
…
…
。

し
て
使
わ
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
明

ら
か
に
早
期
の
妊
娠
中
絶
に
繋
が
る
も
の
な

ん
で
す
。

９月AFPPDC1Sならびに極東

アジア諸国人口・開発国会議員

会議

開催地：モンゴル

｢ウランバートル宣言」を採択

１０月人口と開発に関するアジ

ア議員フォーラム（AFPPD）第

６回大会

開催地：新潟県、佐渡島
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広
瀬
や
は
り
今
ま
で
の
経
済
発
展
に
基

づ
く
も
の
の
価
値
観
、
幸
せ
の
価
値
観
、
尺

度
、
こ
う
い
う
も
の
を
考
え
直
さ
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
ね
。
地
球
と
人
類
が
共
生
し
て
い

く
、
こ
う
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
な
立
場
に
立
つ

尾
崎
カ
イ
ロ
会
議
以
降
、
人
口
に
関
す

る
議
論
が
非
常
に
神
学
論
争
み
た
い
な
次
元

に
入
り
込
ん
で
い
る
而
も
否
定
で
き
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
す
か
ら
、
人
口

問
題
と
い
う
と
す
ぐ
人
工
妊
娠
中
絶
と
か
、

な
ん
だ
か
危
な
い
よ
う
な
印
象
を
持
ち
や
す

い
。
こ
れ
は
運
動
論
と
し
て
は
弱
い
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
も
う
少
し
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
而
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
必
要

で
は
な
い
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
ｎ
世
紀
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

す
け
れ
ど
も
、
今
後
の
人
口
問
題
と
し
て
の

課
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

も
先
日
の
２
回
目
の
討
論
で
は
、
基
本
的
に

は
ケ
リ
ー
は
必
要
悪
と
し
て
認
め
て
い
る
け

れ
ど
も
、
ブ
ッ
シ
ュ
は
反
対
で
す
ね
。
ど
う

「
地
球
と
人
類
の
共
生
」
’
四
世
紀
の
人
ロ
問
題
の
課
題
Ｉ

尾
崎
し
か
し
ま
だ
開
発
途
上
国
で
は
年

間
７
７
０
０
万
人
と
か
８
０
０
０
万
人
ず
つ

増
え
て
い
く
と
い
う
現
実
と
、
先
進
国
の
少

子
高
齢
化
の
現
実
と
い
う
二
つ
が
引
っ
張
り

合
っ
て
い
る
状
況
が
あ
り
ま
す
。

近
私
は
や
は
り
黒
田
（
俊
夫
・
ジ
ョ
イ

セ
フ
会
長
）
先
生
が
心
配
し
て
お
ら
れ
ま
す

が
、
と
に
か
く
こ
の
訓
年
が
本
当
の
正
念
場

て
考
え
る
こ
と
が
基
本
で
す
よ
ね
。
も
う
一

つ
の
大
き
な
課
題
は
少
子
化
で
す
。
少
子
高

齢
化
社
会
。
先
進
国
と
し
て
日
本
は
大
変
な

ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
わ
け
で

す
が
、
中
国
や
イ
ン
ド
な
ど
の
発
展
途
上
国

も
す
で
に
高
齢
化
の
兆
し
が
出
て
き
て
い
る
。

特
に
日
本
は
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
す
か
ら
、

こ
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
い
く
か

と
い
う
の
を
世
界
が
注
目
し
て
い
ま
す
ね
。

い
う
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
中
絶
は
殺
人
だ
と

言
っ
て
い
ま
す
ね
。

な
の
に
一
向
に
政
治
家
も
マ
ス
コ
ミ
も
、
そ

れ
か
ら
学
会
も
あ
ま
り
こ
の
問
題
に
つ
い
て

議
論
を
し
な
い
。
一
体
こ
れ
で
い
い
の
か
と

い
う
、
あ
の
問
い
か
け
を
私
は
非
常
に
深
刻

に
受
け
止
め
ま
す
。
と
い
う
の
は
日
本
の
少

子
高
齢
化
に
お
い
て
、
働
き
な
が
ら
子
供
が

安
心
し
て
産
め
る
よ
う
な
そ
う
い
う
施
策
な

り
シ
ス
テ
ム
な
り
制
度
を
作
る
、
こ
れ
は
私

は
む
し
ろ
一
つ
の
い
い
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い

ま
す
。
政
府
さ
え
本
気
に
な
れ
ば
、
少
な
く

と
も
１
．
羽
あ
た
り
で
出
生
率
に
歯
止
め
を

か
け
て
、
１
．
３
か
１
．
４
、
少
な
く
と
も

北
欧
並
み
の
、
そ
う
い
う
方
向
を
目
指
す
可

能
性
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
問
題
は
や

は
り
途
上
国
が
、
こ
と
に
中
進
国
と
い
わ
れ

る
国
々
が
、
ま
だ
完
全
に
経
済
が
発
展
し
て

い
な
い
時
に
ど
ん
ど
ん
高
齢
化
だ
け
が
進
ん

で
い
っ
た
場
合
、
〃
人
口
ボ
ー
ナ
ス
〃
が
十
分

に
活
用
さ
れ
な
い
ま
ま
、
む
し
ろ
貧
困
に
向

か
っ
た
場
合
に
大
変
な
問
題
が
出
て
く
る
の

で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

は
や
は
り
先
進
国
が
途
上
国
の
人
口
問
題
を

し
っ
か
り
認
識
し
て
、
そ
れ
に
資
金
を
出
す
。

そ
れ
を
今
や
ら
な
い
と
手
遅
れ
に
な
っ
て
し

ま
う
、
私
は
そ
う
い
う
危
機
意
識
を
持
っ
て
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座談会 ｢国際人ロ問題議員懇談会」創立30周年を迎えて

平成1２（2000）年

３月第16回人口と開発に関す

るアジア国会議員代表者会議

(APMPD）

開催地：タイ、バンコク

安
藤
そ
の
た
め
に
や
は
り
国
会
議
員
の

先
生
に
は
こ
れ
か
ら
も
、
国
際
的
に
蒋
発
活

動
を
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
も
う
少
し
途
上
国
の
国
会
議
員

の
グ
ル
ー
プ
に
働
き
か
け
て
、
自
国
の
政
府

の
予
算
を
、
人
口
問
題
と
か
家
族
計
画
の
た

め
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
た
め

に
増
や
す
よ
う
に
し
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。
僕
は
会
議
だ
け
で
は
意

味
が
な
い
と
思
い
ま
す
。

い
ま
す
。
ま
す
ま
す
格
差
が
広
が
っ
て
、
貧

困
か
ら
絶
対
脱
却
で
き
な
い
国
が
ど
ん
ど
ん

増
え
て
し
ま
い
、
そ
れ
が
紛
争
や
社
会
不
安

な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
関
わ
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。

平成1３（2001）年

５月第17回人ロと開発に関す

るアジア国会議員代表者会議

開催地：ニュージーランド､オー

クランド

平成1４（2002）年

３月第18回人口と開発に関す

るアジア国会議員代表者会議

(ＡＰＭＰＤ）

開催地：東京

３月財団法人アジア人ロ・開

発協会設立20周年記念式典

広
瀬
ア
ジ
ア
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
発
足
以

来
、
議
長
は
全
部
日
本
で
す
。
お
金
だ
け
出

し
て
、
後
は
ポ
リ
シ
ー
は
な
い
と
い
う
の
で

は
困
り
ま
す
。
佐
藤
隆
、
桜
井
新
、
谷
津
義

男
各
氏
と
、
日
本
の
国
会
議
員
が
議
長
を
継

承
し
て
き
た
の
で
す
か
ら
、
ぜ
ひ
も
う
少
し

真
剣
に
、
も
っ
と
若
い
国
会
議
員
が
仲
間
を

募
っ
て
活
性
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
国
で
も
、
日
本
の
皿
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン

安
藤
さ
ら
な
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
す

ね
。
こ
れ
は
必
要
で
す
よ
。

広
瀬
日
本
の
国
会
議
員
に
ぜ
ひ
も
う
少

し
真
剣
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
ね
。

８月持続可能な開発に関する

世界サミット（ＷＳＳＤ）

開催地：南アフリカ、ヨハネス

ブルグ

10月人ロと開発に関するアジ

ア議員フォーラム（AFPPD）第

７回大会（設立20周年記念）

開催地：中国、北京

11月｜CPD行動計画実施のため

の2002年国際国会議員会議(1PCI）

開催地：カナダ、オタワ

｢オタワ公約」を採択

に
関
す
る
専
門
調
査
会
と
い
う
も
の
を
作
っ

て
来
年
に
は
最
終
報
告
を
出
す
と
言
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
に
人
口
減
少

社
会
は
ど
の
ぐ
ら
い
入
っ
て
い
る
か
。
こ
う

い
う
と
こ
ろ
へ
ど
ん
ど
ん
議
員
懇
も
首
を
突
っ

込
ん
で
発
言
を
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

一
つ
に
は
人
口
問
題
と
い
う
の
は
手
間
が
か

か
っ
て
票
に
な
ら
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
橋
を

架
け
た
り
学
校
を
作
っ
た
り
し
た
ほ
う
が
い

い
と
い
う
悪
い
風
潮
が
あ
る
。

安
藤
こ
れ
か
ら
は
女
性
の
健
康
を
向
上

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
粟
が
集
ま
り
ま
す
よ
。

広
瀬
そ
れ
と
や
は
り
勇
気
を
持
っ
て
ア

メ
リ
カ
を
拠
川
国
に
引
っ
張
り
込
む
、
仲
間

12月国際人ロ開発会議行動計

画実施のためのアジア国会議員

会議

開催地：タイ、バンコク

12月ESCAPアジア太平洋人ロ

会議

開催地：タイ、バンコク
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平成1５（2003）年

７月ＨＩＶ/AlDSに関する南アジ

ア国会議員会議

開催地：インド、ニューデリー

12月第19回人ロと開発に関す

るアジア国会議員代表者会議

(APMPD）

開催地：ベトナム、ホーチミン

｢ホーチミン市宣言」を採択

安
藤
少
子
高
齢
化
の
問
題
の
関
連
で
、

国
際
人
口
移
動
が
特
に
日
本
に
と
っ
て
大
き

な
問
題
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
経
済

的
に
は
人
口
が
減
っ
て
も
ハ
イ
テ
ク
を
活
用

し
て
い
け
ば
日
本
の
経
済
ま
だ
伸
び
る
と
思

う
ん
で
す
が
、
誰
が
高
齢
者
の
介
護
を
し
て

い
く
か
と
な
る
と
、
や
は
り
あ
る
程
度
は
移

民
を
許
さ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
よ
ね
。
難

し
い
問
題
で
す
け
れ
ど
、
そ
の
問
題
を
も
う

に
引
き
戻
す
、
こ
う
い
う
努
力
を
し
て
ほ
し

い
で
す
ね
。
イ
ラ
ク
へ
自
衛
隊
を
出
す
の
も

い
い
。
け
れ
ど
も
、
も
う
少
し
平
和
を
尊
ぶ

こ
の
問
題
に
つ
い
て
力
を
注
い
で
も
ら
い
た

い
で
す
ね
。

平成1６（2004）年

６月AFPPD女性大臣・議員会

議

開催地：オーストラリア、キャ

ンベラ

７月｜PPF東、東南アジアラン

ドテーブル

開催地：マレーシア

尾
崎
人
口
問
題
に
は
何
も
派
閥
も
党
派

も
な
い
わ
け
で
す
。
幅
広
い
立
場
に
立
っ
て
、

若
い
人
を
惹
き
つ
け
て
い
く
と
い
う
こ
と
が

議
員
懇
の
事
務
局
を
務
め
る
私
た
ち
の
今
の

課
題
だ
と
自
覚
し
て
い
ま
す
。
皿
月
７
日
に

議
員
懇
釦
周
年
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
催
し
ま

す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
で
も
な
る
べ
く
多
く
の

近
も
う
少
し
若
い
国
会
議
員
に
こ
の
人

口
問
題
に
関
心
を
持
た
せ
る
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
。
門
戸
を
開
け
、
幅
を
広
げ
る
こ
と
が

重
要
で
す
ね
。

少
し
議
員
懇
で
も
勉
強
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

８月｜PPFグローバル、ラウン

ドテーブル

開催地：英国、ロンドン

９月第20回人ロと開発に関す

るアジア国会議員代表者会議

(APMPD）

開催地：カザフスタン、アルマ

テイ

10月ICPD行動計画実施のため

の国際人ロ開発議員会議

開催地：フランス､ストラスブール

12月７日

国際人ロ問題議員懇談会設立３０

周年記念式典

人
に
来
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

派
遣
事
業
も
、
な
る
べ
く
若
い
議
員
に
２
人

で
も
３
人
も
多
く
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

今
行
っ
て
い
る
の
は
そ
う
い
う
小
さ
な
試
み

で
す
が
、
大
事
な
こ
と
は
岸
さ
ん
た
ち
が
始

め
た
情
熱
を
、
若
い
人
に
ど
の
よ
う
に
伝
え

て
い
く
か
と
い
う
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

尾
崎
貴
重
な
お
話
を
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

近
本
当
に
そ
う
思
い
ま
す
ね
。

9２



にゆうすふお－らむ

政
府
は
妬
日
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
自

由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
交
渉
加
速
の

た
め
，
「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に

関
す
る
基
本
方
針
」
（
骨
太
の
方
針
第
４

弾
）
原
案
に
、
看
護
・
介
護
分
野
で
の

外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ
拡
充
の
検
討

や
農
業
生
産
の
効
率
化
を
盛
り
込
む
こ

と
を
決
め
た
。

雇囿

外国人労働者

受け入れ拡充
に
ゅ
う
す
ふ
ぉ
Ⅱ
ら
む

骨太方針･検討を盛り込み

外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ
や
農
産
物

の
輸
入
拡
大
は
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

な
ど
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
の
最
大
の
焦
点

と
な
っ
て
い
る
が
、
国
内
雇
用
や
農
業

へ
の
影
響
が
大
き
い
と
の
懸
念
が
出
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
政
府
全
体
で
の
検

討
課
題
と
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し

日
本
人
平
均
寿
命
は
、
女
性
八
十
五
・

三
三
歳
、
男
性
七
十
八
・
三
六
歳
で
、

そ
れ
ぞ
れ
過
去
最
高
齢
を
更
新
し
た
こ

と
が
十
六
日
、
厚
生
労
働
省
が
発
表
し

た
二
○
○
三
年
の
「
簡
易
生
命
表
」
で

わ
か
っ
た
。
前
年
よ
り
女
性
が
○
二

國平均寿命・自殺増で延び鈍化
女
開
・
兜
男
氾
・
釦
歳

た
。
ま
た
、
原
案
は
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
を
「
国

内
構
造
改
革
と
一
体
的
に
加
速
・
強
化

す
る
」
と
位
置
付
け
、
締
結
に
よ
り
日

本
経
済
の
活
性
化
や
農
政
改
革
も
促
進

さ
れ
る
と
の
考
え
を
打
ち
出
す
。

さ
ら
に
、
貿
易
自
由
化
や
労
働
者
受

け
入
れ
の
条
件
整
備
の
た
め
、
技
術
研

修
や
人
材
育
成
▽
政
府
調
達
、
知
的
財

産
権
保
護
、
競
争
政
策
な
ど
法
制
度
改

革
▽
通
信
物
流
鑿
の
改
善
ｌ
な

ど
に
つ
い
て
、
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ

Ａ
）
活
用
に
よ
る
協
力
を
図
る
こ
と
も

明
記
し
た
。

原
案
は
狙
日
の
経
済
財
政
諮
問
会
議

（
議
長
・
小
泉
純
一
郎
首
相
）
に
提
出
さ

れ
る
。

【
塚
田
健
太
］

（
毎
日
新
聞
叫
・
５
．
刀
朝
刊
）

歳
、
男
性
が
○
・
○
四
歳
延
び
た
が
、

過
去
四
年
で
は
鹸
小
の
延
び
幅
。
厚
労

省
は
、
二
○
○
一
一
一
年
の
自
殺
者
数
が
三

万
二
千
人
を
超
え
て
過
去
最
多
に
な
っ

た
こ
と
や
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

が
、
平
均
寿
命
の
延
び
を
鈍
化
さ
せ
た

と
み
て
い
る
。

平
均
寿
命
の
男
女
差
は
前
年
よ
り
○
・

○
六
歳
拡
大
し
、
過
去
最
大
幅
の
六
・

九
七
歳
。
八
十
歳
ま
で
生
存
す
る
割
合

は
、
女
性
だ
．
３
％
、
男
性
剥
・
５
％

に
な
っ
た
。

女
性
は
十
九
年
連
続
で
世
界
一
の
座

を
保
っ
た
が
、
前
年
、
二
位
だ
っ
た
男

性
は
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
（
七
十
八
・
七

歳
）
、
香
港
（
七
十
八
・
六
歳
）
に
続
く

三
位
と
な
っ
た
。

二
○
○
一
一
一
年
の
自
殺
者
数
は
、
三
万

二
千
八
十
二
人
（
男
性
二
万
三
千
三
百

七
十
七
人
、
女
性
八
千
七
百
五
人
）
で
、

●
外
国
人
労
働
者
枠
拡
充
…
…
・
・
兜

●
自
殺
増
で
平
均
寿
命
鈍
化
…
…
卵

●
働
く
既
婚
女
性
に
高
出
生
率
…
肌

●
２
０
５
０
年
に
卵
億
人
…
…
…
明

●
働
か
ぬ
若
者
皿
万
人
…
…
…
…
妬

●
百
歳
以
上
２
万
３
０
３
８
人
…
鮨

●
専
業
主
夫
急
増
…
…
…
…
…
…
鯛

●
貧
困
克
服
に
改
め
て
焦
点
…
…
妬

もくじ
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既婚女性（25～34歳）の

労働力率と合計特殊出生率

働
く
既
婚
女
性
の
割
合
が
高
い
地
域

ほ
ど
、
一
人
の
女
性
が
生
涯
に
産
む
子

供
の
数
も
多
い
１
１
．
こ
ん
な
傾
向
が
、

政
府
の
男
女
共
同
参
画
会
議
の
調
査
で

明
ら
か
に
な
っ
た
。

会
議
に
よ
る
と
、
二
○
○
○
年
国
勢

前
年
よ
り
二
千
百
三
十
三
人
増
え
た
。

自
殺
者
数
の
増
加
分
だ
け
で
、
平
均

寿
命
は
前
年
よ
り
男
性
で
○
・
○
七
歳
、

函労働力率
(％、2000年）

合計特殊出生率
（2001年） 働

く
既
婚
女
性
多
い
地
域
一
ほ
ど

出
生
率
高
い
傾
向

全国4４１ 全国１．３３

北海道

東北

北関東･IＩl信越

南関東

北陸

東海

近畿

中国

四国

九州

調
査
で
、
二
十
五
歳
か
ら
三
十
四
歳
の

既
婚
女
性
の
う
ち
、
調
査
を
実
施
し
た

同
年
九
月
に
「
少
し
で
も
働
い
た
」
と

答
え
た
人
の
割
合
（
労
働
力
率
）
は
全

国
平
均
で
迦
・
１
％
・
北
陸
の
弱
・
５
％

が
最
も
高
く
、
東
北
、
四
国
、
中
国
、

九
州
（
沖
縄

女
性
で
も
○
・
○
三
歳
押
し
下
げ
ら
れ

た
計
算
に
な
る
と
い
う
。

（
読
売
新
聞
叫
・
７
・
ロ
朝
刊
）

率計数産性だｌ北３６い続県九国防ブブ

は簔票戦兀２％朏鰹拙術|甲馨
二出す供涯の°な４１％近。－１１１１国５は
○生合のに女ど・、畿低が縄、％全

男女共同参画
会議が調査

【
ワ
シ
ン
ト
ン
Ⅱ
共
同
］
人
口
問
題
の

調
査
に
定
評
が
あ
る
米
国
の
団
体
「
ボ

ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・

ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
Ｐ
Ｒ
Ｂ
）
」
は
Ⅳ
日
、
世

界
人
口
が
２
０
５
０
年
に
兜
億
人
に
達

す
る
と
の
予
測
を
発
表
し
た
。
国
別
で

は
、
現
在
世
界
２
位
の
イ
ン
ド
が
聡
億

○
｜
年
人
口
動
態
統
計
で
全
国
平
均
１
．
家
族
の
構
成
．
保
育
施
設
の
充
実
度
な

粥
。
東
北
が
最
高
の
１
．
妃
で
、
以
下
ど
が
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」

は
九
州
、
中
国
、
北
陸
の
順
。
南
関
東
、
と
見
て
い
る
。

北
海
道
、
近
畿
は
全
国
平
均
を
下
回
っ

同
会
議
は
女
性
の
労
働
と
川
産
な
ど

た
。

の
関
係
を
検
討
す
る
専
門
調
査
会
を
設

こ
の
結
果
、
「
既
婚
女
性
の
労
働
力
率
置
し
、
分
析
結
果
を
来
年
夏
に
ま
と
め

が
高
い
地
域
は
出
生
率
が
高
く
、
労
働
る
予
定
の
新
た
な
男
女
共
同
参
画
基
本

力
率
が
低
い
地
域
は
出
生
率
が
低
い
」

計
画
に
関
す
る
答
申
に
反
映
さ
せ
る
考

と
い
う
大
体
の
傾
向
が
浮
か
び
上
が
っ
え
だ
。

た
。
男
女
共
同
参
画
会
議
は
「
自
宅
か

（
読
売
新
聞
叫
・
８
．
打
夕
刊
）

ら
職
場
へ
の
通
勤
時
間
・
距
離
や
同
居

ｉ
ｌ
Ｉ
ｊ
ｌ
ｆ
・
ｌ
１
ｈ
ｌ
！
‐
・
’
１
４
１
．
‐
‐
く
’
・
‐
・
‐
．
‐
、
く
く
く
く
く
く
’
．
？
～
く
Ｉ
く
？
‐
‐
Ｉ
く
１
Ｊ
‐
ｌ
ｔ
ｌ
Ｉ
ｊ
ｒ
１
ｌ
・
し
Ｉ
。
、
１
．
１
ｊ
、
ｊ
、
；
・
↑
ｆ
，
。
‐
く
・
く
．
‐
、
‐
！
↑
＄
く
．
～
く
く
ｌ
Ｉ
ｊ
Ｉ
３
４
ｊ
～
く
３
今
～
く
ｊ
～
く
り
く
り
１
．
１
く
ｊ
・
ｉ
‐
・
』
…

四

世界の人口

2050年に93}億人

日本は１億人に減少

２
８
０
０
万
人
で
、
中
国
（
ｕ
億
３
７

０
０
万
人
）
を
追
い
抜
き
、
ト
ッ
プ
に

な
る
。
現
在
、
⑱
位
の
日
本
は
少
子
高

齢
化
の
影
響
が
深
刻
で
、
現
在
よ
り
も

２
７
０
０
万
人
少
な
い
１
億
人
に
な
る

見
込
み
。

先
進
国
の
中
で
は
、
米
国
だ
け
が
人

口
増
加
を
続
け
、
現
在
の
釦
％
増
の
４

億
２
千
万
人
と
な
る
が
、
イ
ン
ド
、
中

国
に
次
ぐ
３
位
に
と
ど
ま
る
と
予
測
さ

れ
る
。

［
共
同
通
信
配
信
］

（
朝
日
新
聞
叫
・
８
．
旧
朝
刊
）
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'二ゆうすふぉ－らむ

厚
生
労
働
省
は
十
日
、
二
○
○
四
年

版
「
労
働
経
済
の
分
析
」
（
労
働
経
済
白

書
）
を
発
表
し
た
。
今
回
の
白
書
で
は
、

学
校
を
卒
業
し
た
未
婚
者
で
、
仕
事
に

就
か
ず
、
家
事
も
し
て
い
な
い
「
無
業

者
（
Ｎ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
）
」
を
初
め
て
集
計
。
二

○
○
三
年
に
は
こ
う
し
た
人
た
ち
が
約

五
十
二
万
人
に
上
っ
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

厚
労
省
は
、
「
紬
へ
業
者
」
を
非
労
働
力

人
口
の
う
ち
、
年
齢
十
五
’
三
十
四
歳

の
未
婚
者
で
、
職
業
訓
練
も
含
め
、
学

校
に
は
通
っ
て
お
ら
ず
、
家
業
や
家
事

の
手
伝
い
も
し
て
い
な
い
人
た
ち
と
定

義
。
総
務
省
統
計
局
の
「
労
働
力
調
査

詳
細
集
計
」
を
も
と
に
特
別
集
計
し
た

と
こ
ろ
、
昨
年
は
男
性
が
約
三
十
四
万

人
、
女
性
が
約
十
九
万
人
。
年
代
別
で

は
、
二
十
五
’
三
十
四
歳
が
約
三
十
二

万
人
で
、
十
五
’
二
十
四
歳
の
一
・
六

倍
だ
っ
た
。

厚
労
省
で
は
今
回
、
同
じ
手
法
で
二

○
○
二
年
分
に
つ
い
て
も
集
計
。
そ
の

結
果
、
無
業
者
が
一
年
間
で
約
四
万
人

函
学
校
出
て
も
仕
事
も
家
事
も
せ
ず

働
か
ぬ
若
者
皿
万
人

今
月
末
ま
で
に
１
０
０
歳
以
上
と
な

る
高
齢
者
は
２
万
３
０
３
８
人
（
前
年

比
２
４
７
７
人
増
）
で
、
過
去
最
多
を

弘
年
連
続
で
更
新
し
た
こ
と
が
Ｍ
Ｈ
、

厚
生
労
働
省
の
発
表
し
た
「
全
国
高
齢

増
え
て
い
た
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

ま
た
、
勤
務
先
の
呼
称
が
「
パ
ー
ト
」

「
ア
ル
バ
イ
ト
」
で
あ
る
か
、
無
業
で
こ

れ
ら
の
仕
事
を
希
望
し
て
い
る
同
年
代

の
「
フ
リ
ー
タ
ー
」
は
、
二
百
十
七
万

人
で
、
前
年
比
八
万
人
曙
だ
っ
た
。
無

業
者
と
フ
リ
ー
タ
ー
の
増
加
は
、
景
気

の
長
期
低
迷
に
加
え
，
若
者
側
に
社
会
。

園

100歳以上

２万3038人

艤鮒34年鏑で最多鏑 労働経済白書

音
名
簿
」
（
長
寿
番
付
）
で
分
か
っ
た
。

男
性
は
３
５
２
３
人
、
女
性
１
万
９
５

１
５
人
、
女
性
が
全
体
の
別
・
７
％
を

，
占
め
て
い
る
。

長
寿
番
付
は
９
月
１
日
に
集
計
。
女

性
の
長
寿
日
本
一
は
１
１
４
歳
（
明
治

躯
年
生
ま
れ
）
の
小
山
ウ
ラ
さ
ん
（
福

岡
県
飯
塚
市
）
で
、
男
性
は
１
０
９
歳

（
明
治
躯
年
生
ま
れ
）
重
高
小
八
さ
ん
（
広

島
県
豊
栄
町
）
。
ま
た
、
今
年
度
中
に
１

０
０
歳
を
迎
え
る
の
は
１
万
１
９
１
１

人
（
同
１
１
７
１
人
増
）
に
な
る
見
通

し
。人
口
ｎ
万
人
当
た
り
の
１
０
０
歳
以

上
の
人
数
は
全
国
平
均
が
＄
・
脆
人
。

職
業
生
活
の
習
慣
や
就
労
意
欲
が
欠
如

し
、
企
業
側
の
採
用
抑
制
と
、
即
戦
力

志
向
で
人
材
育
成
の
意
欲
が
低
下
し
て

い
る
た
め
と
み
ら
れ
る
。

同
省
は
「
本
人
の
問
題
に
と
ど
ま
ら

ず
、
経
済
社
会
の
維
持
、
発
展
と
い
う

観
点
か
ら
も
憂
慮
す
べ
き
問
題
」
と
注

意
喚
起
し
て
い
る
。

坂
口
厚
労
相
は
十
日
の
閣
議
後
の
会

見
で
、
「
や
る
気
に
さ
せ
る
き
っ
か
け
作

り
を
国
と
し
て
も
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

（
読
売
新
聞
Ⅲ
．
ｇ
・
相
夕
刊
）

専
業
主
婦
を
想
定
し
て
い
る
国
民
年

金
の
「
第
三
号
被
保
険
者
」
と
な
っ
て

い
る
男
性
が
、
二
○
○
一
一
一
年
度
に
八
万

人
を
突
破
し
た
こ
と
が
、
厚
生
労
働
省

の
集
計
で
十
五
日
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。

一
九
九
六
年
度
の
二
倍
に
上
っ
て
お
り
、

〃
専
業
主
夫
〃
の
増
加
な
ど
、
家
族
の
あ

り
方
の
多
様
化
が
背
景
に
あ
る
と
見
ら

れ
る
。

第
三
号
被
保
険
者
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
や
公
務
員
の
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
人
が
対
象
と
な
る
。
収
入
が
な
い

専
業
主
婦
を
念
頭
に
設
け
ら
れ
た
枠
組

み
で
、
自
ら
は
国
民
年
金
保
険
料
を
納

都
道
府
県
別
で
は
、
沖
縄
（
ｗ
・
町
人
）

河
年
か
ら
鉋
年
連
続
で
ト
ッ
プ
。
最
下

位
は
埼
張
（
８
・
別
人
）
。
［
飛
水
達
也
］

（
毎
日
新
聞
叫
・
９
．
Ⅲ
夕
刊
）

園

｢専業主夫｣急増

男性３号被保険者

７年で倍増８万人
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め
ず
、
そ
の
分
は
配
偶
者
が
納
め
る
年

金
の
保
険
料
に
含
ま
れ
て
い
る
と
見
な

さ
れ
る
仕
組
み
だ
。

厚
生
省
に
よ
る
と
、
男
性
の
第
三
者

被
保
険
者
は
九
七
年
か
ら
七
年
連
続
の

増
加
で
、
二
○
○
三
年
度
は
八
万
百
八

皿世界人ロ推計 2050年
89億億人） 2004年

64億
9０
８０

８０

貧
困
克
服
に
改
め
て
焦
点

1950年
25億4０

2０

０ 人
と
初
め
て
八
万
人
を
超
え
た
。
第
三

号
被
保
険
者
全
体
は
、
二
○
○
三
年
度

で
千
百
九
万
人
で
、
女
性
の
社
会
進
出

に
伴
っ
て
減
少
傾
向
に
あ
る
。

（
読
売
新
聞
叫
・
９
．
桁
朝
刊
）

1950年 2000 2050

世
界
人
ロ
白
書

世
界
の
人
々
と
資
源
の

間
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
、

女
性
の
地
位
を
高
め
、
性

と
生
殖
に
関
す
る
健
康
／

権
利
（
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ッ
ー

Ｒ
Ｈ
／
Ｒ
）
を
す
べ
て
の

人
に
保
障
す
る
よ
う
目
指

す
こ
と
で
合
意
し
た
カ
イ

ロ
で
の
国
際
人
口
・
開
発

会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
か
ら

ｎ
年
。
皿
年
世
界
人
白
書

は
、
迫
年
を
完
了
目
標
年

に
し
た
行
動
計
画
の
実
施

状
況
を
中
間
総
括
、
改
め

て
貧
困
の
克
服
に
焦
点
を

あ
て
た
。

＊

１
７
９
カ
国
の
代
表
が
集
ま
り
、
子

ど
も
を
産
む
か
否
か
、
そ
の
数
や
出
産

間
隔
な
ど
の
自
己
決
定
権
を
、
基
本
的

人
権
と
し
て
確
立
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
は
、

人
口
問
題
を
「
数
値
的
抑
制
」
と
と
ら

え
て
き
た
考
え
方
か
ら
の
画
期
的
転
換

点
だ
っ
た
。

カ
イ
ロ
合
意
は
、
先
進
国
・
途
上
国

双
方
で
、
性
と
生
殖
を
管
理
し
よ
う
と

す
る
国
家
や
地
域
社
会
か
ら
の
圧
力
・

介
入
に
苦
し
む
女
性
た
ち
に
立
ち
上
が

る
勇
気
を
与
え
、
そ
の
自
己
決
定
の
行

動
を
支
え
て
き
た
。

し
か
し
、
白
書
は
今
、
貧
富
の
差
の

拡
大
と
途
上
国
で
の
貧
困
の
深
化
が
行

動
計
画
の
実
現
を
妨
げ
て
い
る
と
し
、

特
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
エ
イ
ズ
と
貧
困
の
関
係

を
強
調
す
る
。

例
え
ば
、
成
人
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
率
が

別
％
以
上
の
ア
フ
リ
カ
７
カ
国
で
は
、

労
働
人
口
の
減
少
で
国
内
総
生
産
も
低

下
。
「
貧
困
と
エ
イ
ズ
の
悪
循
環
」
を
も

た
ら
し
て
い
る
。
情
報
と
医
療
ケ
ア
か

ら
疎
外
さ
れ
た
貧
困
層
ほ
ど
感
染
し
や

す
く
、
感
染
で
個
人
と
共
同
体
は
さ
ら

に
貧
困
に
追
い
や
ら
れ
て
い
る
。

逆
に
こ
の
ｎ
年
間
、
保
健
と
教
育
に

投
資
し
て
出
生
率
と
死
亡
率
を
と
も
に

低
下
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
途
上
国

は
、
経
済
成
長
率
を
上
げ
て
い
る
。

白
書
は
、
戦
争
が
難
民
を
生
み
性
暴

力
増
加
さ
せ
る
構
造
も
指
摘
。
下
が
り

始
め
て
い
た
乳
児
や
妊
産
婦
の
死
亡
率

が
、
武
力
紛
争
や
エ
イ
ズ
が
広
が
る
地

域
で
再
び
高
ま
っ
て
い
る
。

戦
費
へ
の
資
金
移
転
が
途
上
国
で
の

人
道
支
援
活
動
を
困
難
に
し
て
い
る
こ

と
は
、
多
く
の
援
助
機
関
が
指
摘
し
て

き
た
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
エ
イ
ズ
対
策
を
含
め

た
保
健
衛
生
や
女
子
教
育
へ
の
集
中
的

な
再
配
置
こ
そ
が
、
多
産
多
死
と
貧
困

の
解
決
に
つ
な
が
り
、
社
会
安
定
化
を

も
た
ら
す
こ
と
は
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
で
碓
認
済

み
だ
。

＊

し
か
し
、
ア
フ
リ
カ
や
中
東
を
中
心

に
続
く
少
女
の
性
器
切
除
（
Ｆ
Ｇ
Ｍ
）

な
ど
、
女
性
の
性
を
抑
圧
す
る
因
習
は

今
も
世
界
各
地
に
は
び
こ
る
。
日
本
の

途
上
国
援
助
も
、
貧
困
女
性
の
Ｒ
Ｈ
／

Ｒ
保
障
へ
の
視
点
の
強
化
が
必
要
だ
。

【
本
田
雅
和
］

（
朝
日
新
聞
叫
・
９
・
加
朝
刊
）

9６



Rep〔)rt〔〕ntheBasicSurvevofPCpulatioI1aI1dDevelopmenI

inSoutheastAsianCounlTies

-India-

昭和58年度

1．’'１華人氏共和１J１人｢1.家族Tilmi基礎調査報li7醤

BasicSuweIy（ＤＩ１Ｐ()pulati〔)nandFamilyPIaIII1inginlhe

PeopleosRepublicolChina（英語版）

化育率和生活水平共系Il1I1合作HHI査研究根告朽

（１１１国語版）

３．１１１蕊人民共和国人口・家族計画第二次基礎調交報告脅

BasicSurvey(Ⅱ)onPopulalionandFamilvPlanIlingiI11he

People1sRepub]icofChiI1a

生育率和生活水平共系第二吹ＩＩ１ｐ合作凋査研究根告|ヴ

（''１国語版）

４．ネパールミlﾐ[11人口・家族計画iMi礎iiIil在

BasicSulveyReporlonPopula【ionandFamilyPIallI1ingin

tbeKingdomofNepal（英語版）
昭和59年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調賓報告餅

一インド国一

ReportonlheSurveyofRuralPopulati(〕nandAgriculIu願l

DevelopmenliI1AsianCountries

-India-（英語版）

５．n本の人口都市化と開発

UrbanizationandDeveIopmeI11inJapan（英語版）

６．バンコクの人、都市化と生活環境・福祉iiM査

一データ網一

SurveyofUrbanization,LivingEIwironmeI1IalldWelfaI･em

Bangkok-Data-（英語版）

２．東南アジア諸IHI等人ｍ・開発基礎綱査報告

一タイlIil-

ReporlonIheHasicSurvevofPopulali()nandDevelopment

imSouIhauHIAsianCountnes

--ThaiIand-

７．スライド

日本の都市化と人口（Ⅱ本譜版）

UrbanizaIionandPopulaIioninJaplln（英語版）

日本的城市化け人口（中国語版）

UrbanisasiDankependudukanDijepaIug

（インドネシア語版）

３．｜]本の人、転換と農村開発

DcmographicTmnsilionillJapallaIIdRuralDeVelopn1ent

（英語版）

４．SurveVofFertiliIyandLivingStandardHinChinqJseRural

AIeasDalaAllthehouseho1dsoftwovillagGsinJiIin

Provincesurveyedbyquestionnaires（英語版）

矢ＴＥＩ１国衣村的人口生育率勺生活水平的ijM査扱侮

吋千古林省桝十村逃行全戸面談澗査的姑采一

＝鋪ｉ＋編一（中国語版）

昭和61年度

1．アジア諸国の農村人1」と農業開発に関する凋在報告11ド

インドネシア国一

ReportonIheSuTvevofRuralPopulaIiollandAgriculIuml

DevelopmenIinAsianCoulltries

-IndoI1esia-（英語版）

5．スライド１J本の農業、農村開発と人口

―その軌跡一（日本語版）

Agricullural&RuralDevelopmelllandI，OpulalioninjapaI〕

（英語版）

Ⅱ木次'||(衣村的友展和人｢1酌推移（【''1'1謡版）

PerkembangIml〕erlaniall，MasyamkalDesal)al1l(epen-

〔Iuduk【lIUDiJcp団nｇ（インドネシア語版）

（以刷力１K1版スライドは､[1水産業教育スライドコン

クールにて優秀賞を受賞しました｡）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

一インドネシア国一

Repor(ontheBa3icSurveyolPopulationａｌｌ〔lDevelopInem

inSoulheaslAsianCoumries

-Indonesia-（英語版）

３．在ロ留学生の学禰と生活条件に関する研究

一人的能力開発の摂題に即して－

４．日本の労働力人口と開発

LabDrForceandDevelopmentinJapan（英語版）
昭和60年度

１．アジア諸国の農村人l」と農業附発に側する調査報告ｉｌｆ

－タイIlJ-

ReporIonIheSurveyofRuralPopulaIi(〕１１【mdAgricuIuIral

DevelDpmcnlinAsianCountries

-ThaiIand-（英語版）

５．人ロと|淵発関連統計集

DemogmphicaIldSocio-EconomiclndicatorsonPopulalioIl

andDevelopment（英語版）

６．スライドロ本の産業発展と人口

_その原動力・電気一（１J本譜版）

InduAjirialDevelopmeIllandPopulali(〕l1inJapan

２．東南アジア調11等人ｎ.開発韮礎調査報ｆＩﾅ響

インドl王１－
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２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告審

一中華人民共和国一

RepoTtorMheBasicSurveyofPopuIaIionandDevelopmem

inSoutheastAsianCounlries

-China-（英語版）

－TheprimeMover-EleclriCily-（英語版）

日本的秤11k友展与人ロ

ー災原効力一曳気一（中国語版）

Pembangunanlndustridankependudukandi上腕ng

-PenggerakUtama-TemgaListrｉｋ－

（インドネシア語版）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告書

一タイ国一 7．ネパール王国人口・家族計画第二次基礎調査

ComplementalyBasicSuweyReporIonPopulationand

FamilvPlanninginthekingdomofNepalpD

４．日本の人口と家族

PopulationandtbeFamilyinjapan（英語版）

昭和62年度
５．アジアの人口転換と開発一統計集一

DemographicTransitionandDevelopmentinAsianCoumries

-Overvie聯andSIatisticarlHbles-

（英語版）

Ｌアジア諸国の農村人口と腱業開発に関する調査報告書

一中華人民共和国一

ReporlontheSurveyofRurallPopulationandAgricuItuml

DevelopmeminAsianCounIries

-China-（英語版）６．スライド

日本の人口と家族（日本語版）

FamilIyandPopulationinJapan-AsianExperience-

（英語版）

日本的人n々家庭（中国語版）

Penduduk＆KeluaIgaJepang（インドネシア語版）

2．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告護

一中華人民共和国一

RepotonIheBasicSulvevofPopUlationandDevelopmem

inSoutheastARinnCountris

-Chma-（英語版）

7．ペルー共和国人口家族計画基礎調査

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告書

一フィリピン国一
平成元年度

l・アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告替

一バングラデシュ国一

ReportontheSurveyofRuralPopulationandAgricultural

Development-Ballgladesh-（英語版）

４．，本の人口と農業開発

PopulationandAgriculluralDevdopmentinJapan

（英語版）

５．ネパールの人口・開発・環境

Population,DevelopmelltandEnvironmentinNepal

（英語版）

2．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

一ネパール阿一

RepononlheBasicSurveyofPopulationandDevelopmenl

inSouIheastAsianColmtries

-Nepal-（英語版）

６．スライド

日本の人口移動と経済発展（日本語版）

TheMigratoryMovememandEcollomicDevelopmemin

Japan（英語版）

日本的人口移訓与淫済友展（中国語版）

PerpindahanPendudukDanPerkembanganEkonomiDi

jepang（インドネシア語版）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査報告書

一マレーシア国一

４．日本の人口構造変動と開発

一高齢化のアジア的視点一

StmcturalChangeinPopulalionandDevdopmenl

-Japan1sExperienceiｎＡｇｉｎｇ－（英語版）

7．トルコ国人口家族計画基礎調査

昭和63年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

一ネパール国一

ReportonlheSurveyofRuralPDpulaliorlandAgriculturaI

Devclopmen1inAsianCounIrieS

-NePal-（英語版）

５．スライド

商齢化社会への日本の挑戦

一生きがいのある老後を目指して－（ロ本譜版）

AginginJapan-ChallengesandPmspecls-

（英語版）

辺人高齢化社会的日本正面１１鋤織一追求具生命意又

的老年生涯一（中国語版）

TantanganMasyarakatLanjutusiaJepang

（インドネシア語版）
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（本作品は、1990年伽日本視聴覚教育協会主催優秀映

像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）４．日本の地域開発と人、-1990年代の展望一

RegionalDevelopmenlandPopulalioninJapan

-TrmdsandProspectsinthel990s-（英語版） 6．アジア諸国の農業開発－５力鬮の比較一

ｓ(､tegicMeasuresIbrlheAgricuIlu烟lDevelopment

-ComparativeStrudiesonFiveAsianCouJmies-(英語

版）

５．スライド

日本の地域開発と人口（日本語版）

ReginalDevelopmemtandPopulalioninJapan（英語版）

日本的区域升友和人ロ（中圏語版）

PermbangunanDaerahdanPopulasidiJepang

（インドネシア版）

平成２年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する報告書

一フィリピン国一

ReportonlheSurveyofRurajPopulalionandAgricultumI

Development-PhiIippines-（英語版）

６．アジアの労働力移動

LaborMigrationmAsia（英語版）

2．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

一バングラデシュ国一

ReporlonlheBasicSurvevofPopulalionandDevelopmenl

iIlSouIheaslAsianCountnes

-Ballgladesh-（英語版）

平成４年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告審

一マレーシア国一

ReportontheSurveyofRuralPopulatioIlandAgricuItural

DevelopmenI-Malaysia-（英語版）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査報告響

一インドネシア国一２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告響

一ベトナム国一

Reporton1heBa$icSurveyofPopulalionandDevelopmenl

inSoutheastAsianCouJl1riGＲ

－ＶｉｅｌＮａｍ－（英語版）

4．ロ本の人口・開発・環境一アジアの経験一

Population,DevelopmentandEnvironmenlinJapan

-AsiallExperience-（英語版）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告書

一スリランカ国一

５．スライド

日本の環境・人ロ・開発（日本語版）

EnvironmenLPopulationandDevelopmenlinJapan（英

語版）

日本的坏境・人口・升友（中国語版）

Lingkungan，PendudukdanPembangunanJepang（イン

ドネシア語版）

（本作品は、1991年卿Ⅱ本毫視聴覚教育協会主催優秀映

像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）

４．アジアの産業転換と人口

IndusmalTransiIionandPopulaUonｉｎＡｓｉａ

（英語版）

５．スライド・ビデオ

明日に生きる－日本の産業膳換と人口一(日本語版）

LivinglOrTomorrow－IndustrialTransitionandPopula-

tioninJapan-（英語版）

生活在明天一日本的杵lUL耗換写人口一（中国語版）

HidupUntukHariEsok-PelalihanS1rukturlndustli

DanPopulasiDiJepang-（インドネシア語版）

６．アジアの人口都市化一統iil･集一

ProspectsofUrbanizationinAsia（英語版〉

平成３年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

一スリランカ国一

躍portomheSurvevRu[alPopulanonandAgriculluml

Development-SriLanka-（英語版）

平成５年度

Ｌアジア諸国の農村人口と農業開発に関する報告書

一ベトナム国一

ReportontheSurveyofRuralPopuIationandAgricuI1uml

DeveIopmenｔ－ＶｉｅｔＮａｍ－（英語版） ２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告響

一フィリピン国一

ReportontheBasicSurveyofPopulationandDevelopment

inSoutheastAsianCounlries

-Philippirles-（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

一スリランカ－

ReponontheBasicSurveyofPopulationandmvelopment

inSollIh径nstARi3TlCounlrie思

一SriLanka-（英語版） ３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告書

一中準人民共和国一
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AsianCountries-Nepal-（英語版） ３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告書一フィリピン国一

３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告識一インド国一 `1．アジアからの挑戦一人口と開発一

ChnllengeandStrategyofAsianNations

-P〔)pukltionandSustainabIeDevelopmenl-

（英語版）

4．アジアにおける女性のエンパワーメン卜

ElnpowemlentofWomeninAsia（英語版）

５．スライド・ビデオ

アジアを拓け－女性たち－（日本語版）

ABrightofGenderEquality-EmpowenｎｅｎｌｏｆＷｏｍｅＩ１

ｉｎＡｓｉａ－（英語版）

通性目掻之路一今日Ⅲ洲女性一（中国語版）

llarpanCerahbagiPersamaan-KaumWanilaAsian

MerambahJalan-（インドネシア語版）

５．スライド・ビデオ

女たちの挑戦一女性の地位向上とロ本の人ロー

（Ⅲ本譜版）

WOmcnandIheirChalIenges-1mpmvemenlsiI11he

SIatusofWOmenthePopulationofJapan-

（英語版）

女性的挑故一女性地位的提高与日本的人口－

（｢１１|剰語版）

TamanganKaumWanita-EmansipasiWanitadan

POpulasiJepang-（インドネシア語版）
平成８年度

1．アジア諸国の発展段階別農業・磯村開発基礎調査報行

書一ラオス人民民主共和国一

RepononlheBasicSurvevonAgriculturalandRuralDe‐

veIopmenIhyPmgr“sSIageillAsianCoumries

-LaoPeopleisDemocraticRepubIic-（英語版）

平成６年度

1．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

響一インド国一

Report(〕nIhoBasicSuweyonAgriculturalalldRuralDe‐

velopmembyProgressStageinAsianCountries

-lndia-（英語版）

アジア諸国の都市化とＭ１１発調査報告書

一フィリピン国一

Report(ｍｔｈｅＳｕｒｖｅｙｏｆＵｒ胸nizalioI1andDevelopmenlin

AsianCount[ies-Philippines-（英語版）

ワ
凸已日

2．アジア諸国の都市化と開発iiM査報告諜一タイ国一

ReporlontheSurveVofUrbanizalionandDeveloPmentin

AsianCounIries-ThaiIand-（英語版）３．アジア諸阿の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告番一ラオス画一

３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告懇一ベトナム国一４．２１世舵の人口・食紐戦略一アジアと世界一

PopulaIionaI1dFOodStrategyft)r21stcGnturv

-AsiaandWorld-（英語版） ４．アジアの女･性労働力参加と経済発展

２１世紀の戦略一

WomenosLaborParticipalionandEconomicDevdopmentin

Asia-StmtegyI0ward21CellIury-（英語版）

５．スライド・ビデオ

2025年への決断一アジアの人口増加と食料一

ChalIengeandDeCisionforIheYear2025

-Populationlnc鱒aseandFoodinAsia-（英語版）

向着2025年的夫断－１F洲的人ｎ増｣之和綴食一

（中国語版）

TekadUntukTaI】un2025-PerlambahimP〔〕pulaHidan

PangaHdiAsia-（インドネシア語版）

５．スライド・ピデオ

アジアの女性たちはいま……（日本語版）

NewHorizonsfbrtheWomanofAsia（英語版）

並洲kl女的新厨程（中IH語版）

WanilaAsiaKilli……（インドネシア語版）

平成９年度

1．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

書一ラオス人民民主共和|副一

ReporlontheBasicSurveyonAgTicultuTalandRuml

DeveIopmenlbyProgTessStageinAsianCoumries

-LaoPeople1sDelnocraticRepublic-

平成７年度

l・アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

薪一パキスタン国一

ReporlontheBasicSurveyollAgriculIuralandRuralDe-

veIopmentbyPmgressSIageinAsianCounlries

-PakislaIl-（英語版）

２．アジアの社会開発と人lH11;}1発

SociaIDevelopmentandHumanDevelopmenIinAgSia

アジア諸国の都市化と1期発基礎調査搬告書

一ネパール同一

Repol-tonlheSu｢vevofUrbanizationalldDeveIopmenｌｉｎ

ロ

ワ
】
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３．アジア諸国の職業安定制度と騰月政策に関する調査研

究報告譜一バングラデシュ人民共和国一

3．アジア諸刷の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告書マレーシア同一

4．水をめぐる２１世紀の危機

一アジア人口を焦点として－

WaterCrisisintheTWmvFirslCentury■j

-Prospeci(〕fAsianPopulationandDevelopmenl－

平成12年度

1．アジア灘匡lの発展段階別農業・磯村開発基礎調査報告

啓一ミャンマー連邦一

RepCrt(〕IltheBasicSurvey(mAgriculluraIandRulalDe-

velopmentbyPmgressSIageinAsianCoul1Iries

-Mvanmar-

５．スライド・ビデオ

水は生きている一人口と水資源一

WalerisAIive-PDpuIationaJ1dWaterResou比ｅｓ－

（英語版）

水是有生命的人口｣j水演源（中国語版）

AirituHidup-PendukdanSumderAir－（インドネ

シア語版）

２．アジア諸国の商齢化と保健の実態調査報（!f苔

一タイﾛ一

ReportｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅｙｏｌＡｇｉｎｇａｎｄＨｅａｌｌｈｉｌ】Asian

CouIIIries-Thailand-

３．アジア諸国の職業安定制度と雇用政策に閥する調査研

究報告醤－カンボジア国一
平成10年度

1．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

書一カンボジア画一

ReporIontheBa瓢cSuweyonAgriculturalandRuralDe‐

velopmeI1IbyProgressStagemAsianCounIries

Cambodia

平成13年度

1．人口問題を基礎とした農業・農村開発調査報告醤

一カザフスタンlFl-

Repon〔)nSurveyolAgriculluralandRuralDevelopment

based()、Ｐ〔)pulalionissues

-TheRepublicoIKazakhstan

２．アジア諸国の高齢化と保健の実態調査報告響

一大韓民侭一

ＲｅｐｏｒｌｏｌｌｔｈｅＳｕｒｖｅｙｏｆＡｇｉｎｇａｎｄＨｅallhillAsiar】

Coumries-TheRepublicoIKorea-２．アジア諸国の都市化と開発調査報告書

一マレーシア国一

ReportontI1eSurvey〔)IUrbanizatiollamdDeveIopmentin

AsianCoumITies-Malaysia-

３．アジア諸国の職業安定ilill度と雇用政策に関する調査研

究報告書イラン国

４．発展の制約一中国・インドを中心に

CoIlstraillsonDevelopmenl-FocusonChinaaIldlndia-

３．アジア緒厘の職業安定ili1度と雁川政策に関する調森研

究報告弾一インド国一

５．スライド・ビデオ

地球からの警告一アジア．水と食料の未来一

ＡＷａｍｉ１ｌｇｈｒｏｍｔｈｅＥａｒｔｂ－ＴｈｅＦｕｔｕreofAsia,Water

andFood-（萸語版）

来日地球的警告一亜洲、水和鵜食的未来一（[１１(Ⅲ｜

語版）

PeringalaI1dariBLImi-MasaDepaxlAsia-AirdanPall-

gan-（インドネシア語版）

平成14年度

Ｌ人口問題を基礎とした農業,農村開発調査報告諜

一ウズベキスタン国

Rel〕orlonSurveyofAgriculluraIandRuralI)evelopmeM

ba＆edol1Populali〔》IlIssues．－TIleRepublicofUzbekis‐

ｌａｎ－（英語版）

2．アジア諸睡lの職業安定制座と服用政黄に関する調査研

究報告稗一ベトナム国（Ⅱ本諾版）
平成11年度

l・アジア諸国の発展段階別農業･農村開発基礎調査報告書

一モンゴル1割一中央県､セレンゲ県を中心として－

Ｒ〔)port（)I1tbeBasicSurvcvonAgIiculturalandRuraI

DevelopmelmbyPmgreｓｓＳｌａｇｅｉ【IAsiaI1Counlries

-Mongolia-FocusonTovandSelenge-AiInaI〕９

平成15年度

1．人口刊題を蕪礎とした農業・農村開発調査報告盤

一パキスタン厩ｌ－

Ｒｅｌ〕ＯｒＩｏｌｌＳｕｒｖｅｙＣｆＡ図dcultumlalldRuralDwelupllle【II

basedonPopulalioI11ssues-Pakislall-（英i濡版）

２．アジア譜同の高齢化と保健の実態調査報告ｆ１ｆ

ＴＩ]国上海を中心に

ＲｅｐＤｒＩｏｎｌｈｅＳｕｒｖｅｙｏｌＡｇｉｎｇａｎｄHeallhinAsian

CouI11ries-China－Ｆ(〕cusonSlJalBghai-

２．アジア諾国の雁用政策とＩＴＩ畷的な労働力移i[iljに関する

調査研究雑告香一ミャンマー連邦一（ｎ本詔版）
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会議に対する各llil政府代表を'１町心とする国会議貝が参

川]した｡）

９．ＦＡＯ/UNFPAおよびポートン・ズアユグエン・テイ・

タン箸、『リソース・シリーズ３食料安全保障と人口：

資料』1997年（和文）

（内容：世界食料サミットへの準臓として国連食料農

業機関(FAO)が|ｴ1連人｢1蕊金との尖|両1研究された、「人

「】墹加とＩ:壌劣化」に|鷺Iする論文の１１本諾版および．

1996年５月にマレーシアのクアラルンプールで'111かれ

た，人口と食料安全保障に関するAFPPI）（人口と開発

に側するアジア議員フォーラム）特M1j運職委員会で．

ベトナム凶会社会蝋委員会委員長グエン・デイ・タン離

農とマグサイサイ賞受賞者である蒋名な農業学荷ボー

トン・ズアン博1ｺの共著論文の|]本i濡版の帝水．’１t界

食料サミットに向けた資料として作成された｡）

1．『国連人口開発会議における注釈のついた概要』､Inter‐

IwltionaICol1fel･ellceol1IjI〕I〕ulalio1Mll1〔lDevel〔》pmeI11An-

I1olaIedoutlineI〕fthelinaldocume111ofIhec(〕､IC1℃､Ce､NCI‐

edbvlheSecreIalvGeneralの和文轡ＩＲＩ際人口Ｉｊｉ発会雛行

動計画の作成過程で、その醗終瀧備会縦１１M催にlihlけて

１１１意された行動iiI画業である。この『概要』に基づき、

伺際人1二]'1M鶏会議行､l計画が形成された。行動計画採

択以前に箙蹴されたこの和訳は行勤iil画採択に畷しⅡ

本からの働きかけを行う上で大きく寿biした。

２．『国際人ロ開発会議行動計画要旨』1995年（和文）

（内容：199`1年カイロの国磯人|｣開発会議（ICPD）の

rrIil服|『lJiの嘆胃｡同文蝶関連のu｣版物としては本邦初」

10．『国際食料安全保障・人ロ・開発議員会麟(IMPFSPD）

議事録』1997年（和文）

（内存：食料農業機lｌＭ（FAO）生催の１１t界食料サミッ

ト（WFS）にあわせ、1996年1111にスイス・ジュネー

ブで醐催さｵLた「国際食料安全保障・人口・鵬発i瀧口

会雛」の哉斗「録.｜両]会雛の成果は、１１{:liiL食料サミソ１，

で公式に配布され､またＷＴＯルジェーロ｜繋務局長にも

桜井新・会雛鍍長から手渡された．）

３．『国際人ロ開発議員会識qCPPD）議事録』1995年（和

文）

（内秤：1994年カイＰで国|擦人'二IIlll苑会議（ICPD）に

先駆けて|)Ⅲ催さｵLた国会議員会議であるl却際人ｎｌ)i１発

雛貝会議の讃4F録。｜司会誌にItll7力[K'約300名の国会

雛口が参加した魍会識高言文はlCPD総会でも発表され

た㈱また、この会議を契機としてアフリカ・アラブ地

1hＷ)|玉Ｉ会箙且フォーラムが準備された｡）

11・国連人口基金『未来のための食料』1997年（和文）

（内容：凶述人口蕪金出版物FoodlOrIheFulu｢eの川角

語版上人'二Ijib加の仰ilillと食料確果を行うために、女性

の参加が不可欠であることをさまき室な具体例から解

きほぐしている」

４．国連人ロ基金『世界人ロ・開発援助の現状一日本の貢

献一』1995年（和文）

（|ﾉﾘ窓：現{l{の人、分野に対1-る援助の現状と、衝金

の流れを分析“我がｌｕの人口分野への貢献も01戦｡）

５．『国際人ロ・社会開発職員会議(|MPPSD>議事録』1996

年（和文）

（内存：世界社会１１１１発サミット(WSSD)にあわせ､1995

年３月にデンマーク・コヘンハーゲンでnM催され】i上人

「】と社会ｌｌＩ１獲にl制する唾l会議輿会議議珊録｡）

12.国連食綱農業機構(FAO）『リソース・シリーズ４世

界食料サミット1996年世界食料安全保障のためのロー

マ宣言および世界食料サミット行動計画』1997年（和

文）

（内容：111苫界食料サミットのローマ立言と行動計画の

本邦初の翻iUlであり，多分野から同文響の旧本翻択の

決定版として商い評価を受けた.）

６．黒田俊夫箸『リソース・シリーズ１国運人口会議２０

年の軌跡一ブカレストからカイロヘー』1996年(和文）

（内容：国述控怖の館一個人[1会議であるブカレスト

会議からl99l年力／ロのl更|際人ｎｌ)'１発会議まですべて

D)lTillklﾐ催ﾘ)人1-1会i髄に参ｊｊＩＩし，人、分野における世

界的人家である韓脅が､その推移を概観し､分析した｡）

リソース・シリーズとして銘打った記念すべき第１路。

13.Fリソース・シリーズ５FiveYearsfromlCPPD-国際

人ロ開発識員会議から５年一人ロと開発に関する国会

議員会議宣言文』1998年（和・英）

（内秤：カイロの国際人口１刑発会議から５年脹を迎え．

この機会に人L1と|}Ⅲ韮に剛十る国際織只会議地域磯

貝会続の汽冑文を躯成。今後の更なる発展のたy)の資

料とした」

７．ToshioKurodaResourceSeries2“FromBucha幅st

toCairo-20YearsofUnitedNationsPopulationCon-

ferences-毎，1996年（英文）

（|ﾉﾘ行：好評をもって迎えられた「リソース，シリー

ズｌ」の英文版｡）

14．『リソース・シリーズ６PopulationPolicyinAsia』

1998年（英文）

（１）1容：当財団が主ｉｉｉ:する「人1-1とlMl舵に閲するアジ

ア庇l会銃風会i鵜」で呼びかけをおこない、各''1(ﾉﾋ)人｢１

政策を各１副政府責任ﾋﾞｻﾞもしくは秤l:I]家が記述した工外

ｌＴ１の政策にlIiI[を持つ匹I会鍍瓜が側与しているﾉ1Aで、

類例を兄ない趣）

８．『国際女性・人ロ・開発議員会議（lMPGPD）議事録』

1996年（和文）

（内容：鋪４Ell世界女性会議(ＦＷＣＷ)にあわせ､１９９５

年911に]＃〔京で|)H雌された国際女性・人口・ｌｌｉｌ発議貝

会溌(IMPGPD)のi雛1F録二|同I会雛には筋４句世界女性

102



15．『リソース・シリーズ７欠乏の時代の政治学一引き裂

かれる水資源一』（和文）

（内容：ワールド・ウォッチi){先Ｅｌｉから1:Ｉ行されたHaIldra

PosIel務Worl〔lwatcI]l>aperl32｣)ividiI1gllleWaI(〕１５:PC(》(Ｉ

Ｓｅ〔PurilIy、EcosyslCInHCalll〕,ａｎｄｌｈｃＮ(JM〉PnlilicgofS(･ar‐

cilvc')邦調,今後人Ｗｉｌｌ会に大きなiljl1約を与えるのが、

淡水溢源の~ｲ<足である`；剛え統ける人１１を支えるため

の鵬菜生産《,また淡水斑掘り)延迫によって大きくilill約

を．受けると湾えらｵしている“地謙は水の惑鰹といわれ

るが欲lIi:}や出業!Ⅱに変だして使月できる水の総'1tは地

ＬｌﾐIzの水の0.0()0008Ｗこ過ぎない』この水の総壯は、

イ｢史以来変わっておらず、人｢1が増加１－る分だi十．－．

人１１ｉたり性１１１できる水の11土はどんどん減少しているの

が現実だが，二のことが｜分に認識されていなし､。人

「1j甘加を支えている地球の限牒が１斗のIiijに迫っている

ことに瀞iLrを発してb､ろ」（１１ｲﾐ譜版版樅取↑!}）

場でも発表された。

19．『リソース・シリーズ９第21回国連特別総会特別委員

会報告番「付録」－国連人ロ開発会議行動計画のさら

なる実施に向けた主な行動一』1999年

l999fF6)l30Ii～７)１２日にかけて、ニューヨークゾ）

国連本邦で|Ⅲ催された「|国際人｢11111発会縦から５年を

経過したその評{lliiのたbbの国連人｢I特１il総会報告１１$」

’1本諦版。同会雛では、｜副際人'11111発会髄（ICPD）か

ら５年を経て．その進捗を1妨げる|蹴鞠､AII〕Ｓなどo')下

態以1tの趣延など，時代の変化をとり入れ、行助苛l1111i

を夷施する上で必要となる擶標や雌窯を洲『jするため

の具体的行動などを[１４迦川1W11劃が'１１連総会の堀で協議

し確認した、

20．『人ロと開発に関するアジア議員フォーラム第６回大会

議事録』2000年

’11界岐初ｙ)人口と開発に川寸-る議員フォーラムである

「人｢Iと洲発に１k卜１－る磯貝フォーラム（Al『PPD)」か３

年に一度'1N催す-る大会の鱗１１ｌ:嫌１

ＡFPP[〕はl981fFに戎jlKさｵしてから|I:界の指導｢Iりな人1-1

と|刑薙にl制する地域議貝活動として，アジアのみなら

ず、世界レベルで(〕人｢;と'''１発に|靴ける|Iil会,溌貝派1肋

”垢導的な役割をｌｕっている．その捉１V三HHIであlり、iil」

役肴の佐藤隆・ノ亡農水大腿と，鍵)|:灘・現溌兵の111身

地である新潟ﾘiLでＩ)Ⅱ催されたAFPPI）大会ｳﾞ)報(Lfl1ﾄﾞ(Ⅱ

本iillf版)｡'戸l大会ではI()00年1I1jit後の大会として、２０(】ｏ

隼期に向けたアジア・太1z祥地域，〕人｢１．?}};戯}11趣に

｜聴けるljil会瀧口のiiWIiljﾉｱi;|を齢ｊｉ篭し、そcDljl(釦Lは「新

縄宣言」に哀とめられた二

16．国運人ロ基金『人類のための琿境』1998年（和文）

（１）1が：Ｉ型|連人｢1基金出版物IB11viro11IneI1IIo｢PC(〕I)le(ﾉ）

｜川杼li111R『人l-11i1l題、繋境問題、Ｉ胤発l制題を効鋸｢１勺か

つ喪'[T｢l(｣に隈決寸るた釣にｉｔ､その3つのijn域のlnlに架

け儒を架け、ＩⅡＩＨＩ側係をIirtiAすることが必嬰であると

の視/;Kに)ﾅ:って、二{ﾐに環境と人｢1のｌｌｌｊに横たわる様々

なiMI題をl11に、ｉ祁決のために必愛怠iL1l点，方法、下段

を探っている）

17．『リソース・シリーズ８“Ｐａ｢Iiamentarians'ActMties

onPopulationandDevelopment-HistoryofPar-

liamentarians'ActivitiesandltFsFindings-'.』1999年．

（英文、－部スペイン語）

１９【)9ｲ1二２)ｌハーグU)国際フォーラムに合ｵ)せてllil樅さ

れたＩ１Ｉｚｌ際人１１開捲会雛評IHi(/()たJ>の国会雛、フォー

ラム（IFP)＿のた約にjIl;(IiIiさオしたi1i臓物である“二のⅡ１

版物の'１１には1994ｲ|;のi'：I際人LIllIl発会i維以降の人[1と

ＩＩＩｌ花に'１１吋ろアジアi瀧貝フォーラムいFIDPD）をijEし

めとし,アメリカ｣也城人｢１．１M1発国会雛且グループ(１Ｍ】〔i)、

アフリカ・アラブ111減人１１淵ｲｾﾞﾋ瀧口フォーラム(1$AAIj‐

Ｐ､)．ヨー１ｺシバ地jljliﾘ)'1（Ｉ会綴11活11ﾘjの成染であるifi:↑す

文と．各議辿り)活llilj史をまとN)たもり)である地域(、

枠を超えて人'１と'111寵に|坐１－１－るlT1会議‘iiilF皿｣リル比果が

一Iijhにまとめもｵした｣':はかってなく、伺会i総[&活１１t１１幻

地球規枇でのⅨがI)を１６象徴している‘

21．『リプロダクテイブ・ライツ・チャート2000』2000年

ＩＰＩｊＦ(1副|礫家族iii１回進1M）がil;成した“ⅡｊＰＦ／iw（Ir(Iwo

Icpro(Iucliverigb1s2000,ウオールチヤーＷ)1」ｲ諦版

世界各国のリプロダクテ／ブ・ヘルスヤライツに|副jlf

する政策の現状や進捗状況を－値にしたもゾ)である”

英語版ではアルファベッ!､jrlに取ってｖ､たく>(、を地域

制・あいうえおjlll1に編災を力||え、続行の[1Kを亜Ｉってい

る。また、各国のllil名表記は外務権の犬弛に；１１:l処した

止規名勝を用いている：

22．国運人ロ基金『女性のエンバワーメントに向けて』2000

年

ＵＮＦＰＡのWorkinlgI(〕EIllp()ｗｅｒＷ(〕meILUNFIjA1sl2xl〕【l-

riexIceinlmplcnBe111inH1llelBeijillgljl（11,)rII1(jmcIiI)、U)１１

ノトミi滞版．“女性”エンバワーメン卜"は111際人１１|)H発会

縦（ICPD）行Ji1jiillllIiにおいて人｢11H1題(/)j聯決を果たす

Ｉｚでの１K典なカギとなる概念として位iili付けられた．

また、’|〕国北〕i(で'1M催さｵした糠’'百ⅡlLyiL女ｌｊｌｉ会i雛で}よ

「'１心的漆概念となった、第`Illlllll界女性会綻から５i'三

を踏まえ､人｢１，女．611ﾐllFI辺に災皿する女性”ヱンバワー

メン卜を'１]心に､[cI〕I〕行1li1j汁iII1i鞍らびに女,:４１１会雛のけ

戯綱能実施と間迎-ｹろUNFPAの活liljを具体'1ﾘに紺介し

‐ロハる〆

1ａ『国際人ロ開発会議評価のための国会議員フォーラム(IFP）

報告書』1999年

1999年２)ｌハーグ(ﾉﾃ)I1Fl際フォーラムに合わせて１１１１Mkざ

Ｉした．lK1際人'１１#|発会識i;iﾄﾞIiiliのた釣の同会議貝フォー

ラム（IFP)」０)鍛笘,I;で【ある」ril会識には！()3力ｌＨか'＞

およそ21()fi(/)'pSl会縦呉が参」｣l1した=IiT1会議では１１:1際ﾉ、

１１１)幾１発会議から５年llilのllli捗状粉Lとその進鵬を|j;|・むIjlit

宵につし､て熱心なI託識が↑-1W>』し、人｢'と紳統可能な'１Ｍ

発を・はした礼,と）I.(で扱う」):をiji<求愛)た「｢ixll康人｢111Ｈ

雄:会継BWllliのためｿﾞ)lLI会撲[iフォーラム・ハーグ寅tニヤ」

が採択されにこび)|Ｊ１瀞は会離IIr務総長を蒜y)た桜井

粉AFIjPI〕・溌｣との二Fによって､ハーグ0叩５１際フォーラム

ならびに３１１１こニーューヨークで|)l1iM:さｵした樅('iIi会縦の23．リソース・シリーズ１F国連人口会議20年の軌跡一ブ

１０３

、



括的に扱ったものである. カレストからカイロヘー』（復刻）

好評のため絶版となったリソース・シリーズ１を復刻
した。

24．リソース・シリーズ７『欠乏の時代の政治学一引き裂

かれる水資源一』（復刻）

好評のため絶版となったリソース・シリーズ７を復刻
した。

25．国運人ロ基金『人ロ問題ブリーフイングキツト2000年
度版』2001年

ＵWPA,!'PopLIlati()nlssuesBriefHngKit2000U'の翻訳｡人

口問題は"数"の問題ではなく，生活をしている“人々”

の問題であるという視点から、現在の人口分野におけ

る様々な課題とその問題への取り組みを概観したもの

で、カイロの行ililj計画実施の意味を説明している。

26．国運人ロ基金『人ロ問題ブリーフイングキツト2001年

度版』2002年

UNFPA,''PopulationlssuesBriefingKil2001Ⅱの翻訳｡2000

年に国連本部で開催されたミレニアムサミットで採択

されたミレニアム開発目標の中に人口問題を位履付け､

新たなUNFPAの人口問題への取り組みを示し人口分

野における様々な隈題とその問題の現状と取り組みを

概観した。

27．『人ロ問題を考える一人類生存の条件と人類社会の未来一』

ＡPDA創立20周年を記念して開催された公開フォーラム

の議事録。この公Ｉｊｌｌフォーラムでは、「1本が世界に誇

る各分野の機戯者から、宇宙物理学、生物学の視点か

ら生命倫理の視点まで様々な視点から人口'1W題を慨概

してもらい，なぜ人口問題が人類の将来にとって決定

的にjifi婆なのかを論じた。私達が生きるこの世界にお

ける人口問題の意味を様々な視点から論じた類書はほ

とんどなく．好評をもって迎えられた。

２８．，iPopulaticnlssues-TheConditionsofHumanSurviv-

alandfutureofourSociety1

リソースNoL27T人にI問題を考える一人類生存の条件と

人類社会の未来一』の英語版。

２９．０DAQuarterly2003onPopulationandDevelopment

（英語版）

2003年度に４半期ごとに]:ﾘ行されたＯＤＡクオータリー

の創刊号から４号までを英訳したもの｡ＯＤＡクオータ

リーは全国会議貝に対して人口と棚発問題に対するロ

本国からの拠出の重要性を訴えかけるために作成され

たもので、財団法人家族計画国際協力財団（JOICFP）

とUNFPA東京嚇務所との協力で発行されている。

30．『地球の人ロと水』

UKFPAの刊行物であるGlobalPopulalionandWaterの

日本語版・同莎は2003年３月に京都ロ大阪・滋賀で開

催された第３図世界水フォーラムにおIﾅる雛論に資す

るために作成されたもので．食料生産、安全な水供給．

公衆衛生などの側面から水と人口INI題とかかわりを包

1０４

チグ

／



曰誌ＡＰＤＡ ﾛ■■ I■■

(７月 11月）

７
月
ｕ
日

声
１
口
刑
（
５
，
脚

７
月
咀
日

７

１月
９５

日日

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
シ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
長
、
ヴ
ァ

レ
リ
ー
・
デ
ィ
リ
ィ
リ
ポ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ
資
金
調
達
・
渉
外
・
広
報

部
長
、
中
村
百
合
・
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
資
金
調
達
・
旧
本
信
託
基
金
オ

フ
ィ
サ
ー
が
中
山
太
郎
・
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
会
長
を
表
敬
。
尾
崎
美
千

生
事
務
局
長
が
同
席
。

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
シ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
長
、
ヴ
ァ

レ
リ
ー
・
デ
ィ
リ
ィ
リ
ポ
同
資
金
調
達
・
渉
外
・
広
報
部
長
、

中
村
百
合
・
同
資
金
調
達
・
日
本
信
託
基
金
オ
フ
ィ
サ
ー
が
Ａ

Ｐ
Ｄ
Ａ
に
来
所
。
尾
崎
美
千
生
事
務
局
長
、
楠
本
修
補
佐
と
業

「
世
界
人
口
デ
ー
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
カ
イ
ロ
会
議
か
ら
加
年

人
口
問
題
と
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
考
え
る
」
、
「
加
藤
シ
ズ
エ
賞
授
賞
式
」

に
尾
崎
美
千
生
・
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
常
務
理
事
・
事
務
局
長
と
恒
川
ひ

と
み
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
が
出
席
。

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
準
備
の
た
め
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
国
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス

タ
ン
国
に
楠
本
修
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
事
務
局
長
補
佐
・
主
任
研
究
員
、

木
村
亮
子
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
を
派
遣
。
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
国
ア
ル
マ
テ
ィ
巾
、
ア
ス
タ
ナ
市
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
国
タ
シ
ケ
ン
ト
市
を
訪
問
。
ア
ル
マ
テ
ィ
市
で
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ

現
地
事
務
所
と
打
ち
合
わ
せ
。
ア
ス
タ
ナ
市
で
ベ
ク
ス
ル
タ
ン
・

ト
ゥ
ト
ゥ
ク
シ
ェ
フ
上
院
議
員
（
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
国
会
家
族
委

員
会
委
員
長
・
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
副
議
長
）
上
院
事
務
局
と
打
ち
合

わ
せ
。
タ
シ
ヶ
ン
ト
市
で
は
ナ
シ
ム
・
ツ
ム
カ
ヤ
Ｕ
Ｋ
Ｆ
Ｐ
Ａ

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
・
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
・
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
・
タ
ジ

キ
ス
タ
ン
・
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
駐
在
代
表
と
打
ち
合
わ
せ
を

行
っ
た
。

７
月
躯
日

７
月
沁
日

７

１月
２３１９

日日

７
月
刑
日

厚
生
労
働
省
、
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
（
旧
雇
用
・
能
力

開
発
機
構
）
委
託
調
査
「
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
に
お
け
る
国
際
分

業
と
労
働
力
需
給
に
関
す
る
調
査
研
究
」
第
一
回
研
究
会
を
Ａ

Ｐ
Ｄ
Ａ
で
開
催
。
黒
田
俊
夫
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
、
岡
崎
陽
一
評
議

員
、
降
矢
憲
一
評
議
員
、
梅
澤
隆
・
国
士
舘
大
学
教
授
、
許
海

珠
・
同
大
学
教
授
、
南
雲
智
映
・
嘉
悦
女
子
大
非
常
勤
講
師
、

農
林
水
産
省
委
託
調
査
「
人
口
問
題
を
基
礎
と
し
た
農
業
・
農

村
調
査
ｌ
イ
ン
ド
国
」
第
一
回
研
究
会
を
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
で
開
催
。

川
野
重
任
・
東
大
名
誉
教
授
、
福
井
清
一
・
神
戸
大
学
大
学
院

教
授
、
大
野
昭
彦
・
青
山
学
院
大
学
教
授
、
新
見
友
啓
・
農
水

省
国
際
部
国
際
協
力
課
、
上
野
豊
・
同
職
員
、
尾
崎
美
千
生
事

務
局
長
、
楠
本
修
補
佐
、
竹
本
将
規
研
究
員
が
出
席
。

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
シ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
長
、
ヴ
ァ

レ
リ
ー
・
デ
ィ
リ
ィ
リ
ポ
同
資
金
調
達
・
渉
外
・
広
報
部
長
、

中
村
百
合
・
同
資
金
調
達
・
日
本
信
託
基
金
オ
フ
ィ
サ
ー
が
、

福
田
康
夫
議
員
（
衆
・
自
民
）
と
小
宮
山
洋
子
（
衆
・
民
主
）

を
表
敬
。
尾
崎
美
千
生
事
務
局
長
が
同
席
。

務
打
ち
合
わ
せ
。
竹
本
将
規
研
究
員
、
木
村
亮
子
、
恒
川
ひ
と

み
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
イ
サ
ー
が
同
席
。
そ
の
後
、
シ
ン
デ
ィ
ン

グ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
長
ら
は
、
谷
津
義
男
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
幹
事
長
、

桜
井
新
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
副
会
長
を
表
敬
。

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
東
・
東
南
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ

ル
な
ら
び
に
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
運
営
委
員
会
参
加
の
た
め
、
尾
崎
美

千
生
事
務
局
長
、
楠
本
修
補
佐
を
派
遣
。
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８
月
加
日
Ｊ
Ｔ
Ｆ
西
・
北
部
ア
フ
リ
カ
視
察
の
座
談
会
を
参
議
院
議
員
会

館
第
３
会
議
室
で
行
う
”
桜
井
新
（
参
・
自
民
）
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理

事
、
能
勢
和
子
（
衆
・
自
民
）
、
高
橋
千
秋
（
参
・
無
）
、
池
上

８

１月
１６６

１１Ⅱ

８

１月
１４２

日日

７
月
泌
日
ス
ル
タ
ン
・
ア
ジ
ズ
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
ア
ジ
ア
太
平
洋
局
長
．
池
上

清
子
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
東
京
事
務
所
長
が
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
に
来
所
。
尾
崎

美
千
生
事
務
局
長
、
楠
本
修
補
佐
他
と
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
事
業
に
つ
い

て
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
。

Ｊ
Ｔ
Ｆ
西
・
北
部
ア
フ
リ
カ
視
察
の
た
め
、
桜
井
新
（
参
・
自

民
）
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
、
能
勢
和
子
（
衆
・
自
民
）
、
長
浜
博
行
（
衆
・

民
主
）
、
高
橋
千
秋
（
参
・
無
）
、
尾
崎
美
千
生
事
務
局
長
、
木

村
亮
子
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
を
カ
メ
ル
ー
ン
、
セ
ネ
ガ
ル
、

チ
ュ
ニ
ジ
ア
に
派
遣
。
３
カ
国
の
人
口
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
、

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
、
安
全
な
飲
料
水
に
つ
い
て
Ｕ
Ｎ

Ｆ
Ａ
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
等
の
施
設
を
訪
問
、
各
国
関
連
省
庁
大
臣
、

議
員
、
日
本
大
使
、
施
設
ス
タ
ッ
フ
に
現
地
事
情
を
聞
く
。

農
林
水
産
省
委
託
調
査
「
人
口
問
題
を
基
礎
と
し
た
農
業
・
農

村
調
査
ｌ
イ
ン
ド
国
一
の
た
め
、
調
査
団
を
イ
ン
ド
国
に
派
遣
。

団
長
》
福
井
清
一
・
神
戸
大
学
大
学
院
教
授
、
団
員
卵
大
野
昭

彦
・
青
山
学
院
大
学
教
授
、
楠
本
修
補
佐
、
竹
本
将
規
研
究
員
。

イ
ン
ド
国
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
の
農
業
省
・
農
業
団
体
へ
の
聞
き
取

り
や
、
パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
・
ハ
リ
ャ
ナ
州
の
農
村
地
域
で
農
家
に

対
す
る
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
。

吉
田
慎
・
厚
生
労
働
省
外
国
人
雇
用
対
策
謀
係
長
、
尾
崎
美
千

生
事
務
局
長
、
楠
本
修
補
佐
、
竹
本
将
規
研
究
員
が
出
席
。

１０９

)］－月
３２５

日Ⅱ

９
月
巧
日
農
林
水
産
省
委
託
調
査
に
つ
い
て
農
水
省
で
業
務
打
ち
合
わ
せ
。

楠
本
修
補
佐
、
竹
本
将
規
研
究
員
が
出
席
。

９
月
旧
日
シ
フ
・
カ
レ
ー
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
局
長
が
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
訪
問
。
尾

崎
美
千
生
事
務
局
長
、
楠
本
修
補
佐
他
と
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
の
協
力
事
業
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
。

９８

月一月
2３１

１］日

８
月
妬
日

一

９
月
３
日

第
加
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議

（
通
称
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
）
開
催
の
た
め
、
清
水
嘉
与
子
（
参
・
自

民
）
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
副
理
事
長
、
桜
井
新
（
参
・
自
民
）
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ

理
事
、
長
浜
博
行
（
衆
・
民
主
）
、
武
山
百
合
子
（
・
衆
・
民
主
）
、

尾
崎
美
千
生
事
務
局
長
、
楠
本
修
補
佐
、
木
村
充
子
プ
ロ
グ
ラ

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
（
国
際
家
族
計
画
連
關
）
グ
ロ
ー
バ
ル
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー

ブ
ル
に
中
山
太
郎
・
元
外
相
・
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
会

長
・
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
長
、
谷
津
義
男
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
、
尾
崎

美
千
生
事
務
局
長
を
派
遣
。
谷
津
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
が
開
会
式

で
、
中
山
理
事
長
が
ガ
ラ
デ
ィ
ナ
ー
で
挨
拶
を
行
っ
た
。

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
委
託
調
査
一
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
に
お
け

る
国
際
分
業
と
労
働
力
需
給
に
関
す
る
調
査
研
究
」
の
た
め
、

調
査
団
を
中
国
へ
派
遣
。
団
長
》
梅
澤
隆
国
士
舘
大
学
教
授
、

団
員
叩
楠
本
修
補
佐
、
竹
本
将
規
研
究
員
。
大
連
市
の
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
パ
ー
ク
、
北
京
市
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
企
業
な
ど
、
Ｉ
Ｔ
関

連
企
業
・
団
体
を
訪
問
し
、
聞
き
取
り
調
査
を
行
う
。

清
子
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
東
京
事
務
所
長
、
尾
崎
美
千
生
事
務
局
長
、

木
村
亮
子
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
が
参
加
。

１０６
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日日

ｎ
月
過
日
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
加
周
年
記
念
事
業
の
打
ち
合
わ
せ

と
座
談
会
を
行
う
。
近
康
男
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｆ
Ｐ
理
事
長
、
安
藤
博

文
・
日
本
大
学
国
際
学
部
教
授
・
前
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
次
長
、

尾
崎
美
千
生
事
務
局
長
が
参
一
加
。
恒
川
ひ
と
み
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ

フ
ィ
サ
ー
が
事
務
局
を
務
め
た
。

10

1月
２１１７

日日

ム
オ
フ
イ
サ
ー
、
竹
本
将
規
研
究
員
を
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
国
ア
ル

マ
テ
イ
ヘ
派
遣
。
会
議
に
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
か
ら
四
ヵ

国
の
代
表
者
、
皿
の
国
際
機
関
、
総
勢
、
人
が
参
加
。
プ
ラ
イ

マ
リ
ー
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
分
野
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
ア
ル

マ
ア
タ
宣
言
の
再
検
討
と
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
討

議
し
、
「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ル
マ
テ
ィ
宣
言
」
を
採
択
し

た
。

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
に
引
き
続
き
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
派
遣
事
業
を

実
施
の
た
め
、
長
浜
博
行
（
衆
・
民
主
）
、
武
山
百
合
子
（
衆
・

民
主
）
、
木
村
亮
子
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
を
派
遣
。
旧
都
ア

ル
マ
テ
ィ
と
首
都
ア
ス
タ
ナ
を
拠
点
に
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
サ
イ
ト
、
農
業
省
関
連
施
設
を
訪
問
。
農
業
省
次
官
や
現
一
地

ス
タ
ッ
フ
に
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
同
の
人
口
と
農
業
・
農
村
開
発
及

び
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
事
情
に
つ
い
て
悦
察
を
行
う
。

フ
ラ
ン
ス
・
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
の
欧
州
評
議
会
本
会
議
場
で
開

催
さ
れ
た
「
第
２
回
国
際
人
口
開
発
会
議
行
動
計
画
実
施
の
た

め
の
国
際
議
員
会
議
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
）
」
参
加
の
た
め
谷
津
義
男
Ａ

Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
、
尾
崎
美
千
生
事
務
局
長
、
楠
本
修
補
佐
を
派

遣
。
谷
津
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
が
起
草
委
員
長
を
務
め
、
Ａ
Ｐ
Ｄ

遣
。
谷
津
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
が
起
草
委
同

Ａ
が
起
草
委
員
長
の
事
務
局
を
務
め
た
。

篝薑臺

朧
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◇
高
度
な
科
学
文
明
を
発
展
さ
せ
た
卯
世
紀
を
引
き
継
い
だ
ｎ
世
紀
は
、
東

西
冷
戦
の
終
幕
と
と
も
に
「
平
和
の
世
紀
」
「
共
生
の
世
紀
」
と
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
た
。
し
か
し
、
世
紀
の
幕
開
け
と
と
も
に
突
発
し
た
同
時
多

発
テ
ロ
事
件
９
．
ｕ
は
、
世
界
の
空
に
暗
雲
を
広
げ
、
今
年
の
夏
に
ロ
シ

ア
南
部
の
小
都
市
を
襲
っ
た
テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
る
学
校
襲
撃
事
件
は
、
数

百
に
及
ぶ
幼
い
命
を
無
残
に
も
吹
き
飛
ば
し
、
テ
レ
ビ
に
映
し
出
さ
れ
た

母
親
や
父
親
の
働
突
は
、
改
め
て
事
件
の
残
虐
性
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

せ
た
。

◇
幕
を
開
け
た
ば
か
り
の
ｎ
世
紀
は
、
著
名
な
米
国
の
学
者
の
不
吉
な
予
言

を
裏
付
け
る
よ
う
に
民
族
、
宗
教
間
の
果
て
し
な
き
対
決
を
描
く
「
赤
信

号
」
で
始
ま
っ
た
如
く
で
あ
る
。

通
信
・
運
輸
分
野
の
革
命
は
、
市
場
経
済
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
地
球
規
模
に

拡
大
す
る
一
方
で
貧
富
の
格
差
を
拡
大
さ
せ
、
ア
フ
リ
カ
や
ア
ラ
ブ
の

世
界
を
中
心
に
「
黄
信
号
」
の
よ
う
な
貧
困
の
原
野
を
押
し
拡
げ
て
い
る
。

と
り
わ
け
女
性
や
子
ど
も
、
老
人
た
ち
弱
者
に
し
わ
寄
せ
さ
れ
、
健
康
や

命
を
蝕
ん
で
い
る
。

◇
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
宇
宙
の
彼
方
か
ら
見
る
地
球
に
「
国
境
線
」
は
見

え
ぬ
と
言
う
。
紺
碧
に
彩
ら
れ
た
「
水
球
」
、
毬
藻
の
よ
う
な
緑
に
包
ま
れ

た
「
地
球
」
が
永
久
に
続
く
こ
と
を
願
わ
な
い
者
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
ど

の
よ
う
に
宗
教
や
肌
の
色
が
違
い
、
使
う
言
語
が
異
な
っ
て
も
、
「
よ
り
健

康
に
、
よ
り
豊
か
に
、
よ
り
平
和
に
」
生
き
る
こ
と
を
望
ま
な
い
人
は
い

な
い
。
眼
前
に
新
宿
御
苑
の
盛
ん
な
緑
を
見
つ
め
な
が
ら
、
な
お
し
ば
ら

く
は
毎
年
７
７
０
０
万
人
も
の
人
が
増
え
続
け
る
と
い
う
人
類
の
未
来
を

想
う
。

本
誌
は
、
地
球
の
信
号
が
い
つ
も
「
緑
」
に
留
ま
る
こ
と
を
祈
っ
て
、
各

界
有
識
者
に
よ
る
リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
「
地
球
シ
グ
ナ
ル
」
を
今
季
号
か

ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

（
Ｍ
・
Ｏ
）

表紙の写真説明

ス
る
て
る
か
の
問
イ
ム
隠
時
た
気
陰
ム
｜
ル
、
夜
気
っ
血
ｊ
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吠
珈
吐
鴎
渉
、
峰
謎
擁
坤
ね
輝
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蝿
華
が
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轆
動
ｗ

ｉ
ｉ
１
１
二
…
…

、
い
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力
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沸
で
高
国
う
、
く
の
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M八JＡグループ
みんな「農」でつ趣がっている｡

毎日何気なく食べているいつものごはん。普段あまり気にすることはないけれども、

その向こう側はみんな「震」１こつなかっています。

JＡグループは、いつも安全・安心な食料供給と

農業と社会のいい関係を目指してさまざまな取り組みを行っています。

｢農｣と｢共生｣の世紀づくり
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